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SHI-NO




─シノ─君の笑顔








上月雨音







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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志乃１／




　最初───優やさしく抱だき上げられる温ぬくもりと、焦しよう点てんの緩ゆるんだ霞かすみの向こう側にある輪りん郭かくと、耳みみ朶たぶを叩たたく声とがあって、それらは一つのものだった。

　単たん純じゆんにそれらを区別するモノがなかったからである。

　だからその時の志し乃のにとって、肉体そのものさえも自覚的ではなかった。

　触ふれるもの、見えるもの、聞こえるもの……それらの受け皿たる自身の居い場ば所しよは遥はるか遠く、あたかも高みから俯ふ瞰かんしているかのようであった。

　故ゆえに自分は、自分を含ふくめた世界であった。

　つまり、何ど処こにも境きよう界かいがなく、何処に自分の意い識しきがあったとしても不自然ではなく、そこから見下ろす世界は無む限げんに広がっているようにさえ思えた。

　無制限の万ばん能のう感、そして当然の限界。

　無限の世界は長くは続かなかった。

　やがて訪おとずれる限界は直すぐに彼女を落らく胆たんさせる。

　それは人が誰だれしも必ず触れる事になる『拒きよ絶ぜつ』である。

　存そん在ざいからではなく、世界からの否ひ定てい。

　無限に広がる志乃に世界は囁ささやくのだ。

『ここはお前の居場所じゃない』

『これはお前のものじゃない』

『あっちへ行け、向こうへ行け、何処かへ行け』

　志乃を含めた世界であった自身は、かくして残ざん酷こくな程ほどに拒絶され、やがて肉体という境界線まで押おし殺された。

　腕うでを一つ、小さく動かす。

　余あまりの狭せまさに泣き出したくなる。

　足を一つ、僅わずかに動かす。

　余りの重さに心の震ふるえが止まらない。

　寝ね返がえり一つ出来ない細く小さく弱く拙つたない、その不自由な肉体こそが『私』だった。

　そんな小さな『私』を、無数の他人が見下ろしていた。

　そこは牢ろう獄ごくでしかなく、だからこそ彼女は諦あきらめなかったのかもしれない。










００／




　タクシーから飛び降おりた。正面玄げん関かんの自動ドアは殴なぐりつけたくなるほど緩かん慢まんで、肩かたをぶつけながら開いた隙すき間まに身を押し込こんだ。テレビの設せつ置ちされたロビーには十五人程の男女が退たい屈くつそうな顔でベンチに座すわっており、突とつ然ぜん駆かけ込んで来た僕ぼくの姿すがたに一いつ瞬しゆん驚おどろいた様子だったが、その関心も直すぐに薄うすれた。当然だ、恐おそらくそう珍めずらしい光景ではないだろうから。

　電車とタクシーを乗り継ついでようやく辿たどり着いた先は、滋賀県大津市内に建つ病院だった。だから僕も気に留とめる理由はなかった。どうせこんなの、見み慣なれているだろう。

　たわむ自動ドアのガラスの低い音を背せ中なかに受けながら、ロビーを抜ぬけた正面の壁かべに設置された案内板を見る。伝えられた部屋番号から六階である事は分かっていたので、探さがしたのはエレベーターだった。

　こういう時、思うのは一つ。

　────病院はもっと分かり易やすい設計にすべきである。

　実じつ際さい、冷静に見れば複ふく雑ざつ怪かい奇きな構こう造ぞうをしているわけではなく、案内板の表ひよう示じもご老人を意識してなのか色がハッキリしていて読み取り易い。不親切極きわまりない地下街の案内図に比くらべれば百倍はマシだ。

　ようやく見つけたエレベーターホールに駆かけ込み、ボタンを片かたっ端ぱしから押していく。四基きの内、一番先にやってきたのは最も奥おくにあるもので、そんな事にさえ苛いら立だちを抑おさえられなかった。緩ゆるやかな上じよう昇しようにも、部屋割わりが描えがかれた案内板までの距きよ離りにも、焦あせる気持ちが心を搔かき乱みだし肉体の動きを狂くるわせる。

　広いながらも何処となく学校を感じさせる無機質な廊ろう下かの先に、和服姿の女性を見つけた。

　酷ひどくか弱い印象だった。たぶん普ふ通つうの状じよう態たいで出会ったのならまた別の感想を抱いだいたのだろうが、今は───苦しみに耐たえるしかない深い嘆なげきを感じたのである。壁に寄りかかる事でようやく立っている彼女は肩を落とし俯うつむいていた。

　案内板で確かく認にんした病室は、間ま違ちがいなく先せん輩ぱいの居いる場所だった。

　キララ先輩のお母さんだ。直ぐに分かった。

「あの……その……」

　声を掛かけたもののどうしても言葉にならなくて、僕は唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　何を口にすれば良いのか分からない。こういう時、どんな言葉で接せつすれば良いのか、親も先生も教えてはくれなかった。また、そもそもこういった事じ態たいに直面する事さえなかったのだ。

　女性はそんな僕を見て、少し戸と惑まどっている様子だった。

　当たり前だ、いきなり見ず知らずの男に話しかけられて、しかもそいつは言葉を濁にごらせている。それでも、彼女は僕よりずっと大人だった。

「キララの、お友達かしら？」

「はい……その、後輩です。大学の」

「そう。お見み舞まいに来てくださったのかしら」

「はい、えっと……」

「そうなの。どうもありがとう。どうぞ、入って」

　そう言って、彼女は病室のドアを示しめしてくれた。左上には間違いなく『鴻こうの池いけキララ』とネームプレートが嵌はめられている。

　部屋は示したものの、一歩も動こうとしない彼女に少し戸惑いつつ、一礼してドアをノックする。二度、三度。返事はなかった。

「先輩、入りますよ」

　声を掛け、ドアを開くと真正面に大きく窓まどが見える。カーテンで遮さえぎられてはいたが薄うっすらと太陽の光が感じられた。直ぐ左手にはトイレと思われるドアがあり、その分狭せばまったスペースの向こう側にベッドの足が見えた。窓際には低い背もたれのソファーがあり、誰だれかの私物と思われる革かわの鞄かばんが置かれていた。

　奥へ進むと、ベッドの全景が見える。真っ白なシーツが敷しかれ、真っ白な布ふ団とんが掛けられたそこに鴻池キララ先輩が居た。隣となりには背の高い棒ぼうにぶら下がる二つの点てん滴てきパックと、用よう途と不明な機器。ディスプレイには謎なぞの英字と共に線グラフと数値が点てん滅めつし、機器から延のびるコードはベッドの上の彼女へと繫つながっているようだった。

「先輩……」

　ベッドに横たわる彼女は、起きていた。

　瞼まぶたを開けて……天てん井じようを見つめていた。

「キララ先輩」

　もう一度声を掛けると、瞳ひとみがゆっくりとこちらを向く。

　眼鏡めがねは掛けていない。何い時つもレンズの向こうに見えていた活力に満ち溢あふれた瞳の色は擦かすれている。

「……来てくれたんや」

　発せられた声は聞き取る事も困こん難なんな程に弱々しかった。

「その、ニュースを見て……あちこち連れん絡らくして」

「やっぱ、ニュースになっとったか」

「それは……」

　そうでしょう。発はつ砲ぽう事じ件けん、それだけでも十分な大ニュースなのだ。それが殺人事件のあった倉庫で、被ひ害がい者しやまで出たのだからトップで報ほう道どうされて当然。

　しかもその被害者というのが……警けい察さつ官かん。

「富と樫がしさんと高たか柳やなぎさんは……」

「うん、ウチを守って、な」

　殉じゆん職しよくした二人の氏名は既すでに公表されていた。

　だから、信じられなかった。

　何な故ぜだろう、普ふ段だんはたとえばテレビの情報を鵜う吞のみにしている。何か事件があって被害者の氏名がテロップで出てきたとしても、それが間ま違ちがっているんじゃないか、なんて誰だって考えもしないだろうに。

　富樫さんと高柳さんの名前を見た時、真っ先に思ったのは『これは噓うそだ』というものだった。誤ご報ほう、誤植。間違ったニュースが流れている。そう思った。だってそうだろう、二人ともつい最近会ったばかりなのだ。そんな彼らが、死ぬはずがない。

　馬ば鹿かみたいな妄もう想そうだけれど、それは僕の本心だった。

　しかし現実逃とう避ひでしかない思考は、続いて表示されたテロップによって瓦が解かいした。

　そこに表示されていたのは鴻池キララという余りにも見み慣なれた名前と、重体というあり得ないものだったのだから。

　驚きよう愕がくは限度を超こえ百八十度反転し、むしろ瞬しゆん間かん的てきではあっても冷静になった程だった。

「……シノシノは？」

「あ、ごめんなさい。知ったのが学校に行った後だったんで……あ、そうか。連れん絡らくしてない……」

　事件を知って先せん輩ぱいの関係者に連絡を取りまくり、ようやく搬はん送そうされた病院を教えてもらい、財さい布ふと携けい帯たいだけを引っ摑つかんで家を飛び出した。最も寄よりの駅までは電車で、そこからは──正確な道順を確かく認にんしていなかったので──タクシーでやって来た。その間、連絡を取るだけの時間は十分にあったはずなのだが、完全に失念していた。

「すみません、ちょっと連絡してきます。何なら早そう退たいしてもらって────」

「いらん、迷めい惑わく掛けるだけや」

「迷惑なんてっ」

「それにシノシノにこないな姿すがたを見せるんも、ちょっと……な。あぁ、そうや、アンタにも見せたくなかったわ。知らんままでいて欲ほしかった」

　それは泣いているのか、笑っているのか。

　弱ったように崩くずれた表情の意味が上う手まく理解出来ず、ただ、何な故ぜか心が震ふるえた。

　ゾクリ───と。

　そんな不明確な恐きよう怖ふを振ふり払はらうように、努めて明るく言う。

「で、でも大だい丈じよう夫ぶですよ。手しゆ術じゆつがあったんでしょう？　それで体力が戻もどってないだけです。僕だってこれでも経けい験けん者しやなんですから分かります。直すぐに元通りになりますよ」

「……せやね。大丈夫、直ぐに元通りになるよ。元通りに、なるから」

　吐はき出される言葉はまるで念じるようだった。そうであって欲しい、そうでなければならないと祈いのるような、嗚お咽えつだった。

　元通りにはならないものが、二つ。

　富樫刑けい事じと、高柳さんの命。

　特に前者は彼女にとってどれ程大きいものだったのだろうか。

　それでも先輩は泣かなかった。たぶん、僕が居るからなのだろう。何い時つだって明るく、何事に対しても気持ち良い程ほど快かい活かつだった彼女の泣き顔を僕は想そう像ぞうする事が出来ない。しかし、それは彼女が僕に対して守ってきた姿であって、本来はまだ二十代の学生なのだ。

　病室の前に立っていた母親の姿を思い出す。見舞いに来た僕の入室を促うながした彼女は、けれど一いつ緒しよには入ってこなかった。彼女は何時からあそこに立っていたのか。そして何時まで立っているのか。

　少し不自然に思えたその姿の意味が分かった。

　キララ先輩には泣く時間が必要だ。失ったものに対して好きなだけ感情を吐き出す時間が。それは弱さではなく、人間として正しい心情だろうから。

　僕は病室を出る事にした。今日はもう帰ろう。今の彼女から時間を奪うばってはいけない。

　そう思い、帰る事を伝えようとして───ふと、ある事に気づいた。

　何の変へん哲てつもない布ふ団とんだ。先輩の身体からだを温めている白い布団。当然、彼女の身体の分だけ押おし上げられ、膨ふくらんでいる。小こ柄がらな彼女だから膨らみも小さいが、その形は大まかに推おし量はかれる。

　だが、そこに、違い和わ感があった。

　胴どう体たい部分がやはり一番盛もり上がっている。布団の端はしから僅わずかに見える指先は布ぬの地じを弱々しく握にぎっていた。足の指は出ていないが、その形は分かった。

　ただし───左側だけ。

　沈しずんでいる。右側だけが、沈んでいる。

　でもそんなのあり得ない。中で曲げているのだろうか。しかしそれなら不自然に膨らんでいる部分があるはずだ。それがどこにもない。彼女は布団の中、身体を真っ直ぐに伸ばしている。だから沈んでいるはずがない。これではまるで！

「先……輩……？」

　何もかもを排はい除じよするかのように、瞼まぶたは閉とじられていた。

　ただ、一言だけ。

「自じ業ごう自じ得とくや」

　元通りにならないものは、三つ。





＊　＊　＊






　全すべて僕の所せ為いだ。

　先輩は自業自得だって言ったけど、それは違ちがう。確たしかに彼女は常つねに危き険けんを背せにして生きてきた。自ら犯はん罪ざいの渦か中ちゆうに身を投げ込み戦ってきた。周りの人は常にそれを心配し諭さとしていたが、耳を貸かそうとはしなかった。

　だから、何時かはこんな事になるかもしれないって……たぶん分かっていた。

　ある意味では当然の事。当たり前のしっぺ返しである。

　けれど……違う。

　そういう事ではない。

　こんな仕打ちを受けなければならない程、彼女の行動は間違っていたか？

　病院の正面入り口で一人、僕は何も考えられないまま立ち尽つくしていた。

　そこまで辿たどり着いた時点で、歩く力を失っていた。立っている力だってもうないのかもしれない。誰かが勝手に膝ひざの関節をロックして、崩くずれ落ちる事を許ゆるさないだけだ。もちろん、その誰かの正体は分かっている。

　僕自身だ。

　僕を責せめる僕が、これは罰ばつだと叫さけんでいた。

　先輩は放っておいても事じ件けんに関かかわっただろう。そもそも、捜そう査さに協力しないかと持ちかけて来たのは彼女の方だった。何時だってそう、キララ先輩が常に主しゆ導どうだった。だからこうなる事は決まっていた事。

　そんなの、噓うそだ。

　自分を許したいのか？

　責せき任にんがなかったと、いったい誰に訴うつたえたいんだ。

　案外……自業自得だって言ってくれて嬉うれしかったんじゃないか？

　お前の所為だと責められたら、どうするつもりだったのだろう。

　何故綾あや瀬せシンの事を話さなかったのだろう。全てを話して、もっと全面的に協力しなかったのだろう。そうしていれば回かい避ひ出来たんじゃないのか。いや、きっと回避出来た。それは十分に可能だった。

　なのに、僕はそうしなかった。

　安あん穏のんな日常を守るために。思い出したくない過か去この臭においを消すために。

　それどころか、僕は彼女を煽あおってしまった。

　何故自分は先輩に高柳さんの事を話してしまったのだろうか。

　楽観があったからだ。彼女に任まかせてしまえば、僕らは安あん泰たいだろうという打算があった。全て任せてしまって、志乃ちゃんと共にニュースが消え去るまで隠かくれていたかった。

　ほら───僕の責任。

　涙なみだは出てこなかった。言葉なんて何処にもなかった。もしかしたら呼こ吸きゆうさえ止まっていたかもしれない。何時の間にか僕はただの銅どう像ぞうになっていて、何百年も肯こう定ていと否ひ定ていを続けるのだろう。誰かに責任を押し付け、その度たびに自分の過あやまちを思い知り、逃にげるように誰かを責め、それは全て自分へと跳はね返る。見事な永久機関の出来上がりだ。刻きざまれる銘めいは『愚ぐ者しやの末路』辺りが妥だ当とうか。幾いくらかセンスに欠けるけど、むしろその方が僕らしくて良い。病院の正面玄げん関かんに飾かざるには縁えん起ぎが悪いから、どこか別の場所に移うつされる。そこは滅めつ多たに人もやってこない場所で、ぐずぐずと酸化しながら朽くち果てるまで生き続ける。あぁ、だけどせめて先せん輩ぱいが退たい院いんするまではここに居させてもらいたいものだ。僅かにでも彼女の笑顔が戻もどって、そして日常へと戻って行く後うしろ姿すがたを見送ったら、その後はどうなっても構かまわないから。だから、ここに居させて欲しい。もう少しだけ、ここに居させて下さい。

「おいっ！」

　少年のものらしき高いその怒ど声せいに、僕は顔を上げた。その途と端たんに、下から思い切り襟えり元もとをねじ上げられる。銅像の幻げん想そうは消え、膝のロックが外れた。

　喉のどを圧あつ迫ぱくするものではなく、ただ衣服を捻ひねって押おし上げられただけなので苦しさはなかったが、崩れ落ちそうな僕に抵てい抗こうする力はなく、壁へと押し付けられていた。

　視し線せんを下ろすと、そこにはクロス少年がいた。

　彼も慌あわてて駆けつけてきたのだろう。息が荒あらいのは駅から走ってきたからなのかもしれないが、何より、彼自身が興こう奮ふんしているからだった。

「おい！　こんなところで何やってんだよ！」

「クロス君、何って……」

「俺おれは何やってんのかって聞いてんだ！」

　畳たたみ掛かけてくる言葉に、何が何やら分からず混こん乱らんする。

「ちょ、ちょっと待って」

「何を待つんだよ！　こんなとこでボーっと突つっ立って、何を待ってんだ！」

「いや、別に待ってたわけじゃなくて」

「見み舞まいにはっ、アイツには会ったのか！」

「え、うん。それならさっき……」

「じゃあ、さっさと帰れよ！」

　無む茶ちや苦茶だ。興奮し過すぎて支し離り滅めつ裂れつになっている。

　まぁ、そのおかげでだいぶ冷静になれたけれど。襟元を摑つかむ少年の手をやんわりと振ふり解ほどき、一つ息を吐はく。自分はいったい何を考えていたのか。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。身体からだは銅像になんてなっていない。

「あのね、クロス君。落ち着いて、君もお見舞いに来たんでしょ？」

「そうだよ！　他に何かあんのかよ！」

「だから落ち着いてって。病室の番号は分かる？　というか、いったいどうしてここに？　今は学校がある時間のはずだけど？」

「そんなのどうでも良いんだよ！」

　いや、どうでも良くないだろうに。全く収おさまらないらしい彼に少し呆あきれつつ、先輩の事をそれだけ心配している証しよう拠こだと嬉うれしく思う。普ふ段だんは苦手そうに避さけている印象が強かったけれど、本当は好いていたのだ。

　……そう分かって、申し訳わけない気持ちが溢あふれてきた。

　彼を苦しめてしまった事に。キララ先輩の姿に、更さらに苦しめてしまうだろう事に。

「ごめん……ごめんね」

「はぁ？　何謝あやまってんだよ！」

「全部、僕の責任だから……」

「そんなの知らねぇよっ!!」

　怒鳴りつけられて、沈しずみかけていた身体が起きた。

「お前の責任なんて知るか！　俺が聞いてんのは、こんなところでボーっとして何やってんだって事だよ！　見舞いが済すんだんならさっさと帰りやがれ！　んで、さっさと犯はん人にん見つけろよ！」

「犯人……？」

「寝ね惚ぼけてんのか！　支はせ倉くらなら何とか───って、アイツはどうしたんだよ!?」

「いや、だから今は学校がある時間だって……」

「馬ば鹿かかお前は！　さっさと呼べ！　詰つまんねぇ授じゆ業ぎようより、ずっとこっちの方が重要だろうが！　何考えてんだ！」

　ぜぇぜぇと、そこでようやく体力の限げん界かいがきたらしい。クロス君は叫さけぶのを止やめ、肩かたを上下させた。

　彼の、言う通りだった。

　学校の授業は大切だ。まして二日も休んでしまったのだから、これ以上続くのは良くないだろう。志し乃のちゃんの事、おちこぼれるだとか付いて行けなくなるとか思わないが、それでも学業を疎おろそかにしていいはずがない。

　けれどこれは、それ以上に大切な事。

　彼が正しい。先輩は傷きずを負った、富と樫がし刑けい事じや高たか柳やなぎさん……他にも沢たく山さんの人達が苦しみ、何処かで涙なみだしている。

　そして探さがしている───『犯人』を。

　良いさ、僕はここで銅像にでもなっていれば。そうすれば無関係なままで居られる。心の内側に閉とじこもってぐるぐると同じ場所を回っていれば、あるいは満足感だって得られるのかもしれない。

　けど……それでも事件は続く。

　犯人が捕つかまるまで、ずっと。

　その度たびに元には戻らないものが増ふえていく。

　それを黙だまって見ているなんて出来ないし、それはきっと許ゆるされない。

　僕一人では無理でも、先輩や警察の力を借りられなくとも、志乃ちゃんと一いつ緒しよならきっと大だい丈じよう夫ぶ。今までがそうだったように真実を明らかに出来る。

「……たぶんだけどさ、アイツの家に何か情じよう報ほうがあるんじゃねぇか？」

「キララ先輩の家……？」

「俺もちょっと捜そう査さを手伝ってたんだよ。いや、何かネット上で事件に組そ織しきが関わってるかもしれない情報が流れてないかってさ。わけ分かんねー注文だし、ぶっちゃけまだ何も分かってないんだけど、アイツがそういうのを調べててこんな事になったんだとしたら、家に関連する資し料りようとか残ってんじゃないか？」

　以前、一度だけ彼女の家に入った事がある。

　決して友達の呼べない部屋だと笑っていたけれど、それは間違いなく事実だった。とても女性が暮くらしているとは思えない程様々な資料が溢あふれていて、しかもそれは一いつ般ぱん人じんが凡およそ見る機会の得られないものばかりだった。迂う闊かつに見てしまえば普通には生きられない情報が書かれている、そう嘯うそぶいてはいたが、ただの冗じよう句くとして終わらせるには現実味があり過ぎた。

　そんな彼女の事、今回も色々と集めていた可か能のう性せいは十分にある。

　慌あわてて駆かけ出そうとした僕の背中にクロス君の「ちょっ、待てよ！」という声が届とどいた。

「アンタ、鍵かぎ持ってんのか？」

「…………あ」

「あ、じゃねーよ！　これ以上、叫ばせんな！」

　怒おこられてしまった。けど、叫んでるのは僕の責任なのか？

「アイツから鍵貸して貰もらえよ」

「そうだね。それに一いち応おうあれでも女性の部屋なんだし、許きよ可かも貰わないと」

「一応、女だからな」

　待った、僕はあくまで『女性の部屋』である事に対しての『一応』ですよ？

　彼の怖こわいもの知らずっぷりも堂に入ったものだ。それとも、慣なれたのか？

「良いや、俺が話してくる。お前は支倉に連絡しろよ」

「え、でも……」

「うっさい。鍵貰ったらそのまま一人で突とつ撃げきしかねねーだろ」

「…………」

　流石さすがにそれはないと反論したかったが、そんな言葉は溢れる感動に飲み込まれてしまった。

　素そっ気け無ない口調ではあったけれど、心配してくれているんだ。

　事ここに至いたって、事件に関わる限り生命いのちの安全は誰も保ほ証しようしてくれない。犯人は拳けん銃じゆうを携けい帯たいし、それを人に向けて発はつ砲ぽうする事に躊躇ためらいがない。状じよう況きよう如何いかんでは、僕に向けられるかもしれないのだ。

　それが分かっているから、一人で行くなと言ってくれている。

　出会い方が出会い方だったし、乱らん暴ぼうな口調に突つき放すような態たい度ど。嫌きらわれていると思って、何となく付き合い難にくさを感じていたけれど、こうして話して印象は大きく変わった。素直じゃない事に変わりはないけれど、この子は本当に良い子だ。

　そう思えば、まるで弟のように感じられた。

「ありがとう。大丈夫だよ、絶ぜつ対たい無事に帰ってくるから。全部終わったら、盛せい大だいにパーティをしよう」

「馴なれ馴れしくすんな！」

　ガンッと弁べん慶けいに強きよう烈れつなキックが突つき刺ささった。

「後それ、思いっきり死し亡ぼうフラグだ、ボケ！」
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　大阪に戻った僕は通っている大学のある駅で志乃ちゃんと落ち合った。

　先に来ていたのは彼女で、制せい服ふく姿のままだった。背中には赤いランドセルを背負っていて、家にも帰らず一直線に駆けつけたらしい。

「ごめん、待たせたかな？」

「…………」

　この沈ちん黙もくは間違いなく怒おこっている証しよう拠こである。

　おかしいなぁ、そんなに待たせたはずはないんだけど。

　クロス君に言われ、病院の正面玄関で志乃ちゃんへとメールを送ると、すぐさま着信音が鳴った。授業中だったらしく、わざわざ抜ぬけ出してくれた彼女に事情を説明すると、直すぐに向かうという回答が返ってきた。

　そこから僕も出来る限り早くやって来たわけで、一時間も二時間も待たせたわけではない。

「えっと、志乃ちゃん……？」

「……そういう事じゃない」

「じゃあ、どういう事？」

「事じ件けんが判はん明めいした時点で、どうして連絡しないのか理り解かいに苦しんでいるだけです」

　それについては……謝あやまるしかない。

　混こん乱らんして思い至いたらなかったわけで、自分の間抜けさは良く分かっている。

「……容よう態たいは？」

「うん、電話でも話したけど、とりあえず一命は取り留とめたみたい。少しでも話せるくらいだから、術じゆつ後ごは良好なんじゃないかな。明あ日すにでも一緒に行こう」

　志乃ちゃんはコクリと頷うなずいた。足の事は伝えなかった。会えば彼女の事だから絶対に気づくだろう。それでも、どんな風に語れば良いのか分からなかったのだ。

　伝えなかった事への謝しや罪ざいを済すませ、怒いかりを納おさめてくれた志乃ちゃんと二人並ならんで大学近くにある先輩のマンションへと向かう。自然と急せいてしまう足を完全に自重する事は難むずかしかったけれど、志乃ちゃんもまた同じように早足だった。

　彼女にしたって、もう隠かくれてはいられない。

　事件に関わりたくないとは言っていられない。

　犯人を見つけ出すという強い意い志しがその姿から感じられるようで、今の僕には誰よりも頼たのもしく、同時に少しだけ不安でもあった。彼女の力は絶対に必要なものだ。その点に何の疑うたがいもない。しかし、危き険けんであると分かっている中、本当に頼たよってしまって良いのだろうか。

　先輩の部屋に辿たどり着き、ドアに鍵かぎを挿す。

　だが、指に返って来たのは軽い感かん触しよくだった。

「……開いてる？」

　本来ならあるはずの抵てい抗こうが感じられない。不ふ審しんに思いノブを回してみると、小さな音を立ててドアが僅わずかに開いた。

　嫌いやな予感がした。

　当然だろう、なんたって若わかい女じよ性せいの一人ひとり暮ぐらしだ。田舎いなかの老人ならともかくとして、外出時に鍵を掛けないなんて考えられない。先輩の性せい格かく上、夜中にちょっと近くのコンビニまでくらいならあり得そうな話ではあるが……しかし、やはり考え辛づらい。

　なんたって、ここにあるのは他人に見られてはならない資料だからだ。

　それを所有している先輩が、まさか防ぼう犯はん意い識しきが欠けつ如じよしていたとは思えない。

　鍵を掛けないまま外出はあり得ない。

　なら、何な故ぜ開いているのか。

　最初に考えたのは家族が先輩の衣類などの身の回りの物を取りに来ているのではないか、というものだった。だが、それは直ぐに否ひ定てい出来てしまう。何故なら扉とびらの向こう側がやけに静かなのだから。

　僅かに開いた扉の奥おく、室内からはまるで誰も居ないかのような静せい寂じやくが溢あふれ出していた。蛍けい光こう灯とうが点つけられていないのが日中だからであったとしても、荷物を纏まとめている人の気配はまるでなかった。

　同様の理由から、警けい察さつという可能性も消える。事件捜そう査さのため、彼らが先輩の集めていた資料──連続殺人に関連したもの──を探しているわけでもない。

　となれば、他に何が考えられる？

　最悪の想定は、死に直結していた。先輩の家に入り込み、尚なお且かつ息を殺さなければならない存そん在ざい。そんなのは一人だけだろう。彼女を傷つけ、富樫さん達の命を奪うばった犯はん人にんだけだ。

　もちろん、既すでに立ち去っているのかもしれない。少なくとも、人の気配がないのは確かだ。

　だが、生あい憎にくと武道の達人でもない普通の大学生の僕には、身を隠かくされたなら気配など察しようがない。鍵を挿さして回すまで何の警けい戒かいもしていなかったのだから、恐らく中に誰かが居たとしたら、こちらの存在を察するに十分な情お報とを与あたえていたはずだ。

　少しでも中を確かく認にんしようとゆっくり開こうとした僕の腕うでを、志乃ちゃんの手が制せい止しした。

　彼女はランドセルを下ろすと、コートのポケットからスタンガンを取り出してみせた。

「……居る」

　声を殺しながら言って、二度スイッチを押し通電させたのは、動作の確認のためだ。つまり彼女はそれを使う状じよう況きようを想定している。

　その事に戦せん慄りつした。

　ドアは開かれている。

　だが、無む防ぼう備びにその内側に入ってしまえば、どうなるかは分からない。

　中に居るのが犯人だとして、拳けん銃じゆうを相手にスタンガン一つで、小学生が何を出来るのか。

　思考は、撤てつ退たいを要求している。富樫さんと高柳さんは殺害された。先輩は足を撃うたれた。僕自身も銃じゆう弾だんの味は良く知っている。その痛いたみと恐きよう怖ふの記き憶おくが再さい生せいされて身体からだが硬こう直ちよくした。それを志乃ちゃんも味わうというのか。

　だが、虎こ穴けつにいらずんば虎児を得ず……。
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　もし本当に犯人だとするのなら、これは逆ぎやくにチャンスでもある。

　自分にそう言い聞かせ、志乃ちゃんが下ろしたランドセルを手に取った。志乃ちゃんのスタンガンを借りても良かったが、そうすると彼女が無防備になってしまう。軽いランドセル程てい度どでは弾丸は止まらないかもしれないが、いざという時投げつけるだけでも効こう果かがあるだろう。

　僕らは数秒間見つめ合い、同時に頷うなずいた。

　ゆっくりとドアを開き、慎しん重ちように内部を確認する。

　見える範はん囲いに人の姿すがたはない。耳を欹そばだてながら玄関に上がった。この際、土足のままである事はご容よう赦しや願いたい。どうしても靴くつ底ぞこが床ゆかを叩たたいてしまい音が気になったが、逃にげる事になった場合、裸足はだしでは難しい。

　警戒しながら奥へ慎重に、慎重に進んでいく。

　だが───結論をさっさと言ってしまうと、それは全くの杞き憂ゆうだったのだ。

　確かに室内には人が居た。だが、それは犯人などではなく。

「弥や栄さかさん……」

　グレーのスーツを格好良く着こなしたその女性は、コートを脇わきに抱かかえながら顔をこちらに向けていた。コソコソと入ってきた僕らに驚おどろいた様子もなく、冷たい瞳ひとみが迎むかえる。

「弥栄さんがどうしてこんなところに？」

「ここで何かが見つかるかとも思ったのですが……見つかったのはとんでもない守しゆ秘ひ義ぎ務む違い反はんの実態だけでした」

　彼女の足元には無残に無数のファイルがばら撒まかれている。どうも適てき当とうに選んで読んでいたらしく、何とか球場殺人事件だとか何とか談合事件だとか連続放火事件だとか、綾あや瀬せシンに関係なさそうなものまでちらほら見えていた。

　確かに問題のある内ない容ようなのは間違いないだろうが、握にぎり潰されたのか踏ふみ潰されたのか、ぐしゃぐしゃに歪ゆがんでいるそれを見ると、沸ふつ々ふつと怒いかりが沸わき上がってきた。それは先輩と富樫刑事が共に集めてきた記録だ。

　それをぞんざいに扱あつかうのは、認みとめられない。

「ちゃんと本人に許きよ可かを取っているんですか？」

「許可なんて後からで十分です」

「じゃ、じゃあ無許可で？　どうやって入ったんですかっ!?」

「あの程度のシリンダー錠じよう、カップラーメンを作る方が困こん難なんよ」

　ピッキングしたのか……。

　確かに、在学生専せん用ようの格安マンションだから上等の鍵は使用していないだろう。専せん門もんの人ならそれこそ朝飯前に開けてしまうものなのかもしれない。

　しかし、それにしたって違い法ほうじゃないのか？

「知られて困こまるのはこんな資料を集めていた彼女と、その周りで甘あまやかしていた人間でしょう？　先ほども言ったように、許可なんて後からでも取れます。そんな事より、彼女の警けい戒かいを解といてもらえないでしょうか」

「え？　あ……」

　何の事かと思ったら、志乃ちゃんが睨にらんでいた。スタンガンを構かまえたままの姿で、真っ直ぐに弥栄さんを見つめている。その瞳からは僕とは違い、警戒心は全く消えていなかった。

　それも当然、彼女は弥栄さんの事を知らないのだ。

「待った、志乃ちゃん。この人は高柳さんの同どう僚りようの弥栄さんだよ」

「初めまして。貴女あなたの事は知っています」

　含ふくみのある言い方が気になったが、事実彼女は『良く知っている』のだろう。

　とにかく、こんな状じよう態たいでは話にならない。志乃ちゃんの細い肩に手を掛け、安心させるように軽く叩く。それで彼女も一応は納なつ得とくしてくれたらしい。スタンガンをポケットに戻もどしてくれた。

「あぁ、そうだ。高柳さんの事……」

「彼女は愚おろかな人間だった。それだけの事です」

　強がり、などではない。弥栄さんの顔には僅かにも悲しみが存そん在ざいしなかった。

　どれ程親しかったのか、どういう関係だったのかは分からない。

　ただの職しよく場ばの同僚で、ほとんど顔も合わせた事がないような二人だったのかもしれない。

　しかし、それにしたって……仲間が殺されたってのに、こうも冷たくなれるものなのか。

「関係ありませんよ。これは犯罪捜査なんですよ？　私達は遊びでやっているわけではない。その中で誰かが傷つき、あるいは命を落とすのだとしても、それを自覚している。公共の安全を守る中、それもまた含ふくまれている仕事です。鴻池キララさんとは違って、ね。彼女は何故、こんな無む謀ぼうな事をしているのかしら」

「幼い頃ころから警察官になるのが夢ゆめだったそうです。彼女の実家の事、知ってますか？　有名な剣けん道どうの道場なんですけど……警察官になったお弟で子しさんがいっぱい居るらしいです。そういう環かん境きようで育ったから、先輩にとって事件に触ふれるのは日にち常じようの事だったんだと思います」

　日常だった……そうであるべきではないものが。

「なるほど、やはりどうしようもない、自じ業ごう自じ得とくか」

「そういう言い方を────っ」

「その怒いかりを、犯人へと向けられないかしら？」

「え────っ」

「私に怒りをぶつける事で満足出来るというのなら、それもまた良いでしょう。所しよ詮せん、貴方あなた達はお遊びでやっているわけだもの。けれど私はそうではない。仲間を失った怒りに任まかせて暴ぼう走そうするような事はない。全すべての感情は犯人へと、犯はん罪ざいへと向けられる。この社会から全ての犯罪を一いつ掃そうする事。悪行を繰くり返す人間を排はい除じよする事。それこそが私の使命であり、私が行うべき全てです」

　そう……だ。

　全ての怒りは犯人へと、犯人を見つけ出す事へと向けられるべきだ。

　彼女はただ仕事に徹てつしているだけ。

　プロフェッショナルとして役やく割わりを果たそうとしているだけ。

「それに、少しだけですがその気持ちは理解出来ます」

　思わぬ肯こう定ていに言葉を失う。

「私も同じような理由で今の立場を目指した人間ですから」

「弥栄さんも、ですか？」

「生あい憎にくと彼女程恵めぐまれては居ませんでしたが、志こころざしをもって今の職を選んだ人間ですよ。これでもね」

「いったいどうして、公安に？」

「公安の人間は自分の経けい歴れきをペラペラと喋しやべったりしません」

「あ、いえ。ごめんなさい」

「噓うそよ、別に取り立てて秘ひ密みつにするような事ではないもの。教えてあげる。私はね、幼おさない頃ころにとある事件に巻まき込こまれたの。詳しよう細さいについては語れないけど、多くの人が不幸になった。私の両親もそれで命を失ったわ」

　不幸は何処にだってある。彼女もまた、被ひ害がい者しやだったのか。

「そこに、あの人はやってきた」弥栄さんの瞳ひとみは、どこか遠くへと向いていた。「その人が公安の人間だと知ったのはもう少し後の事だけど、とても良くしてくれたわ。幼い私にはとても大きくて、賢かしこい人間だった。たぶん、初はつ恋こいだったんでしょうね」

　この人から『初恋』なる単語が飛び出してくるとは思わず、失礼な話ではあるのだが違い和わ感を覚えてしまう。そんな熱のない、もっと冷たい人のように感じていたからだ。

「私は彼の後を追うために必死になって勉強した。東大へと進学し、一直線にこの場所へと辿たどり着いた。けど……そこに彼の姿はなかったの」

「……どうして、です？」

　聞くのが恐おそろしかった。

　高柳さんがそうであったように、彼女達の仕事には常つねに危険が付きまとう。常に拳銃を携けい帯たいしている彼女達の立場が、どれ程危あやういものであるかは想そう像ぞうに難かたくなかった。

　弥栄さんは厳おごそかに答えた。

「その人は公安調ちよう査さ庁ちようの人間だったからよ」

「別組織じゃないですかっ!?」

　これでもかと言わんばかりの渾こん身しんの力で突つっ込んだ。

　公安調査庁は法務省、公安警察は警察庁。どちらも『公安』を冠かんしてはいるが、完全無欠に別の命令系けい統とうにある。そりゃ就しゆう職しよくしたって会える訳わけがない。

「ぬかったわ。公安というフレーズしか分からなかったから」

　まぁ、普通に公安と聞けば真っ先に出てくるのは警察でしょうね。

　ってか、守しゆ備び範はん囲いが被かぶっている点も実に紛まぎらわしい。

「じゃあ、今からでも公安調査庁に行ったらどうなんです？」

「無理よ。理り屈くつの上ではもちろん可能だけど、現実的にはそれは不可能なの」

　何故不可能なのかは分からなかったが、少なくとも能力的な問題ではないだろう。

　そういう理由だとしたら、彼女はとっくに自分の思い通りに叶かなえているはずだ。

「それに、本当に今いま更さらだしね」

「はぁ、そうですか」

　曖あい昧まいに返答しつつ、少しだけ彼女の事を考える。

　なんだか良く分からない人だった。

　実にボケた話だったけれど、確かに立場は先輩に似ているのかもしれない。

　決して好きになれるタイプではない。肌はだに触ふれる不ふ快かい感は何一つ変わっていない。その点は先輩とは正反対……傍ぼう若じやく無ぶ人じんではあるものの明るく他者に好感を抱いだかせる先輩と違ちがって、弥栄さんは他者に対して非常にシビアで馴なれ合いよりも厳げん正せいさを求める印象がある。傍そばに居て心安らぐ事はなく、常に緊きん張ちよう感を強しいるのだ。

　言こと葉ば遣づかいにしたって、果たして何処まで意い識しき的なのか。最初に会った時は全てが仕組まれたもののような正確さを感じさせたが、思っていた以上に人間らしい不確かさがあるように思えた。

　喋しやべり方というのは相手やその場の状況、感情で変化するものである。そもそも完全なる敬けい語ごなど扱あつかいきれない身であれば、せいぜい丁てい寧ねい語ごを心ここ掛ろがけるしかなく、それにしたって随ずい分ぶんと乱らん雑ざつである事は確かだろう。

　それでも、同じ人に対しては同じ口調を使う。言葉遣いもままならないような小中学生ではない。だいたい、それなら徐じよ々じよに楽な口調へと変化していくものだ。

　なのに弥栄さんはバラバラだ。どこまでが素すでどこからが作られているのか……どれが彼女の本音なのかまるで伝わってこない。言葉を交かわしているのに、人物像が直すぐに揺ゆらいでしまう。見る角度によって何もかもが変わってしまう。

　それはとても不思議な感覚だった。悪くも良くも見えて、近くにも遠くにも感じられる。

　気を取り直して僕らは先輩が集めていた事件の資料に取り掛かかる事にした。ファイルは弥栄さんが撒まき散らしてしまっているが、パソコンは起動されずに残っている。

「パスワードが必要ですよ」

「ご心配なく。僕らはちゃんと本人の許きよ可かを貰もらって来ているんです」

　電でん源げんを点つけるとパスワードを要求する画面が表ひよう示じされた。教えられたワードを入力しエンターキーを押おすと、画面が変わり見み慣なれたデスクトップが表示される。大学のパソコンではアイコンがズラッと並ならんでいるものだが、先輩の場合はアイコンは少なく、その代わりフォルダが並んでいた。

　フォルダ名は個こ人じん名や恐おそらく会社の名前、○○事件など様々だったが、その中に『綾あや瀬せシン』というタイトルを見つけ頰ほおが引き攣つる。いくらパスを設せつ定ていしているとはいえ、こんなところに堂々と晒さらしておくなんて無用心なんじゃないだろうか。そのおかげであちこち探し回らなくて済んだわけだから、むしろありがたかったけれど。

　ダブルクリックすると、更に複ふく数すうのフォルダに分かれていた。タイトルを見る限かぎり、それらは一年前に起こった九つの事件、現在起こっている三つの事件をそれぞれ扱っているらしい。

　他にも『パーソナル』と書かれたフォルダがあり、それを展てん開かいする

「さて、志乃ちゃん。どこから調べてみる？」

「……片かたっ端ぱしから」

「了りよう解かいしました」

　パーソナルというフォルダから一つのエクセルファイルを開く。それは彼の生まれから自殺までの行動記録だった。青森の生家の詳くわしい住所、両親の名前と生年月日。そこから始まり、中学卒業。その後の引き籠こもり期間、母親による放火と失しつ踪そう。第一の事件の日時と場所、被害者の氏名、年ねん齢れいと略りやく歴れき。それらが並び、そして自殺した事。同じファイルには死し亡ぼう診しん断だん書しよの画像があり、綾瀬シンが間違いなく死亡した事を示していた。

　だからこそ、キララ先輩もそうとう悩なやんでいたのだろう。同じファイル上には丁寧に整せい頓とんされたそれまでのものとは違い、所在なさげに現在の事件が書かれていた。

「それにしても、こうして見ると本当に異い常じようだよね。一連の事件だって分かっててもさ」

　そこに書かれているのは基き本ほん的に全て僕でも知っているものばかりだった。

　青森から始まって栃木、長崎、三重、東京、鹿児島、香川に愛知、それで大阪。北から南まで飛び回って、しかも被害者になんの共通点もない。

　最初の被害者は三十九歳さいの無職の男性。どうもホームレスだったらしい。青森みたいに寒い土地にもホームレスっているもんなのか？　その次が五十一歳のサラリーマンで、次は二十五歳の家事手伝いの女性。

「節せつ操そうがない、という表現はおかしいのかもしれないけど……無差別過ぎて何も分からないよ。ねぇ、志乃ちゃん？」

「…………」

　問いかけて、少しだけ失敗したような気がした。

　四月のあの夜、具体的に何があったのかは分からない。

　ただ、どこかで彼女は綾瀬シンと繫つながっていた気がする。

　何かを話し、通じ合っていた。

　それが何だったのか、怖こわくてずっと聞けないままだったけれど、今となってはそうもいかない。犯はん人にんを見つけ出す為ために必要なら、深い闇やみの中にも足を踏ふみ入れなければならない。

　決心し、口を開こうとした僕を志乃ちゃんの真っ黒な瞳ひとみが制せい止しした。

　僅わずかな動き、それだけで直ぐに分かった。

　ここには弥栄さんが居る！

　志乃ちゃんと綾瀬シンが会っていた事を彼女は知っている。だが、だからといってベラベラと何でもかんでも聞かせて良いわけじゃない。お互たがいに犯人を捕つかまえようとしているのだから、出来る限り協力出来たらとは思うけれど、どうしても信用出来ない部分があった。

「え～っと、他には……っと。うわ、凄すごいな戸こ籍せき謄とう本ほんまである。どうやってこんなの手に入れたんだ？」

　開いた画像ファイルを見て思わず唸うなった。

　父と母、そして子シ供ンの三人だけが書かれた戸籍は、全て×が印しるされている。それは死亡した事を表すものだ。

「そんな物に意味はありませんよ」

「弥栄さん……何ですか？」

「この事件の犯人、教えてあげましょうか？」

「え────っ」

　いきなり何を言い出すのかと、僕は彼女へと視し線せんを向けた。

「知っているんですかっ!?」

「えぇ。犯人は───綾瀬シンです」
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　そんな馬ば鹿かな、僕は叫んだ。

「だって綾瀬シンは、もう死んでますよ！」

「そう。確かに凡およそ一年前、去年の四月に一人の男が死んだ。貴方あなたが良く知っている通り────」実に嫌いや味みったらしい口調だった。「それは真実。けれど、どうして彼が綾瀬シンだと？　貴方はどうやってそれを証しよう明めいし、どうしてそれを信じたのかしら？　警察は発表した、自殺した犯人が綾瀬シンだと。けれど、その遺い体たいからは過去を遡さかのぼる事が出来なかった」

　正体不明だった連続殺人犯に綾瀬シンという名前が与えられたのは、その所持品から判はん断だんされた結果だった。両親が死亡しているためＤＮＡで確かく認にんする事も出来ず、中学以前の写真からでは判断も難しい。他に方法はなかったのだ。

「その人物が何者であるかを証明するものとして戸籍が存そん在ざいする。けれど、それは存在する事の証明にはなりません」

　それは、どうなのだろう。

　確かに自分という存在を証明する事は難しい。法的には戸籍があり、住民票だってある。免めん許きよ証しようがあれば──僕は持っていないが──大体の本人確認は可能だし、保ほ険けん証しようでも十分だ。今は学生証があるから、それだって僕が僕である事を証明してくれるだろう。

　けれど、それらがなくなった時、果たしてどうすれば良いのか。

　戸籍なんて意味はないのかもしれない。

　自分が自分である証明は、そんなものでは不可能なのだから。

「抜けている」

「は……？」

　いきなり言われて軽く混こん乱らんした。

「間抜けだって言ったのよ」

「あ、いや。そんなハッキリと言われても……」

「否ひ定ていしないのかしら？」

「生あい憎にくと否定出来るだけの材料がないもので」

「自覚しているのなら、改かい善ぜんすべきだと思うけれど？」

「改善出来るのならとっくの昔に、とは思いませんか？」

　なるほど、と弥栄さんは頷うなずいた。

　実に力強く頷かれてしまった。

　それはそれで悔くやしい気持ちだったが、やはり反論し得ない自分がいた。

「いったい誰だれが哲てつ学がくの話をしているんです？　自分のパーソナルに関する問題はどこか遠いところで勝手に解決して下さい。ここには不要なものです」

「……すみません」

　謝あやまるしかなかった。

　けど、じゃあ何が問題だというのか。

　弥栄さんは僕の事をすっかり諦あきらめたらしく、志乃ちゃんへと視線を移うつした。

「支倉さんは、分かっているんじゃありませんか？」

「……戸籍に意味はない。何故なら、その情報が必ずしも正しいと誰も保証出来ないから」

「戸籍が、間違ってる……？」

「綾瀬家にはもう一人、戸籍には登録されていない子こ供どもが居た。恐おそらく、綾瀬シンの双ふた子ご」

　そんな無茶苦茶な。

　だって、子供が生まれたのなら戸籍に載のるはずではないか。

「戸籍はね、届とどけ出で制せいなのよ。国が一人ひとりチェックするわけではなく、親が申しん告こくするようになっている。正確には必ずしも親である必要はなく、医い師しでも可能だけれど、基き本ほん的に家族が届けなければならない。けど、それは同時に誰も届けなければ誰も生まれなかった事と同じなのよ」

「待って下さいよ。だとしても、届けなくちゃならないんじゃないですか？　生まれてからどれくらいなのか分かりませんけど、一定期間に登録する事を義ぎ務む付づけられているんじゃ」

　というか、そんなもの義務付けられるまでもなく当然の事だろう。

　確かに誰にも望まれないまま生まれる子供だっている。トイレで出産してそのまま殺してしまったなんて信じられないような事件がある。経けい済ざい的な理由からか手放してしまう場合もある。

　だけど、普通の家庭に生まれて、そんな事あり得るのだろうか。

　いや、そもそも……どうして双子の一方だけを登録しなかったんだ？

「男女の双子は畜ちく生しよう腹ばらなんて言われた時代もあった。貧しい農村なんかじゃ、食い扶ぶ持ちの問題もあって、双子を嫌きらう風習があった」

「まさか、そんな事で……？」

「ただし、反対に喜ばれる風習もあるのよ。その土地ごとに様々な風習があり、習慣があり、それらは文化であり宗しゆう教きよう。そう、これは一つの信しん仰こうです。双子には魂たましい、つまりは霊れい的てきな部分での繫つながりがあるとされていた。実じつ際さい、今でもそういった信仰はあるでしょう？　ただの偶ぐう然ぜんに過ぎないというのによく出来ているため、注目される双子の絆きずな。そして霊的な繫がりとは、つまり生しよう涯がいの吉きつ凶きように関わるもの」

　双子の芸能人の発言が重なったり、生き別れになった兄弟が再さい会かいした時、同じ名前の女性と結けつ婚こんしていたり。双子に纏まつわる逸いつ話わは数え切れない程ほど存在している。常識的に考えればそれは血けつ液えき型がた性せい格かく診しん断だんと大差ないただの偶ぐう然ぜんで、全ての双子がそんな不思議な体験をしているわけではないのだ。いくら容よう姿しが似にていようと遺伝子が同じだろうと、彼らは完全な個こ人じんであって、同じ存在ではあり得ない。

　けれど、まるで見えない何かで繫がっているんじゃないかって思ってしまう。

　そこに共通する何かを感じてしまう。

「彼らの信仰は双子の存在を歓かん迎げいした。神に選ばれた子だと喜んだ。何故なら、二つの生命を与あたえられた子だと考えたからよ。小さな村では子供が成人するまでに死亡する危険性が決して小さくない。そしてそれが大切な長男だった場合、家の存続にさえ関わってしまう。けれど霊的に繫がっている双子は、そんな危険を回避出来る。凶きよう事じを一人に押し付ける事で、吉きち事じをもう片方に集中出来る、と考えた。以来、その村では長らく双子が生まれると一方を育て、もう一方を人ひと身み御ご供くうとして閉じ込こめた」

　正直、弥栄さんの話は理解を超ちよう越えつしていた。

　だってそうだろう？

　確かに大昔ならそういう事があったのかもしれない。

　しかし、綾瀬シンは二十代なのだ。僕ともそう年ねん齢れいが変わらない。縄じよう文もん時代の人間でもなければ、戦国や江え戸どの世を生きていたわけでもなく、近代に入り第二次大戦も終わって、多くの闇やみが切り開かれた現代に生まれたのだ。

　だから───そんな風習が残っているはずがない。

　時代錯さく誤ごも甚はなはだしい。

「それが事実だって、どうして分かるんですか？」

「もう一方の子供を世話していた人間を見つけ出して、直ちよく接せつ話を聞いたからよ」

　言って、弥栄さんはその人物が話した事を教えてくれた。

　綾瀬家の敷しき地ちには蔵くらが三つあって、その一つは座ざ敷しき牢ろうとなっていた。と言っても直すぐにそうと分かる構こう造ぞうではなく、見た目には物が積み上げられた蔵だが、隠かくし扉とびらの向こう側にある半地下に大きなスペースが用意されていた。

　それは古い時代、疫えき病びようを患わずらった者や心を病やんでしまった者を隔かく離りするためのもので、綾瀬家として他人には見せたくないもう一人の子供を隠すのに最適な場所だった。

　生まれたばかりの赤ん坊ぼうをそのまま放置するわけにはいかない。凶事を一身に受けいずれは死ぬ命であったとしても、容易たやすく死なれては意味がない。だから秘密を守る事の出来る世話役がついていた。幼い頃には乳ちちを与あたえ、その後は食事を運ぶ。

「ただし、一つだけ厳げん命めいされていた。決して、言葉を交わさぬように、とね」

　嫌けん悪お感に眉まゆを顰ひそめる。

　とても現代の感覚では許容出来るものではない。

　言葉を交わさないという事は、つまり『人間』として育てるつもりがないという事だ。彼らは生まれてきた子供を、まるで道具のように保ほ存ぞんしていたのだ。

　だが、それでも情を移うつす事はあったのだろう。

　綾瀬家そのものが滅めつ亡ぼうしてしまい、義ぎ理りを果たす理由がなくなったからなのかもしれない。

　理由はともかく、その世話役は弥栄さんに全てを語った。

「綾瀬シンと戸籍にはない双子。これを否定する理由は今のところ存在しない。いえ、それ以上に、肯定する理由が存在するわね。だってそうでしょう。彼の───綾瀬シンの魔ま法ほうの秘タ密ネがそこにあるんだから」

「どういう事ですか？」

「貴方は馬鹿ね。容よう姿しの点で同じ人物が二人居るのなら、イリュージョンは容易でしょう」

　Ａという場所で事件が発生する。警察は当然そのＡ点を中心に交通機関を封ふう鎖さする。だが、そこで突然、Ａ点を中心とした警けい戒かい網もうの外側にあるＢ点に犯人の目もく撃げき情報が──それも決定的な──上がったとしたらどうだろう。警察は慌あわててＢ点へと向かい、そこを中心に改めて警戒を敷しく。しかしそうしているうちにＡ点に隠れていた犯人は移動し、Ｃ点で次の犯行を行う。

　手品でお馴な染じみ、瞬しゆん間かん移動マジックの最も簡かん単たんで確かく実じつなトリックだ。

　かくして容易く魔法は完成する。

「縮しゆく地ちの法ですね」

「そうね。縮地の法のトリック。全く同じものを複ふく数すう個用意する事で、あたかも高速で移動したかのように錯さつ覚かくさせる策さく。犯はん罪ざいを行うには余あまりにも目立ち過すぎるオレンジの髪かみ。それは全て、このトリックを成立させるためのもの、目もく撃げきされるためのものだったと考えるべきでしょう」

　なるほど。誰だれも捕とらえる事の出来なかった悪あく夢むの正体は、実になんて事ない、今時誰も疑うたがわないような本物の『古典トリック』だったのだ。

「死んだのは間違いなく綾瀬シンだった。けれど、もう一人が残っている……」

「そう。しかもそいつは、存そん在ざいしているけれど存在していない、『綾瀬シン』の死と共に完全に社会から消しよう滅めつした、現実に存在しうる『幽ゆう霊れい』───いいえ、『未知』です」

　分かっているのだから、未知ではない。

　けれど名前を失ったそれは、追い詰つめるには酷ひどく曖あい昧まいだ。

　言うなれば透とう明めい人間がそれに近いだろう。居るのは知ってる。そいつが透明なんだって分かっている。しかし襲おそい掛かかってくるその瞬間まで、そいつは居ないのと同じで、決して気づく事が出来ない。

「でも……貴女あなたは事件が不特定多数の犯行だって言ったじゃないですか。あれは噓うそだったんですか？」

「噓も時には必要だわ」彼女は嗤わらう。「私は貴方が何を見たのか、その真実を知らない。その真実が知りたい。ならその為ためにどうすれば良いのか……簡単よ、貴方に噓の情報を与えれば良い。それも、出来る限りもっともらしい大噓を。そうすれば必ず貴方は、与えられた情報と実際の記き憶おくとの齟そ齬ごに辿たどり着き、そこから真実を見み出いだす事が出来る。尤もつとも、こうなってしまった今、大した意味はなかったけれど」

　本当はもっと時間を掛けて調べていくはずだったのに。

　弥栄さんはそう言った。時間を失ったのは、恐らくキララ先輩の事件が起こってしまったからなのだろう。高柳さんを失い、彼女にも余よ裕ゆうがなくなったのだ。

　だが、それにしたって余りにも酷ひどい噓だと思う。

　怨おん念ねんを籠こめて睨にらむ僕を、彼女は平然と受け止めた。
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「何か分かったら、教えて下さい」

　そう言って名めい刺しを差し出し、弥栄さんが帰った後もしばらく情報収集を続けていたが、結局何も分からないままだった。情報量は多いのだが、それが徒あだとなっている気がする。志乃ちゃんにしても、何ど処こから攻せめれば良いのか分からない様子だった。

　一いつ旦たん諦あきらめて我わが家たるおんぼろアパートに辿り着いた時には、もう陽が沈しずみ始めていた。

　朝、志乃ちゃんを送り出した後、テレビで先せん輩ぱいの事を知り、その後は只管ひたすら動き回っていた。

　だが、身体からだの疲ひ労ろうよりも精せい神しんの疲労が酷かった。

　短い時間の間に色々な事があり過ぎて、頭が混こん乱らんしている。

　先輩の事も気になるし、綾瀬シンの真実についても気になる。

　どちらも重過ぎて、肩かたが自然と沈んだ。

　酷く疲つかれた心持でドアを開けた僕は、そこに見み慣なれぬ男物の靴くつを見つけて、首を傾かしげた。

「あれ？　こんな靴、持ってたかな？」

「────っ」

　暢のん気きに口にした僕の腕うでを引き、志乃ちゃんの緊きん迫ぱくした呼こ気きが聞こえた。

　いったい何が……そんな風に、警けい戒かい心しんの薄うすい僕である。

　先輩の家に上がる時にあれ程緊きん張ちようしていたはずなのに、どうしてこうも間が抜ぬけているのか自分でも責せめてやりたい。

　けれど一方で、これは仕方がないだろうとも思う。

　誰だってそう思ってくれるだろう。

　何たって、予想外にも程ほどがあるのだ。いったい誰がこんな状況、想そう像ぞう出来る？

　志乃ちゃんだって、今の今まで気づいていなかったのだ。僕に分かるはずがない。

「やぁっ♪」

　朗ほがらかに笑う───綾瀬シンがそこに居た。
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　人間というのは、想像以上の出来事に直面した時、こうも固まってしまうものなのだと思い知らされた。びっくりするという以上に、指先までも硬こう直ちよくして動かなくなってしまうものなのだと。

　オレンジ色の髪かみをした青年はそんな僕ぼくの姿すがたを笑ったりはしなかった。微笑ほほえんだ顔のまま真っ直ぐにこちらを見つめている。それは一ミリグラム程にも悪意の欠片かけらを含ふくまないもので、元来の美形も相あい俟まって無む闇やみな好感を抱いだかせるのだった。

　しかし、だ。

　彼が綾あや瀬せシンという名の連続殺さつ人じん犯はんである事は確かなのだ。

「君は僕の事を知っているね」

　殺人者はそう言った。冷静に考えれば、その言葉は次なる犯行予告に等しいだろう。もちろん被ひ害がい者しやはこの僕自身である。真実を知る──少なくとも彼の正体に関しては──人間を前にして、連続殺人犯がのうのうとお茶を啜すするなんてあり得ない話だ。

　だが、現げん実じつとして目の前の彼はというと、まさに『のうのうと』お茶を啜っていた。炬こ燵たつに足を突っ込んで、あまつさえ天板の上にはお茶ちや請うけにと用意してあるお菓か子しの袋ふくろがあった。当たり前だが、僕が出したものではない。全すべて彼が勝手にやっている事である。

「なん、で……」

　ようやく吐はき出した言葉には複ふく数すうの意味があった。

　その中でも大きかった二つの内、一つは何でこんな場所───つまりは我が安息の家に上がりこんでいるのかという点であり、もう一つはその発はつ展てん形けいとして、追われているはずの彼がわざわざ姿を現あらわしたのかという点である。

「君が僕の事を知っているように、僕も君の事を知っている。……いや、正確には」

　視し線せんが向けられたのは、志し乃のちゃんへだった。

　咄とつ嗟さに、彼女を庇かばうように前に出る。

　すると彼は何が可お笑かしかったのか、豪ごう快かいに笑い出した。

「あはは、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。心配しないでいいよ、僕は君や彼女に危き害がいを加えるつもりはないんだからね。だいたい、そのつもりがあるのなら、こんな風にお茶を啜ってたりしないだろ？」

　そんな事を言われても、信用出来るものか。

　僕は警戒しながら、どうすべきか考えていた。携けい帯たいはすぐに取り出せる。だが警察に通つう報ほうしたところで、到とう着ちやくするまでに彼がどんな行動を選ぶかは分からない。逃げてくれるだけならまだ良いが、逆上して襲おそい掛かかってこられたら最悪だ。

　とりあえず、志し乃のちゃんだけでもここは帰らせて……。
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「……聞きたい事がある」

「志乃ちゃんっ!?」

「……どうして、現れたの？」

　どういう意味だ？

　理り解かい出来ない僕をおいて、綾瀬シンは答えた。

「君の答えが知りたくてね。残念ながら、それだけではなくなってしまったけれど」

「……そう」

「待って、何の話をしているの？」

「……大丈夫だと思う。彼に害意はない」

「な────っ！」

「まぁまぁ、混こん乱らんしているのは分かるが、一度落ち着こう。落ち着いて話し合わなきゃ、誤ご解かいは解とけないよ」

「何が誤解なんだっ。貴方あなたは人殺しでしょ！」

「それはその通りだね。けど、少しだけ意味が違う。君が考えているものとはね」

　綾瀬シンは微笑んでいる。

　罪悪感もなく、微笑んでいる。
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　志乃ちゃんに説得され、ようやく家に入った。

　それでも、僕には彼と同じ炬燵に足を入れるなんて出来ない。コートだけを脱ぬいで、何い時つでも動けるよう立っていた。

　そんな僕を綾瀬は笑っているようだった。柔やわらかく微笑んでいるだけで、それは最初と変わらず好感を感じさせるものだったが、認みとめる事は出来なかった。

　それにもう一つ、認められない事。

　それは志乃ちゃんだ。彼女は弥や栄さかさんに対するものとは違い、ほとんど警戒を解といている様子だった。その証しよう拠こに炬燵の対面に座すわり、僕を見つめて大丈夫だと訴うつたえ掛けてくる。

「少し長い話になりそうだから、そんなところに立っていないで、こっちに来て座ったらどうだい？」

「お断ことわりします」

「粗そ茶ちやだが淹いれてしんぜよう」

「いや、僕の買ってきた茶葉だから。確かに……安物だけど」

「お茶ちや請うけにお煎せん餅べいもあるんだ。ちょっとしけっているけどね」

「それも僕が買ってきたものだ！　確かにちょっと古いけど！」

　馴なれ馴なれしく話し掛かけてくる綾瀬。

　僕はそんな彼を相手にせず、志乃ちゃんに問いかけた。

「志乃ちゃん、どういう事なのか、詳くわしい説明が必要なんだけど？」

「…………」

「黙だまってちゃ分からないよ。っていうか、ここまで来て隠そうとか誤ご魔ま化かそうとするのはなしにしよう。もう明らかじゃないか。君はこの男と何か関係があるんだろ！」

「こらこら、少女を責めるなんて人道に反するぞ」

「殺さつ人じん犯はんに言われたくないっ!!」

「しかも、まるで恋こい人びとの浮うわ気きを責めているかのようだ」

「もう黙だまってろよ、アンタは！」

　思い切り睨にらみつけると、肩かたを竦すくめて見せた。

　そういう余よ裕ゆうの態たい度どが余よ計けい気に食わない。

「仕方ないな。彼女に代わって少しだけ君の誤解を解こう。僕と彼女は今が初対面だよ。一度も話した事はない」

「そんな噓うそが信じられるとでも？　さっき言ってたじゃないか。答えが知りたいとかなんとか……」

「彼女が会ったのは、僕の弟だ」

「あ……」

　そうか、顔が同じだからすっかり混同してしまっていたけれど、あの時僕が見た綾瀬シンは確かに死んだのだ。目の前に居る彼とは別人、双ふた子ごの兄弟だ。

　改めて本当に双子だったのかと驚おどろく。

「知っていたんじゃないのかい？　あぁ、知っていたのに確信出来なかったのか。どの程度聞いているのかは知らないけど、綾瀬シンには戸こ籍せきには載のっていない双子の弟がいた。彼女が、そして君が見たのは弟の方だ。僕はあの場には居なかった」

　考えてみれば当然か。彼らのトリックを考えれば、人目に付く場所で兄弟が揃そろっているはずがない。そんな事をすれば一発で双子だとバレてしまうし、バレてしまえばトリックは通用しない。実じつ際さい、双子だと分かっている瞬しゆん間かん移い動どうマジックなんて何の驚おどろきもないだろう。

「それじゃあ、犯人は貴方じゃなくて弟さんの方で……」

「いやいや、僕は間違いなく共犯者だ。僕らは共に主犯だよ」

　一いつ瞬しゆんだけの期待は、脆もろくも崩くずれた。

　不思議な話、僕は期待してしまっていた。彼が殺人犯なんかじゃなくて、ただトリックに協力していただけなんじゃないかって。

　そうすれば、こんな憎にくしみを感じる必要もなくなるのにって。

「貴方が……貴方達がやった事は、決して許されない」

「その通りだね。ただ、少しだけ認にん識しきがズレている」

「何が、どう違う？」

「僕は許されざる罪を犯おかしたけれど、何い時つ誰がそれを許して欲ほしいなどと望んだんだい？」

　信じられない言葉だった。

「罪を犯した後になって許してもらいたいなんてね、そんな馬ば鹿かげた話はないよ。僕は、『綾瀬シン』は確信によって人を殺したんだ。ただ一つの目的のために、自らの意思によって殺人を繰くり返した。その点について、誰かに許してもらいたいなんて僅わずかにも考えていない」

　笑うでもなく、怒おこるでもなく。

　青年の瞳ひとみは真実のみを語っていた。つまり、殺人という行こう為いに対して一いつ切さいの良心の呵か責しやくがないのだと……悔くい改めるつもりなどないのだと、そんなあり得ない事を。

「ふざけるなっ!!」叫さけび、襟えり首くびを摑つかむ。「沢たく山さんの人の未来を奪うばっておいて、その言い草はなんだっ！」

「尤もつともな意見だね」

　それでも彼の表情は変わらなかった。他人を、つまり僕や遺い族ぞくの方々を嘲せせら笑わらうような余裕を見せているわけではなく、純じゆん粋すいに何も感じてないのだと分かった。

　罪を犯しても反省しない人間は多々居る。例えば万引きをしたとして、それが窃せつ盗とうという罪なのだと厳げん密みつに理解し懺ざん悔げする者は少ない。たった数百円の物をちょっとポケットに入れただけだ。そこまで目くじらを立てて怒る必要はないじゃないか……そんな風に。

　一転、裁さい判ばんになるほどの事件なら、よく情じよう状じよう酌しやく量りようの余地があるかどうか、反省しているかどうかが問題になる。未成年なら更こう生せいの可か能のう性せいなども考えられる。だからだろう、懺悔の言葉はとても重要で、裏うらでどんな事を考えていても裁判官の前では頭を下げ、被害者への謝罪の手紙を送る。

　彼の場合は明らかに後者であり、しかし謝あやまる気はないのだと言う。

　この男は生きつ粋すいの犯罪者なのだ。

　過か失しつによってではなく、本性から他者に殺意を向ける怪かい物ぶつだ。

「……止やめて」

　小さなその一言に、僕は力を奪うばわれた。

　志乃ちゃんの声だった。彼女は微び動どうだにせず、目の前の光景に対して冷静に反はん応のうした。

「理解し合えないのは分かっている。当たり前だ、最初からそんなもの、望むべくもなかったんだからね。けれど全てが無む駄だだったとは信じたくない。少なくとも君と出会えた事は、それによって死を選んだ事実は本物なんだ。だから、それを無にする存そん在ざいを僕は許す事が出来ないんだよ」

「いったい何を────」

　言葉は志乃ちゃんへと向けられたもので、少女はその返答として小さく頷うなずいたが、唐とう突とつに部外者となってしまった僕にはまるで意味が分からなかった。

「簡かん単たんな話だよ。君達に協力したい。また、協力してもらいたい」

「協力って……」

「僕らの事件は一年前に確かに終わっていたはずだった。ここに居る僕にはもう誰かを殺害する理由なんて一つもない。現在起こっている事件は、既すでに僕の手から離はなれた、『綾瀬シン』の名を騙かたる幻げん影えいによるものだ」

　犯はん人にん、綾瀬シンによる自白。

　そして、別の犯人を示す告白。

　一年前の事件の犯人だからこそ、現在の事件が自分の手に因よるものではないと、誰よりも確信できるのだろう。

　だが、信用して良いのか？

　何の罪の意識も持たないような怪物を。

「や、弥栄さんは言ったじゃないか。綾瀬シンが犯人だって」

「……彼女の発言は信用出来ない」

「どうしてさっ！　この男よりはよっぽど信しん頼らい出来るはずだよ！」

「…………」

　無言。根こん拠きよを示さない。

　彼女にも根拠はないのだ。

　単なる勘かんの領りよう域いきでしかない事は間違いない。

　だが彼女はそのまま、強権的に宣せん誓せいした。

「彼をここで庇かばう」

「だ、だだだ……駄だ目めぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

「そこは是ぜ非ひ『だ』ではなく『ら』でお願いしたいな」

「絶ぜつ対たいらめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　僕は両手を渾こん身しんの力で交差させ、全身全ぜん霊れいで×印を描えがいた。
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　現在、清せい浄じようなる──と言う程掃除そうじをしていないが──我が家の風ふ呂ろには血ち塗ぬられた罪人が暢のん気きに入浴中である。信じられないし、信じたくもない。だが、それは悲しい事に現実であり、あまりの展てん開かいにもう限げん界かいが訪おとずれていた。

　邪じや魔ま者ものの居なくなった炬こ燵たつに足を突っ込み、だらりと寝ね転ころんでいた。

　もう勘かん弁べんしてくれ……そんな気分だ。いっそ今すぐ布ふ団とんを敷しいて眠ねむってしまいたい程だが、そんな現実逃とう避ひが許される状じよう況きようではない。

　だが、何となく分かっていた。

　僕の苦労はまだ終わらない。今日という日は、まだまだ続くようだ。

「志乃ちゃん……あの男は、本当に現在の事じ件けんに関わり合いがないの？」

「あるのなら、姿を現す理由がない」

「アリバイの証明とか」

「意味がない。今いま更さらアリバイがあろうがなかろうが、彼が一年前に事件を起こしていた事実は確定しているのだから、通報されるリスクを背せ負おうだけの価か値ちがない」

　尤もつともだ、と頷くしかなかった。

　綾瀬シンには不ア在リ証バ明イなど必要ない。

　一年前の犯はん行こうを認みとめた以上、今更アリバイがあろうがなかろうが関係がない。

　もちろん、冤えん罪ざいを回かい避ひする事は出来るだろう。新しく起こった三つの事件、更にキララ先輩達への襲しゆう撃げき。これらもまた重大な罪つみであり、誤あやまって問われる事になるのは避さけたいだろうが、綾瀬シンにはもうそんな意味もない。

　彼の場合、捕つかまれば死し刑けいか無罪かのどちらかしかない。

　九人もの人を無残に殺害した罪は十分死刑に相当する。その一方で精神状態や責任能力について問題が提てい起きされ、鑑かん定てい結果次し第だいでは無罪の可能性もあり得る。まぁ、九割方前者で決まりだろうけれど。

「でも、どうして？」

　そう聞かずにはいられなかった。

　綾瀬シンが姿を現した理由についてではない。アリバイを作るためでないのだとしたら、何か別の思おも惑わくがあるのだろう。問題は、それが分かっていながら志乃ちゃんが関わると決めた事だ。

「志乃ちゃんは、この事件に関わり合いたくなかったんじゃないの？」

「……うん」

　小さく頷いた。

「状じよう況きようが変化したから」

「先輩の事？」

「……それもある。けれど最たるものは彼が現れた事」

「それって……」

「彼が姿を現した以上、私達は絶対にその身み柄がらを保ほ護ごしなければならない。彼にアリバイが必要ないと言ったけれど、もし新たな事件についても彼が犯人であると認にん識しきされてしまえば、真相は完全に闇やみの中に消える。現状、何な故ぜ模も倣ほうしているのかは分からないけれど、仮かりに綾瀬シンが双ふた子ごである事を知っているのなら、最終的に彼を殺す事で全すべての罪を背負わせるつもりなのかもしれない。それは回避されるべきだし、逆に彼の存そん在ざいはこちらにとって決定打となるかもしれない」

「なら、さっさと彼を警察に突つき出せば良い。そこで全てを吐はかせれば、案外模倣犯も犯行を諦めるんじゃないの？」

「鴻池キララが万全なら、それも可能だった。けれど現状、彼女の───警察の力は期待出来ない」

「警察は信用出来ない、と？　事件を繰くり返している誰かはそれ程の力があるの？」

「判断出来ない。ただ、慎しん重ちように行動する必要があると思う」

　それは分かっているんだけどさ。

　確かに綾瀬は許せないが、その陰かげに隠れて犯行を模倣している犯人も許せない。そいつがすべてを綾瀬に擦なすり付けて何もなかったかのように暮くらしていくなんて……もってのほかだ。

　しかし、である。綾瀬をこのまま放置しておくわけにはいかないし、その間に模倣者が新たな犠ぎ牲せい者しやを生み出すかもしれない。それを避けられるのなら、危険でも綾瀬を突き出すべきではないのか。

　……ん？　あれ？

　ちょっと待った。何か、おかしい。

　答えになってなくないか？

　志乃ちゃんは事件の捜そう査さに関わり合いたくなかったはずなのに、何で今はこんなに熱心なんだ？　その理由を聞いたはずなのに、なんだか違ちがう話になってる。

　僕の気のせいなのだろうか？

　案外、単たん純じゆんに先輩が被ひ害がいに遭あった事を知って無む視し出来なくなっただけなのかも。

　何となく気になって問いかけようとした時、携けい帯たいが着信音を上げた。

　まさか先輩に何かあったんじゃ───と慌あわてて開いてみると、そこに表ひよう示じされていたのは『涼すず風かぜ真ま白しろ』という名前だった。

　安あん堵どの溜ため息いきを吐ついて、通話ボタンを押おす。

「はい、もしもし？」

『こんばんは。貴方あなたの涼風真白ちゃんです』

「また妙みようなキャラで来たね。いったい何の用？」

『いえいえ。ちょっとばかり電波が届とどいたものですから』

　酔よっているんじゃないだろうな？

　中学生が飲酒はいかんよ。って、彼女がお酒に弱いのは分かっているんだけどね。

　だが、そんな苦く笑しようは次の言葉で一転した。

『もしかしたらですけど、わたしの助力が必要だったりしませんか？』
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　彼女が用意してくれたのは、大阪中心部にある電気街の雑ざつ居きよビルだった。薄うす汚よごれた印象の四階建ての一室で、間取りは２ＤＫだろう。さして広くはないが、六畳じよう一間の我わが家とは比くらべるべくもない。

　六畳程の洋室は二台のベッドが占せん領りようしている。ダイニングには背の低いテーブルと二人掛けソファーが二つ、二十四インチ液えき晶しようテレビと古ふる臭くさいステレオがあった。その他に家具やインテリアはほとんどなく、正直、あまり日常生活の気配は感じられない。

　まぁ、立地条じよう件けんからして日常生活とは乖かい離りしているだろう。なんたって、ちょっと窓まどのカーテンを開ければ、その向こう側に明らかに如何いかがわしい看かん板ばんが見えるのだ。電気街の直ぐ隣となりにこんな夜の大人の世界が存そん在ざいしているのか。

「ここを好きに使って下さい」

「ありがとう！　僕の真白ちゃん!!」

　少女の両手を握にぎり締しめ、感かん涙るいに咽むせび泣く。背はい後ごから何やらこの世の物とは思えない殺気が漂ただよっていたが、今はどうだって良いさ！

　なんたって、六畳の部屋で綾瀬シンと一いつ緒しよに──場合によっては何日も──寝ね起おきする羽目になったかもしれないのだ。その事を考えれば、耐たえられるってものだ。

　志乃ちゃんと僕の分の着き替がえが詰つまったバッグを洋間に置いて、改めて室内を見回す。

「けど、どうしてこんな部屋を持ってるの？」

「首を突っ込まない方が幸せになれる事実って少なくないと思いますが？」

「いや、なんか今更な気がするなぁ。もうこの時点で、十分過ぎる程幸せを逃のがしてるように思うんだけど」

「それなら一年前の時点から───いえ、支はせ倉くらさんと出会った時からそうだと思いますよ」

　クスクスと笑われて、なるほどその通りかもしれないと心中で頷いた。

　だが、僕は志乃ちゃんとの出会いを僕自身の不幸とは重ねていない。

　やっぱり今更なのだ。全てはとっくの昔から始まっていて、僕はその全てと向き合わなければならない。

「一いち応おう、わたしの隠かくれ家みたいなものですよ。最近はあまり使っていなかったので埃ほこりを被かぶっている部分はあるかもしれませんし、食料も缶かん詰づめばかりですけど、電気ガス水道は通っています。お風ふ呂ろはユニットバスですが、ちゃんと使えますよ」

「本当に、ありがとう。でも、そうか……夕飯、どうしようか」

　色々とあり過すぎてすっかり忘わすれていた。

「今日はどうしようもありませんし、デリバリーにしましょうか」

「届くのは食料じゃなく女だったりして」

　早速ソファーの一つを自分の領地にして安らいでいる綾瀬。

　場ば所しよ柄がら、言いたい事は分かるが、黙だまってろ。

　志乃ちゃんが『何を言っているんだろう？』という表情をしているのを見て、慌てて声を掛けた。

「ほ、ほら。志乃ちゃん。何食べたい？」

「……別に」

　若じやつ干かん、突き放すような声だった。

　さっきのは流石さすがにやり過ぎだったのかもしれない。これは下手をしたら長引くかもしれないと考えると、先ほどまでの幸福感もすっかり冷め切って、胃が痛いたくなる思いだ。

　と、たぶん表情から僕の心情を読み取ってくれたのだろう。

　少しだけ間を必要としたものの、今回は志乃ちゃんの方が折れてくれたようだった。

「……良い、分かってる。確かにあのアパートよりはこちらの方が安全だと思う」

「うん、あそこは防ぼう犯はんなんて概がい念ねんが存そん在ざいしないからね」

「……ここなら、少しは緊きん張ちようが解とける？」

「え？　そうだね。まだ慣なれないけど、確かに少し楽になったよ」

「……そう」

「あの、イチャイチャするのはとりあえず何を食べたいか決めてからにしませんか？」

　真白ちゃんに言われ、選んだのはピザだった。Ｌサイズのミックスとシーフードのハーフ＆ハーフ。それから飲み物も。

　支し払はらいは真白ちゃんがしてくれた。僕が払うと言ったのだが、やんわりと断ことわられてしまった。ちなみに綾瀬はというと当然のように座すわったまま払おうともしない。というか、お金持っているのだろうか？

　食事を摂とりながら、これまでの流れを大まかに話し合った。

「なるほど……妙みような事じ態たいになっていますね」

　真白ちゃんは自分の髪かみを触さわりながら、小さく首を傾かしげた。

「つまりただの模も倣ほう犯はんでしかない、というわけですが、何の目的があるのか全く分からない。綾瀬さんは────」

「シンで良い。シンちゃんと呼よんでくれると嬉うれしい」

「綾瀬さんは、現在の犯人について全く心当たりがないのでしょう？」

　さらっとスルーしたな。流石は真白ちゃん、強い子だ。

「残念ながら、さっぱりだ。僕としては全て終わった事なんだよ。弟が死んだ時点でもう二度と姿すがたを現あらわす気はなかったんだ」

「となると、問題の要点は一つです。わたし達はこれまで、綾瀬シンというフィルターを通して事じ件けんを見てしまっていた。それが様々なブレを起こさせ、真実を隠かくしていた。なら、一度最初に立ち返って見直してみるか、あるいは……次の事件を待つか」

「それはダメだ」

「でしょうね。それに、まだしっかりと調べられていない事件があります。鴻こうの池いけキララさんは何な故ぜ撃うたれてしまったのか……この事件に関してはまだ詳しよう細さいな情報が出ていません」

「……ただし、それはあまり期待出来ない」

「どうして？　志乃ちゃん」

「警けい察さつにとって不ふ祥しよう事じだから」

　めでたくない事、よくない事。

　確かに不祥な出来事だったが……この場合、先輩や僕らにとってではなく、警察にとってというのがポイントだ。

「警察官が銃じゆう殺さつされた時点でアウト一つ。一いつ般ぱん人じんを巻まき込こんでしまった事で二つ。犯人を見事に取り逃にがしたわけですから、完全無欠のスリーアウト。あぁ、だいたいどういう流れになるかは予想がつきますね」

　何が問題かって、責せき任にんの所在だった。

　真白ちゃんの言った通り、警察にとって今回の事は三つもアウトが重なっていて、こうなると誰かが責任を取らなければならない。だが、仕方のない事だけれど誰だってそれは避けたいはずだ。出来る事なら、一言二言謝あやまってそれで終わりにしてしまいたい。

　けれど、社会がそんな事を許ゆるすわけがなく、結局は誰かにお鉢はちが回ってくる。

　なら、せめて少しでも軽くなるようにしたいのが人にん情じようというもの。全すべての情報を隠いん蔽ぺいするわけにはいかないが、都合の悪い点は出来る限かぎり隠してしまう可能性が高い。

　そして……キララ先輩の力が弱っている現げん状じよう、僕らは『何が隠されているのか』を知る事が出来ないだろう。

「先輩の資し料りようは期待出来ない。世間に情報が出てくる事も難むずかしい。こんな状態で、何処まで調べられるのかな……」

　新たな展開を見せたように思えた捜査に暗雲の影かげが見えた。
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　殺さつ人じん犯はんと同じ屋根の下で眠ねむるというのは、どれだけお世辞を並ならべ立てたところで不気味で不ふ快かいだ。

　二人きりではないと言っても、傍そばに居いるのは志し乃のちゃんと真ま白しろちゃん。小学五年生と中学一年生。この二人を相手に大人面づらして偉えらそうな態度を取る程ほど愚おろかではないけれど、立場上少女達の安全を守る義ぎ務むが僕ぼくにはある。

　そんなわけで、それこそ寝ねずの番のつもりでソファーで眠る綾あや瀬せシンを睨にらみつけていたのだったが……気づいたら朝だった。窓まど越ごしに朝の明るい光と忙せわしない騒そう音おんが届とどいている。テレビの音が聞こえて視し線せんを向けると、ちょうどニュース番組の最中らしく、画面の左上に時じ刻こくが表ひよう示じされていた。

　午前七時三十三分。ソファーから半ばずり落ちた形で目覚めた僕だった。

　普ふ段だんから神しん経けいの細いほうだと思っていたのだが、どうもこういった事には鈍どん感かんらしい。

「良い顔で眠ってましたよ」

　先に起きていた真白ちゃんに笑顔でそう言われ、自じ己こ嫌けん悪おの余り崩くずれ落ちた。

　確たしか午前二時くらいまでは記き憶おくがあったように思う。

　静かな夜の世界で、孤こ独どくに起きていた僕は退たい屈くつを紛まぎらわすように何度も携けい帯たいを開いていた。

　途と中ちゆうから開いては閉とじるを無意味に繰くり返していたものだから、明確な時間はちょっと分からないのだが、「あ～、もう二時か」と欠伸あくび交じりに思ったのは覚えている。

　綾瀬に視線を向けると、彼は無言のまま肩かたを竦すくめて見せた。その表情は呆あきれたような印象と共に、「心配御ご無む用よう」と告げているようだった。その軽けい薄はくさに眼めの力を強めるが、効こう果かはなかった。

　事実、彼は本当に何もしなかったらしい。

　真白ちゃんの様子に変化はないし、志乃ちゃんは……姿すがたは見えなかったが、丁ちよう度どユニットバスの方から水音が聞こえていた。どうやら入浴中らしい。そう言えば、昨日は結局お風ふ呂ろに入らないままだったか。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。わたしが起きていましたから」

「え、でも……」

　男二人はソファーを使ったが、少女達は当然洋間のベッドを使った。

　少し硬かたそうなその上で、誰より先にぐぅぐぅ眠っていたように見えたけど。

　それに、一ひと晩ばん中起きていたにしては元気だし。

「意識を覚かく醒せいさせたまま休息を取る方法もあるんですよ。支倉さんも同様に眼は瞑つぶっていても耳は起きていたでしょうし」

　野生動物か、君らは。

「支倉さんにしてみれば、ある程てい度ど信しん頼らいしているとはいえ危き険けん性せいの高い存そん在ざいが『貴方あなたの直すぐ近く』に居る状態で無む警けい戒かいでいられるわけがない。僅わずかにでも身体からだを起こせば即そく座ざに反はん応のうしていたでしょうね。というか、貴方が無警戒過ぎるんですよ。良く熟じゆく睡すい出来ますね」

　皮肉ではなく本気の苦笑いだったからこそ、ダメージは更に大きかった。

　僕に限った話ではなく、志乃ちゃんや真白ちゃんにも限らず、綾瀬シンにしたってたぶんそうだろう。昨夜はお互たがいに緊張感を抱いだいたまま身体を休めていたのだ。

　その中で、僕だけが見事に熟睡してしまったのである。

　軽く泣きたい気分だった。

「良いじゃないですか。それくらいの方が貴方らしくて」

「それって誉ほめ言葉じゃないよね」

「自分らしいって、誉め言葉だと思いますよ？」

　ん、そう言われればそうか？

　いや、けど違う。良くない部分が自分らしいというのは、やっぱり誉めてない。

「良いところも悪いところも全部まとめて『自分』ですよ。さて、支倉さんがお風呂から上がったら、私はコンビニで朝食を買ってきます。それまで貴方はテレビでも見ていて下さい」

「あぁ、良いよ。それなら僕が買ってくるから」

「そうですか？　じゃあ、お願いして構かまいませんか。これで、適当に買ってきて下さい」

　と、真白ちゃんが差し出してきた一万円札を謹つつしんでお断ことわりし、僕は部屋を出たのだった。
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「新たな犠ぎ牲せい者しやが出たみたいだよ」

　綾瀬がそう言ったのは、午前十時を少し過ぎた頃ころだった。

　朝のニュース番組が丁ちよう度ど終わり、テレビは次なるバラエティやドラマへとシフトする時間帯。微び妙みようにマイナーなタレントと若わか手て芸人が面おも白しろおかしいロケに出たりお喋しやべりをするだけの番組か、古いドラマの再さい放送しかない。

　だから、テレビを見ていたのは綾瀬シンだけで、僕と志乃ちゃんはベッドに座り、今後について話し合っていた。

　といっても、事件について語る事は昨日の時点で出で尽つくしている。

　今日の行動予定についてが主だった。

　とりあえず、まずはキララ先せん輩ぱいのお見み舞まい。この事を考えるとやはり気が重く、テレビの雑ざつ音おんと綾瀬の気楽そうな笑い声がどうにも癪しやくに障さわったが、行かないという選せん択たく肢しはあり得ない。

　その後は彼女が銃じゆう撃げきされた現げん場ばへ。恐おそらく警察が今日も捜査を続けているだろうから、近づく事も出来ないだろうが、行くだけ行ってみるしかない。今の僕らにはどれ程些さ細さいであったとしても情じよう報ほうが必要なのだから。

　そんなわけで、そろそろ出ようかとしていたところだった。

「ば、場所は!?」

　僕は真っ先にそう聞いた。

　それから直ぐに思い出して、もう一つ重要な事を聞く。

「死し亡ぼう推すい定てい日時は？」

「ふきた？　すいた、か？　そういう名前の市らしいね」

　吹田、か。県名が出てこない事を考えると、どうやら大おお阪さか府ふ吹すい田た市しで間違いないらしい。

「死体が発見されたというだけの速報だから、詳くわしい事は分からないよ」

「それだけの情報で、どうして分かるんだよ」

「だって、そうじゃなきゃ速報にならないだろ？」

「…………」

　番組を妨ぼう害がいする速報のテロップは、よっぽどの事でなければ──局がそう認にん識しきしていなければ──出てこない。ただ単に死体が発見された、という程度では表ひよう示じされない。

「そんな事になれば、ほとんど一日中速報が流れっぱなしになるだろうね」

　と綾瀬の言う通り、一連の事件だと判はん断だんされたからこそのテロップだろう。

「……どうする、志乃ちゃん」

　綾瀬を無む視しして、僕は志乃ちゃんに声を掛かけた。

　なんだかそうすると安心する。どうしても綾瀬に乱みだされてしまう心を落ち着かせてくれる鎮ちん静せい剤ざいのようになっていた。

「……それだけの情報ではどうも出来ない」

「うん、動けないね。どうしようか、先輩のお見舞いに行く？」

　どうせ警察の発表を待たなければならないのだ。焦あせって現場へ向かっても、仕方がない。

　それならまず、それ以前に発生した事じ件けんに眼めを向けるべきなのではないだろうか。

　志乃ちゃんもその点、迷まよっているようだった。

　と、そんな僕らに助け舟ぶねを出してくれたのは、やはり真白ちゃんだった。

「場所は大阪、吹田市。正せい確かくな住所ではありませんが、大まかな場所は出ていますね。あと、死亡推定時じ刻こくについても同様です」

「ど、どうしてそんな事……」

「ネットに出ていました」と携けい帯たい電話を見せてくれた。「どうやら、発見自体はもっと早い時間だったようですね」

「でも朝のニュースでは一言もそんなのは……」

「恐おそらく抑おさえていたんだと思います。警察にとってこれ以上の失しつ態たいは許ゆるされない、なら発見した時点での公表は行わないでしょう。出来る限り慎しん重ちように捜そう査さしていたはずです」

　そうなると、速報が流れたという事は確定か。

　僕は真白ちゃんから携帯を借りて、そのディスプレイを覗のぞき込こんだ。

「被ひ害がい者しやは、二十一歳さいのフリーターの男だん性せい。昨夜午前二時前後、友人と酒を飲んだ帰りに襲おそわれたようです。これまで同様、無残な姿で梁はりに吊つるされていた、という以外に具体的な発見状況までは分かりません」

「梁に……？」

「えぇ、それに死し因いんは失血。身体には銃じゆう痕こんが発見されたようで、それが致ち命めい傷しようです」

　鈍感な僕でも分かった。

　それは───それこそが、富と樫がし刑けい事じと高たか柳やなぎさんの命を奪うばい、先輩を傷きずつけた凶きよう器きである事が。犯はん人にんはそれだけの事をしておきながら、更に同じもので新たな命を奪うばったのだ。

「携帯……壊こわさないで下さいね」

「あっ、ごめん」

　携帯を持つ手に知らず知らずのうちに力が入っていたらしい。流石さすがに本当に握にぎりつぶせる程握あく力りよくはなく、要は落ち着けという意味だろう。真白ちゃんに言われて僕は力を抜ぬいた。

「支はせ倉くらさん、分かりますか？」

「……目的の痕こん跡せきがある」

「そうですね。これは相手にとって不利となる事件です」

「それは何の話？　いったいどういう事なの？」

「この事件は、これまでの犯行とは毛色が違っています」

「……まず、距きよ離りが違う。前回の現場は滋賀だった。鴻池キララ達が襲われたのはただのイレギュラーだったとしても、大阪はやけに近過ぎる」

　綾瀬シンの場合は距離の問題はなかった。何ど処こにでも現れて、誰だって襲う。

　それが彼の、彼らのスタイルだったのだから。

「だが、こいつは少なくともこれまで一定の距離をとって犯行に及およんでいた。それが今回、急に変化したのは若じやつ干かん気になるな」

　本物の連続殺人犯である綾瀬シンがそう言った。

　その一言に、志乃ちゃん達が何を考えているのか分かった。

「更に凶器が拳銃である点も無視出来ません」

　被害者はこれまで、その肉体を酷ひどく損そん壊かいされた姿で発見されていたが、それらが死因に直結したケースは決して多くない。まだ生きている状態で皮を剝むかれた事もあったが──生活反はん応のうでそういった事さえも分かってしまう──その場合でも既すでに刃はが肺はいを貫つらぬいていて、死因はそちらだった。

　絞こう殺さつ───背はい後ごから、あるいは正面から堂々と首を絞しめて殺す。

　刺し殺さつ───胸きよう部ぶ、腹ふく部ぶ、首など重要な部位を刺さして殺す。

　撲ぼく殺さつ───少数ではあるがハンマーのように先せん端たん部ぶが重い金きん属ぞくの鈍どん器きで頭部を殴なぐり殺す。

　それらがまず致命傷となって、そうして抵抗の力を失った被害者を破は壊かいし飾かざり付けたのだ。

　視線は自然とその『犯人』へと向けられていた。綾瀬シンはそれを受けて、少しだけ困ったように微笑ほほえんだ。

「……少なくとも、これまで一件も銃殺はなかった。なのに犯人は今回、それを使用した」

「あれはなかなか便利そうだけど、弟はあの音が嫌きらいだったんだ。だから、持とうとも思わなかったよ」

　特定の凶器を選んでいたわけではないにしても、綾瀬シンはそれをあえて避さけていた。

　なら、なお更さら、不自然だ。

「そして最後に、死体が発見された場所」

「梁に吊るされていた、という発見状況から屋内である事は確実。しかし、これまで被害者は常に屋外の、人目のつく場所で発見されている」

「これが一番あり得ないな。これでは何の意味もないじゃないか」

　意味……？

　綾瀬の口ぶりが気になったが、今は目の前の圧あつ倒とう的な不自然さについて考えなければならないだろう。

「これじゃ……こんなのじゃ、『模も倣ほう』になってない!!」

　そう、これこそがこの事じ件けんの最大のポイントだ。

　これまで犯人は綾瀬を真ま似ねていた。違い和わ感は常に付きまとっていたが、『綾瀬シンは自殺した』という決定的な事実が存そん在ざいしているにも拘かかわらず、どこかでその影かげを感じていたのだ。だからこそ、『悪あく夢むの再来』と表現されていたのである。

　だというのに、ここまで既き存そんのスタイルを覆くつがえしてしまえば、最も早はやそれは模倣ではない。

　いや、むしろこういうべきなのか。

　出来の悪い『模倣でしかない』と。

　再来した悪夢でもなければ、綾瀬シンの影も存在しない。

　そこに居るのはただの凶きよう悪あくな連続殺人犯だ。

　弥や栄さかさんや綾瀬シン本人から様々な情報を得ている僕ぼくらでなくとも、世間一いつ般ぱんでさえこの不自然さは気づく事になるだろう。

「警察だって当然、そう考えるでしょうね。そしてそれは彼らにとって有ゆう益えきです。これまで常に綾瀬シンは本当に犯人だったのか、という疑ぎ惑わくに晒さらされてきましたが、今回の事で一年前の事件と切り離はなす事が出来ますから」

　四人、富樫刑事達を含ふくめて六人の犠ぎ牲せい者しやを出したのだから失しつ態たいは変わらないが、少なくとも一年もの間、真犯人を見み逃のがしていたのかという叱しつ責せきは避けられるだろう。

「……それに、どうして犯人は綾瀬シンという隠かくれ蓑みのを放ほう棄きしたのか。単なる暴ぼう走そうの可か能のう性せいもあるけれど、何らかの思おも惑わくがあるようにも思える」

「目的の痕こん跡せき、だね」

　その時、携けい帯たいが小こ刻きざみに震ふるえた。

「おわっ！　ごめん、借りっ放しで。メールかな？」

「いえ、これは違いますよ」

　携帯を返すと真白ちゃんは手早く操そう作さし、画面を見つめた。

　やっぱりメールだったのか、スクロールさせながら何かを読んでいる。

「どうやら、随ずい分ぶんとおかしな事になってきたみたいですよ」

「……どうしたの？」

「情報が更こう新しんされ、第一発見者が分かりました」

　再さい度ど、携帯を渡してくる真白ちゃん。

　情報が更新されたって、ずっと僕の手の中にあったのに何い時つの間に。

「各ニュースサイトが更新されると連れん絡らくが入るように設せつ定ていしていたんです。あぁ、もちろん処しよ理りしているのは自宅のパソコンですよ？」

「べ、便利だね……」

「情報の収集は他人に、精査は自分で。いちいち自力で検けん索さくしてまわったりなんてしません」

　今の世の中、そんな機き能のうまでインターネットには付いているのか……などとちょっとしたタイムトラベラー気分を味わった。まぁ、ぶっちゃけ何年前に遡さかのぼろうが僕がネットやパソコンに詳くわしかった時代は存在しないわけだが。

　そんな事を考えながら、渡わたされた携帯の画面を見て、驚おどろいた。

　それは重要参考人が聴ちよう取しゆを受けているという内ない容ようだったのだ。

　重要参考人という言葉は、本来の意味合いでならば単たん純じゆんに捜査の上で重要になるだろう情報を持っている人物となる。しかし、狭きよう義ぎでは五文も字じの振ふり仮が名なが振られる事になる。

　即すなわち、『重よ要う参ぎ考し人や』と。

　第一発見者はフリーカメラマンの男性。名前は灰はい原ばら努つとむ、三十九歳。東京の進学校を卒業し有名私立大学に入学するものの、半年程で休学し趣しゆ味みであったカメラ一つを持って紛ふん争そう地ち域いきを回る。戦せん乱らんと貧ひん困こんの中を駆かけ抜ぬけ、評ひよう価かを受けるも二十六の時に足に地じ雷らいの破は片へんを受けて日本に帰国。軽けい傷しようで済すんだものの全力で走る事が出来なくなり引いん退たい。それ以い降こうは国内のホームレス問題などを中心に活かつ躍やくしていたが、現在はタレントや政せい治じ家かの私的なスキャンダルを追い、小銭を稼かせぐだけになっていた。

　そんな彼がどうして連続殺人事件の新たな犠牲者を発見するに至いたったか。

　発見現場はやはり屋内で、とある一いつ軒けん家やだった。住人だった老人は一年前に老ろう衰すいで亡なくなり、それ以来ずっと空き家になっていた。そんなところにわざわざやってくる人間は居いないし、彼は老人の親類縁えん者じやというわけでもなかった。

　彼はその理由について、こう答えた。

『メールを受け取ったからだ』

　事実、彼の自じ宅たくのパソコンには現場の住所と、とっておきのネタがあるという内容のメールが保ほ存ぞんされていた。アドレスは海外のフリーメールで、現在送り主を捜査中らしい。

　ただまぁ、それだけならともかく。灰原さんは困こまった事に不ふ審しんな行動を取ってしまっていた。通つう報ほうしてから、一度姿を消しているのだ。この理由は簡かん単たんで、カメラマンの性さがなのか金に眼めが眩くらんだのか……彼は被害者の姿を撮さつ影えいしていた。

　そしてそれを警察に取り上げられないよう、近くの駅のコインロッカーに隠かくしたのだそうだ。

　安直な発想であり、結局それは押おう収しゆうされてしまったわけだが、この行動がよっぽど警察の癪しやくに障さわったらしく現在も取り調べは続いているらしい。

「この人は、たぶん犯はん人にんじゃないよね？」

「……違ちがうでしょう。犯人なら第一発見者になる理由がない。これまで通り屋外に晒しておけば勝手に発見されるのだから、疑うたがいの視線を向けられるだけで何の意味もない。稚ち拙せつな偽ぎ装そうを行ってまでやる事ではない」

「そうなると、これって……呼び出されたんだよね。犯人に利用されたって事か」

　だが、それは何のために？

　志乃ちゃんが言ったけれど、わざわざ第一発見者を用意する必要など何処にもないのだ。

　これまで通りにしていれば良い。

　犯行を続けるだけなら、それで十分ではないか。

「これじゃあまるで……」

「その家、あるいは住人に注目してもらいたいみたいだぁね」

　綾瀬が気楽そうな口調で言った。

　わざわざこちらの台詞せりふに割わり込こんでくるのは、何かの嫌いやがらせだろうか。

「しかし、ここまで来ると別の可能性が出てくるな」

「別の可能性って、どんな？」

「滋賀での事じ件けんまでと、君のお友達と警察官が撃うたれた事件、それから今回の事件。あんまりにも変化が大きいのは、犯人が別だからじゃないのか……ってさ」

　あ、と気づく。

　そうか。一年前の綾瀬シン、これまで起こっていた模も倣ほう、そして最も早はや模倣する事さえ放ほう棄きしたような今回の事件。要は、殺人犯が三人居るのかもしれない。

「……現場に行ってみましょう」

「え？　先輩のお見み舞まいはどうするの？」

「時間があれば構かまわないけれど、場合によっては明日にする」

「それは……でも」

「今やるべき事を、間ま違ちがってはいけない」

「……そう、だね」

　今やるべき事。

　それはお見舞いに行く事じゃない。

「行こう。僕が───僕らがやらなきゃいけないんだ」

　パチパチパチと空気を読まない拍はく手しゆの音が響ひびいた。

「結けつ構こう、結構。それが正せい解かいだ」

「それって何の嫌味ですか？」

「君の憎ぞう悪おは分かるが勘かん違ちがいは止やめて欲ほしい。嫌味なんかじゃなく、本当に感心している。やはり人はそうでなきゃ。だが、残念ながら僕は自由気ままに表を歩くわけにはいかないからね。君達の捜査には直ちよく接せつ的な協力は出来ない」

　そりゃそうか。連続殺人犯綾瀬シンを連れて歩くなんてゾッとしない。

　そういう意味ではなくとも、こんな目立つ男を連れて警察が集まっている場所になど向かえるはずがないのだ。

「わたしも申し訳ないですけど。彼を一人にするわけにもいきませんし、ここでお留る守す番ばんしていようかと思います」

「あ、うん。それはそうだけど……大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫だと思いますよ。ね、そうでしょう？」

「もちろんだとも」

　真白ちゃんの問いを受けて軽けい快かいに頷うなずく綾瀬シン。

　その絶ぜつ望ぼう的な胡う散さん臭くささに軽く眩暈めまいを覚えた僕だった。

「何かあったら、必ず連れん絡らくしてね」

「大丈夫です。今後も情報が入り次し第だい、直すぐにメール送りますね」

「あ、いや……そういう意味ではないんだけど、そういう意味でもお願いします」

　実際、彼女の情報収集能力がなければどうしようもないわけだし、今は素直に頼たよるしかないだろう。

「本当に、ありがとう」

　本心からのお礼だった。

　だが、真白ちゃんは何な故ぜか不満そうな顔をしている。

「えぇっと……何かな？」

　彼女のこういう表情はかなり怖こわい。

「それだけですか？」

「それだけって？」

「こういう時は頭を撫なで撫でしてくれるものでは？」

「そういうものなの？」

「女の子の扱あつかい方をもっと勉強しましょう」

　微び苦く笑しようを浮うかべつつ彼女はそう言うが、頭を撫でるのって嫌がる人も居るだろうに。

「前にキララ先輩の頭を撫でたら、鳩みぞ尾おちにいいのを喰くらったんだけど」

「それは……まぁ、立場的であったり年ねん齢れい的であったり、身体的であったりする理由があるからでしょう。それでも、肝かん心じんなのはタイミングです」

　つまり、今がそのタイミングだという事なのだろうか。

　特に拒こばむ理由もない、と手を伸のばし───ハッと気づいた。

　隣となりには志乃ちゃんが居る。志乃ちゃんは真白ちゃんをあんまり好きじゃない。

　これまた三者の出会い方の問題で、とにかく志乃ちゃんは真白ちゃんと僕が馴なれ馴なれしくする事が認みとめられないらしい。拉ら致ち監かん禁きんまでされたのだから、当然といえば当然か。

　今朝の事もあるが、僕はどうにも警けい戒かい心しんというものに欠けているのかもしれない。

　本来なら、失神させられ手足の自由を奪われた相手とここまで親しくはなれないだろう。

「えぇっと……やっぱり止めておくよ」

「……別に、良い」

「え？　あ、志乃ちゃん!?」

　止める間もなく、少女は背せを向けると玄げん関かんのドアを開けて出て行ってしまった。

　こ、これはもしかしなくても、本ほん格かく的に怒おこらせてしまったのでは？

　戦せん慄りつの予感に身を震ふるわせる僕に、真白ちゃんが更さらなる催さい促そくを仕し掛かけてきた。

「さぁさぁ、本ほん妻さいの許きよ可かも出た事ですし、どうぞやっちゃって下さい」

「いや、本妻って……というか、あれって許可したっていうのかな？」

「本気なら貴方あなたを連れて出て行くか、わたしを威い嚇かくするでしょう」

　そういうものだろうか。

　僕の目の前で二つの選せん択たく肢しが浮いているようだった。

『・志乃ちゃんを追いかける』

『・真白ちゃんの希望を叶かなえる』

　かなり重要な選択だろ、これ……。

　一つ目を選ぶのが正解のように思った僕だったが、真白ちゃんの期待に満ち溢あふれた瞳ひとみに陥かん落らくしてしまった。過か去こに何があったにせよ、どうしても嫌きらいにはなれない女の子。毎日顔を合わせるわけではなく、時折現れては遊んだり助言をくれたりする、不思議な少女。

　そんな彼女の期待を裏うら切ぎる事は出来なかった。

「それじゃあ……失礼して」

　真白ちゃんの髪かみは柔やわらかかった。

　絹きぬ糸いとのように滑なめらかな志乃ちゃんの髪とは少し違う。

　表現の言葉に困るが、それはあたかも綿わた菓が子しのように軽かったのだ。

　見た目という点では同じ綺き麗れいな髪だったが、触ふれてみて初めて違いが分かった。

「不思議ですよね……」

「何が？」

「こうしてわたしは頭を撫でられる事に喜びを得ている。これはいったいどうしてなのでしょう？　生物としての性がそう感じさせるのでしょうか。ですが、これは単純な快楽ではありません。その理由に、自じ慰い行こう為いではこの喜びは得られない。自分の手で撫でたところでそれには何の意味もありません。ただ髪を弄いじっているだけです」

「それは……そうだね」

　上う手まく説明する事は出来ない。というのも、そもそも僕は頭を撫でられたとして、彼女と同じような嬉うれしさを感じる事が出来ないからだ。子供の頃ならともかくとして、この歳になってそんな事をされたとしても、正直侮ぶ辱じよくとしか思えないだろう。

「いや、けど違うかな。たぶん、撫でてくれる相手とか状じよう況きようとかで違うんだ」

　親からは、たぶんどんな状況であっても耐えられないだろうけど、例えば志乃ちゃんが相手だったらと考えてみれば、それは決して不快ではなかった。

「相手によって変化する、ですか。だとしたら、わたしにとって貴方は特別な人なのでしょうね」

「そういうからかいには、もう振り回されないよ」

「それは残念です。貴方程からかい甲が斐いのある人を知らないのに」

　撫でる手を止めようとしたが、真白ちゃんの「もう少し続けて下さい」という言葉に、思い留とどまった。たぶん、それがとても切実なものだったからだろう。

「事実として、わたしにとって貴方は特別なんですよ」

「……志乃ちゃんの事があるからでしょう」

　僅わずかな躊躇ためらいの後に選んだ言葉は、自分で思っていた以上に子こ供どもっぽかった。

　皮肉のように聞こえてしまうそれを慌あわてて取り消そうとした僕を、彼女は大人びた表情で制せい止しする。

「分かっていますよ。貴方は優やさしい人だから」

「優しく、出来てるかな？」

「そういう問いを抱いだける事が優しさなんですよ。少なくともわたしはそう思いますし、支倉さんだって貴方のそういった部分を嫌きらってはいないでしょう。あれで彼女はまだまだ幼いですよ。自分の感情にさえ戸と惑まどっている」

　自分が優しい人間だと思った事はない。誰かに優しくしたいという意思はあっても、それは余あまりにも不完全で不安定で、たぶん求められる優しさを示しめす事はほとんど出来ていないのではないだろうか。

　そんな不安が常つねに傍そばに寄より添そっていた。

「でもわたしも、時折……求めてしまうものですね」

「え？」

「噓うそです。わたしには必要のないものです」

「ごめん。何を言ってるのか分からない」

「人には他人が必要です。私にはそれが良く分かります。どこまで行っても『個人』でしかないからこそ、その限げん界かいは明らかでしょう。個として本来必要としない強度を得てしまったからこそ、本当に分かる。わたしは、他人を必要としていません。わたしには、他人が必要です」

「真白ちゃん……？」

「簡単な事ですよ。わたしにとって、他人は代だい替たい可能な代しろ物ものでしかないんです。頭を撫でられる事に喜びを得ている。それは自分の手によっては決して得られない。しかし、それが貴方である必要はない」

　何い時つの間にか止まっていた手から自ら離れ、真白ちゃんは変わらぬ笑顔を見せた。

「わたしはどこまで行ってもわたしです」

　変わらない笑顔なのに、僕にはそれが悲しく見えた。

「そして、それがわたしの限界」

「……ごめん、分かってあげられない」

　素す直なおに謝あやまった。何かを伝えようとしている事は分かるのに、彼女が言っている事の意味を理解してあげる事がどうしても出来ない。

「良いんですよ、そう感じてくれただけで。それで十分です」

「そうだよ。気にする事はない。彼女の言葉は、僕に対する皮肉なのさ」

　黙っていた綾瀬が、可お笑かしそうに肩かたを竦すくめて見せた。

　だが、そんな彼を真白ちゃんは否ひ定ていする。

「冗じよう談だんでしょう？　個人でさえない貴方を皮肉って何の意味があります。そういう妄もう想そうは『自分』を正確に認にん識しき出来るようになってから言いなさい」

「────っ!?」

　それは衝しよう撃げき的な光景だった。

　綾瀬はこれまで、一度だって表情を崩くずした事がない。常に笑っているような顔で、どんな言葉も受けていた。罪つみを責せめる言葉にさえ彼は揺ゆるがなかったのだ。

　だというのに、その瞬間。

　ハッキリと見て取れる程、崩れた。

「ありがとうございます。もう結構ですよ、支倉さんを追って下さい」

「いや、でも……」

「大丈夫です。『コレ』はただの残ざん骸がいに過すぎませんから。貴方は貴方のやるべき事を。そして───わたしはわたしの行くべき道を」

　後になって分かる。

　それが僕が見た、最後の彼女の笑顔だった。





＊　＊　＊






　半ば追い出されるようにして隠かくれ家がを出た僕は、志乃ちゃんと合流し吹田市へと向かった。

　その道中、電車に揺ゆられながら僕は先さき程ほどの事を話していた。

　いやいや、別に言い訳わけをしていたわけではないですよ？

　そりゃちょっとは『志乃ちゃんの機き嫌げんを取らないとな』とか『誤ご解かいを何とかしないと』とか思っていたけれど、主たる話題は真白ちゃんの言葉と綾瀬の反はん応のうについてだ。

　綾瀬が反応したのは、自分を認識出来ないという言葉についてだったと思う。

　そんな疑ぎ問もんに対して、志乃ちゃんは冷たかった。

「……気にしなくて良い」

「えっと、まだ怒おこってるの？」

「違う……そうじゃない」

　どうだか。何だかんだで頑がん固こな子で、一度怒り出すとなかなか収おさまらないのは、基き本ほん的に素す直なおな彼女の困こまった部分だった。

「……そうじゃない。涼すず風かぜ真白の言葉は正しいと思う。ただ、それを考えたところで何も得られるものはない。彼女はそういう存そん在ざいで、あの綾瀬シンはそれだけの存在だという事」

「ハァ、君にしても真白ちゃんにしても、もうちょっと分かり易やすい言葉が欲ほしいものだよ」

「気にする必要がない事」

　なるほど、最初から分かり易く言ってくれていたわけだ。

　志乃ちゃんの瞳ひとみに噓うそや誤ご魔ま化かす意思がない事を確かく認にんして、僕は意い識しきを切り替かえた。

　到とう着ちやくした事じ件けん現場は、当然ながら警けい察さつの管理下にあった。

　周辺は見るからにどこにでもある住じゆう宅たく街がいだ。一いつ軒けん家やがずらりと並ならび、唯ゆい一いつ現場の正面に建つ中学校だけがその巨きよ体たいを晒さらしている。幅はば三メートル程の道路を挟はさみ、二メートル程のコンクリート壁が囲っていた。

　被ひ害がい者しやが銃じゆう撃げきにあった現場は路上だった。帰り道を襲われたのだから当然か。発見された家から南側に十メートル程行ったところで、Ｔ字路の中間地点になっている。そこを右に手しに曲がって少し行くと中学校の正門があった。

　周辺には警察が溢あふれ、道路は自動車通行が出来ない状態だった。ただ、住宅街という事もあって、自転車程度なら通れる道が作られ、そこに人が集まっている。周辺住民としては大の字が三つくらい連なる程の迷めい惑わくだろう。

　集まっている中には野や次じ馬うまも少なくなかったが、半数以上はマスコミ関係者だ。

　ニュースの時間帯は過ぎているため、生なま中ちゆう継けいらしいクルーの姿すがたはなかったが取材は継けい続ぞくしているらしく、カメラとマイクを持った数人連れが道往ゆく人々に話し掛けていた。それは僕らも例外ではなく、この近くの人間か、被害者の事を知らないかと話し掛けられた。

　地元民ではないし被害者の事も知らない、と答えるとそそくさと去ってくれたので、さして邪じや魔まではなかった。

　そうして、群むらがる人ひと混ごみを遠目に眺ながめながら、僕は何も出来ないのだと思い知った。

　こういう時、先輩が居てくれたなら様々な情報を与あたえてくれただろう。捜査している警察官の中に知り合いが居たりして、あっさり情報を手に入れるのだ。

　だが今は、こうして近づく事さえ出来ない。

　激はげしく出入りする警察官達が何をしているのかまるで分からないし、捜査が何処まで進んでいるのかも不明だ。

　それでも、志乃ちゃんは僅わずかな情報から何かを摑つかんだらしい。

「……犯はん人にんはあの家でなければならなかったんだと思う」

「え？　どうして？」

「直すぐ傍そばに学校があるから。見た限かぎり防ぼう犯はんカメラもなく、警けい備びも甘あまい普通の公立中学校。二メートルの壁かべがあって、夜間なら十分な死角が確かく保ほ出来る。犯行を行うのなら、また死体を晒さらすという点でも圧あつ倒とう的に学校のほうが的確」

　校こう舎しやの窓まどを見ても人の姿はなく、近くに生徒らしき姿もなかった。平日なのだから授じゆ業ぎようがあるはずなのに……たぶん学校側が下校させたのだろう。直ぐ隣で殺人事件があったのだから正当な対応だ。

　だが、だからこそ、学校という人の集まる場所は遺い体たいを発見させるのに容易たやすい。

　また、彼女の言う通り夜間なら人は居なくなるし、高さ二メートルの壁が囲っているのだから通行人から発見される危き険けん性せいも低い。

「それでも、家の中の方が確実ではあるよね？」

「その家の持ち主が被ひ害がい者しやならば」

　被害者である男性と、家の持ち主とは全く別人だった。

　今のところ両者を繫つなぐ糸は見つかっていない。

　いや、少なくともそれは公表されていなかった。

「犯人は路上で通りかかった人間を銃じゆう殺さつした。その時の事を考えてみる」

「銃を使ったんだから音がしたはずだね」

「サプレッサーを使用していた可能性は排はい除じよ出来ない」

「それはそうだけど……」

　深夜二時という時間帯を考えると、音を聞きとがめられる危険性はなかったかもしれない。

「しかし、犯行が路上であった以上、かなりの恐きよう怖ふを抱いだいたはず。そんな犯人の心理として、直ぐにでも身を隠したいと考えるのが普ふ通つう」

　それはそうだ。

　別に銃殺であるかどうかは関係なく、どんな方法にせよ死体、あるいは瀕ひん死し体たいを抱かかえている姿を誰かに目もく撃げきされたなら言い訳のしようもない。少しでも早く決定的な証拠ひがいしやを隠したいと思うのが常じよう識しき的な心情というものだろう。

「実際の殺害はＴ字路のほぼ中心地点で行われた。そこで犯人は何を見たのか」

「何を……って、そうか。学校だ」

　気づいて、僕はようやく志乃ちゃんの感じている不自然さを理解した。

「何でこっち側に曲がったんだろう？」

　視線を遺体発見現場のあるＴ字路の一方へと向ける。見えるのは人の姿ばかりだが、全体をイメージし思考の中で鳥ちよう瞰かんしてみれば、絶ぜつ対たい的に不自然だった。

　どう考えたっておかしいのだ。

　Ｔ字路から発見された一軒家までは、凡おおよそ十メートルの距きよ離りがある。そう大差ないところに二メートル程の壁に囲まれた中学校の正門がある。最後の一方は発見現場と変わらない住宅街。

　この場合、純じゆん粋すいに、冷静に考えたなら中学校の方向は選ばない。何な故ぜなら正門が閉しまっているのは間違いないのだから。念のため正門を確認すると、壁よりも若じやつ干かん低いものの僕の身長程もある鉄てつ柵さくが閉まっていた。犯行のあった時間も、これと同じ状じよう況きようだったろう。

　そんな高さの門を意い識しきのない人間を抱えたまま越こえるのは難しい。

　だが───これは絶対におかしい。

　何故なら、それ以外の場所には死角が存そん在ざいしないのだから。伸のびる三方の内、一方は直ぐ近くに中学校がある。別のルートは住宅が続いている。

　そう住宅、人の住んでいる家がずっと続いているのだ。

　幾いくら深夜だとはいえ、気まぐれな大学生がコンビニに夜食を求めて出てくるかもしれないし、寝ね付つけぬ住人が窓の外を意味もなく覗のぞいたりするかもしれない。

　それが延えん々えんと続いている。

　一いつ刻こくも早く死角に逃にげ込こみたい犯人にとって、それは心理的に剣けん山ざんの敷しき詰つめられた道を歩むようなものではないのか。どこまで行っても隠かくれる場所がない。そんな道を選ぶものだろうか？

　それならばいっそ、困こん難なんではあっても中学校の敷しき地ちに逃げ込みたいと思うのが普通だ。

　少なくともそこなら、目に見えて安全なのだから。

　なのに、選ばれたのは別の道で、一つの家だった。

「犯人は誰も住んでいないと知っていたんだ……」

　そうでなければ不自然だった。知っているからこそ一直線に向かえた。

　夜間なのだから電気が点ついているかどうかで判はん断だん出来ない。慎しん重ちように見れば住人が寝ているのか留る守すなのかは分かるらしいが、死体を抱えたままではそんな時間もない。

「犯人は事前に近辺の情報を調べていたのかな？」

　犯行現場の下調べはさして珍めずらしいものではない。というか、本来ならそれが当たり前なのだ。綾瀬シンのような行き当たりばったりで逃げ延のびた例が異常なのである。

　あるいは、この付近の住民なのか？

　そう考えて周囲へと視線を向ける。集まっている人々の中に犯人が居いるような気がした。そもそも、彼らはどうしてここに居るのだろうか？　ふと、そんな疑ぎ問もんが深くから湧わき出るのを感じる。警けい察さつは当然、それが彼らの仕事だ。マスコミだってそれは同様。

　しかし、野や次じ馬うま達にとってここに居る事は仕事ではない。

　仕事の合間の……余よ暇かだ。

「……そう考えるのは早計だと思う」

「どうして？」

「わざわざ自宅の近くに警察を呼び込む理由がない。今のところ分かるのは、犯人は間違いなくあの家を狙ねらっていた。そして、そうしなければならない理由があった」
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　得たものはそれだけであり、それ以上だったのかもしれない。

　僕ぼくにとっては間ま違ちがいなく前者だったが、同時に後者の残り香がを感じざるを得なかった。

　というのも、この事件が間違いなく切きつ掛かけになるだろうから。

　真白ちゃんからの連れん絡らくを受けて、被ひ害がい者しやの命を奪うばった拳けん銃じゆうとキララ先せん輩ぱい達を襲おそった拳銃とが同一のものである事が分かった。

「……これによって、それ以前の事件と今回の拳銃を使用した事件と関連している可か能のう性せいが強まった。綾瀬シンが示しめした犯はん人にんが別であるという可能性は消えないけれど、両者に繫つながりがある事は間違いないと思う」

「それは、どうして？」

「富と樫がしと高たか柳やなぎの死体は無残に晒さらされてはいなかった」

　その点については僕も気になっていた。

　もし彼らを襲ったのが一連の事件の犯人だとしたら、何な故ぜ同じように傷きずつけられていなかったのか。想そう像ぞうもしたくないが、場合によっては悲ひ惨さんな姿で発見されていたかもしれない。

「今回は無残に損そん壊かいされていた。なら、何故富樫達はそうしなかったのか。また、鴻池キララは何故殺されなかったのか」

　足に傷を負い意識を失っていた先輩が発見された時、周囲には誰も居なかったという。

　犯人はどうして止とどめを刺ささなかったのか。放っておいても死ぬと思ったのか、それとも。

「やはり彼女達の件は犯人にとってもイレギュラーだったのだと思う。なら、そのイレギュラーとは何なのか」

「調べられたくないものがそこにあったから、だ」

「何らかの理由から犯人は犯行現場へと戻もどり、そこに偶ぐう然ぜん彼女達が現れたため銃撃した、というのが分かり易い流れだと思う」

　調べられたくない事……それはもちろん、犯行の際に残してしまった何らかの証しよう拠こだろう。

　そして、それを消し去りたいと考えるのは一連の犯人しかいない。

「ならっ！　それじゃあ、直ぐに滋賀に行って────」

　そんな僕の提てい案あんはあっさりと却きやつ下かされた。

「とっくに隠いん滅めつされている」

「そ、そうか。そうだよね……」

　そのために犯人は危き険けんを冒おかしたわけだし、残っているはずがない。

「現状は、この事件を調べていくしかない。先程も言った通り、犯人は間違いなく現場を特定していた。その線から調べていく事で見えるものがあると思う」

「発見された家の持ち主について調べてみようか。真白ちゃんにお願いしてみよう」

　そう言った僕に志乃ちゃんは不ふ愉ゆ快かいげな瞳ひとみを向けてきた。

「でも、それが一番効こう率りつ的でしょう？」

「効率的である事が最さい適てきであるという錯さつ覚かくは捨すてた方が良い。迷めい宮きゆうを一直線に掘ほり進んだところで、待っているのは全体の崩ほう壊かいという形での死なのだから」

「そうならないようにするのが『効率的』って事なんじゃないの？」

「…………」

　沈ちん黙もく。どうやら反論はないらしい。

　志乃ちゃんに口で勝った事に内心ニヤニヤしつつ、携けい帯たいを取り出して登録してある番号を呼び出す。

　数回のコールで繫がった。

「あ、真白ちゃん？」

『はい、真白ちゃんですよー』

　ちょっと眠ねむたそうな声だった。

「ごめん、ちょっと調べて欲ほしいんだけど……今回の遺い体たい発見場所となっている家の住人について」

『富ふ士じの宮みや藤ふじ二じ郎ろうですね』

「知ってるの？」

『既すでに情報が公開されていますよ。ただし、掲けい示じ板ばんレベルですから確定とは言えなくて、今ちょっと調べていたところでした』

「掲示板レベルって……新聞各社は？」

『分かりません。更こう新しんの報しらせがないですから、少なくともニュースにはなっていないんだと思います。ただ、もしかしたらこの事件はそう大きな騒さわぎにはならないかもしれません』

　大きな騒ぎにならないって、そんなの今いま更さらだろうに。

『いえ、そういう事ではなくて。富士宮はどうやら扶ふ桑そう莞かん爾じの従い兄と弟こに当たるそうで。こちらで戸こ籍せきを確かく認にんしたわけではありませんから確度は微び妙みようではありますが、もし確かなら迂う闊かつに報道は出来ないでしょう』

「扶桑莞爾……どっかで聞いた事があるような」

『しっかりして下さい。元国会議員ですよ』

　あぁ、そうか。そうだった。

　扶桑莞爾……国会議員としてつい数年前まで与よ党とうの重じゆう鎮ちんとして何度もテレビで見た事がある。政せい治じに対する興きよう味みが半紙一枚まい程ほどの厚あつさもない僕のような若わか者ものでも知っているくらいの有名人だ。ただし、あまり良いイメージはない。

『そういえば、鴻池さんが襲しゆう撃げきを受けた場所も彼の関連企き業ぎようだったはずです』

「え？　そうなのっ？」

『えぇ、こちらは確定情報です。ですから、警察だけではなく報道も慎しん重ちようになるのではないかと。引いん退たいしたとはいえ、力は確かですからね』

　巨きよ大だいな力を持った元政治家が、関わっているというのか？

　しかし……僕は信じられなかった。闇やみの組そ織しきだとか秘ひ密みつ結けつ社しやだとかはともかくとして、ヤクザや海外マフィアならば、そりゃあ裏うらで何をやっているか分からない。カルトじみた集しゆう団だんだって、影えい響きよう力りよくはともかく数え切れない程あるだろう。

　けれど、まさか政治家が？

　別べつ段だん政治について詳くわしくないし、国会議員の中でフルネームを記き憶おくしているのは十人程度しかいない。彼ら全すべてが潔けつ癖ぺきなる国民の代表だとは妄もう信しんしていないし、必ずしも国家に対して忠ちゆう実じつであるとは考えていない。

　それにしたって、この日本で殺人事件に政治家が関わるとは信じられなかった。

　そういった陰いん謀ぼう論ろんは外国では見かけるけれど、縁えん遠どおいものだと思っていたのだ。

　真白ちゃんとの通話を終えて聞いた事を説明すると、志乃ちゃんは首を振ふった。

「……たぶん、そういう事じゃない」

「でも、扶桑莞爾が関わっている可能性は高いんじゃない？」

「そう思わせる事が犯人の目的なのかもしれない」

　出来過ぎている───彼女はそう言った。

　扶桑莞爾の物件で発生した殺人事件、続いてその従兄弟の家でも同様の事件が起こる。

　これは確かに、出来過ぎている。とても偶ぐう然ぜんとは思えない程に。実際、犯人は明らかに富士宮氏の家を選んでいた痕こん跡せきがあるのだから、疑うたがうのが自然だろう。

「……彼を陥おとしいれようとしている人物による犯行の可能性を排はい除じよ出来ない」

　引退して尚なお、強い影響力を持つ存在。それを疎うとましく思う人達がいたとして不思議ではなく、それは動機として考えられるものだった。

「つまり、事件は扶桑さんの敵てきによるものだと？」

　しかし……犯行現場として使われた程度で影響力を削そぐ事なんて出来るのだろうか？

「扶桑は敵の多い人間です。あながち、的外れではないかもしれないですよ」

　それは志乃ちゃんの声ではなかった。

　ギョッとして振り返ると、そこに立っていたのは弥や栄さかさんだった。

「ど、どうして……」

「早速事件の調査ですか。けれど、弔とむらい合戦のつもりかもしれませんが、関わらない方が幸せでいられるかもしれません」

「それは……そうかもしれませんけど」

「彼らにしたって、そう」弥栄さんは忙せわしなく働く刑けい事じ達へと視線を向けて言う。「富樫や鴻池さんの敵かたき討うちだと必死なようです。どうしても自分達で犯人を捕つかまえたいらしく、邪じや険けんにされてしまいました」

　警察関係者がなんでこんな現場から離はなれたところに居るのかと思ったら、どうやら仲間外れにされてしまったらしい。あそこで捜査を続けているのは富樫さんの直ちよく接せつの同どう僚りようではなくとも、同じように第一線で活動している刑事だろう。顔を合わせた事もあるかもしれないし、親しい友人も居るかもしれない。

　そう理解すると、目に見える光景の意味も変わる。

　必死だ───許ゆるせないから。

　許せるはずがない。

　死に物狂ぐるいで犯人を捕まえようと頑がん張ばっている。

　だからこそ、部外者である弥栄さんが邪じや魔まなのだろう。彼女に手て柄がらを取られたくないという彼らのプライドだ。

「これ以上、ここに居ても仕方がないでしょう。何も得られるものはない……ならば、今の我われ々われに与あたえられた意い義ぎある選せん択たくは一つだけです」

「なん、ですか？」

「もちろん、食事ですよ」
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　確たしかに昼食にはちょうど良い時間だった。

　特に食べたいものがあったわけではないし、目的は食事ではなく会話だったから、適当に近くのファミレスに入った。若じやつ干かん混こみ始めてはいたが、雑ざつ音おんが気になるほどではない。短いスカートのウェイトレスさんに渡わたされたメニューを開き、適当に和風ハンバーグ定食を選ぶ。志乃ちゃんはミックスサンドだけを頼たのんだ。

　食事に誘さそった弥栄さんはというと、ホット珈琲コーヒーと単品の緑黄色野菜サラダだけだった。

「気にしないで下さい。昔から昼はこんなものです」

「はぁ……」

　そうは言うけど、こうなると一人だけ定食なんて頼んでしまった僕が空気を読めていないみたいだ。

　志乃ちゃんは彼女と目を合わせようともしない。弥栄さんもまるで居ないかのように扱あつかっている。しかし、お互たがいに意い識しきしている事は確かで、あたかもそれは武ぶ人じん同士が間合いを探さぐり合っているかのような緊きん張ちよう感を伴ともなうものだった。

　そんな無む駄だに緊きん迫ぱくした空気に当てられ一時は減げん衰すいした食しよく欲よくだったが、料理が目の前に置かれた時点ですっかり元に戻もどってしまった。自分の胃い袋ぶくろの現金さに嘆なげきつつ、箸はしを取る。

「さて……扶桑莞爾について、どの程度知っているのかしら」

　まるで待っていたかのように弥栄さんに聞かれ、ハンバーグに届とどきかけていた手を止めた。

「えっと、偉えらい政治家という事は知ってます」

「貴方が何も知らない事はよく分かった」

　酷ひどい言い草だった。

「けど、取り分け説明する事はないわね。確かに扶桑は強い力を持った政治家なのは間違いない。引退した今でさえ、おいそれとは手が出せない。そう……現げん役えき時代の奴やつは影響力が強過ぎて、迂う闊かつにメスを入れたなら全体が崩ほう壊かいしかねない程だったもの。弱まったとはいえ、一個人が対たい抗こうしうる存在ではない」

「なんだか怪かい物ぶつみたいな人ですね」

「実際、そう呼ばれていたわよ。しかし、力が強ければ強い程、敵対勢力もまた大きくなる。彼は綺き麗れい事ばかりでのし上がったわけじゃないわ。疑わしいどころか、明らかに違い法ほうな行こう為いによってそれ以外の人間を押おし退のけていた。それだけ、沢たく山さんの人が彼によって虐しいたげられてきた。怪物というよりはいっそ魔ま物ものね。社会の害悪です」

　弥栄さんはそう断じてみせた。

　その鋭するどい口調に一いつ瞬しゆんだけゾクリと心が震ふるえる。

「彼を引き摺ずり落とそうとしてる……疑わしい人達はそんなに多いんですか」

「貴方が考えている以上には」

「じゃ、じゃあ。その人達を調べていけば！」

　しかし彼女は首を振った。当然ながら、そのような総そう当あたりの捜査方法は一度は考えられたはずなのだ。そして考えた結果、不可能だと判断された。

　巨きよ大だいな存在に敵対する組そ織しきが弱小であるはずがない。

　扶桑莞爾と対立する事の出来る人間は限かぎられている。

「地じ雷らいばかりの薮やぶを進むようなものでしょう。下手に進めばその度たびに手足が一本ずつ吹ふき飛んでしまう。しかもそこには無数の毒どく蛇へびがいて、一度入ってしまえばなかった事には出来ない」

　本当に、どれだけの力があるんだか。

「一度、彼を追い詰つめるところまでは行ったのよ。とある談合でね……けど、特とく捜そう部は詰めきる事が出来なかった。強力な横よこ槍やりが入って、そのまま瓦が解かいしてしまった。警察の捜査をそこまで妨ぼう害がい出来る程度には力があるのよ」

「そんな……あっ、でも。弥栄さんは犯人が綾瀬シンだって言ったじゃないですか」

「扶桑莞爾は綾瀬の親しん戚せき筋すじですよ」

「────っ！」

　そんな馬ば鹿かな。本当に、全ての事が扶桑莞爾へと繫がっているのか。

　という事は、綾瀬はこの事件に関わっている？

　ならば、そこに動機があったとしても……。

「いや、違う。彼は犯人じゃない」

「どうしてそう言いきれるんです？」

「だっ────」

　だって、彼にはアリバイがあるんだから。

　と、答え掛けて、何とか踏ふみとどまった。

　死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こくは午前二時前後。

　僕の意識が落ちたのも午前二時ごろ。

　その時間まで僕は綾瀬シンが直ぐ近くで眠ねむっているのを見ていたのだから、今回の事件には完かん璧ぺきなアリバイがある。

　しかし、それを弥栄さんに言うわけにはいかない。彼のアリバイを証しよう明めい出来るという事は、僕が居い場ば所しよを知っているという事なのだから。

　それを知られるわけにはいかないのだ。

　何とか誤魔化さなければ！

「だっ、だっ……ダックスフンド！」

「…………」

「…………」

　弥栄さんだけではなかった。志乃ちゃんを始め、店内が静まり返った。

　こういうのを空気が凍こおると表現するのだろう。

　一発芸が滑すべった若わか手て芸人というのはこういう心しん境きようなのかもしれない。

　ちょっと出家してしまいたい気分になった。

「だ、ダックスフンドって可愛かわいいですよね～」

「えぇ、それは同意しますが……いきなり叫さけぶような事でしょうか？」

「いえ、済すみません……」

　穴あな掘ほって埋うまっていたい。

「構かまいません。次は私の居ないところで叫んで欲しいですが、それは別にどうでも良い事です。とにかく、関わるのならそれなりの覚かく悟ごをしておいた方が良いでしょう。鴻池さんのような不幸があってからでは遅おそいですよ」

　彼女はそれだけ言うと、伝票を取ってそのまま帰っていった。

　注文したサラダはほとんど手付かずのまま残され、彼女がただ、それだけを言いに来たのだという事が分かった。
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　ゆっくりと食事を終えて、外へ出る。

　時じ刻こくは午後一時になっていた。

「さて、これからどうする？　一いつ旦たん、真白ちゃんのところに戻ろうか？」

　扶桑莞爾について調べるにしても、こんなところに居いてはどうしようもない。

　弥栄さんは関わるのなら覚悟するようにと脅おどしたけれど、引く気はなかった。

　だが、志乃ちゃんは僕ぼくの袖そでを引いた。

「ん？　どうしたの？」

「……このままアパートに戻もどりましょう」

　訳わけが分からず、どうしてと問う僕に彼女は答えた。

「尾び行こうされている可能性があるから」

「尾行って、いったい誰が？」

「弥栄は貴方が何を言いかけたのか、気づいていた」

「本当？　誤ご魔ま化かせなかったのか」

「……あれで誤魔化せるはずがない」

　ダックスフンドはやっぱり酷ひどかったらしい。

　それ以前に、言いかけてしまった事自体問題なのだろうが。

「そっか。尾行をまいたり出来ないかな？」

「難むずかしいと思う。彼女が単たん独どくかどうかも分からないから、どうしようもない」

　ファミレス前の通りには無数の車が通っている。道路の両側には違い法ほう駐ちゆう車しやも多く、その中には運転手が中で休んでいる姿も見えて、僕らを監かん視ししているように思えた。

　通行人もかなり居て、その全てを確かく認にんする事は出来ない。何度か後ろを振り返ってみたが、誰も彼も怪あやしく見えてしまうのだった。

　ドラマなんかの尾行では、追っている側が電柱なんかに身を隠かくして顔だけ出しているシーンがあったりして、「そんなの絶ぜつ対たいバレるだろ」と笑っていたのだが、やはり現実はそう甘あまくはないらしい。

「……分かった。今日はアパートに戻ろう」

　綾瀬の存そん在ざいがバレるのは拙まずい。

　真白ちゃんに電話を掛け、事情を話す。

『つまり、凶きよう悪あくな殺人犯をわたしに押おし付けて、二人でイチャイチャするわけですね？』

「耳鼻科に行きなさい」

『冗じよう談だんですよ、冗談。事情は把は握あくしました。わたしも支倉さんの案に賛さん成せいですね。今はまだ、このカードを切るべきではない。まして奪うばわれるような事はあってはならない』

　快かい諾だくしてくれた真白ちゃんに後は任まかせ、一日ぶりの我わが家に帰って来た。

　ただでさえ薄うすい壁かべ。すっかり冷え切った室内を暖あたためるため、ストーブをがんがんに焚たく。炬こ燵たつにも電でん源げんを入れ、温かいお茶を淹いれてようやく一息ついた。

　随ずい分ぶんと静かだった。不思議な話、何な故ぜだか寂さびしいような気がした。

　実際、離はなれていた時間は僅わずかなのに。それでも遠い昔の出来事のように思えるのだ。

　小さな炬燵の中で足をぶつけながら鍋なべを食べた。そこには真白ちゃんが居てクロス君が居て、そしてキララ先輩が居た。また集まる機会はあるだろう。望めばきっと、とても簡かん単たんに揃そろう事が出来るのだ。

　だというのに……何かが決定的に動いた。

　そんな予感がする。そんな不安が残る。
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　その人との出会いは、唐とう突とつだった。

「よろしくね、志し乃のちゃん！」

　ニコニコと屈くつ託たくなく笑うその顔に何かしらの感かん情じようを抱いだいたわけではない。

　むしろ困こまった事に、その人はとてつもなく乱らん暴ぼうだった。頭を撫なでられる事にはいい加か減げん慣なれていたわけだが、その中でも群ぐんを抜ぬいて乱暴だった。鷲わし摑づかみするように手を置き激はげしく揺ゆさぶる───撫でるという行為の範はん疇ちゆうを超こえた行為には辟へき易えきさせられた。

　幼おさない頃から、どこか抜けている人間だったのだ。

　だが、どうしてだろう。

　本当にどうしてなのだろう。

　何故だかその存在が無む性しように気になったのだ。

　特別な事があったわけではない。

　特別な事情があったわけでもない。

　日常は静かに、そして退たい屈くつに過ぎる。

　過ぎていく時間。過ごしていく日々。

　その中で得うるものは少なく、覚える事は多かった。

　時間は経けい過かする。

　志乃の内側は広がっていく。

　気づけば、もう誰だれも必要なくなっていた。

　父の事は考える。

　母の事も考える。

　生活を助けてくれている『彼』ら家族の事も考える。

　だが、それは全すべて内側にある。

　それは決して損そこなわれる事のないものだ。

　なら、それで十分。

　怖こわいわね、と誰かが言った。

　近所の民家に強ごう盗とうが入り、家族一人が死亡したのだそうだ。その出来事を口では怖がりながら、誰一人として不自然には感じていない。その異常さに気づいたのは何い時つ頃ごろだろう。

　彼女自身が叱しかられた事はなかったが、『彼』は母親に良く怒おこられていた。理由はもちろん本人の失しつ態たいによるものだった。好き嫌きらいがあるとか、夜よ更ふかししてるとか、服を泥どろまみれにして帰ってきたとか。そんなどうでも良い事ばかりで、怒られる方にとっても怒る方にも日常だった。

　だが、そうして人々は様々な事に怒りながら、新聞の中の出来事を遠くに見つめていた。口にしたとしても空くう虚きよだった。

　どうしても理り解かい出来なかった。けれど、理解出来ないのは当然だった。

　全て、他人だ。

　繫つながる事はない。人には一つずつ椅い子すが与あたえられていて、そこに座すわって名前を呼ばれるのをずっと待っている。誰かが自分の椅子にやって来たとしても、その時は既すでに移い動どうしている。隣となり合う事もあれば対面する事もある。

　ただし、絶ぜつ対たいに同じ椅子には座れない。

　志乃は強盗を恐おそれていなかった。彼女の内側にある他人が、それを認みとめていた。それを認める他人が存そん在ざいしていた。完全に把は握あくしていたわけではなかったが、彼女は犯人と出会っていた。そして、蒐しゆう集しゆうしたその男の中に犯はん罪ざい性せいを確認していた。

　別にその男だけではない。誰もが常に犯罪へ至いたる危険性を内包していた。

　全ての人が罪に溢あふれていた。口だけで怖がっている、彼らの中にも。両親の中にも。それは誰の中にもあって、当たり前のものだった。彼女にとって、それは当然だったのだ。

　もちろん、『彼』の中にさえ……。

　どうでも良さそうにご飯をかき込む姿に、志乃は落らく胆たんした。心の底から下らない人間だと理解した。犯人は逃にげられないだろう。警察は直すぐに気づくはずだ。その家の長男による強盗を装よそおった犯行だと。しかし、もし捕まらなければ、彼はきっと次の犯行を望む。そしてその標的にはこの家も──狭せまい地理感と移動手段の不足から──入っている。

　そうなったとして、自分は見ているだけを選ぶかもしれない。

　既に必要のない人々なのだから。

　たとえ殺される事になったとしても、別に構かまわないのではないか。

「あっ、志乃ちゃん！」

「……？」

「それ、食べないの？　美お味いしいのに」

　キラキラとした真まっ直すぐな瞳ひとみは志乃の前に置かれた卵たまご焼やきへと向けられていた。

　薦すすめているのではなく、求めているのだという事は直ぐに分かる。

　そんな『彼』の頭を母親が叩たたいた。

「アンタっ！　志乃ちゃんの分にも手を出そうとして、どんだけ食い意地が張はってるの！」

「だってぜんぜん足りないから……」

「何い時つも暴あばれるか食べるか寝ねるかばっかりで、ちょっとは勉強しなさい！」

　もう一発叩かれて、しぶしぶ諦あきらめたようだった。

　別に上げても良かった。全て持っていって構わない。

　志乃にとって、どうでも良い事だったのだから。

　だから、急に引っ越す事が決まった時も何も思わなかった。

　そう、彼女は信じていた。

　友人と別れる事に拗すねているその背せ中なかが、自分の前から消えてしまったその時まで、まるで気づかなかったのだ。





＊　＊　＊






　何な故ぜ戸と惑まどうのか、それが何の意味を持つのか。

　馬ば鹿かげた話でしかない。『彼それ』はもう不要なものであったというのに。

　四年ぶりの再さい会かいを祝う両親の姿すがたが見える。

　だが、意い識しきはその存そん在ざいしか見ていなかった。

　公園で眠ねむっていた自分を見つけたのは『彼』だった。

　そう母から聞かされた時、自分でも理解出来ない感情が溢あふれた。

　何より驚かせたのは、そんな風に揺ゆらいでしまう自分自身だった。それまで一度も、感じた事のないものだった。『彼』が引っ越して四年、静かな時間だった。常に変わっていく周囲の中で、志乃は一人きり、ただ見ているだけだった。

　再会と進学の祝いを兼かねて夕食を囲む事になった。

　楽しげに話すその姿は、彼女の記き憶おくにあるものと大きく変わっていた。身体からだつきが大きくなり、志乃との体たい格かく差さが広がったように見える。表ひよう情じようはまだ幼おさないままだったが、かつてとは違って見えた。

　別に異い常じような事ではない。四年間も会わなかったのだから、変化があって当然。

　だから、どうでも良い事だ。

　努めてその顔を見ないようにする。

　触ふれられたいとは思わない。

　極力言葉も必要ない。

　近づきたいとも考えない。

　だが、それでも向こうから勝手に近づいてくる分には拒きよ絶ぜつする事も難むずかしい。

　どれ程ほど他人が必要なくとも、生きている彼らを無む視しする事は出来ない。出来る事ならそうしたいが、そういった態度がどういう反はん応のうを導みちびき出すかは良く分かっていた。無言のまま、表情を見せないまま堪たえる事で、遠とお回まわしに拒絶するのが最良だ。それで煩わずらわしい人間達は離れていった。

　わざわざ部屋に上がりこんで来た『彼』も、直ぐにそうなるだろう。

　椅子に座りながら、何かしら考えているらしい。

　たぶん、的外れな事を。しかし、当然の事を。

　しかし『彼』はそんな志乃の予よ測そくを裏うら切ぎった。

「志乃ちゃん。僕らが居なくなって、寂さびしかった？　寂し……かったよね。ごめんね」

「────？」

　言葉にならない驚きだった。

　寂しかったのか？

　自分は、寂しかったのか？

　あり得ない。

　そんな事は絶対にあり得ない。

　寂しいなんて感覚が生まれるはずがない。

　自分はここに居る。

　他人はここに居る。

　一人じゃない。一人じゃないから、一人で足りている。

「何故、帰って来たの？」

　言葉に出して、しかし馬鹿馬鹿しさに震えた。

　更さらに、見てしまった。

　能のう天てん気きなその男の表情に、曇くもりが混まじった。

　あぁ───傷きずつけてしまったのか。

　伝わらないもどかしさに苦しむなど、馬鹿げている。個こ人じんの境きよう界かいはひしめき合いながらも遠い。自分は彼ではないし彼は自分ではない。ならばそれで十分だろう。伝わる事のないものを伝えようとしたところで意味がない。

「でも、小お父じさん達は君を一人にしてる。一人ぼっちは寂しいでしょう？」

「それは違う」

　全く的外れだ。

　この男の間違いを指し摘てきしよう。

「ここに在ある『私』は『一人』じゃない」

　無む限げんの他人がいる。

「だから寂しいという感情はない」

　他人なんて必要がない。

「だから」

　それは一人の例外もなく。

「私には────」

　お前だって要いらない。

　言葉にならなかった。言葉に出来なかったのかもしれない。する必要がなかったのだと思う。するべきだったのだろうか。言葉になったとして、その時どのような表情をするのだろう。

　要らない。もう十分得たのだから。『彼』の人格は既すでに自分の内側にある。外側にある『彼』は必要としない。

　志乃は一人で完成している。自分は個人であり、集しゆう団だんだ。

　これからだって完成し続けるだろう。

　未来、出会い知る事の出来る全てが『私』と共にあるのだから。
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　夢ゆめから覚めて、支はせ倉くら志乃は考える。

　思えば、随ずい分ぶん変化したものだ。

　変わっていく事に問題はない。

　しかし、僅わずかも戸と惑まどいがないと言えば噓うそになるだろう。

　綾あや瀬せシンが求めたものの価か値ちはまだ見えない。

　それを求めるために『彼』と共に居た。共に居続けた。

　そのはずだったのに……。

　隣で眠ねむる青年の顔を見る。

　瞼まぶたが僅かに揺ゆれて、口元も緩ゆるんでいる。

　もう少しすれば目覚めるだろう。

　考えて、彼女はそれまで眺ながめていようと思った。

　意味はないけれど、それが悪くない事のように思えたから。

　だから彼女は気づいていない。

　即すなわち、それこそが真実であるという事に。
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　翌よく朝あさ、適てき当とうに朝食を摂とった後、僕ぼくは次の行動について志し乃のちゃんに問いかけた。

　弥や栄さかさんの話から、事じ件けんは予想を遥はるかに超こえた状じよう態たいにある事は明らかだ。一いつ般ぱん人じんである僕らだけでどうこうなるようなものではないかもしれない。一いち応おう綾あや瀬せシンというカードを備そなえてはいるものの、はっきり言って使い道は見えてこない。

「いいえ、彼は必要です」

「どうしてそう思うの？」

　口調は、少し幼かったかもしれない。

　尤もつとも、言い直すつもりはないけれど。彼に対して不満がある事は志乃ちゃんだって分かっているだろう。

「弥栄はかなり早い段だん階かいから、綾瀬シンが双ふた子ごであった事実を把は握あくしていた」

「それがどうかしたの？」

「……綾瀬シンが双子だと知っているのなら、何な故ぜそれを公表しないのか」

「それは……えっと。警けい察さつのメンツがあるから、かな？」

　犯はん人にんは自殺しちゃいました。これで一安心です。けど調べてみたら実は双子だったようで、まだ生きているようです……なんておいそれとは発表出来ないだろう。

「犯人が綾瀬シンという人間だと分かったのは、彼が死し亡ぼうした後です。それ以前、名前のない殺人犯が双子であったかどうかなど、誰にも調べようがない。その点はバッシングの対象に当たらないし、もし責せめられたとしても、後になって明らかになるよりはマシなはず。冷静に考える限り、綾瀬シンの『魔ま法ほう』の正体について隠かくし続ける理由はない」

　そうは言うけど、人間ってそんなに冷静なものだろうか。

　子こ供どもが悪戯いたずらや失敗を隠すため誰の眼めにも明らかな噓うそを吐つくように、保ほ身しんのため呆あきれる程噓を吐く人というのは少なくない。結果的にマイナスになると分からないはずがないだろうに、それでも人は噓を吐く。相手が騙だまされる事を信じて。

　誰だってその光景をテレビで見た事があるだろう。記者会見の席上、誤あやまりに対して知らぬ存ぞんぜぬを繰くり返し、後日そんな馬鹿馬鹿しい噓がバレて泣きながら謝あやまる大人の姿すがたを。

　保身を考える時、人というのは眩暈めまいがする程近きん視し眼がん的になるものらしい。

「浮うわ気きの言い訳わけと同じ」

「あ、その喩たとえ、真白ちゃんっぽいね」

「…………」

　物もの凄すごい目で睨にらみつけられた。

「……けれど、それは『保身』だからこそ。責せき任にんを負う立場だからこそ、自らのために噓を吐く。しかし彼女の場合は違う。綾瀬シンの真相が明らかにされる事によってダメージを受けるのは捜査の責任者であって、公安の人間ではない。一方で隠していた場合、その隠いん蔽ぺい行こう為いに対して責任を負わなければならないのは彼女です」

「それは、そうだね」

「……更さらに考えなければならない事がある。それは、綾瀬シンが双子である事実がごく限られた範はん囲いにのみ知らされていた事。もし捜査関係者全員が知っていたのなら、当然富と樫がし刑けい事じも知っているはずであり、鴻こうの池いけキララの耳にも入っていたはず」

「うん。富樫さんは先せん輩ぱいに対して隠し事とか出来なかっただろうからね」

　真まっ直すぐに彼女の事を見つめていた人だから。

　決して多く話せたわけではないけれど、二人の間には損そん得とく勘かん定じようなんて僅かにも入り込む余よ地ちのない力強い信しん頼らい関係があった事は確かだ。

「恐おそらく、情報は弥栄達の間でのみ共有されていた。それはいったい何故なのか。彼女達には何らかの目的があるんだと思う。そうでなければ隠す必要がない。意味もなく黙だまっている理由はないはず」

「その理由って？」

「分からない。ただ、一つ考えられる事がある」

　志乃ちゃんはそう言って、一いつ拍ぱく置いた。

「一連の事件を綾瀬シンに押し付ける事」

「押し付けるって……まさか」

　綾瀬を匿かくまう理由として志乃ちゃんは、彼が犯人であると認にん識しきされてしまえば真相が分からなくなってしまうからだと言った。それは納なつ得とくの出来る理由だったし、警察に任せるわけにもいかない事も理解出来る。

　扶ふ桑そう莞かん爾じという強大な存そん在ざいがバックに居る事を知った今なら、無む条じよう件けんに安全というわけではなくなってしまった。これも志乃ちゃんが言った事だが、キララ先輩が万全な状態ならともかく、今は警察内部に信頼出来る知り合いがいないのだから。

　しかし───まさか弥栄さんがそれをやろうとしている？

「彼女自身がどの立ち位置に居るのかは分からない。ただし、彼女は綾瀬シンを何らかのカードとして隠していた」

「けど今……そのカードは僕らの手にある」

　なるほど、確かにこれは価あたい千せん金きんのジョーカーだ。

　持っていても大して役に立たないのは変わらない。しかし、万が一にも奪うばわれたなら、全ての真相が強制的に閉とざされてしまうかもしれない。弥栄さんがどういう意図を持っているにせよ、使う気があるから隠していたのだ。

　綾瀬シンという殺人者の名の下もとに、何もかもが終わってしまう。

　僕らとしては絶対に手放す事の出来ない、失わない限かぎり挑ちよう戦せんする権けん利りが得られるカードだ。

「……弥栄については十分に警けい戒かいする必要があると思う」

「そうだね。迂う闊かつな言動は控ひかえないと……って、分かってるよ。自分でも危あぶなっかしいって分かってるんだ」

　志乃ちゃんの冷たい視線を受けて、警戒すべきという意見が僕に言い聞かせるものだと理解する。というか、この子はキララ先輩の部屋で最初に会った時から、ずっとこういった展開を予測していたのではないだろうか。だからあんなに警戒していたのではないか。
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　午前九時を過ぎて掛かってきた真白ちゃんからの電話に出る。

『ゆうべはおたのしみでしたね』

　何やら怨おん念ねんのようなものが籠こもった言葉を軽くスルーして、要件を聞く。

『綾瀬シンが逃とう亡ぼうしました』

「ぶふぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　飲み物を口に含ふくんでなくて良かった。もしそのような状態だったとしたら、今頃志乃ちゃんが汁しる塗まみれになっていた事だろうから。
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「ちょっ、ちょちょお、ま！　ままままま、待って。え？　えぇ？　どどどどどういう事!?」

『言葉通りです。昨日はダラダラと過ごして早々にお休みモードに入ったのを確かく認にんしてすっかり安心していたのですが、目が覚めたら何い時つの間にやらベッドは空でした。ちなみに、書置きがありまして……読みましょうか？』

「……怖こわいけど、お願い」

『ちょっと退たい屈くつなので遊びに行ってきます。探さがして下さい☆』

「ふ・ざ・け・る・なぁっ!!」

　携けい帯たいをぶん投げそうになった。

　あの男は自分の立場というものを理解しているのだろうか。

　しかも何が腹はら立たつかって、『退屈なのでちょっと遊びに行く』のではなく、『ちょっと退屈なので遊びに行く』という点だ。そりゃ娯ご楽らくの少ない部屋の中で籠っている事も出来ず、退屈の余あまりちょっとだけ外へ出たいと思う事はあるだろう。けど、ちょっとだけ退屈になったからといって無計画に外に飛び出すのは論外だ。もしかしたら何も考えずに書いたのかもしれないが、文章的に『ちょっと』の位置で大おお違ちがい！

　誰もが僕の怒いかりを理解してくれる事だろう。

「それで、どこに行ったかは分からないの？」

『不明です。彼の事ですから予想も出来ませんね』

「そっか……志乃ちゃん」と携帯を離はなして志乃ちゃんへと視し線せんを向ける。「綾瀬が居なくなったみたいなんだけど、どこか心当たりある？」

「……彼が痕こん跡せきを残していれば分かるかもしれない」

「痕跡？」

　まさか漫まん画がみたいに足あし跡あとが延えん々えんと続いているわけでもないだろうし、匂においでも追いかけるつもりなのだろうか。

「真白ちゃん。何か痕跡らしいものは残ってる？」

『痕跡ですか？　いえ、それらしいものは……』

「無理だと思う。普ふ通つうは気づけるものではないから」

「どうする？　一度見に行ってみようか？」

「……いえ、弥栄達に発見されてしまう可か能のう性せいがある。戻もどってくるのを待ちましょう」

　それはそうなんだけど……本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？

「彼はこの一年間、姿すがたを隠かくしていた。弟の死によって警けい察さつの警戒が解とけたとはいえ、全く同じ容よう姿しで何の噂うわさにもならなかったのは、それだけ知ち識しきと技ぎ術じゆつがあったからだと思う。まして、新たな事じ件けんが発生してからはなお更さらに」

「という事は、見つかる事はない？」

「直すぐに発見、逮たい捕ほされる事はないと思う。むしろ私達の近くに居るほうが危ないくらい」

　なら良いんだけど、と言おうとして、直ぐにそれが間違いだと気づいた。

　つい先さき程ほどその重要性を思い知ったばかりのジョーカーを失ったのだ。

　誰かに奪われたり勝手に使われたりしたわけではないだけで、こちらの手札が減へってしまった事実には変わりがないのだ。

　その点は志乃ちゃんも分かっているのだろう。

「だからこそ、今はブラフで通すべき」

　弥栄さんはこちらが綾瀬を押さえていると考えている。

　なら、僕らへの警戒を続けるだろう。その間、自力で綾瀬を探そうとはしないはず。

　ここで慌あわてて探し回って、綾瀬を失った事を知られてしまえば、捜そう索さくに全力を注いでしまう。それでも見つからないかもしれないが、危険性が増ますのは間違いない。

「真白ちゃんはそのままそこに居てくれ。帰って来たら連れん絡らくしてね」

『了りよう解かいです。それ以外にも何か分かった事があったら、電話しますね』

　快こころよく引き受けてくれた真白ちゃんにお礼を言って、電話を切る。

　それにしたって、本当に協力的だな。

　真白ちゃんに対して失礼ではあるのだが、少しだけ不安に思っている自分が居た。

　彼女の性せい格かくから───いや、性質から言って、無条件の協力などあり得ない。彼女には彼女なりの目的があって、それに対して常つねに忠ちゆう実じつだ。いったい何を考えているのか。そんな事を聞いても、志乃ちゃんは答えてくれないだろうけれど。

「それにしても、綾瀬だよ。あの男はいったい何を考えてるんだろう」

　我われながら苛いら立だちを過分に含んだ声こわ音ねだった。

　そもそも、彼は何のために僕らに会いに現れたんだ？

　協力してもらいたい、と言っていたけれど、だとしたらこの行動の意味はなんだ。

　考えるだけ無む駄だなのかもしれない。何せ凶きよう悪あくな殺さつ人じん犯はんだ。その言動について深く考えるだけ馬ば鹿か馬ば鹿かしいのかもしれない。

「……綾瀬シンは快かい楽らく殺人者じゃない。あれは傲ごう慢まんではあったけれど、目的のある行こう為いだった」

「目的、だって？　人を殺す事が目的だなんて随ずい分ぶんじゃないか。誰かに復ふく讐しゆうでもしたかったのかな」

「……違う」

「じゃあ、お金？」

「それも違う」

「なら、愛あい憎ぞう？」

「似にているかもしれない。けれど、憎しみはなかった」

「愛する人のための殺人だったっていうの？」

「愛する人を求めるための殺人だった」

　求める……？

　運命の人でも探していたのか？

　でも、だったら何な故ぜ人を殺すのか。そんな理由はないはずだ。それとも、運命の人が見つからないから殺していたとでも言うのか？

「志乃ちゃんは……彼に対して妙みように好意的だよね」

「……好意的？」

　円つぶらな、黒目がちの瞳ひとみを大きく広げる志乃ちゃん。

　それは意図を測はかりかねている眼めだった。

「なんだか、綾瀬の事件を肯こう定ていしているみたいだ……」

「道徳的に彼らが間違っていた事は明らかです。殺人という違法の行為によって目的を果たそうとした、その時点で責せめられるべきであり罰ばつせられるべき存そん在ざいである事に疑うたがいようはない」

「じゃあ、精せい神しん的には？　感情的には、どうなの？」

「…………」

　欲ほしかった否ひ定ていはついぞ得られなかった。

　志乃ちゃんの沈ちん黙もくは何い時つだって重い。その前に、僕は余りにも無力だった。

　それでも、聞かなければならない。

「志乃ちゃんは……どこまで彼らの事情を知っていたの？」

「…………」

「一年前、君は綾瀬シンに会おうとしていた。そのために公園に居た。そして事実、君は彼に会った。会って……何かを話していた」

　弥栄さんが居たために聞けなかった事を、僕は問いかけた。

　血塗れの、異い臭しゆう漂ただようトイレの中。死者と死に掛けの殺人犯と、そして彼女が居た。真っ暗くら闇やみの中、ほとんど何も見えないままだったけれど、志乃ちゃんはそんな赤く染そまった世界の中で平然と殺人犯と言葉を交わした。

　明らかな事件現げん場ばであり発見者であり、あるいは目もく撃げき者しやであったかもしれない志乃ちゃんを抱だいて逃にげ出したのは、関かかわるべきではないと思ったからだ。あれは関わってはいけないものだと本ほん能のうが叫さけんだのだ。

　僕らが……僕が触ふれて良いような世界じゃない。

　九州での出来事から逃げ出した僕は、そうしてもう一度、逃げ出した。

　志乃ちゃんは可か哀わい想そうな子で、それを助けてあげなければならなくて、怖こわい事とか悲しい事とかそういったものなんてなくて、家族の温かみだけが傍そばにあって、毎日笑って暮くらしていける。そんな世界だけを望んでいた。

「ごめん。なんだか責めてるみたいだけど、怖くて。君が『あちら側』に行ってしまう気がするんだ」

「……違う。あれは『こちら側』にあるもの」

　志乃ちゃんは首を振ふって否定した。

「綾瀬シンの犯罪は常に人の傍そばに寄より添そう嘆なげきに起き因いんしている。それは金銭でも愛憎でもなく、思想によっても教育によっても揺ゆらぐ事のないもの。誰もが常にそれに直面し、恐おそらく永えい遠えんに苛さいなまれるだろう苦く痛つう。……けれど、私にはそれがないから。それを知らなかったから、私はあの時────」

　言葉は続かなかった。私は、その後には何もなく、しかし意味は分かる。

　言葉がなくとも伝わるものもある。

　伝わらないものもあるけれど。

　志乃ちゃんは自分にないものを求めて彼と会おうとした。

　けど……綾瀬の殺人が、僕らが常に直面する苦しみ？

　あれ程無残な犯行に何の意図があったのだろうか。改めて動機の不明が気になった。犯人の自殺によって一度は封ふうじられたそれだが、今なら聞く事が出来る。

　出来たはずなのに。

　何処かへと行ってしまった綾瀬の存在が憎にくい。
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　真白ちゃんからの情じよう報ほうに期待しつつ、僕らが向かったのは───病院だった。

「随ずい分ぶん、お花が多いですね」

「人徳やね」

　おどけるような口調には、まだまだ力がなかった。

　まだ自力で身体からだを起こすのは難むずかしいようで、ベッドのリクライニングに頼たよっている。

　経けい過かは悪くないようで顔色も鮮あざやかだったが、体力は回かい復ふくしていないようだ。

　それにしたって、気き丈じようではある。

　記き憶おくの中にある彼女の姿が余りにもハチャメチャだったからこそ違い和わ感を拭ぬぐえないだけで、とても重じゆう傷しようを負った人間とは思えない明るさだ。普ふ段だんの彼女をよく知らない人なら、大した事ないのではと思う程ほどだろう。

　むしろ僕の方がよっぽど弱い。

「その眼、鬱うつ陶とうしいわ」

「……はい」

「その返事も鬱陶しい」

　本人が元気であろうとしているのに、見み舞まいの人間がこんなにもネガティブでは堪たまらないだろう。それは分かっている。極力そのようにしているつもりだ。もっと明るくしなければと思っていても、後こう悔かいや罪悪感が心を束そく縛ばくしていた。

「アンタは余計な事を考えんで良いんや」

「余計な事、ですか。そうですね」

「はぁ……こりゃアカンわ。クロ助、アンタからも何か言ったってや」

「知らねーよ」

　実に冷たくそう一言口に出したのはクロス君だった。ベッドの対岸、窓まど際ぎわのソファーに腰こしを掛かけている彼は、僕らが病室に入った時にはもうそこに居た。特に何を話すわけでもなく、どこか面めん倒どうくさそうな瞳は手の中にある携けい帯たいゲーム機の画面へと固定されている。音を消しているようで何のゲームなのかは分からないけれど、先程から指がほとんど動いていない事からもアクションやレース系けいではないだろう。

　私し服ふく姿である事から、学校へ行く気がない事は明らかだ。浅くもたれるように座すわるその姿は退たい屈くつした子こ供どもそのものなのだが、不思議と梃て子こでも動きそうにない強さが感じられる。

　しかし彼は不満そうに唇くちびるを尖とがらせて言った。

「用が済すんだらさっさと帰るからな」

「クロ助は天邪鬼あまのじやくやからな。もうちょっと素直やったら可愛かわいらしいんやけど……まぁ、これはこれでからかい甲が斐いがあるし」

「うっせーよ！」

　そのリアクションにキララ先せん輩ぱいは笑った。何い時つものような豪ごう快かいな笑い方ではなかったけれど、そうして彼女の笑顔を引き出せるクロス君は本当に凄すごいと思った。

「はぁ、またそないな顔。シノシノも言うたってや」

「……これはもう治らない」

「あはは、シノシノは流石さすがやな」

　先輩は笑って、そして布ふ団とんの中から手を差し伸のばしてきた。

　弱々しく震ふるえるそれを慌てて受け止める。

「アンタは事件を解決してくれようと頑がん張ばっとるんやろ？　せやったら、それで良いんや」

「……はい！」

「うん、良い返事や。というわけで、クロ助。ウチが頼たのんどった件、どないな感じや？」

「生あい憎にくとさっぱりだな」

「使えん奴やつやなぁ」

　先輩の溜ため息いき交じりの口調がよっぽど気に食わなかったらしく、眉まゆを吊つり上げて少年は反論した。どうやら前に言っていたネット上の情報収集についてらしい。

「あのなぁ、幾いくらなんでも性急過ぎるだろ。あんなアバウトな指し示じで調べて回るのはマジできついんだぞ。富士山くらいのゴミの山から一ミリの宝ほう石せきを見つけるようなもんだ。一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうにかなるようなもんかよっ」

　まぁ、そりゃそうだろう。

　大学生になってインターネットの恩おん恵けいを──主にレポートの面で──受けるようになったが、未いまだに使いこなせている気はしない。それこそ単語を入れて検けん索さくボタンを押おすだけでも十分必要な情報が表示されるが、その量は膨ぼう大だいで全すべてに眼を通す事は叶かなわない。必然的に検索トップのものばかりを使ってしまい、友人と思い切り内ない容ようが被かぶってしまったりするのである。

「何か気になったもんはないんか？　ゴミでも使えそうなんはあるやろ」

「いや、ってかさ。マジで多過ぎなんだよ。正直、気になるっちゃそれが一番気になる」

「どういう意味や？」

「ん～、普通さ、ネットの情報ってのはピラミッド型に拡かく散さんするもんなんだよ。最初に元ネタがあって、それを掲けい示じ板ばんやらブログやらに引用して、そっから更に孫まご引びきして……テンプレ化したり改変ネタとして使われたりしてさ、そうやって広がってく。そうしてる間に誤ご解かいとか曲解とか意図的な噓うそだったりが入ってわけ分からん事になったりするんだけど、基き本ほん的てきにソースが求められる事に変わりはないんだ」

　先程のレポートの話でもそうだが、ネット上の情報は書しよ籍せきなんかよりも遥はるかに転てん載さいが容よう易いだ。マウス一つ動かして、コピー＆ペーストすればそれで完かん了りよう。わざわざキーボードを叩たたく必要もない。活かつ版ぱん印いん刷さつのように苦労する事もないし、それ以前のように書き写していく事もない。

　それ故ゆえに、どんな情報でも瞬またたく間に広がっていく。インスタントな情報の伝でん播ぱは有用であると同時に、個こ人じん情報など重要なデータが流れた場合対応が困こん難なんになるというデメリットも存在している。

「けど、見つかるのはどれもこれもソースのない妄もう想そうばっかりなんだよな」

「本当にただの妄想だからじゃないの？」

「そうじゃなくてさ……なんていうか……」

　クロス君はそこで視線を天てん井じようへと向けた。戸と惑まどうような口調は、彼自身が表現する言葉を見み出いだせないでいる事に起因しているのだろう。そうして凡およそ十秒程悩なやんだ末、彼が口に出したのは漠ばく然ぜんとした結論だった。

「う～ん、とにかく何か変なんだよ！」

　さっぱり分からない、という表情のキララ先輩。

　それは僕にしたって同じで、彼程インターネットに繫つながっていない人間としては、変と言われても対ついとなる正常な状態を知らないのだから理解のしようがなかった。

「……インターネットはコミュニケーションのツールです。その存在の本質は井い戸ど端ばた会かい議ぎと変わらない。なら、当然不確かな情報や妄想の類たぐいも含まれているはず」

「だから、それが多いから変だって言ってんだろ！」

　怒ど鳴なり返したクロス少年の言葉に、ヒントがあった。

「多いの？　そんなに？」

「お前、人の話聞いてないだろ」

　いや、そんな思い切り睨にらみ付けなくても。

　ちゃんと聞いてましたとも。あんまり理解出来ていなかっただけで。

　しかし、クロス君の言いたい事がなんとなく分かったような気がした。

「志乃ちゃん、確かにちょっと変かも」

「……拡散していない？」

　再びレポートの話になってしまうが、検索して出てきたサイトの全てを見ていく事が出来ない以上、どうしても上位に表示されるものばかり使ってしまう。だが、そうすると同級生と被ってしまったりして、ネットから転てん載さいしただけだとばれてしまう。

　そんな事がこれまでどれくらい繰くり返されたのだろうか。利用されたサイトは当然検索で上位に入り、必然的に他のサイトは下がり、次に検索した後輩はやはり上位だけを見て、同じ事がまた続いていく。

　情報の広がり方というのは基本的にそういうもので、利用される頻ひん度どの高いものが優ゆう先せんされ、それ以外のものは小さく消えていく運命なのだ。

　だから、普通は同位相の噂うわさが無数に乱らん立りつする事はない。その中で使用される頻度に差が生まれ、上位のものが──例えばそれは特別面おも白しろいものだったり、恐おそろしいものだったり──優先的に伝えられ、それらが更に統とう合ごうを繰り返し、溢あふれた一部は消えていく。ただの妄想では広がる事もなく消えるはずなのだ。

「……意図的にダミーをばら撒まいている？」

「あ、そうだ！　工作員……あ、いや、違うか？」

「クロ助、頭があんま回らんのや。もうちょっと明めい瞭りような発言を頼たのむわ」

「悪い……いや、うっせーよ！　こっちだって良く分かんねーしさ。けど、一応可能性だけどさ、工作員使って情報の削さく除じよだとか偽装情報ダミーや不明瞭情報モザイクをばら撒いて意味消失させる事が出来たら──あくまで出来たら、だぞ？　ＳＦならともかく、そんなの無茶過ぎるし──こんな感じに、ソースのない妄想みたいな情報が虫食い状に流れるかもしんない」

　クロス君は最後に自信なさげに「たぶん」と付け加えた。

　具体的な部分は分からないけれど、彼の口ぶりからそれが現実的には考え難にくい事であるのは分かる。

「でも、扶桑莞爾なら出来るかもしれない」

　彼の力、資し金きん力りよくならネット上の情報を操そう作さするよう多くの『工作員』を雇やとう事くらい可能なのではないのか。

「せや！　調査を頼んだ後に知ったんやけど、扶桑莞爾についてや」

　先せん輩ぱいが叫んだ。

「滋賀での事件、現場となった倉庫は扶桑莞爾の持ち物やったんや。しかも綾瀬シンは扶桑の親しん戚せき筋すじに当たるらしい。高柳が言うとったから間違いないやろう。ウチらはそこで襲おそわれたんや。この裏うらには、確かく実じつに扶桑莞爾が関わっとるはずや！」

「…………」

「ありゃ？　なんや、リアクション薄うすいな」

「えっと、ですね」

　僕はどう伝えるべきか迷まよった。

　今更、全部知っていますなんて、簡かん単たんには言えなかった。





＊　＊　＊






「綾瀬シンが生きとったぁっ!?」

　病院中に響ひびき渡わたるのではないかと心配する程の大声だった。

　余りにも力を入れ過ぎたため傷に障さわったのだろう、痛いたみに顔を歪ゆがめる先輩。

「先輩っ！」

「だ、だい……じょうぶ」
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　こんな風に驚おどろくだろうと分かっていたから言葉を選んでこれまでの事を説明したつもりだったのに……完全に失敗だった。

「とりあえず、整理しよ。綾瀬シンは九人を殺害した犯はん人にんで間ま違ちがいない。自殺したんも確か。けど実は戸こ籍せきには載のっとらん双ふた子ごが居おって、事件に協力しとった片かた割われはまだ生きとる。んで、そいつは現在起こっとる事件への関かん与よを否ひ定ていしとって、シノシノに協力を求めて会いに来た。それをアンタらは保ほ護ごしとって、少なくとも大阪での事件についてはアリバイ有り……これで間違いないか？」

「ついでに、現げん在ざい進行形で行方ゆくえ不明って点を追加して下さい」

　瞼まぶたを閉とじて重い息を吐はく先輩の気持ちは良く分かる。

「まさかそんなオチやとは思わんかった」

「僕も同じ気持ちでした」

「あの時な……撃うたれて意識を失う寸すん前ぜん、写真で見た綾瀬の顔が見えた気がしたんや。でもそれは、ウチが作り出した幻げん想そうやったんやね」

　どう、言えば良いのか。

　たぶんそれは、先輩なりに犯人を見たいと思った結果なのだろう。彼女の記憶の中にある、『犯人の姿』を見せたのだ。

「そっか、違ったか……」

「先輩。その、何も見ていないんですね？」

「聴ちよう取しゆに来た刑事にも答えたけど、真っ暗くら闇やみで何も見えんかったし、撃たれてからは情なさけない話やけど、すっかりパニックになってしもて……逃にげようとするんで精せい一いつ杯ぱいやったんや」

　情けなくなんてない。

　絶ぜつ対たいに、情けなくなんてない。

　自分も撃たれ、富樫さんや高柳さんを殺され、それで冷静で居られる方が異い常じようなのだ。

「……見ていたら、殺されていたと思う」

「シノシノの言う通りやろうね。刑事もそう言っとったし。けど……ウチはちょっと違う印象があるわ」

「どういう事です？」

「ウチの足な……撃たれた時、トラが縛しばってくれたんや。せやけど、アイツいざという時にヘタれてしもて、きつかったんやけど血が止まる程やなかった」

　キララ先輩はその時の事を思い出すように腕うでを伸のばしかけて、思い出したように下ろした。

「発見されたんは撃たれてから五時間以上経けい過かしとったらしい。トラの縛り方やったら、とっくに失血死しとるはずや。せやけど死なんかった……誰かが、血けつ液えきの循じゆん環かんが止まる程きつく絞しぼって、傷きず口ぐちを塞ふさいでくれたからや」

　出血を止めるためにきつく縛る時、貴方あなたはどうやるだろう？

　両りよう端たんを握にぎって思い切り引っ張ぱる？

　まさかグルグルと巻まきつけるなんて人は居ないだろうが、多くの人は前ぜん述じゆつの方法を考えるだろう。だが、実じつ際さいにはそれでは足りない。最さい適てきなのは、思い切り引っ張るのではなく、絞る事。両端を結び円を作り、棒ぼう状じようのものを通してそれを捻ひねっていく。そうすれば引っ張るよりも遥かにきつく締しめ付ける事が出来る。

　医師も最適な応おう急きゆう処しよ置ちだったと誉ほめていたらしい。

　それが誰によるものなのか知らないからだろうが。

　富樫刑事ではなく高柳さんでもなく、発見した人でもないのなら……処置したのは一人しか居ない。

「もちろん、結局救急車も呼ばんかったわけやから、死んでも構かまわんと思っとったんやろう。せやけど、犯人は逃亡のための時間を割さいてウチの手当てをしたんや」

　先輩自身、戸と惑まどっている様子だった。

　自分を撃ち、大切な人を奪った犯人が、命を救った。

　それを自分の中でどう処理すれば良いのか分からないのだろう。

　僕には彼女の心しん境きように対する回答が存そん在ざいしない。

「なぁ、シノシノ……なんで綾瀬シンと会っとった事を隠してたんや」

「…………」

　沈ちん黙もくは志乃ちゃんだけではなく、僕も同様だった。

　言葉を───少なくともこの状じよう況きようで最適な言葉を見つける事が出来なかった。

　理由はある、志乃ちゃんのため。

　言い訳わけはある、僕のため。

　あの時の選せん択たくを間違っていたとは思わない。

　血の臭においの中、僕が彼女を抱だきしめた事に、そのまま逃げ出した事に間違いはなかった。

　それでも、再さい開かいされてしまった時点で先せん輩ぱいに伝えるべきだった。

「済すみません」

　ようやく吐はき出した言葉を先輩はあっさりと切り捨すてる。

「アンタはどうでもええんや。どうせあれこれと無駄な考えを積み重ねての結果やろ。考えが足らんのはアンタも……ウチも同じや。せやけど、シノシノは違う」

「……判はん断だんを間違えた」

　それは誤ご魔ま化かしを一いつ切さい含まない、彼女の謝しや罪ざいだった。

　隠していた理由に、黙っていた事に意味なんてなかった。いや、意味はあったのだろう。彼女なりの目的があって、それは恐らく彼女が語った通り『関わるつもりがない』というものなのだ。しかし、そこに未来への展望はなかった。その選択の先を彼女は考えていなかった。

　それを責せめるつもりはない。そもそも僕には責める権利さえないし、先輩にしたってその意思はないだろう。真っ直ぐに志乃ちゃんへと向けられた瞳ひとみは、それでも優やさしかった。

　思うのだ。こうしてベッドの上に居る先輩の感情を。僕らがちゃんと全てを伝えていれば未来は違ったかもしれない。弥栄さんは自じ業ごう自じ得とくだと断じたし、『自分も同じだ』と言った先輩の内にもそういった後こう悔かいが渦うず巻まいている。

　未来になってから過去の選択を評ひよう価かするのは余りにも容易たやすく、故ゆえに愚おろかで無意味だ。

　しかし経験から学ぶには失ったものは余りにも大きく、永えい遠えんに消える事がない。

　先輩は……きっと誰かを責めたい気持ちを抱いているだろう。犯人の姿を幻げん視ししたのも、責める誰かを求めるためだ。こうして様々な事が分かって、彼女はその相手が見えず苦しんでいる。

　だって人間だから。普通の人だから。

　聖せい人じん君くん子しじゃない、完かん璧ぺきに自分をコントロール出来るはずがない。

　貧まずしい暮くらしの子供はふと思うだろう。どうしてこんな貧しい家に、国に生まれたのかと。

　身体からだに大きな病やまいを抱えている人は、時に嘆なげくだろう。どうしてこんな身体に生んだのかと。

　思い通りにならない世界や、思い通りではない結末に、もしｉｆが存在したのなら、僕らは誰もそれを無視する事が出来ない。

　だから彼女が怒おこるのは当然で。

　それでも───彼女は笑った。

「間違えたんなら、しゃ～ないな」

「…………」

「人間、誰しも間違う事はあるわ。しかもそれがシノシノの事やねんから、これはもうどうしようもないやろ」

　強い。本当に、彼女は強い。

「シノシノはシノシノのしたいようにして良いんや」

　それは先輩からの、最さい大だい限げんの激げき励れいだった。





＊　＊　＊






「で、結局のところこれからどうするんだよ」

　核かく心しんを突ついたのはクロス君だった。

　キララ先輩の優しさに感動していた場面だっただけに、その突っ込こみは的確過ぎて痛いたい程ほどだった。

　彼の言う通り、はっきり言って今後どう動くべきなのか、何を調べていくべきなのか、さっぱり見当がつかない。

「とにかく今は扶桑莞爾に関係する事から調べていくしかないんじゃないかな」

「その扶桑莞爾って奴やつについてなんだけどさ……なんか知らねーけど、あっちこっちに名前出てるぞ」

「大阪での件けんがどこかから流れたのかな？」

「いや、そうじゃなくて。日付を見る限りそれよりずっと前から。そいつとトラブルを起こした奴が殺されてるとか、どこそこの団だん体たいと関係してるとか……さ。モロに名前を書いてるのは少なかったけど、イニシャルとか隠いん語ごとか使ってあれこれ書かれてた」

　事件と扶桑莞爾の繫つながりが判明したのは正確には滋賀での事件だが、それ以前から出ているというのはちょっとおかしい。

「どういう事だろ？　もしかして何か知っている人がネット上で告発してたとか？」

「それにしては内ない容ようが微び妙みようやな。トラブル起こした奴が殺されるっちゅうんは確かにありそうな話やけど、もしそうやとしたら何でこないに不利になるような場所でやっとるんか分からんわ」

　まだまだ具体的な話は出ていないしニュースにもなっていない様子だったが、警けい察さつもマスコミも確実に扶桑莞爾へと疑ぎ惑わくの視線を向けているだろう。そしてそれが一いつ般ぱん人じんにまで波は及きゆうするのはそう遠くない未来のはずだ。

　そう……次なる事件が起こるのは。

「扶桑莞爾は現げん役えき時代から黒い噂うわさは絶たえんかったからなぁ。その辺りの出とるんかもしれんわ」

「黒い噂、ですか」

「そう、真っ黒な噂。もう二十年以上前になるんちゃうやろか、地元の企き業ぎようと談合しまくって数億円のペイを受け取っとったんがバレて、結けつ構こう大きな騒さわぎになったんや」

　そういえば弥栄さんもそんなような事を言っていたっけ。

「けど立りつ件けん出来なかったんですよね？　そこまで詰つめ切れなかったって……」

「それがな、とある週しゆう刊かん誌しが取り上げたんが最初なんやけど、そっからが大変で、内部告発したらしい後こう援えん会かいの一人が轢ひき逃にげにあったんを皮切りに、金を渡わたしとった会社の社長が突とつ然ぜん失しつ踪そうしたり、役所に泥どろ棒ぼうが入ったり、対立的やった市議の家に強ごう盗とうが入って子供一人残して皆みな殺ごろしにされたり、もう完全に泥どろ沼ぬま状じよう態たい。んで、最終的には私し設せつ秘ひ書しよの一人が首吊つって終しゆう了りようや」

「…………」

　呆あきれるしかなかったのは僕だけではなく、志乃ちゃんもクロス君も同様だった。

　無む茶ちや苦茶だ……金を使い、暴ぼう力りよくによって証しよう拠こを隠かくしてしまったに決まっている。

　警察だってそんなの絶ぜつ対たい分かっていた事だろうに。

「せやけど、実じつ際さい秘書の口座には不明な金銭の出入りがあって、遺い書しよには一言、『申し訳ありませんでした』と直筆で書かれとった。扶桑莞爾は談合は全てそいつが勝手にやってた事で、自分は知らぬ存ぞんぜぬの一点張り。そう言われてしもたら、証拠がない以上、引き下がらな仕方ない」

「扶桑莞爾が秘書の口座を利用していただけなんじゃないですか？」

「うん、最初からとかげの尻尾しつぽやったんやろうね。けど証明出来ん。口座は秘書の個人名義で、出し入れも全て本人がやっとった。もっとも、その金が具体的にどこに消えたんかは不明やけどな」

　帳面に記き載さいされない金銭収入があったのだとしたら、納のう税ぜいの義務を果たしていない可能性が高い。警察だけではなく税ぜい務む署しよも扶桑莞爾を調査し、更に国会議員の汚お職しよく疑惑という事から内ない閣かく情報調査室、捜査を進めていく内に発生した様々な悲ひ惨さんな事件の陰かげに海外マフィアの姿があった事から公安調ちよう査さ庁ちようまで……ほとんど日本全体を敵てきに回したような状態だったらしい。

「ついでに麻取も動いとったようやな。扶桑莞爾はコロンビアの方に『素す敵てきなお友達』が大おお勢ぜい居るらしくて、麻ま薬やくの密みつ輸ゆにも関わっとるって噂があったんや。いやもう、ウチもあくまで当時の資料を読んだだけやけど、無茶苦茶やと思ったわ」

　麻薬取とり締しまり室しつ……厚こう生せい労働省まで動いてたのか。

　そこまで沢たく山さんの人が捜査しながら捕まらなかったなんて、これは確かに僕の想そう像ぞうを遥はるかに超えている。

「他にも噂だけやったら山程あるしな。いったい何人が社会から抹まつ殺さつされたか分からんくらいや」

「なんつーか、悪の大だい魔ま王おうかよ、そいつは」

「その喩たとえが冗じよう談だんに思えないのが怖こわいよね」

　大魔王なんてフィクションの中だけの話で、どうしたって非ひ現実的に聞こえる響ひびきであるはずなのに、今の僕には笑い飛ばす力がなかった。とても現実的なものに思えたからだ。そして、その現実に僕らは立ち向かわなければならないかもしれないから。

　魔王を倒たおすのは勇者の仕事。

　けど、僕はとてもじゃないがその器うつわではない。

　精々が町の出入り口辺りに立って「ここは○○という町です」と繰くり返す住人Ａでしかない。レベルの概がい念ねんさえ存在しないようなＮＰＣに魔王を倒たおせなんて無茶が過ぎる。

「全くやな」

「全くだな」

「……うん」

　三者の同意がちょっと痛い。

　っていうか、志乃ちゃんまでハッキリと頷うなずかないで欲ほしいんですけど？

「いやいや、別に悪意はないんやで？　ただな……確かにその表現は的まとを射いとるかもしれん」

「なんですか、そんなに住人Ａを馬ば鹿かにしたいんですか？」

「ちゃうちゃう。その意味で、ウチらも同じや。ただのＮＰＣでしかない。勇者はもっと別のところに居る」

　それは、志乃ちゃん……ではなく。

「犯はん人にんこそ、勇者なんかもしれん」

　先せん輩ぱいは少しだけ苦しそうな顔でそう呟つぶやいた。

　後を引き継つぐように志乃ちゃんが言う。

「……犯人は扶桑莞爾に対して何らかの恨うらみを抱いだいている可か能のう性せいがある。彼によって人生を狂くるわされた者、あるいはその近親者。その恨みを晴らすために、彼に関連する場所で事件を起こしているのかもしれない」

「まともに不正を公表しても扶桑は潰つぶれん。強大な力を持った老人は今までがそうやったように、生き残る可能性が高い。せやけど、それが世間が絶対に無視出来ん連続殺人の内側にあったとしたら……潰つぶれるかもしれん」

　人は犯罪に動機を求める。

　綾瀬シンの事件がそうだった。誰もがそこに動機を求めていた。

　しかし彼は──世間一いつ般ぱん的には──何事も語らないまま消えた。

　人々が求める動機を置き去りにしたまま、死んだのだ。

　だから人々の欲よつ求きゆうは満たされないまま、その残ざん影えいを見つめている。

　もし、そんな延えん長ちよう線せん上に扶桑莞爾の姿があるのなら、誰もがそれに興きよう味みを抱くだろう。意味不明のまま終わり、そしてまた始まった事じ件けんを繫つなぐ一本の糸。その中心に見えてくる柱。無差別に拡かく散さんしていた光の焦しよう点てん。

　そこに扶桑莞爾が居たのなら、社会の好こう奇き心しんを全てなぎ払はらう事は彼にだって不可能なはずだ。

「けれど、この場合大きな問題がある」

「問題？　どんな？」

「……決定打がない。扶桑莞爾に疑ぎ惑わくを向ける事は出来ても、その存在を揺ゆるがすだけのダメージを与あたえる事が出来たとしても、その罪つみを立件させる事は出来ない」

　そうか、確かに疑わしいだけでは意味がない。そういう事なら、二十年以上前の件でも十分なはずなのだ。

　必要なのは繫がった先に立つ彼の罪を確実に証明するだけの証しよう拠こ。

　それがなければ、結局のところ警察はまた立件出来ないまま取り逃にがしてしまうだろう。

「この問題を回かい避ひする方法は二つ。一つは既すでに証拠を持っている事。この場合は事件によって注目度が高まり、それによって信しん憑ぴよう性せいも増ますという利点がある」

　連続殺人犯の持っている証拠を警察がどう評ひよう価かするかは分からないが、殺人という行こう為いに手を染そめてまで示しめしたものなら、少なくともただ警察やマスコミに持ち込んだりネット上で公開したりするよりは遥かに重要視されるだろう。

「二つ目は、証拠に繫がる場所で新たな事件を起こす事。滋賀と大阪の事件で扶桑莞爾への執しゆう着ちやくが確かく認にんされている以上、次の犯行も同様に関連した場所で行われるはずで、注目を集めている。そこで過去の疑惑に関連する証拠が見つかったのなら、これは無視出来ない」

　要は最初からその場所へと繫げるために事件を引き起こしていたとしたら、だ。

　全ての事件が集約される場所。そこに証拠が隠かくされているのかもしれない。

「……どちらか、あるいは両方の手段によって扶桑莞爾を追い詰つめる事は可能かもしれない。尤もつとも、それでもまだ決定的ではないけれど」

　犯人が持っている証拠がどこまで有ゆう効こうなものなのかは分からないし、次なる事件の現場で何が見つかるかも分からない。また、犯罪の証拠となるものが見つかったとして、それが重要視されるかどうかは犯人の手の届とどく範はん囲いを超こえてしまう。

　結局、立件出来るかどうか、有罪に出来るかどうかなんて一般人の手には余あまるのだ。

　全ては警察に任せるしかなく、もしそれが叶かなわなかった場合、犯人はただの殺人犯として終わる事になる。

　犯人にとって、これは一つの賭かけだ。

　犯罪そのものがある種そういう部分を含ふくんでいるのかもしれない。科学捜そう査さが大きく躍やく進しんした現在、重大な犯罪は決して有効な手段ではない。

　そりゃ万引きくらいならバレない事も少なくないし、気の弱そうなのを捕まえて金品を脅おどし取るくらいなら警察に届けを出される事もあまりない。しかし殺人や強ごう盗とう、営えい利り誘ゆう拐かいや銀行強盗。こういった犯はん行こうには高いリスクが伴い、完全に成功する事はほとんどない。

　それでもなくならないのは、犯人がその確かく率りつを忘わすれてしまうからだろう。

　欲望や希望という願いによって眼めが眩くらみ、現実が見えなくなる。明らかに分の悪い賭けでも挑ちよう戦せんしてしまう。一パーセントの確率に賭けて勝負を挑いどむ少年漫まん画が的思考に陥おちいり、自分は上う手まくやれるという思い込みに踊おどらされ、結果捕まる。

　それが現実だが……人はそこに飛び込んでしまう。

　この犯人もまた、そんな夢ゆめみたいな事を考えているのか。

　扶桑莞爾だいまおうを倒たおすため、低い確率の勝負を挑いどんだのか。

　そんな事のために───死ななきゃならなかったのか。

「……分からない事が多い」

　志乃ちゃんはきっと僕の思考を読めるのだ。

　絶ぜつ妙みようなタイミングで声が意い識しきを呼よび戻もどした。

「しかし、目的ははっきりしたと考えて良いと思う。そして目的が分かったのなら、次の行動も予よ測そく出来る。次の犯行も扶桑莞爾の関係先、あるいは所有物件で行われると考えるべきでしょう」

「その辺り、調べてみる必要があるやろね。クロ助、お願い出来るか」

「俺かよ。めんどくせー」

「ウチは、ちょっと寝ねるわ。疲つかれたみたいや」

「あっ、済すみません。体調も考えないで……」

「いや、良いよ。どうせアンタらが居おらん時間はほとんど寝てるかボーっとしとるだけや。話しとる方が気が紛まぎれる」

　せやから、テンション上がり過ぎただけや。

　先せん輩ぱいはそう言って眼を瞑つむり、そのまま手て探さぐりでベッドの操そう作さボタンを捕まえ水平に戻した。

「それじゃあ、明日も来ます」

「気にせんで、アンタはやるべき事をやり」

　そんな激げき励れいは、やがて小さな寝息へと変わった。
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　調査の手段が現状、ネットしかないのが僕らにとっての最大のネックだ。

　扶桑莞爾について幾いくら調べたところで出てくるのはプロフィールか、古いニュース記事。他はクロス君が言った通り根も葉もないような噂うわさばかりである。彼がどれだけの物件を所有していて、それが何ど処こにあるのか……その全てを明らかにする事は不可能だ。

「近きん畿き圏けんにあって、扶桑莞爾との関連性が高い企業の物件に限定して」

　一足先に自じ宅たくへと帰ったクロス君に、志乃ちゃんはそう注文した。

「どうして？」

「犯人は模も倣ほうを捨すてる程ほど、一気に事じ件けんと扶桑莞爾とを繫つなげようとしている。なら、今いま更さら遠回りはしないはず。直ちよく接せつ関係しているような場所を選ぶ」

　なるほど。

　大阪での事件は綾瀬シンの模倣ではなくなっていた。それは犯人にとって殺人は必要な事で、模倣は最早必要でなくなった事を意味している。

　犯人は確実に決着をつけようとしている。

　だというのに、関連性が薄うすい場所は選ばないだろう。

「でも、近畿圏に限定する理由は？」

「……ない。現状、扶桑莞爾に恨うらみを持っているという事以上に情報がないのだから予よ測そくも難しい。移い動どう距きよ離りが狭せばまっている事から、山を張るしかない」

　つまり、ただの勘かんという事だ。

　なんとも不確かだったが、頼たよりないとは思わなかった。

　十分程の検索の結果、クロス君から連れん絡らくが入った。

『大おお阪さか港に扶桑が役員になってるＥＥ海運って会社の倉庫があったぞ』

　僕らはそこに賭ける事にした。
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　大阪湾わんに臨のぞむ場所に建つ集積所。海外から運ばれた無数のコンテナが積み重なり、体育館程の大きさの倉庫が確かく認にん出来る限かぎりでも十程も並ならんでいる。敷しき地ちは二メートル程の金かな網あみでしっかりと囲まれていて、はっきりとは分からないが、相当な広さを持った迷めい宮きゆうのような構こう造ぞうだった。

　搬はん入にゆうされているのは多くが輸入した小麦で、他にも冷れい凍とう野菜を扱あつかっているらしい。これはクロス君が調べてくれた知識だ。巨きよ大だいなトラックが何度も出入りし、フォークリフトが忙せわしなく動いている姿は見える。

　荷に揚あげされた巨大なコンテナがここに一度運び込まれ、荷分けされて出て行く。その行き先は各地に建つ仕分けのための工場だが、最終的にはＥＪ社のような食品加工業の倉庫へと運び込まれるのだ。

　そう……ＥＪ社。キララ先輩達が襲われた滋賀の倉庫である。

　繫がっている。確実に。

　集積所の周囲には住じゆう宅たくはおろかコンビニさえ見えなかった。日中という事もあって忙しなく働いている様子だったが、夜間ともなれば一変するだろう。犯行にはうってつけかもしれない。

　しかし、予想外だった事が一つ。

　むしろ予想しておかなければならなかったのかもしれないが……ちらほらと警けい察さつの姿すがたがあった。事件現場のように特に一いつ箇か所しよに集まっているというわけではなく、人員も見た限り数名といった程てい度どだろう。

　覆ふく面めんパトカーだろう乗用車にもたれながら、明らかに手持ち無ぶ沙さ汰たな様子のスーツ姿すがたの人が見える。

　他にも、身分の良く分からない一般人らしき姿も見かけたが、もしかしたらマスコミ関係者なのかもしれない。別段大きなテレビカメラを抱えているわけでもなく、こちらも幾らか手持ち無沙汰のようだった。

「まぁ、当然か」

　僕らが眼に出来るような情報は彼らだって知っていて当然。

　事件が扶ふ桑そう莞かん爾じに関連しているのは間違いなく、そこに考え至いたるのは容易たやすいだろう。

　それでも確定したわけではないのだから、警察としても大げさに動く事は出来ず、マスコミもテレビ中ちゆう継けいをする程ではない。彼らにしたって、大手新聞社の記者というわけではなく、大穴スクープ狙ねらいの週刊誌記者なのではないだろうか。

「警察はこのまま夜も見み張はるつもりなのかな？」

「……たぶん。途と中ちゆうで交代するでしょうが」

「となると、ここでの犯行は難むずかしいかもしれないね」

　巨大な敷地に、背せが高いとはいえ金かな網あみだけの囲い。流石さすがに内部はセキュリティがしっかりしているだろうけれど、侵しん入にゆうするだけなら容易いだろう。

　しかし、警察が堂々と見み張はっている場所で犯行に及およぶものだろうか？

「……分からない。犯人の目的しだいだと思う」

「いや、もちろんそれはそうだろうけど……」

「確かに、あえてこの場所を狙わなければならない理由でもない限り、ここでの犯行は考え難にくい。けれど、その理由があるのなら、犯人には場所を選ばない力があると思う」

「ここでなければならない理由、か。ここに重要な証しよう拠こがある？」

「あるのだとしたら、という事」

　それはそうなんだけど……少し考えてみる。

　輸入小麦の集積所にいったいどんな犯はん罪ざいの証拠があるって言うんだ？

　しかも必要なのは扶桑莞爾という巨大な存そん在ざいを地に落とすだけの証拠。

　そんなのが、小麦の中に隠かくれているとでも言うのだろうか？

　先程も言った通り、ここは間ま違ちがいなく疑うたがわしい。次の犯行がここで起こったとしても不思議に思わない程度には根拠がある。それでも、警察が警けい戒かいしているところをわざわざ選ぶだろうか。それでもあえて選ぶのなら理由が必要だが、それがまるで想そう像ぞう出来ない。

　本当に賭かけるに価あたいするのか、歩き回っていた二十分程の間に、徐じよ々じよに不安になってきた。

　クロス君には一いち応おう、他も当たってもらっているが、それに賭けた方が良いのではないか。

　そんな時だった。

「ちょっと君達！」

　ゆっくりとした足取りで近づいてきたのはスーツ姿の男性だった。歳としの頃ころは三十代後半といったところで、よれよれのシャツに腹ふく部ぶの贅ぜい肉にくが小さく膨ふくらんでいる、所いわ謂ゆるメタボ体型そのままだ。

「あ～、ここで何してんだい？」

　幾いくらか軽い口ぶりに戸と惑まどいはあったが、自じ己こ紹しよう介かいもなく問いかけてくる彼が刑けい事じである事は明らかだ。富と樫がし刑事のようなごつごつとした力強さとも、高たか柳やなぎさんのようなスマートな印象とも違う、町のお巡まわりさん的な人の良さを感じる。

　ドラマなんかじゃ案外、こういう人が切れものだったりするんだけどね。情熱に任まかせて突つっ走る主人公を支ささえ助ける名脇わき役やくというポジションがよく似に合あいそうな人だ。

　もちろん、それはただの印象でしかなく、彼は町のお巡りさんでもなければドラマの役者さんでもない。

　刑事さんだ。しかも現在進行形で捜査中の。

　さて……どうしたものか。

　ちらりと視線を志乃ちゃんへと向けると、同じく僅わずかに瞳ひとみを向けてくれた。

　どうやらこの場は僕に任まかせてくれるらしい。アイコンタクトにも慣なれたもので『そちらに合わせる』という意思がはっきりと伝わった。それとついでに、『別にどう転んでも大差ない』というある種の諦てい観かんも伝わった。

　……ダックスフンドの失しつ態たいは重い。

「あぁ、はい。えっとですね」

　慎しん重ちように言葉を選んでいく。

　とりあえず刑事さんの瞳に敵てき意いを感じなかったのが幸いだった。

　必死の捜査を続けている中で幾らか気楽そうに見える程明るい表情なのは、もちろん無む闇やみに圧あつ迫ぱく感を与えないようにする配はい慮りよなのだろうが、それとは別にたぶん、志乃ちゃんが居るからだった。

　わざわざ確認するまでもなく、ここに居るのは平へい凡ぼんな男が一人に小学生の女の子が一人。これが僕一人なら、あるいは志乃ちゃん一人なら、また違った反応があっただろうが、果たして誰が小さな女の子連れの連続殺人犯を想像するだろうか。

　世の中には色んな人が居て、もちろんフィクションの世界でそういった例がないわけではない。偶ぐう然ぜん助ける事になった少女の復ふく讐しゆうのために全てを投げ出した暗殺者だって居るわけだし。

　とはいえ、あり得ない組み合わせだと考えるのが普通で、疑いから遠い場所に立っているのは確かだった。

「学生さん、かな？」

「えぇ、はい」

　向けられた質しつ問もんに、素す直なおに答える。

「学校はどうしたんだい？　今日は臨りん時じ休校にでもなったのかな」

　大学は既すでに休みになっているのだが、それを伝えたとしても志乃ちゃんが問題になる。

　学校よりも事件解決、という事で歩き回っては居たが、それを理り解かいしてくれるはずがないだろう。

　キララ先せん輩ぱい、もしくは富樫さんの名前を出したらどうだろうか。僕らが二人の知り合いで、事件について調べている事を話せば理解してくれるかもしれない。

　いや、やはりそれは楽観が過すぎるか。

　これまで警察の協力を得られていたのはキララ先輩の強ごう引いんさと、それを受け入れている富樫さんが居たからこそ成り立っていた。本来あり得ない情報の漏ろう洩えいは、両者の、そして僕らの強固な信しん頼らい関係の上に存在してたものだった。

　ここで二人の名前を出せば男性は僕らが居る理由を理解してくれるはずだ。疑うたがうのなら先輩の携帯に連絡を取れば良い。協力してもらえるようお願いしてもらっても良いだろう。

　けど、それでもたぶん駄だ目めだ。

　特別ではあっても一般人でしかなかった鴻こうの池いけキララ先輩の負ふ傷しようは大きな意味を持っている。

　それはとても悔くやしい、苦しい出来事として。

　全ては警けい察さつの力によって解決する、その意思がある。

　昨日、現場を遠目に眺ながめていて良く分かった。

　弔とむらい合戦。彼らは自分達の力で犯はん人にんを捕らえる事に必死になっている。刑事がここに居る事だってそれが理由だろう。きっとここだけではない、彼らが調べ得うる扶桑莞爾に関連する全ての場所に配置されているはずだ。

　そんな彼らが協力などしてくれるはずがない。追い返されるのがオチだ。

「いいえ……今日は自主休校です」

「ほぅ、いかんな。しっかり勉強しないと良い大人にはなれんよ。俺がその証拠だ」

　ニカリと笑いながら冗じよう談だんを口にする。

　少年課の人だったら補ほ導どうされていただろうが、重大事件の捜査に関わっている彼は軽い反はん応のうだった。

「えぇ、そう思います。けど、妹がどうしてもって」

「妹さん？」

「どうしても海が見たいって言って聞かなくて。一人では行かせられませんし、僕が付き添そう事でようやくお医い者しやさんに許きよ可かを貰もらえたんですよ。ね、志乃ちゃん？」

「……お兄ちゃん、もっと近くで見たい」

　流石さすがは志乃ちゃん、僕の唐とう突とつなアドリブにも付いて来てくれる。

　若じやつ干かん演えん技ぎは微び妙みようだったが、それでもリアリティは十分だ。

　傍はたから見ても志乃ちゃんの身体は幼おさなく儚はかない。お医者さんに許可を貰った、という言葉から想像出来る『病弱』という属ぞく性せいを素すで纏まとう事が出来る。

　その証拠に刑事さんは途と端たんにばつの悪そうな顔をして、言葉を濁にごした。

　こういう時、思っていたよりも悪わる知ぢ恵えが働くものらしい。

　間違いなくキララ先輩によって鍛きたえられてきた結果だ。そうに違いない。

「時々この辺りに来ているんですが……今日は何かあったんですか？」

「え？　あぁ、いや」

　もちろん、この場所にやってきたのは今日が初めてである。

　昔、小学生の頃に南港の付近で釣つりをした事はあったが、ここからは離はなれていた。

　完全に口から出で任まかせだったが、それでも通用するだろう事は予想出来た。

　彼にしたって、日常的にこんな場所を監かん視ししているわけではないだろう。巡じゆん回かいしていそうな地元の制服警官こうばんきんむならともかく、スーツを纏った刑事がわざわざそんな事をしているとは思えない。

　つまり、男性はここに毎日訪おとずれているわけではなく、捜査のために配置されているだけで、僕らが頻ひん繁ぱんに訪れているかどうかなど知るはずがない。

　その上での質問だ。

「別に何の心配もないさ。ちょっと見回っているだけだよ」

「見回ってるんですか？　えっと、もしかして警察さんですか？」

「ああ、名乗ってなかったね。そうだよ」

「珍めずらしいですね。今までこの辺りを歩いてましたけど、あまり見る事はなかったのに。あっ、もしかして何か事件でもあったんですか？　制せい服ふくを着てませんし、刑けい事じさんですよね？　何かの事件を調べてるのかも！」

「いやいや、そういう事ではないよ。うん、君達が気にするような事じゃない」

「そうなんですか？　えっと、じゃあ僕ら散歩してて構かまわないですか？　普段からあちこち散さん策さくしているんですけど……」

「ああ、もちろん構わないよ。けど、あまり遅おそくならないようにね」

　お大事にと付け加えて男性は去っていった。

　その背せ中なかが十分に離れてから、僕は志乃ちゃんへと視し線せんを向けた。

「さて……これで好きなように歩き回る許きよ可かを得たわけだけど、どうしようか？」

　彼がこの場所の責せき任にん者しやなのかどうかは分からないが、僕らが事件に無関係な一般人だという印象は植え付けられただろう。真ま面じ目めに仕事をしている人間なら──信頼出来る警察ならば──その情報は他の張り込んでいる人達にも伝えられているはずだ。

　重病の妹と、その散歩に付き添う兄として。

「……悪あく質しつな詐さ称しよう」

「けど、上う手まくいったでしょ？」

「…………」

　沈ちん黙もくは肯こう定ていだったが、瞳ひとみにはどことなく納なつ得とくのいかないような、不思議な色が滲にじんでいた。

　任せてくれたのは、彼女なのに。

　どう転んだとしても構わなかった。あそこで志乃ちゃんが否定していたら、少なくとも僕は不ふ審しん者しやとして半ば拘こう束そくされる事になっただろうが、先輩に連絡を取りさえすれば誤解を解くのは容易いだろう。

　その意味で、志乃ちゃんとしては重大事ではなかった。

　その上でちゃんとこちらのアドリブに合わせてくれたのだから、何の不満があるというのか。

　もしかして失敗する事を望んでいたんじゃないだろうな。

　そんな疑ぎ惑わくが浮うかんだが、流石にそれはないだろう。誤解を解くのは容易いとはいえ、それでも一時間か二時間必要になる。お遊びで浪ろう費ひするには惜おしい時間だ。

　何時の間にか生まれていた信頼関係。最初はただ母親が連れてきた血の繫つながらない妹だと思っていた。何時頃からかそれは空気のように静かに存そん在ざいするものになって、別れた。四年の月日を経へて再会した時、そこに居たのは可か哀わい想そうな孤こ独どくな女の子だった。それが違うと分かって、触ふれ合いながら共に過ごして、ここまで近しい二人になれた。

　しかしそれは、僕の側から見た世界。

　隣となりで何かしら考え事をしているらしい志乃ちゃんが、どうしてここまで僕を慕したってくれるのか……そして何を望んでいるのか、それは分からなかった。










０５／




　志し乃のちゃんと相談し、しばらく周囲を散策する事にした。

　どうせなら海岸まで出てみたかったが、敷しき地ちの隣となりには広い薮やぶがあってその道を遮さえぎっている。冬場という事もあってさして茂しげってはいないが、立ち入るには若じやつ干かん厄やつ介かいだった。

「小学生の頃ころなら、こういうところに飛び込こんでいって虫を捕つかまえたんだけどね」

「……犬みたい」

「あぁ、色々と反はん論ろんしたいところだけど、小学生男だん児じの無む鉄てつ砲ぽうなアクティブさは興こう奮ふんした犬みたいだという点では迂う闊かつに否ひ定てい出来ない部分があるね」

　危き険けんだから近づくなと注意されると、余よ計けいに突とつ撃げきしたくなる天邪鬼あまのじやく心理。

　いやいや、これは純じゆん粋すいなる冒ぼう険けん心しんなのですよ。

　男の子には遺い伝でん子しレベルで前ぜん人じん未み踏とうの大地に立ってみたいという本ほん能のうが刷すり込まれていて、それを幼おさない万ばん能のう感が後あと押おしし……結果、擦すり傷きずだらけ泥どろだらけの格かつ好こうで家に帰り親に説教されるのだ。ザリガニ釣つりに出で掛かけてどぶ川に転落し、半泣きで帰った日の事が思い出される。

「志乃ちゃんには分からないだろうけどね」

　そう苦く笑しようして、直すぐに思いなおす。

「いや、君の場合、もっと酷ひどい『薮きけん』に突つっ込むんだよね。ある意味、男らしいよ」

　眉まゆ根ねを顰ひそめながらそう志乃ちゃんへと顔を向けると、『男らしい』という表ひよう現げんがすこぶる気に食わなかったらしく、ムッとした視し線せんを返してきた。

　うん、そういうところは女の子らしいよ。

　女の子らしい遊びにも玩具おもちやにも特別な興きよう味みを示しめさなかった子だけに、その反はん応のうは彼女がちゃんと『女の子』らしくありたいという願いの片へん鱗りんのようで嬉うれしい限かぎりだ。

　まぁ、正直な話……志乃ちゃんがいきなり女の子らしさを見せるようになったら怖こわいけど。

　アニメのように、可愛かわいらしい呪じゆ文もんを唱えながら杖つえやらコンパクトやら、最近では携けい帯たいやらをピコピコと鳴らそうもんなら──もちろん服ふく装そうは無む駄だにフリルの多い白だったりピンクだったりするものである──僕ぼくの思考は瞬またたく間にどこか遠く異い次じ元げんの世界へと飛び立ってしまう事だろう。リリカルでマジカルで全力全ぜん壊かいな世界観ならともかく、ファンシーなのは最さい低てい限げん数ヶ月前に申告してくれてからでないと心しん臓ぞう発作の原げん因いんになりかねない。

「いやいや、案外似に合あうと思うな」

　突然の背はい後ごからの声。しかも僕の思考を読んだかのような言葉に、心臓が飛び出そうな程ほど驚おどろきながら振ふり返った。

　そこに居たのは、阪はん神しんの野球帽ぼうを被かぶった青年だった。厚あつ手でのダウンジャケットを身に纏まとい、真っ直ぐに背を伸のばしている。それは僕にはっきりと顔を見せるためだったのだろう。

「あ、あや────」

「おっと、大声は勘かん弁べんしてくれ。何のために変装していると思っているんだ？」

　素す早ばやい動きで口を塞ふさがれ言葉にはならなかったが、思わず叫さけびそうになってしまった点について彼、綾あや瀬せシンが非ひ難なんする事は出来ないだろう。

「はぁ、まだ君は僕に対する警けい戒かいを解といてくれていないみたいだね」

「そんな事は一生あり得ないと断だん言げんしておきたい気分だ」

　心の底からそう言いながら、僕は周囲へと視線を動かしてみた。

　幸い、声が届とどく距きよ離りに人の姿すがたはなく、警察官の一人が不思議そうにこちらへと顔を向けていたが、近づいてくる気配はなかった。

「警戒しているな。ふぅん……君らを兄妹きようだいだと思っているらしいが、なら、もっと親しそうにしてくれないと不ふ審しん者しやだと思われてしまうんじゃないだろうか」

　にこやかな綾瀬の顔に、不審者に変わりはないだろうと思いつつ従したがうしかない。

　警察からすれば、僕らは病弱な妹とその散歩に付き添そっている兄だ。そこに第三者が近ちか寄よってきて、兄の方が嫌けん悪お感をむき出しにしていれば、正せい義ぎ感を擽くすぐる状じよう況きようである事に疑うたがいの余地はない。何かのトラブルだと判はん断だんし、兄妹を助けるために話を聞きに来たとしても不思議ではないだろう。

　そうなれば……綾瀬シンはお終しまいだ。

　一いち応おう髪かみを隠かくしてはいるが、変装らしい変装はしていない。

　真正面から顔を見られたなら一発でバレるだろう。

「これでも、普ふ通つうに買い物をするくらいは簡かん単たんなんだけどね」

　とても犯はん罪ざい者しやとは思えない程飄ひよう々ひようとした態たい度どだった。

　しかし、彼の言う事は確たしかなのだろう。真ま白しろちゃんの隠れ家を出てここへやってくるまで、誰だれともすれ違ちがわなかったなんて事はあり得ない。道みち端ばたで一いつ瞬しゆんだけならばともかく、電車に乗らなければとてもやって来られない距きよ離りだ。当然、最低限数百人と顔を合わせている事になる。

　まぁ、タクシーを使えば別だろうけど。

「いやいや、タクシーの運転手さんを甘あまく見てはダメだよ。彼らの顔を覚える能力は警察にだって負けていない程だから。犯罪を行う際さいは、絶ぜつ対たいにタクシーは使っちゃダメだ。調べるのに手間は掛かかるが、確かく実じつに露ろ見けんする事になる。あぁ、もちろん、殺してしまうのなら話は別だが───って、そんな顔をしないで欲ほしいな。ちょっとした冗じよう句くだろう」

　自然と睨にらみつけていた自分に気づいて、僕は視線を逸そらした。

　その力を与あたえてくれたのは、何い時つの間にか握にぎり締しめられていた拳こぶしを柔やわらかく包む志乃ちゃんの手だった。そんな彼女に免めんじて、という事にして怒いかりを納おさめる。

　こういう彼の態度が、僕をイラつかせる一方で、外へ出てもバレない理由なのだろう。

　犯罪者だったら誰だって持っている不安を、彼は抱いだいていない。もしバレたら警察に通つう報ほうされる。通報され捕つかまったら全すべてが終わってしまう。犯罪という賭かけに負ける恐きよう怖ふは自然とその人の態度や表ひよう情じようを硬かたくするのだ。

　だが、普通の人が日にち常じようの生活を送っていて、周囲を無駄に警戒したりレジで精算する時に顔を隠したりはしないだろう。

　恐怖から生まれるそういった態度は周りの人間に違い和わ感を抱かせ、注目を集めてしまう。

　逆に堂どう々どうとしていれば、道ですれ違っただけの人や店員さんの顔を覚えていないように、あっさりと日常の中に忘わすれ去られてしまうものだ。

　しかし、そうは分かっていても上う手まくコントロール出来ないのが人間というもので、まして警察がこれ程直すぐ近くにいる状況で平然としていられるなんてよほどでない限かぎり不ふ可か能のうだろう。

　その『よほど』が彼だ。

　何の罪ざい悪あく感も抱いていない男。

　連続殺人犯だというのに、これ程までに自然体なままの存そん在ざい。

「行こう。積もる話もあるだろうしね」

「それは貴方が────」

「あぁ、済すまない。ダメだな、どんな言い方をしても君には怒おこられてしまうようだ」

「……行きましょう。現状、ここに留とどまる事はリスクしかない」

　仲ちゆう裁さいに入ってくれた志乃ちゃんの言葉に従って、道を歩いていく。

　傍はたから見て、僕らはどんな関係に見えるのだろうか。

　志乃ちゃんを間に歩く三人の後姿を想そう像ぞうして──何な故ぜか夕ゆう陽ひに向かって進む無む駄だにドラマティックなシチュエーションだった──頭が混こん乱らんする。まさかリトルグレイを連れてるＦＢＩだかＣＩＡの写真を思い浮うかべる人も居いないだろうが、普通の大学生と天才的な小学生と、連続殺人犯……この現げん実じつ程ほど非ひ現実的な状況をイメージ出来る者もそう多くないだろう。

「ここはのんびり歩くには向かない道だな。どうにも人ひと臭くさい」

「人臭い……？」

「土草の匂においがしないって事だよ。排はい気きガスと鉄と汚よごれた海の臭においがする」

　そういうのって人の臭いというのだろうか。彼の言う通り、トラックがたびたび行き来するために排気ガスの臭いは残っているし、鉄の臭いは特にしないが海の潮臭さは強い。

「人の手が入った臭いだよ。まぁ、山の生まれだから海の臭いに慣なれないってのもあるだろうけどね」

　初めて嗅かいだ海の臭いは覚えていないが、恐おそらくかなり奇き怪かいなものに感じたのではないだろうか。日常の中ではちょっと嗅ぐ機会のない独どく特とくのものだから。

「それに、慣れたといえば慣れたものだ。好きにはなれないが、我が慢まん出来ない程でもない」

「……貴方あなたに、色々と聞きたい事があります」

「もちろん、そのための時間だ」

　志乃ちゃんの言葉に、彼は平然と頷うなずいた。

　質しつ問もんは彼女に任まかせよう。僕ではきっと、またぶつかってしまうから。

「何故、涼すず風かぜ真ま白しろの元から離はなれたのですか」

「律りち儀ぎな質問だ。だから律儀に答えないとね」

　彼は一つ頷くと、答えた。

「その必要があったからだ」

「…………」

　沈黙は志乃ちゃんのものではなく、僕のものだ。

　あんまりにもあんまりな答えに、言葉を見失ってしまった。

「おや、もしかしたら書置きの言葉を真まに受けているんじゃないかと思ったんだが……」

「退たい屈くつだから出で掛かけるってのが本気だったら許ゆるさない！」

「本気じゃなかったんだから、許してもらえるわけだね」

「どうしてそうなる！」

　からかわれているのだろうか。カラカラと気楽に笑う綾瀬を睨みつけるが、まるで効こう果かがない様子だった。むしろ細められた瞳ひとみが挑ちよう発はつしているかのようにさえ思えてくる。

　激げき発はつする程ではないが、どうにも不ふ愉ゆ快かいで仕方がない。

　そんな僕を抑おさえるように、志乃ちゃんの小さな溜ため息いきが入る。

「ハァ……もう一つ、何故ここに居るのが分かったんだ？」

「もちろん、銀ぎん髪ぱつの子に聞いたからだよ」

「真白ちゃんに……？」

　なんで彼女が、僕らがここに居る事を知っていたのだろう？

　ここにやってきたのはクロス君からの情じよう報ほうで、真白ちゃんには話していないのに。

「君らの居場所に心当たりがないかと聞いたら、連れん絡らくしてみましょうかと言ってくれたんだ。僕はそれをお断ことわりした」

「どうして？」

「驚おどろかせたかったから以外に何かあるかな？」

　……物もの凄すごく殴なぐりつけてやりたい気分だった。

「それで、予想してもらったんだ。近ちか場ばで扶ふ桑そう莞かん爾じに関連した場所だろうって。半信半はん疑ぎだったが、こうして出会えたのを考えると、君達の考えてる事なんてお見通しなんだろうな、彼女には」

　その点は真白ちゃんだから今いま更さら驚かない。

　でも、だったら───と、僕は自分の携けい帯たいを開いた。

　着信履り歴れきを見ても真白ちゃんからの連れん絡らくはない。マナーモードに設せつ定ていしていたわけでもないのだから、電話が掛かかってきたら気付かないはずがないだろう。

　綾瀬の動向について、何か分かったら連絡してもらえるようお願いしていたのに……。

　そうして、僕は気付いた。

　というより思いついた。

　真白ちゃんは確たしかに何を考えているのか分からない子だ。彼女の言動は、必ずしも僕や志乃ちゃんにとって有利なものばかりではないのかもしれない。

　けれど、少なくとも味方ではあろうとしてくれる。

　そんな彼女が、綾瀬の所しよ在ざいについて十分な情報を得たにもかかわらず、僕らに伝えないなんてあり得るのだろうか？

　ちょっと考えられない……と思う。

　なら、別の可か能のう性せいは考えられないだろうか。

　真白ちゃんは連絡を取る意志がある。

　しかし、その手しゆ段だんがない。

　つまり電話を掛けてくる事が出来ない状じよう況きようにある、と。

　横目で綾瀬を見る。

　彼は殺人犯だ。平然としているが、だからこそ恐おそろしい。

　真白ちゃんはとても強い子だし、大丈夫だと請うけ合ってくれていたけれど……中学生の女の子と殺人犯を二人きりにするべきではなかったのではないか。

「それは、間ま違ちがいだ」

　まるで心を読んだかのような言葉に、ギョッとする。

　綾瀬は真っ直すぐにこちらを見つめ、眉まゆを下げながら困こまったような顔をしていた。

「彼はあの子がどういう存そん在ざいなのか知らないのか？」

　それは志乃ちゃんへと向けられたものだった。

「……特に知る必要はないから」

「ふぅん。君は関かかわって欲ほしくないのか。まぁ、そういうのなら構かまわないが……しかし、そうか。知っていて馴なれ合っているわけではないのか。それはそれで、むしろ危き険けんな気がするけどね」

「何が言いたいんですか？」

「確かに僕には涼風真白を殺せるだけの力はある。流石さすがにあのくらいの女の子に喧けん嘩かで負ける程ほど貧ひん弱じやくじゃないさ。そのチャンスもあった。だが、一番必要なものが欠けている。故ゆえに僕には彼女を殺す事は出来ない」

「なんですか、必要なものって」

「彼女自身がそれを願う事。彼女を殺せるのは、彼女がそれを望んだ瞬しゆん間かんだけだ。それ以外は、神様でもなければ絶ぜつ対たいに不可能だよ」

「妖よう怪かいか何かですか、まったく……」

　真ま面じ目めに答えるつもりはないらしい。

　ファンタジックな設定にウンザリする。

「いやいや、もっと現実的な話だよ。彼女は君が思っているほど無む防ぼう備びじゃないって事さ。おぉ、怖こわい怖い。関わり合いたくないもんだ」

　そう言って楽しげに笑う綾瀬から視線を外し、足元に転がっていた石ころに不満をぶつける。残念ながら小さ過すぎたらしく、蹴けり上げる事が出来ずに靴くつ底ぞこを舐なめるように転がっただけだった。

「ともかく、彼女に関しては心配無用だ。連絡がないのは、彼女なりに考えがあるんだろう」

「……念のため、連絡してみます」

「ご随ずい意いに」

　アドレス帳ちようではなく発信履歴から彼女の番号を呼よび出しコールする。

　一回、二回、三回……。

　十回を超こえても繫つながらなかった。

「真白ちゃん……真白ちゃんっ！」

　繫がらないままの電話先に呼びかける。

　コールは続いていた。電源を切っているわけでも、電波が届とどかない場所にいるわけでもない。携帯はそのままで、傍そばに居いないのか、あるいは……。

「まさか携帯を手放すとは思えないし、何かあったんじゃ────」

『はいはい～。お待たせしちゃいましたね』

「……真白ちゃん？」

『はい、どうかしましたか？』

　コール数はたぶん十五回目くらいだっただろう。

　携帯の向こう側から、真白ちゃんの軽かろやかな声が届いた。

「……ハァ、良かった」

『良かった？　何がですか？』

「いや、電話に出てくれないから何かあったのかと思って」

『あぁ、そうでしたか。ごめんなさい、ちょっと用がありまして』

「そっか、それはごめん。でも、そういう時でも肌はだ身み離はなさずいて欲ほしいな」

　つい数ヶ月前まで携帯も持ってなかった奴やつがいう事ではないが、本気で不安だったのだ。

　緊きん急きゆうの事じ態たいが起こり得る状況なのだから、こういう心しん臓ぞうに悪いのは勘かん弁べんしてもらいたい。

『そんなに聞きたかったんですか？』

「聞きたかった？」

　確かに真白ちゃんの安全を確かく認にんする意味で声が聞きたかったのは間違いないだろう。

「そうだよ、凄すごく聞きたかった」

『随ずい分ぶんと……マニアックなんですね』

「はい？」

『そんな、わざわざ電話越ごしに音を聞きたいだなんて……』

「ま、待って。真白ちゃん、何か壮そう絶ぜつな誤ご解かいがあるような気がして仕方がないんだけど……用って何だったの？」

『用といえば小用。おトイレです』

　完全無欠に誤解だっ!!

　叫さけびは人の可か聴ちよう域いきを超こえた周波数となって天を貫つらぬいた。一いつ瞬しゆん、雲が崩くずれたのはその所せ為いに違いない。遠くでカラスが飛び立ったのもそのためだろう。

「……ごほん。えっと、綾瀬から連絡が来た事、どうして黙だまってたの？」

『ごめんなさい。少し手間取っていて……』

　手間取ってって、トイレでも詰つまってたのか？

『違いますよ。リストアップしていたんです。犯はん人にんが扶桑莞爾を追い詰めるために彼に関連した場所で犯行を起こす、と考えていたんでしょう？　ですから、何い時つでも必要な情じよう報ほうを提てい供きよう出来るように、と』

「うわ、それはごめん。ありがとう」

『ですが、近場では貴方あなたの居る場所が最さい右う翼よくだと思います。綾瀬シンのお墨すみ付つきもありますしね』

「綾瀬の……？」

　思わぬ言葉に、彼の顔を見る。

　それだけで何を話していたのか伝わったらしい。伝わってしまったらしい。

「今夜、あるいはもう少し間を置くかもしれないが、ここで事じ件けんが起こるだろう。どんな殺し方をするかな。そこまでは分からないが、少なくともその時、ある物が発見されるだろう」

「ある物……？」

「麻ま薬やくだよ。コカインが数十キロというところだろう」

　余あまりにも当然のように言うものだから、直すぐには理解出来なかった。

　コカイン……それは真っ白な魔ま法ほうの粉こなである。コカという樹じゆ木もくから精せい製せいされるアルカロイドの一種で、摂せつ取しゆすると昂こう揚よう感を与あたえてくれるが依い存ぞん症しよう状じようがある違い法ほうな品だ。

　そんな物がどうして、とそこでキララ先せん輩ぱいの言葉を思い出す。

　扶桑莞爾は麻薬の密みつ輸ゆについても疑うたがわれていたと彼女は言っていた。コロンビアにルートがあるのだと。

　コロンビアは珈琲コーヒー豆まめでも有名だが、その一方でコカインの産地でもある。

　船荷が大量に運び込こまれている集積所。それらが何ど処こから送られてきているのかは分からないが、この中にコロンビアからのものがあるのだとしたら……小麦に紛まぎれ込ませていたのではないか。

「だとしたら、とんでもない。これは決定打じゃないの、志乃ちゃん！」

　扶桑莞爾を麻薬の密輸、更さらに密売の容よう疑ぎでも立件出来るかもしれない。

　そしてそれなら、犯人がここを選ぶ理由もはっきりしている。警けい察さつが居いようがなんだろうが、次の犯行はここで行われる！

　不安や疑ぎ惑わくを一気に払ふつ拭しよくしてくれる情報に歓かん喜きし、真白ちゃんにお礼を言って電話を切った僕ぼくは、そこでようやく志乃ちゃんの表情が硬かたい事に気づいた。

「えっと……何か、気になる？」

「……貴方あなたはどうしてそんな事を知っているの？」

　それは綾瀬へと向けられたものだった。

　言われてみればそうだ。なんで彼がここに麻薬があると知っているのだろう。

　彼は少なくとも現げん在ざいの事件、扶桑莞爾に纏まつわる事件に関かかわっていないはずなのに……。

「別に知っているわけじゃない。可か能のう性せいの一つだよ」

「それってつまり、勘かんって事か？」

「少し違うな。これは自分が犯人だったら、と考えた上での答えだ。確信があるわけでも、絶対というわけでもない。その意味で勘と言われても仕方がないんだろうが、そこに至いたる根こん拠きよが全くないわけではない。さっき君がぬか喜びしてくれたみたいに、この集積所でなら昔から疑うたがわれていた密みつ輸ゆされた麻薬が発見されてもおかしくはないし、そうなれば扶桑莞爾は窮きゆうする事になる。どういった理由かは知らないが、よっぽど奴やつが気に食わないらしい犯人にとって、最さい適てきな手しゆ段だんだと考えたんだよ」

「…………」

　いきなり真ま面じ目めに説明しだした彼にちょっとだけ面食らう。

　それだけ考えているのなら、最初からそう言えば良いだろうに。

　一いち応おう、彼の推すい理りには理があると思う。もちろん、仮か定ていの上に仮定を重ねたものでしかないわけだが、それは僕らにしたって同じだ。

　何の証しよう拠こも見つかっていない。

　まだまだ何も分かっていない。

　犯人を追い詰めるのではなく、犯人に追いつくしかない。

　だから賭かけるしかない。

　僕は彼の予想を支し持じしてみたい。真白ちゃんも支持しているようだった。

　後は、

「志乃ちゃん……」

「……私も」少女は真っ直ぐに綾瀬を見つめていた。「彼の意見に賛さん成せいです」

　これで決定した。
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　しばらく時間を潰つぶし、陽ひが完全に落ちてから僕らは集積所へと侵しん入にゆうした。

　警察や従じゆう業ぎよう員いんの眼めはあったが、広大な敷しき地ち全体を常つねに監かん視しする事は難むずかしく、こっそりと金かな網あみを乗り越こえるのは簡かん単たんだった。問題はそこからどうするのかだったが……綾瀬に先せん導どうされる形で倉庫の一つに身を隠かくす事にした。

「もしかして、何か特とく殊しゆな訓練でも受けているんじゃ？」

「特殊といえば特殊だな。訓練じゃなく、日にち常じようがだけど」

　自じ慢まんげに笑う表情は年上だというのに妙みように子こ供どもっぽかった。

　陽が落ちた集積所にはライトが煌こう々こうと灯ともり、従業員もまだ数多く働いていた。そんな中を僅わずかな影かげを選びながら通り抜ぬけていく姿すがたを、悔くやしい事に少し凄すごいと感心してしまう自分が居いた。

　彼が先導してくれなければ、絶対に誰だれかに見つかっていただろう。

　そうして、僕らは静まり返った倉庫の奥おくに座すわっていた。両手を広げた幅はば程ほどもある金きん属ぞくの棚たなが並ならび、巨きよ大だいな袋ふくろがフォークリフト用のプレートに積み重なっている。どうやらこれらが全すべて小麦らしい。

　つい三十分程前まではフォークリフトが出入りしていたが、現在はそれもぴったりと止やんでいる。今日一日の仕事がようやく終わったらしい。時じ刻こくはとっくに十時を回っていた。

　ここに隠れてから数時間、気づかれないよう黙だまっていたため、僕にとっても限げん界かいだった。

　志乃ちゃんと二人きりの時の沈ちん黙もくはそう悪いものではない。六畳じよう一間で炬こ燵たつに入り、お茶でも飲みながらノンビリと過すごす時間は心ここ地ち良よい。

　だが、場所が場所である上に綾瀬が居るのではそんな空気も何処かへ搔かき消えてしまうもの。

　彼が急に語りだした時も、ちょっと救われた気分だった。

「君は……そもそも、綾瀬シンの犯はん行こうについて、どこまで知っているんだい？」

「どこまでって、貴方達が九人もの人を無残に殺した事は知ってますよ」

「それは否ひ定ていしないが、僕が聞いているのはそういう事じゃないよ」

　暗く狭せまく、どこか寂さびしい場所だったが、それでもさして寒くはなかった。

　なんたって、天然のカイロが胸むねの中に在あるのだから。

　コンクリートの地べたに座り込んだ僕の膝ひざの上には、志乃ちゃんが座っていた。

　最初はもちろん隣となりに座っていたのだが、冷え始めたのを感じて僕が誘さそったのだ。女の子はお尻しりを──腰こしだったかな？──を冷やさない方が良いというし、僕にとっても助かる事だし。

　厚あつい服越ごしではあっても体温は伝わる。雪山で遭そう難なんした場合、裸はだかで温めあうというシーンがあるが、実じつ際さいにはよほど衣服が濡ぬれていない限かぎり逆ぎやく効こう果かなのだそうだ。

　そんな僕らを綾瀬はどこか幸せそうな顔で見つめてきた。

「ここは何となく思い出してしまう。もう、遠い昔の事のようだよ。とても暖あたたかい春の日だった。生まれてから十年以上経たっていた。僕はようやく、自分がどうしようもなく不完全であった事実を知ったんだ。まるで目が覚めるように……本当に、それまでの僕は眼を瞑つむり眠ねむっていたのかもしれない」

　何の話なのか、直すぐには分からなかった。

　だが、『綾瀬シン』に纏まつわる物語なのだと、やがて理り解かいする。

　彼の過か去こであり、彼らの過去。

「父は厳げん格かくな人だった。礼れい儀ぎ作法に厳きびしく、特に噓うそを吐つく事や怠なまける事を嫌きらった。家の中で彼は常つねに王様であって、誰一人として逆さからえなかった。使用人はもちろん、母や僕だってそう……彼は絶ぜつ対たいだった」

　我わが父親とは大おお違ちがいだ。亭てい主しゆ関白から最も遠い場所に居る夫だったから。

「僕にとって父は絶対で、だからこそ愛していた。素す晴ばらしい人だと思っていたよ。不思議な話だね、僕は自分の不ふ義ぎを知っていた。己おのれの弱さも自覚していた。ちょっとしたミスを犯おかし、それを隠すために容易たやすく噓を吐く事を知っていた。だというのに、どうして父がそれと同じだと思わなかったんだろう？　彼は余あまりにも偉い大だい過すぎたのかもしれない。偉大であるかのように僕には思えたんだ。恐おそらく、彼もそう見えるように演えん出しゆつしていたんだろう」

「大人って、そういうものだから」

「全くだ。だけど、何な故ぜそんな必要があったのかと言えば、そこに序じよ列れつを作る必要があったからだ。僕にとって父は絶対だったが、父にとっても僕に対して絶対でなければならなかった。そうじゃないと成り立たなかったんだろう、人間関係が」

　人は全て平等だが、人間関係には序列が必要だ。

　これは、残念ながら仕方がない事なのである。社長は社員よりも強くなければ運うん営えい出来ないし、船員が船長の指し示じも聞かず勝手に動いてしまっては船は少しも進まない。親はやっぱり子こ供どもより強くあるべきで、だからこそ教育が成り立つ。

　彼の場合、極きよく端たんな形だったのだろう。

「その運命は神様が指し示しめしたものだ。しかし、神様が間違っていない事を誰が証しよう明めいする？　果たして一度たりとも神様は間違わなかったのだろうか。神様が絶対に正しいという前ぜん提てい条じよう件けんを覆くつがえした時、世界はどのように変へん革かくするのだろう？　人はその時、何を思うんだろう？　生あい憎にくと愛されなかった僕らには、その答えは得られないままだったけれど……僕にとって唯ゆい一いつだった『神ち様ち』は確たしかに間違っていた。彼もまた僕と同じように噓を吐く存そん在ざいだった」

　大人は皆みな、噓を吐く。

　何故なら、彼らは必ず子供に噓を吐いてはいけませんと口にするからだ。

　その、幾いく多たの噓を吐き出す口で語る。

「僕は一人っ子だってね」

　綾瀬シン。綾瀬家に生まれた長男。

　だがその陰かげにはもう一人の彼が居いた。

「蔵くらはなかなか立りつ派ぱなものでね。物心つく年とし頃ごろになると、自然とそれに興きよう味みを抱いだくようになった。最初はこっ酷ぴどく叱しかられたものさ。あの時の母の剣けん幕まくは今でもはっきりと覚えている。見るからに重たそうな鉄てつ扉ぴには大きな、子供の顔程ほどもある重たい錠じよう前まえがあって、それにぶら下がりながら開けるよう頼たのむと、世話役の女中が泣き出しそうな程困こまった顔をするんだ。それが僕の興味をより強くしたのかもしれない。けど、最初にその場所に抱いた感情は……魂たましいの繫つながりによるものだったんだと信じている。僕はどれだけのｉｆを積み重ねたところで、その場所に辿たどり着き、そして───彼と出会っただろう」

「弟さん……」

「そう、それは何い時つの日だったろうか。たぶん、小学生の頃だったと思う。もとから小さな田舎いなかなんだ。娯ご楽らくは限かぎられ、遊ぶ相手も出会う人も限られ、変わらぬ日にち常じように退たい屈くつしていた。遊び飽あきて、何時の間にか忘わすれていた蔵に興味を戻もどしていた。でも蔵はどうしたって開かない。錠前を引っ張ぱっても仕方がないし、鍵かぎは母が厳げん重じゆうに管理している。あぁ、そうだね。僕は鍵が何ど処こにあるのかを良く知っていた。それを調べる位、興味を持っていたんだよ。けど、まさかそれを手にする事は出来ない。盗ぬすみ出す事が不ふ可か能のうだったわけじゃない。たぶんそれは可能だったんだ。けれど、僕にはその勇気がなかった。それを知られたならきっと怒おこられるだろうから。結局、扉とびらを開ける事も出来ないまま僕は諦あきらめた。すっかり疲つかれ果てて、そのまま扉にもたれかかった……その時だ。聞こえたんだよ。コンッという小さな小さな物音が」

　彼はそう言って、床ゆかをノックした。

　音が倉庫内に響ひびく。決して大きな音ではなかった。直ぐ近くに居るならともかく、僕ら以外全すべての人が帰ってしまった今、聞きとがめられる事もないだろう。それでもその音は僕の心を強く叩たたき、そして───もしかしたらどこまでも広がったのかもしれない。

「そこから全てが始まった。それが僕らの始まりだったんだ」
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　雪が止やんで、静まり返った午後だった。屋や敷しきでは既すでに夕食の準じゆん備びに入り、誰も外へは出てこなかった。電気はもちろんガスも通っている。下水だけはない。テレビは一日一時間。父が観ているのを横から観ている分には許ゆるされるが、一人で観るには母の許きよ可かが必要だった。

　そんな村の午後は静かだ。屋や敷しきの中からは微かすかに人の声が漏もれていたが走る車も少なく、空を遮さえぎる厚あつい雲と周囲を囲む雪によって音は全て飲み込まれてしまう。大人達が宴えん会かいでも始めない限り、耳が痛いたくなるほどの静せい寂じやくが常つねに支し配はいしている、そんな土地。

　彼は一人、雪を踏ふみしめていた。特別な目的を持っていたわけではない。降ふり積もった雪に足形を残す、その行こう為いに没ぼつ頭とうしていた。親に見つかれば『勉強しなさい』の一言が飛んでくる。それが父親であったなら、げんこつもセットだ。

　一年前、町に出た時に買ってもらったオレンジ色のダウンジャケットは、すっかり丈たけが足りなくなっていた。灰はい色いろの草臥くたびれたもんぺは逆ぎやくに大きく、きつく縛しばらないと今にもずり落ちそうだった。

　積雪はまだ二センチ程で、長なが靴ぐつで踏むにはちょうど良い深さだ。ロードローラーにでもなったつもりで──本でしか見た事がなかったが──庭全体を均ならしてやるつもりだった。結局、無残に踏み散らかしただけで疲つかれてしまったが。

　肉体が疲れたわけではない。幼おさない彼の体力は何時だって溢あふれ返ってる。燃ねん料りようゼロになり眠ねむりに落ちるまでは常に百パーセント稼か動どうする、それは大人になると失われる子こ供どもの特とく殊しゆ能のう力りよくだ。

　だから疲れたのは精せい神しんで、どうしても埋うまらなくなっていた枯こ渇かつで……蔵の中からその音が聞こえたのは、彼がそれを求めていたからなのかもしれない。

　ッ────。

　どこまでも静かな世界。白い靄もやを吐はき出す自身の呼こ吸きゆうの音、ダウンジャケットのがさがさとした衣きぬ擦ずれ音、降り積もった雪が潰つぶれる音。それ以外に何もない世界で、それは特別な音だった。

　ッ────。

どこから聞こえてくるのか、彼は耳を澄すませた。

　音はとても小さく、耳を張はり付けなければ届とどかない程ほどで、凍こおった土つち壁かべに苦しめられた。

　それでも、音は狂くるおしい程彼の心を摑つかんだ。

　コンッと叩くと、コンッと返ってくる。

　ココンッと叩くと、コ、コンッと返ってくる。

　ココココンッコンッと叩くと、困こまったように少し音が止まり、コココココッと無む茶ちや苦く茶ちやに返ってきた。

　彼は笑った。面おも白しろい玩がん具ぐを見つけた。

　その音の正体を彼が知るはずもなく、想そう像ぞうさえ出来ない。入ってはいけないと何度も叱しかられ、今まで一度も中を見た事がない。だからずっと内部を想像していた。夢ゆめにまで見た事がある。

　こんなにも楽しいものだったなんて！

　彼は歓かん喜きした。純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

　壁の向こう側で音が鳴る。彼が返す。するとまた返ってくる。

　その繰くり返し。

　返ってくるものがある事が、たまらなく喜びだった。

　彼はその日、夕食が出来るまでの一時間余あまりだけではなく、食事を済すませた後も日課のテレビを観る事なく蔵くらを叩き続けた。最も早はやテレビになんて興きよう味みはなかった。聞こえる音、返ってくる音。それだけが彼の心を楽しませた。
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　翌よく日じつ、風か邪ぜをひいた。いったい何をしていたのかと問い詰つめる母に「外で遊んでいたから」と彼は少しだけ噓うそを吐つき、一日を過すごした。熱と咳せきと苦い薬に苦しめられながらも、ずっと蔵の事だけを考えていた。

　二日かけて風邪を治した時、何をおいても蔵へと駆かけ寄よった。

　コンッ！

　元気一いつ杯ぱいに壁を叩たたく。

　コン。小さな音が届いた。その事に再ふたたび心躍おどり、何度も強く叩く。

　返ってくる音も、最初は弱々しいものだったが、やがて彼に呼こ応おうするようにして大きく楽しげな響ひびきへと変わっていった。その日から、彼は二度と風邪をひかないよう気をつけながら、毎日蔵へと通う事になる。

　蔵から聞こえる音がただ返ってくるだけではなく、感かん情じようを持っている事に気づいたのはそれから随ずい分ぶんしてからだった。例えば挨あい拶さつは何い時つも同じ、何時の間にか決まっていた、ノック二つに、一拍ぱく置いてもう一つ。だが、その音の強弱が違ちがう。彼が叩くと間を置かず強く返ってくる事もあれば、少し間を置いて弱々しくなる事もある。奇き妙みようなリズムを刻きざむ音は何となく楽しげで、鈍にぶく単調に叩く時は寂さびしげだ。

　その頃には、いい加か減げん彼も壁の向こう側に誰だれか人が居いる事に気づいていた。

　蔵に入ってその人と話してみたい。そう思う事が増ふえていたが、両親は頑かたくなであり、口に出せば近づく事さえ許ゆるされなくなるのではと恐おそれた。今の彼にとって、蔵から聞こえてくる音は日常の大半を占しめるものだった。親しくしていた友人達よりも大切で、遊びを断ことわる事も多く、小学校六年生になる頃にはすっかり疎そ遠えんになっていた。

　狭せまい社会の中でそんな人間が目立たないわけがない。遊ばなくなった友人が親へと話し、それが両親へと伝わったのだろう。ある日、父に呼よび出された。

　どうして友達と遊ばないんだ。父はそう怒いかり、彼を叩たたいた。

　友達なんて要いらない。あの音があれば良い。

　彼はそう思っていたが口には出さなかった。唇くちびるを嚙かみ締しめ何も答えようとしない彼を父は更さらに幾いく度どとなく打ち付けたが、最後まで沈ちん黙もくを守り通した。母は泣き、父は侮ぶ蔑べつする。悲しかったが、寂しくはなかった。次の日、痣あざだらけのまま学校へ行ったが教きよう師しも含ふくめ誰も声を掛かけてこなかった。彼はずっと口を閉とざし、誰とも話さなかった。

　もう、そこは彼の居い場ば所しよではなくなっていた。

　小学校を卒業し、少し離はなれた中学へと進学した時には、通学する意志も失われていた。

　父はそんな彼に怒り狂い何度も叩いたが、そこに何の意味もなく、母の涙なみだだけが僅わずかに彼の心を揺ゆらすだけだった。それも、蔵の音を聞けば消えてしまう。音は何よりも素す直なおで優やさしかった。そこには一つの噓もなく、何時までだって『言葉』を交かわす事が出来た。

　その頃ころには既すでに細かい内ない容ようまで伝える事が出来るようになっていた。伝わっているのかどうか、確かく認にんする事は出来ない。しかし、伝わっている事を感じる事が出来る。音がそれに応えてくれるのだから。

　父にまた殴られた事を伝えると、大だい丈じよう夫ぶなのかと心配してくれる。大した事ないと強がると、良かったと安心してくれる。話題は尽つきる事なく、何時間も音を交わした。食事の時間は見つからないようにするため離れていたし、人の出入りもあって度たび々たび隠かくれなければならなかったが、それでも構かまわなかった。

　そして、二は十た歳ちになった。その頃には父はもう諦あきらめていたようで、彼と顔を合わせようともしなかった。母は変わらず泣き出しそうな瞳ひとみを向けてきたが、心が揺ゆらぐ事はなくなっていた。一つ屋根の下、お互たがいに居ないものとして暮くらしていたが、だからこそ思いついたのだろう。

　二十歳になったお祝いがしたい。小学生の頃、村の青年が二十歳の祝いをしてもらっているのを見た事があった。大人達に混まじってお酒を飲んでいた。多くの人の祝いは要らない、しかし壁かべの向こうに居る誰かには祝ってもらいたかった。一いつ緒しよに酒を飲んでもらいたかった。

　禁きん忌きは、失われていた。それまで守られていた事自体、不思議だったのだろう。

　彼は蔵の鍵かぎと一いつ升しよう瓶びんを取ると走った。震ふるえる手で鍵を開け、あんなにも大きかった扉とびらを軽かる々がると開く。これでようやく会える。ずっと会いたかった。ずっと語り合ってきた、唯ゆい一いつの友達。唯一、心から繫つながった人。

　彼は蔵の中を駆かけ回り、飛び回り、そして────。
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「気が、狂くるったのかと思ったよ。そこで見たのは、ぼろぼろの服を着た男だった。髪かみは無む茶ちや苦く茶ちやで、手足は枯かれ木みたいに瘦やせていて、薄うす暗ぐらい中、目が浮うき出ていて───でも、それは間ま違ちがいなく僕ぼくだった」

　二十年間、戸こ籍せきにも登とう録ろくされず隠かくされていた双ふた子ごの弟。

　その初めての対面は、そんな形で訪おとずれた。

「何が何だか分からなかった。仕方がないだろ？　一いち卵らん性せい双そう生せい児じなんてのがあるとは知っていたけど、見たのはそれが初めてだったし、何より自分自身がそうだったなんて思いもしなかったんだから。驚おどろきの余あまり、一升瓶を落としてしまったんだ。幸い割われずに済すんだんだが……その音を聞いて、弟はゆっくりと床ゆかを叩いた。それは、僕に───彼にとって壁の外側に居た相手に呼びかけるものだった。わけも分からず泣きながら、僕はそれに応えたよ。するとまた音が返ってくる。僕らはそうして床を叩きながら、ようやく理り解かいした。目の前に居るのが、もう一人の自分だってね」

「それで、貴方あなたは……」

「当然、親を詰なじった。中学から社会に出ていなかったとはいえ、それなりに倫りん理り観かんは養われていたんだ。厳げん格かくなお父様のおかげでね。だから、これが許されない事だってのは分かる。ましてもう一人の自分だったんだから許せるはずがない。思い切り殴なぐりつけてやると、かつて神様だったアイツは鼻血を出して失神したよ」

　その光景に泣き出した母親にまでも彼は只管ひたすら詰り暴ぼう言げんを浴びせ、眼めを覚ました父をまた責せめた。怒いかりに満ちた彼を神様ではなく人になった父親に止める術すべはなく……その夜、母の手によって一家は完全に崩ほう壊かいした。

　責められた事で罪ざい悪あく感に耐たえられなくなったのか、それとも自分達の未来に絶ぜつ望ぼうしたからなのか。家に火をつけ、命を絶たった。

「ただの引き籠こもりだったわけじゃないのか……」

「ただの引き籠もりだったのさ。あの日、狂ってしまっただけでね」

　そうして家族と帰るべき家を失った二人は放ほう浪ろうを始める。

「両親の事を家族として愛する事は出来なかった。弟だけが唯一の身内だったんだ。だから離れる事に躊躇ためらいはなかったんだが……随ずい分ぶんと苦労したよ。なんたって、弟には言葉も社会的常じよう識しきもなかったんだからね」

　生まれてからずっと人間として育てられなかったのだから、それも已やむない事なのか。弥や栄さかさんも世話役は言葉を交わす事が許されていなかったと言っていたし、覚える方法がなかったのだ。

「だが、言葉なんてなくても良かったのかもしれない。言葉なんて知らない方が……幸せだったんだ」

「どうして……」

「どうしてだって？　そんなの決まってる、噓うそがないからだ。言葉はまるで魔ま法ほうだ。余あまりにも不十分なくせに『伝わる』という錯さつ覚かくを抱いだかせてしまう。他者と会って、そこで言葉を交かわせば、僕らは繫がっていると誤ご解かいしてしまう。理解し合えたと思ってしまう。事実、父は僕に対して言葉で噓を吐ついた。なのに僕はそれを信じていた。しかし、僕らにはこれがある」

　コンッとまた地面を叩たたく。小学生から二十歳までの間続けられていた二人だけの合図。

　認にん識しきが共通しているのか調べる方法がない以上、本当に伝わっているのか証しよう明めいは出来ない。

　しかし、それって言葉だって同じではないだろうか？

　例えばこんな問答。自分の見ている色と、相手の見ている色は本当に同じなのか。

　色の仕組みについてあれこれと説明するまでもなく、実はこの問答、証明する方法が存そん在ざいしない。科学的に周波数で色分けする事は可か能のうであり、それを脳のうが正しく受け取る事が出来る限かぎり共通している……ように思うかもしれないが、そうでもない。

　というのも、色には多くの種類があってそれに名前がつけられているからだ。緋ひ色いろと朱しゆ色いろの違いを多くの人は見分ける事が出来ないだろう。外国語まで考えると、虹にじが七色だったり五色だったり二色だったり、言葉で表ひよう現げんする限り他人と全く同じ色を見ている事を証明出来ない。

　この場合の回答は『多少の齟そ齬ごはあるだろうが、とりあえず同じような色を見ている事は科学的に証明可能だと考えられる』だろう。

　会話が成立しているのかどうかなんて、明確には分からないのだ。同じ意味で言葉を捉とらえているのか、そこに共通認にん識しきはあるのか。そんなのはどうやったって分からない。

　ただ、伝わっているだろうという思いがある。

　そして、伝えたいという願いがある。

　完全なるコミュニケーション。

　それは完かん璧ぺきな意味の伝達ではない。

　それを伝えようとする意思。

　伝えたい。伝えたい。伝えたい。

　伝えて欲ほしい。伝えて欲しい。伝えて欲しい。

　その循じゆん環かんこそが、人と人との繫つながり。そして彼らは、その意味で誰よりも確たしかだった。

　分ぶ厚あつい壁かべ越ごしに何年間も繰くり返された伝達は、圧あつ倒とう的な強度を持っていた。

「綾瀬シンは二人だった。同じ日に生まれた僕らは二人で『綾瀬シンひとり』だった。だから寂さびしいという感かん情じようなんてない。僕らは一人でありながら二人だったんだ、何い時つだってずっと……」

「でも、だったら。だったらどうして……」

「……一人だったからこそ、耐えられなかった」

　そう答えたのは志乃ちゃんだった。

　膝ひざの上、僕に身体からだを預あずけていた彼女は、そう呟つぶやいた。

「そう。たぶん、そうだったんだろうね。いや、違ちがうんだ。僕の間違いだったんだよ。……あの銀ぎん髪ぱつの子に言われた通りだ。僕は一人になったつもりだったけれど、弟はそう思っていなかった。だからこうして、空っぽのまま生きている。『自分』の所しよ在ざいも分からないまま、ね。人間は結局、どれだけ繫がったとしても孤こ独どくなんだよ。分かるか？　今そうしている君らだって、結局触ふれ合っているだけの……触れ合っていると錯覚しているだけの他人なんだ。孤独なんだ、僕らは。一人にはなれない。二人でいるしかない。独ひとりで生きていく」

　それは……でも、当然の事じゃないだろうか。

　僕と志乃ちゃんは別々の場所で別々に生まれたのだ。

　年ねん齢れいも違えば性せい別べつも違う。一緒には居られても同じ人間にはなれないし、なる必要もない。

　綾瀬の場合は確かに双ふた子ごという形で生まれた。けれど、育った環かん境きようが違うのだし、個こ別べつの意思を持っている以上、たとえ同じだったとしても統とう一いつされる事はない。

「だったら、何な故ぜ他人を熱ねつ狂きよう的に求める？　どこまで行っても独りなら、二人でい続ける理由はないのに」

「人間には他人が必要だ。他者を求めて、何が悪い」

「君はそう思わないんだろ？」

　それは志乃ちゃんへと向けられた言葉。

「この切望に気づかないまま暮くらせるのなら、それで良かったのに。だが、僕らは一つになる事を求めてしまった。彼の言う通りだ。その言葉は正しい。だが、余あまりにも不完全で、矛む盾じゆんしている」

「……自分ではない他人なんて必要ない」

　小さな言葉に、僕は息を吞のんだ。

　綾瀬の言葉を肯こう定ていするものだったからだ。

　そして……僕を否ひ定ていする言葉。

　ずっと前から感じていた。僕と志乃ちゃんの間には大きな断だん絶ぜつがある。遠く離はなれた断だん崖がいの両りよう端はしに立っていて、橋を渡わたす事も飛び越こえる事も出来ない。一本のロープさえなく、しかし姿すがたは見える。双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込こみ、彼女の姿を捉とらえる。無線機を手にとって雑ざつ音おん混まじりに言葉を交かわす。

　何時かはそんな断絶だって乗り越えられるだろうと信じていた。

　今だってきっとそうなるだろうと信じている。

　けれど、『他人なんて必要ない』と口にした彼女は本当にそれを望んでいるのだろうか。もしかしたらそれはかつて、四月のあの日に抱いだいていたように誤ご解かいしかないのかもしれない。

　寂しい子だと思った。

　悲しい子だと思った。

　それは間違いだったけれど、僕は傍そばに居いる事を選んで、伝え合う事を望んだ。

　だけど、そんな事を彼女は望んでいなかったのだろうか。

「仕方がないんだよ。人は独りきりだから、だから僕らは『綾瀬シン』のままでは居られなかったんだ。人目を避さけ逃にげ回る中、弟が求めたのは他人だった。けれど、言葉もまともに話せない。社会に出た事もない。国語も算数も学んだ事がないし、倫りん理りや道どう徳とくを学ぶ機会もなかった。誰がそんな弟を理解出来る？　誰が受け入れられる？　弟は誰の意思も理解出来た。でも、誰も弟の意思を理解出来なかった。言葉を知らないあいつの『言葉』を誰も理解出来なかった」

「それが、どうして殺人に繫がるんです？」

「最初は偶ぐう然ぜんだった。けれど、その行こう為いは僕らの想そう像ぞう以上に世間の注目を集めた……後は分かるだろ？　きっと誰も弟を理解出来ない。けれど、もしかしたら世界のどこかに伝わる誰かが居るかもしれない。だから、僕らは誰かに届くその日まで、その行為を続ける事にしたんだ」
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　これが、謎なぞのまま終わった綾瀬シンの犯行動機だというのか。

　無残に破は壊かいし飾かざり付け衆しゆう目もくに晒さらす。その行為をオカルトの一種だと疑うたがう人も居たが、実じつ際さいそのままだったのかもしれない。

　魔ま法ほうだとか呪じゆ術じゆつだとか、そういったものは知ち識しきのない人間には理解出来ないものだが、細部に様々な意味が与あたえられている。魔ま法ほう陣じんの紋もん様よう一つ一つにはルーンだとか月の位置だとか悪魔の名前を暗号化したものだとか、そういった意味があって、服ふく装そうや時間、捧ささげる生いけ贄にえの種類や数、殺し方にまで理由がある。

　呪術的であり魔術的でありながら、どんな既き存そんのものとも違っていたのも当然。

　それは全すべて、綾瀬シンの双子の弟が自らの意思で生み出したものだったから。

　自分を理解出来る他人をどこか遠くの地に求めた……何い時つかその意味を理解してくれる他者を欲ほつした結果だった。

　こんな動機、誰にも分かるはずがない。

　いや、何より。

　こんな動機を認みとめる事が出来るのか？

「弟さんの気持ちは分かる。だからって、人を殺して良いわけがない」

「分かっていないさ。何も理解していない」

「でもっ！」

「この世界で弟を理解出来たのは二人だけ。僕と───彼女だけだ」

　志乃ちゃんだった。

　そうか。やっぱり、彼女は綾瀬シンに会うためにあの公園に居たんだ。

　会えるような気がしたから。

　それを感じ取ったから。

　綾瀬シンを理解したから。

　彼女がそれを欲したから。

　じゃあ……僕は。

　もしかしたら、何もしなくて良かったのかもしれない。

　志乃ちゃんを助けようなんて、そんな傲ごう慢まんな考えを持たなければ良かったのか。

　……そうじゃない。

　僕は志乃ちゃんを望んでいる。

　彼女と共に歩んでいく事を望んでいる。

　そして、そのためには綾瀬と出会わせてはならなかった。

　そう考えて、ふと不自然さに気づいた。

　綾瀬は志乃ちゃんという理解者を求めていた。そのために人を殺し続けていた。

　志乃ちゃんは綾瀬を理解し、出会う事を望んでいた。だからこそ公園で眠ねむっていた。

　なら……二人はいわば相思相愛のような関係ではないか。

　なのに、結末はどうだろう。

　綾瀬は自殺した。自分で自分を否ひ定ていした。

　あの夜、僕が辿たどり着くまでの時間。

　いったい何があったというのだろうか。どんな言葉を交かわしたのだろう。

　膝ひざの上、少女の身体からだは温かい。

　あの夜に感じたのも同じもので……その場所から始まり、今もまだ終わっていない何かが存そん在ざいしているように思えた。
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「……来た」

　志乃ちゃんの声に、緊きん張ちよう感が走る。

　唇くちびるをきゅっと締しめて、暗くら闇やみの世界、その向こう側を見つめた。

　はっきりとは分からないが、恐おそらく十五メートル程ほどの距きよ離りだろう。すっかり闇に慣なれた瞳ひとみにも、それが二人の男だん性せいである事以外には分からない。連れ立って入ってきたその影かげは緩ゆるやかな歩みでこちらに近づいて来た。

　時刻は零れい時を少し回ったくらいだろう。生あい憎にくとこの状じよう況きようでは携けい帯たいのディスプレイの灯あかりでさえ僕ぼくらの存在を表明するシグナルにしかならないため、正せい確かくな時間を確かく認にんする事は出来ない。

　静かな倉庫の中、二つの足音と微かすかな雑ざつ音おんが届とどいている。

　僕の心しん臓ぞうの音──あるいは血けつ液えきの音──かとも思ったが、どうやらそうではないらしい。

　断だん続ぞく的に広がる擦かすれた音は、ヘッドフォンから漏もれ出している音楽だ。

「おい、どんだけ奥おくなんだよ」

　若わかい男の声だった。たぶん僕と同じくらい……どこか軽けい薄はくさを感じられる声こわ音ね。

　こちらの緊張感を裏うら切ぎる軽さに一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどう。現げん在ざいの距離は十メートルもない。ヘッドフォンから漏れている音もはっきりと聞こえてくる。電車の中だったら許ゆるせない程の音量らしい。

「こ、ここです……」

　もう一人の男性が怯おびえた声で言った。顔は見えないが、声からして年配のようだった。

「ここぉ？　あぁ、えっと────」軽薄そうな声の主が積み上げられた小麦の袋ふくろに近づく。「Ｄの７２の───っと。おお、間違いないな」

「つ、連れてきたんだ。助けてくれっ！」

「分かってる分かってる。ほら、入り口に戻もどろうぜ」

「え……でも」

「これから俺おれは大切な作業があるんだよ。なんだ？　お前、それを見たいのか？」

「い、いや！　見たくない。解放してくれ！」

「もちろん。『解放』してやるよ」

　にやけた表ひよう情じよう───顔が見えたわけではなく、声からそれが伝わったのだ。

「志乃ちゃん……」

　声を殺し耳元に問いかける。

　膝から下りた彼女は小さな身体を更さらに小さくし、僕の身体を奥に押おす。

　出てくるな、そこに居いろ、という意味らしい。

「志乃ちゃん、やっぱり僕が────」

「無理」

　即そく答とうだった。

「けど、銃じゆうを持ってるかも」

「恐おそらく所持している。だからこそ、貴方あなたじゃ無理」

　離はなれていく足音に隠かくれる早口で彼女はそう言うと、僕を通り越こして綾瀬へと視し線せんを向けた。

　それが作戦決行の合図だった。

　分かっている。事前に十分な説明も受けた。

　それでも危き険けんである事には変わりがないのだ。

「やぁやぁ我われこそは────」

　隠れていた場所から、仰ぎよう々ぎようしい名乗りを上げて出て行く綾瀬。

　その影に隠れるようにして、志乃ちゃんは飛び出した。

　二人の男性が同時に綾瀬へと視線を向けた。彼の手にあった懐かい中ちゆう電でん灯とうが点つき、十分に開いていた瞳どう孔こうが急きゆう激げきに絞しぼられていく。そうしてようやく露あらわになったのは、拳けん銃じゆうを腰こし溜だめに構かまえた若者と、銃口を突つきつけられている三十代後半の男だった。

　前者の若者はやはり僕と同じくらい、あるいは少し上くらいだろう。使い古されて色が渋しぶくなったジーンズに、襟えりに羽う毛もうが縫ぬい付けられたジャケット、頭にはニット帽ぼうを被かぶっている。左耳の辺りが少し膨ふくらんでいるのはヘッドフォンをしているからだろう。しかし右側には何もなかった。どことなく古いセンスが感じられる様相で、顔は白く身体も細かった。こういう状じよう況きようでなければ、気が弱そうにも思えたのかもしれない。

　彼は唐とう突とつに出しゆつ現げんした綾瀬シンの存そん在ざいに驚おどろき、口をパクパクとさせていた。その手には拳銃が握にぎられていたが、完全に硬こう直ちよくしている。

「な、なんだよ、お前っ！」

「我こそは……何だろうね。僕が誰なのかは僕にしか分からないんだろうけど、僕自身が一番分からないからこそ困こまった問題だよ。死んでしまったのか、生きているのか。そこに在あるのに届とどかない、あたかも水面に浮うかぶ月のような────」

「五う月る蝿さい！　近づくな！」

　謎なぞ掛かけのような言葉が、逆ぎやくに若者を冷静にさせたのかもしれない。

　彼は素す早ばやく状況を理り解かいすると、銃口を綾瀬へと向けた。

　彼らの距離は十メートル程だろう。

　よほど訓練でもしていない限かぎり百発百中を狙ねらえる距離ではないが、外れる事を期待するには幾いくらか不利だ。

　それでも、綾瀬の表情に不安はなかった。

　たぶん必死に隠しているのだろう。

　それこそが彼の役やく割わりだった。

　綾瀬がこうして堂どう々どうと姿すがたを晒さらしたのは、注意を集めるためだ。

　つまり、囮おとりである。

　同時に飛び出した志乃ちゃんが隠れながら側面に回っている。

「僕が何者なのかと聞くけど、じゃあ君はいったい何者なんだい？」

「うるせぇ！　お前、一人か」

　頭の回転は悪くない。綾瀬の堂々とした態たい度どから──普ふ通つう、銃口を向けられたなら怯えるものだろう──彼が一いつ般ぱん人じんではない事、そこから更に、他にも仲間が居る可か能のう性せいについて思考が動いた。

　自然と若わか者ものの警けい戒かいは周囲へと向けられる。志乃ちゃんが移い動どうしている側面へも。

　それを遮さえぎる事も綾瀬の役割だった。

　ザリッと僅わずかに前に出る。靴くつ底ぞこを擦こすらせ大きな音を立てたのはわざとだ。

　その音で若者の意い識しきを束そく縛ばくする。

　当然だ、彼にしてみれば最大の警戒対象は目の前の綾瀬なのだ。周囲に仲間が居る可能性をどれだけ考えていたとしても、眼めに見えない限りはその存在に対する疑ぎ惑わくが残る。つまり、綾瀬のブラフなのではないかという疑惑が。

　これは、どうしようもないものだ。

　目の前の男一人ではない。どこかに仲間が隠れて隙すきを窺うかがっている。どれだけそう思っていたとしても、眼に見える男の存在を絶ぜつ対たいに無む視しする事は出来ない。しかし周囲を警戒しないわけにもいかない。

　疑惑が不安を呼び、不安が疑惑を生む。

　拳銃という大きな力を持ちながらも、場を支し配はいしているのは綾瀬の側だ。

　傍はたから見ている僕だからこそ良く分かった。若者は周囲を警戒こそしているものの、まるで集中していない。疑惑と不安に駆かられ視線を彷徨さまよわせているだけで、意識は常つねに綾瀬へと向けられている。

　足音一つで───態度一つで、他人の心理状じよう態たいはここまで自由に動かす事が可能なのだ。

　そんな彼の行き着く先は一つだ。

「う、動くなって言ってんだろ！」

「ひゃ────」

　連れていたもう一人の男だん性せいの背はい後ごに回ると、そのこめかみに銃じゆう口こうを当てた。

　しっかりと拘こう束そくしているわけではない。空いた片かた手てで男性の服を摑つかみ、震ふるえる腕うでで銃を構かまえているだけだ。

　それでも、当てられている本人としては堪たまらないだろう。

「た、助けてっ！　助けてくれぇっ！」

　泣き出しそうな声で命いのち乞ごいをするしかない。

　もうこうなれば彼は一歩だって動けない。肉体を束縛するのではなく、心を締しめ上げられてしまった。完全に人ひと質じちに取られてしまった形だ。

「近づくんじゃねぇよ！　こいつ殺すぞぉっ!!」

「その男性が死のうが生きようがどちらでも構わないんだが……」

　綾瀬は肩かたを竦すくめる。冗じよう談だんでもブラフでもなく本気だ。

「しかし、無意味な事は止やめるべきだと思うな。目的のない殺人なんて空むなしいだけだろうに」

「ふざけんなよ。てめぇは喋しやべるな！」

「いやいや、だがね────」

「おい、喋んなって言ってんだろ！」

「夢の終わりが訪おとずれたんだよ。君のところにも」

　それは誰の下もとにも必ず、何い時つかやってくるものなんだ。

　綾瀬シンの言葉は小さく、そして妙みような重さがあった。

「ふざけんな！　どうして、だってここは安全だって────っ！」

　銃口が男性のこめかみから外れる。向かう先は綾瀬シンだった。

　腕に力が籠こもっている。筋きん肉にくの動きが見えたわけではないが、表ひよう情じよう、特に瞳ひとみからそれが伝わった。

　彼は撃うつ気だ。

　トリガーを引く気だ。

　そこに躊躇ためらいはない。当たる当たらないは別にせよ、彼は絶対に撃つ。

　そのタイミングで───黒い影かげが走った。

　側面、銃を持つ腕の側。肩の高さで真っ直すぐに綾瀬へと向けられた腕は、身体からだを低く疾しつ走そうする少女の姿すがたを僅わずかな時間だけ隠かくした。

　それで、十分。

　それだけで何もかもが終わっている。

　若者は高い反はん応のう速度で銃口を綾瀬からズラすが、志乃ちゃんとの軸じくが合がつ致ちした時点で、少女の身体は既すでに伸のばされた腕の内側に潜もぐり込こんでいる。銃口の先には無人の空間、小麦の山があるだけで、拳けん銃じゆうの脅きよう威い性せいは完全に失われていた。

　完かん璧ぺきなタイミング、完璧な作戦。

　志乃ちゃんの手にはスタンガンが握にぎられている。

　後はただ、それを叩たたきつけるだけだ。

　彼女はまるで容よう赦しやしなかった。体たい格かく差さの関係から頭部には腕が届とどかなかったが、その代わりに無む防ぼう備びに晒さらされた腋わきの下にスタンガンを押し当てる。

　通つう常じよう、この場所に打だ撃げきを受ける機会が少ないため知られていないが、腋は骨ほねという強固な鎧よろいがなく筋肉もつき辛づらい急所の一つなのだ。

　彼女の細腕では悶もん絶ぜつする程ほどの勢いきおいではなかっただろうが、続いて送り込まれる電撃は確かく実じつに人間の行動力を奪うばう力を持っている。少なくとも銃を握り続ける力はないだろう。

「────っ!?」

　声は誰だれのものだったのか。

　僕のものではあったし、若者のものでもあった。

　人質となっている男のものでもあったし、そして志乃ちゃんのものでもあったように思う。

　世界が静止したかのように思えた。

　全すべてが終わった。そう感じたからだと思う。

　だが、

「な───めんなよっ！」

　腕が振ふるわれた。

　それは若者の腕だった。

　銃を持った腕が無む茶ちや苦く茶ちやに振るわれ、志乃ちゃんの軽い身体が浮うく。元々幼おさない彼女の事だ、大人の力に敵かなうわけがない。

「志乃ちゃんっ！」

　殴なぐり飛ばされた、つまり失敗した。

　奇き跡せき的な程、僅かな時間の間に僕は理り解かいした。

　そして、理解してしまえば躊躇いはなかった。

　隠れている事など出来なかった。

　僕は飛び出すと、志乃ちゃんめがけて走る。そこに銃の存そん在ざいなどなかった。この瞬しゆん間かん、他の全ての存在が意味を失い、僕の眼には地面に倒たおれ伏ふす彼女の姿しか映うつっていなかった。

　迷わず倒れた彼女の身体に飛び込んだ。

　重いとか苦しいとか、多少の怪け我がなんて関係ない。次に襲おそい来るかもしれない銃じゆう撃げきから彼女を守る事が出来るのならば、それ以外の全ては無意味だ。一度受けた事のある衝しよう撃げきが襲い掛かかってくるのを覚かく悟ごして眼を強く瞑つむる。

　激げつ昂こうした若者の感情を背せ中なかに感じた。いきなり襲い掛かられた事への怒いかりと恐きよう怖ふが複ふく雑ざつに混まざり合い、ある種のパニック状じよう態たいに陥おちいった彼は、最も早はや自分では絶ぜつ対たいに止まれない。

　時間が緩ゆるやかに流れていた。

　瞼を閉とじているのだから何も見えるはずがない。

　けれど不思議と彼の激はげしい形相は見えたし、人ひと質じちになっていた男性が短い悲鳴を上げながらしゃがみこむ姿も見えていた。綾瀬シンは無表情のまま動かない。助けてくれる気はないらしい。

　そして、志乃ちゃんは。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

「え？」

「これで、終わり」

　小さなその言葉には何時ものように確信で満たされていた。

　不安も迷まよいもない。

　ただし、どこか疲つかれたような印象。

　いったい何が終わりなのか───そう問おうとした瞬間だった。

「動くなっ!!」

　女性の声が倉庫内に響ひびき渡わたった。

「銃を捨すてろっ！」

「なっ────!?」

　驚おどろいて瞼を開く。僅わずかにぼやけた視し界かいの中、若わか者ものがこちらに向けていた銃口を新たに現あらわれた女性へと──出入り口の方向へと──向けようとしているのが見えた。それはとても自然な反応だったのだろう。パニック状態の若者にとって、更さらに自分を攻こう撃げきしてくるかもしれない第三者が現れたのなら、拳き銃ばを向けるのは当然だ。

　言葉の意味も、よく吟ぎん味みしないまま。

　パァン、と音が弾はじけた。

　それが銃声だと気づいた時には、既に彼の身体からだは仰あお向むけに倒たおれていた。

　受身も取らず、後頭部がコンクリートの地面に激はげしく打ち付けられる。それは普ふ通つうの倒れ方じゃなかった。例えば気を失って倒れるにしても、まずは膝ひざから崩くずれるものだし、真っ先に打ち付けられるのは腰こしか肩かたになる。

　頭から倒れるのは、その部分に強い力を受けたからである。

　くたりと首が回り、顔がこちらを向いた。

　だらしなく開かれた口、驚きよう愕がくに開かれた瞳ひとみ───そして、額ひたいに開かれた小さな穴あな。

　あふれ出す赤い液えき体たいが地面に広がっていく。

「あ、あぁ……」

　言葉にならなかった。

「間かん一いつ髪ぱつだったわね」

　落ち着いた、冷たい声こわ音ねには聞き覚えがあった。

　静かな動作で近づいてきた女性は、拳銃を腰のホルスターに戻もどす。その姿はまるで日にち常じようの事のように優ゆう雅がで、洗せん練れんされていた。

　僕は動けなかった。床に倒れる若者は動かなかった。

　動いているのは彼女だけだったのかもしれない。

　彼女が撃うった───彼女が殺した。

　弥栄さんが、殺したのだ。

「どう、して……」

「もともと網あみを張はっていたんです。そこに不ふ審しん者しやを見かけたという通つう報ほうが入って……あぁ、これは地元警けい察さつに、ですが。その情じよう報ほうを捉とらえ、先行させてもらったんです。警察ももうしばらくすればやって来るでしょう。銃声も聞こえたでしょうしね」

　周囲に配置されている警察官は捜そう査さ本部の命令がない限かぎり動けない。私し有ゆう地ちでの捜査活動には令れい状じようが必要で、緊きん急きゆう性せいが認みとめられる場合にも上司の許きよ可かが必要になる。
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「通報があったとはいえ仮かりにも私有地。更さらに追っているのは非ひ常じように重要な連続殺さつ人じん犯はんだもの、本部としては慎しん重ちように、そして利り己こ的にならざるを得ない。組そ織しき故ゆえの不合理さね。ま、私には関係のない事だけど」

　言いながら、弥栄さんは仕事を続けていた。

　倒れた若者の傍そばへと一直線に近づくと、開いたままの口に手のひらを翳かざし、首くび筋すじに指を当て彼が完全に死んでいる事を確かく認にんする。その上で、ポケットから所持品を取り出しチェックしている。鑑かん識しきも居いないのにそんな風に勝手に弄いじり回して良いのかと疑ぎ問もんに思ったが、そういうのは不審死の場合に限るのかもしれない。

　いや……だけど、これは不審死じゃないのか？

　どうして、と聞きたかったのは弥栄さんがここに居る理由じゃない。もちろんそれも不思議ではあったけれど、何よりも銃殺した事が気になったのだ。

　確たしかに、僕ぼくらが助かったのは弥栄さんが発見してくれたからだ。

　あの瞬しゆん間かん、彼女が現れなければ僕は間ま違ちがいなく撃たれていただろう。

　彼にどこまで明確な殺意があったのかは分からないが、少なくとも『命ばかりは助けてやろう』なんて考えは欠片かけら程ほどにも存そん在ざいしなかったはずだ。あの瞬間、彼にとって僕らの命なんて何の価か値ちもなかったのだろうから。

　以前撃たれた時は素す早ばやく病院へと運ばれたからこそ助かったわけで、今回もそうなったとは限らない。

　拳けん銃じゆうは人の命を奪うばうのに容易たやすい凶きよう器きなのだ。

　だから弥栄さんは僕らにとって命の恩おん人じんである。

　でも、だからって───殺す必要はあったのだろうか？

　彼は弥栄さんに銃口を向けようとしていた。つまり彼女にも命の危き険けんがあり、正せい当とう防ぼう衛えいだと言えるのかもしれない。まして「動くな」「銃を捨すてろ」と警けい告こくもしている。その指し示じに従したがわなかったのだから、発砲は間違いではなかったのかもしれない。

　けれど、何な故ぜか気になる。何かがおかしいと訴うつたえている。

「あぁ、見つけた。間違いない、彼が犯人だわ」

　弥栄さんの手には大きなナイフがあった。刃は渡わたり二十センチ程の、人の骨ほねでも切り落とせそうな刃が太いアーミーナイフだった。ホルスターに収おさめられ、目立たないよう腰こしのベルトに着けられていたらしい。他にもテグスや釘くぎがボロボロと発見されていく。

「犯人って……」

「もちろん、連続殺人事じ件けんの犯人よ」

　当たり前の事。僕らはそのためにここに居いたのだから。彼はここで、人質に取っていた男だん性せいを殺害し、発見されたナイフで解かい体たいし、テグスや釘で飾かざり付けるつもりだったのだろう。未いまだ状じよう況きようを理解し切れていない様子の男性は、震ふるえたままでいる。彼の命は救われたのだ。

　しかし何故だか僕の心には空くう虚きよ感があった。

　これで、終わりだというのか。

　僕らを悩なやませた事件の終しゆう幕まくがこれ……？

　何故かどうしても信じられず、僕は視し線せんを彷徨さまよわせる。

　その中に、綾瀬の姿があった。

　柔やわらかく微笑ほほえむ彼は穏おだやかな、まるで何かに許ゆるされたかのような声で言った。

「これで、終わりだ」

「終わり？　これが終わり？」

　視線は彷徨う。闇やみの中、砂さ漠ばくに迷まよう旅人のように。

　綾瀬は何も答えない。

　弥栄さんは何も答えない。

「……そう、終わり」

　胸むねにふわりとした重さが伝わる。優やさしい香かおりが、血の臭においをかき消した。視線が着地点を得た喜びに駆かけ寄よっていく。

　僕の問いに答えてくれたのは志乃ちゃんだった。

　細い腕うでが腰に回され、柔やわらかな感かん触しよくが伝わる。

　抱だきしめられる温ぬくもりが緊きん張ちよう感を解ときほぐしてくれた。

「終わり、だから」

「そっか────」志乃ちゃんがそういうのなら、「それで良いよね」

　そう信じたいと思った。
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　あれから二週間。その間に様々な事実が明らかになった。

　まず、連続殺さつ人じん犯はんであるあの若わか者ものの名前。

　久く寿す川がわ獅が吼お、二十一歳。東京生まれの東京育ち。両親と兄の四人暮ぐらし。一年半前に大学を中ちゆう退たいし、その後はバイトもせず家に籠こもっていた。ニュースの中に、インターフォン越ごしにインタビューに答える母親の映えい像ぞうがあったが、家族とはほとんど口を利かなかったらしい。部屋からほとんど出てくる事もなく、ネットにはまっていたのだそうだ。典型的な引き籠もりである。

　そのパソコンの中から、犯行の動機に繫つながるものが発見された。

　久寿川獅吼はどうやら、世直しがしたかったらしい。

　いや、この言い方は適てき切せつではないだろう。マスコミはこの単語を気に入ったのか煽あおり文もん句くとしてたびたび登場していたが、彼の犯行の根底にあるのは社会からドロップアウトしてしまった事のストレスだ。

　彼が通っていた大学はそれなりに偏へん差さ値ちが高い私し立りつだった。父も兄もその大学を卒業し、共に大手の企き業ぎように就しゆう職しよくを果たしている。彼もまた、そのレールに乗るはずだった。

　だが一回生の前期試験、単位の大半を取りこぼしてしまう。元同級生達はインタビューに対して口を揃そろえて「真ま面じ目めな奴やつだった」と答えていたから遊び呆ほうけていたわけではないだろうが──ただし故こ人じんの事だから悪あし様には言えなかっただけかもしれない──そこで彼は落ちこぼれてしまった。

「一回生の前期で単位が取れんかったくらいで落ちこぼれってのもなぁ。ウチは二回の時、四単位しか取れんかったけど、無事卒業出来るで」

　病室のベッドの上、鴻こうの池いけキララ先せん輩ぱいはそう呆あきれた。

　彼女の言う通りだろう。挽ばん回かいするチャンスは十分にあるはずだ。

　しかしそこで、彼の心の中で大切な支柱みたいなものが砕くだけてしまったのだ。

　勉強への熱意を失った彼は放ほう蕩とうし、そしてそのまま中退。

　そんな彼を待ち受けていたものが何なのか、想像は容易いだろう。悠ゆう然ぜんと進む父と兄の後うしろ姿すがたに強い劣れつ等とう感を受け、将しよう来らいへの不安が自じ暴ぼう自じ棄きにする。乱みだれた精せい神しん状じよう態たいの中、ネット上に居い場ば所しよを求めた彼は、一年前、綾あや瀬せシンの事件を知った。同じように引き籠もりから世間を騒さわがす存そん在ざいへとなった彼を。

　具体的に何が引き金になったのかは分かっていない。単純に時期を合わせただけだというのが支し配はい的な見けん解かいだったが、それ以外だったのかもしれない。

　ただ……そうして『弾だん丸がん』は撃うち出された。人を、殺すために。いや、世間を騒がすために。

　では本来ならそれだけで終わるはずの事件が、何故『世直し』なんて言葉に繫つながったのか。

　それはもちろん、久寿川が扶ふ桑そう莞かん爾じに関かかわる事件を起こしていたからだ。彼と扶桑莞爾の間に接せつ点てんはない。血けつ縁えんでもなければ過か去こに会った事もない。これは彼の家族にしても同様だ。

　久寿川のパソコンを調べていく内、ブラウザから頻ひん繁ぱんに出入りしていたサイトが幾いくつか上がってきた。綾瀬シンの隠かくれファンサイトに始まり、その他の凶きよう悪あく犯はん罪ざいの詳しよう細さいと死体の画が像ぞうが掲けい載さいされたサイト、英語だが小動物を実じつ際さいに殺害している映像がアップロードされているような非ひ常じように猟りよう奇き的なものなどが見つかったのだ。

　その一方で、政せい治じにも強い関心を抱いだいていたらしい。政治に関わる掲けい示じ板ばんに度たび々たび書き込こみを行っていて、時には「死ね」などという過か激げきな内ない容ようも見られた。本人もブログを運うん営えいし、特定の政治家を貶おとしめる内ない容ようの記事を掲載していた。

　別べつ段だん支し持じ政せい党とうがあるわけではなく、具体的な活かつ動どう歴れきもない。ただ報ほうじられる量の関係から与よ党とうを扱あつかったものが多く、現げん在ざいの政治に強い不満と苛いら立だちを抱いていた事は間ま違ちがいないようだった。

　小学校の卒業文集に書かれた将しよう来らいの夢ゆめは『総そう理り大臣』。

　世の中を良くしたいという幼おさない願いは、とてつもなく歪ゆがんだ形で実行されてしまったのだ。

　ブログには扶桑莞爾に関する記事も多数見つかっている。現役時代に数々の悪名を残し、引退して尚なお、強い影えい響きよう力りよくを持っていたその存在は、久寿川にとって悪の象しよう徴ちように見えたのだろうか。

　結果として、彼の願いは実現されたと言うべきなのかもしれない。

　全すべてが終わったあの倉庫からは、綾瀬シンが言った通り麻ま薬やくが発見された。

　仕分けされた五キロの袋ふくろが四つ。大量の小麦の中に埋うまっていたのだそうだ。それによって扶桑は疑惑の眼めを退しりぞける事が出来なくなった。

　当たり前だが、所有している会社の倉庫から麻薬が発見されたからといって、何かの罪つみに問われるわけではない。直接関係していた事実が明らかにでもされない限かぎり彼は被ひ害がい者しやの立場であり続けるし、恐おそらくそんな事にはならないだろう。

　けれども、力を失った事は間違いない。麻薬を密売していたのではないかという不信感は拭ぬぐわれる事はないだろうし、世間を騒がせた凶悪事じ件けんの動機に関係していると見られている以上、社会的な責せき任にんを問われる事になる。

　叩たたけば埃ほこりが出る身───そう言ったのはキララ先輩だ。

　今までは手を出せなかったが、今なら捜そう査さも進められる。麻薬に関しては何も分からなくとも、別べつ件けんでの逮たい捕ほもあり得るのだから事実上の失しつ脚きやくだ。黒い噂うわさの絶たえなかった重じゆう鎮ちんの一人が、表社会から抹まつ殺さつされたのだ。

　これを世直しと言うのかどうかはそれぞれの判はん断だんに任まかせるが、少なくとも僕はそうは思わなかった。

　動機は確たしかに政治への不満なのかもしれないが、やっている事はただの殺人。

　こんなの、間違ってる。

「でも、こういう奴やつって結けつ構こう居いるんじゃね？　予よ備び軍ぐんっぽいの、結構見かけるぞ」

　どうでも良さそうに携けい帯たいゲームを弄いじりながら、クロス少年が言った。

　時じ刻こくは午後二時過すぎ、暖あたたかい陽ひの光が差し込む病室で彼はソファーに腰こし掛かけていた。

　一番寒さが身にしみる時季を乗り越こえ、徐じよ々じよに春の気配が近づいてきている。まぁ、窓まどを開けようものならまだまだ冷たい風が吹ふき込んでくるのだろうが、エアコンの効きいた室内はすっかり春の空気だった。

　あの夜、駆かけつけてきた警けい察さつに保ほ護ごされた僕らは朝まで事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けて、ようやく解放された。重たい身体からだを引き摺ずりながら辿り着いた我わが家で、陽が暮くれる頃ころまで眠ねむりに落ちた。

　志し乃のちゃんと二人、並ならんで。

　事件は終わった。彼女がそう言った。

　ベッドの上では部屋の主であるキララ先せん輩ぱいが軽めのストレッチをしている。撃うたれた足はまだまだ傷きずが開く危き険けん性せいが高いために迂う闊かつに動かせないが、それ以外は問題ない。体力は十分に戻もどり、経けい過かも良好なのだそうだ。

　その事に安あん堵どする。表情も元の飄ひよう々ひようとした猫ねこのようなものに戻っている事だし。退たい院いんまでにはもっと時間が必要だろうが、日に日に元気になっていく姿すがたを見るのは見み舞まいに来ている身として心から喜ばしかった。

　それはクロス少年にしても同様だろう。毎日というわけではないようだが、時折フラリと現あらわれては、そそくさとソファーに陣じん取どり、ゲームを始める。あまり礼れい儀ぎに適かなった態たい度どではないのだけれど、何だかんだで凄すごく先輩の事を心配しているのが分かった。

「というか、クロス君は学校どうしたの？」

「あ～……あんなの、別にどうでも良いし」

「いや、良くないでしょ」

　以前は先輩を撃うった犯はん人にんを見つけ出すという重大事があったからこそ、志乃ちゃんを学校から呼よび出したわけで、平へい常じよう時じは学業は何よりも優ゆう先せんされる。午後二時という時間からも分かるとおり、志乃ちゃんは現げん在ざい学校だ。数日間の休みなどなかったように、ちゃんと授業について行けてるらしい。

　そんなわけで、本来この時間にお見舞いに来れるのは暇ひまな大学生くらいのものだが……。

「クロ助はこれで、割わりと成せい績せき優ゆう秀しゆうやで」

「えっ!?　そうなんですか？」

「なんでアンタが俺おれの成績知ってんだよ！　ってか、お前も！　なんでそんな意外な顔してんだよ！」

　別に悪意はないんだけどね。やっぱりちょっと意外だったというか。

　ちなみに、キララ先輩が何な故ぜ彼の成績まで知っているのかについては、今いま更さら不思議に思う方が馬ば鹿か馬ば鹿かしいというか、驚おどろくに値あたいしないと思うな。いや、成績が良いから休んでも良いって論ろん理り展てん開かいはどうかと思うけれど。

「まぁ良いや。で、予備軍って？」

「……くそっ！　予備軍ってのはさ、久寿川みたいなアホは結構な数居るって事だよ。ネタ記事に何時間も粘ねん着ちやくしてわけ分からん議論してる連中がさ。延えん々えんと同じコピペ張はって回ったり、ブログとか見てても延々とマジレスしまくってるし。そういうウザったい不満を溜ため込んで吐はき出してる奴なんて、ちょっと煽あおってやれば山やま程ほど釣つれるぞ？」

「クロス君は興きよう味みないの？」

「だって俺、投票出来ねーし」

　そりゃそうか。かく言う僕ぼくもまだ参さん政せい権けんはないし、もしかしたら彼以上に政せい治じに興味がないかもしれない。大学でパソコンを使う時も、わざわざその手のブログなんて見ないし。

「年がら年中こいつみたいなのは沸わいてるしさ、まぁ大半は口だけの馬鹿なんだけど、特別ってわけでもないんじゃね？」

「でも、こんな事件を起こす人は居ないでしょ」

「いや、そうだけど。こいつは特別なんだけど、特別じゃねーんだよ」

「クロ助が言いたいんはこういう事やろ？」キララ先輩が助け舟ぶねを出した。「確たしかに事件を起こすようなんはそうそう居おらん。せやけど、こういう事を口先だけやとしても考えとる奴は珍めずらしくもない。違ちがうか？」

「……ちっ」

　どうやら正せい解かいだったらしく、クロス君は唇くちびるを尖とがらせた。

「クロ助が言う通り、確かやと思う。世の中に不満を持っとる奴は今も昔も数知れず居るやろ。それをぶつけるかどうかは別にして、な」

「……《ブレット》」

「ん？　なんや？」

「いえ、ある人が言ったんですよ。十分な理由があれば人は誰だれでも犯はん罪ざいに走るって。誰かが引き金を引いたなら、多くの人は真っ直すぐに人を傷きずつけるんだって」

「なんやそれ？　潜せん在ざい的な犯罪性か？」

　先輩は首を傾かしげ、それから自じ嘲ちようした。

「実じつ際さい、そういうもんかもしれんね」

「先輩？」

「色んな事件に関かかわって来て、色んな犯罪者を見て来たんや。どうにも認みとめられんような、下らん理由で人を傷つけたり命を奪うばったりする事じ件けんも見とる。見て来たんや……けど、それは本当に下らん理由やったんやろうか？　傍はたから見ればそう映うつるんかもしれん。そんな事で、って怒いかりを感じるんかもしれん。でも、本人にとってそれは、その瞬しゆん間かんだけでも完かん璧ぺきな動機やったんちゃうやろか？」

「完璧な動機、ですか？」

　弥や栄さかさんは動機には二つしかないと言った。

　政治的なもの。

　宗しゆう教きよう的なもの。

　それ以外は動機として認められないのだと。

　だが事実として、下らない理由で賭かけに挑いどむ人は多い。

「もし、犯人が生きとって、目の前に居って……ウチの手に銃じゆうがあったら。その時、ウチは引き金を引いとったかもしれん。犯人の頭ドタマぶち抜ぬいとったかもしれん」

「────っ」

　僕とクロス君は同時に息を吞のんだ。

　先輩の瞳ひとみは病室の何ど処こも見つめていない。彼女が見ているのはたぶん別の世界なのだろう。

　どこかも知れぬその場所に立つ、富と樫がし刑けい事じの姿すがただけを捉とらえていた。

　久寿川の持っていた拳けん銃じゆうと先輩達を襲おそった銃じゆう弾だんの線せん条じよう痕こんは完全に一いつ致ちした。更さらにフリーターが銃殺された事件でも同じで、彼が犯人だった事は疑うたがいようがないだろう。

「先輩……」

「あぁ、アカンな。ともかく、案外ウチらはホンマに《弾丸》なんかもしれんわ」

「けどさ……それって仕方のない事だろ？」

　クロス君が言う。

「なんだっけ。そう、ミルグラム実験だよ」

「ミルグラム……？」

　そんな事も知らないのかと呆あきれるクロス君の代わりに、キララ先輩が説明してくれた。

「とある大学での実験や。教きよう師し役やくと生徒役に分かれて、問題を出す。教師は生徒が間ま違ちがった場合電流が流れるボタンを押おす。しかもそれは一度押す度たびに徐じよ々じよに電圧を高めていき、やがて生命の危き機きに関わるレベルまでいくボタンなんや……って教師役は噓うそを教えられる」

「噓、ですか？」

「そ。実際には電流なんぞ流れとらん。生徒役は雇やとわれた役者で、ただ苦しんでいる演えん技ぎをしとるだけ」

「えっと……それって何の意味があるんですか？」

「う～ん、アンタはさ、どのくらいでボタンを押す事を止やめる？」

　押す度に威い力りよくが高まりいずれは死に至いたるようなボタンをそうほいほいと押せるわけがない。

　軽い電気ショックくらいならともかく、危き険けんなレベルになれば押せなくなるだろう。よっぽどのサディストで、そんな拷ごう問もんじみた行こう為いに特別な快かい感かんを得るような人間でない限かぎり、多くの人は早い段だん階かいで止めるはずだ。

「実験を考えた連中も最初は、多くは危険なレベルに達する前にボタンを押す事を拒こばむだろうと考えとった。せやけどいざ実験をしてみると、半数以上が命に関わる最大レベルまで押す事を止めんかったんや」

「そんなっ、どうして！」

「そう指し示じされたからや。実験中は指示に従したがうよう契けい約やくしとった。それに従った結果何らかの事故が起こったとしても罪つみには問われんとも教えられとった。教師役はそれに逆さからう事が出来ず、ボタンを最後まで押し続けた」

　人間の倫りん理り観かんは、犯はん罪ざいの抑よく止しとして十分には機き能のうしない。

　その必要に駆かられたのならば、僕らは全すべて等しく、そのようにするだろう。

　ただの《銃弾》となり果てて、誰かを傷つけるだろう。

　弥栄さんは僕らを《ブレット》だと言った。

　それはたぶん、間違ってはいないのだ。

「けど、そうならないように努力する事は出来ますよね」

「それでもどうにもなんねーから《弾丸》なんじゃねーの？」

「だとしても、だよ。どれだけ世の中に不満を抱いだいていたって、それを変えるために犯罪に走るなんて馬ば鹿か馬ば鹿かしい。目の前に置かれた現げん状じようは、努力によって乗り越こえるべきだ。倫理観だけでは足りないのなら、使命感だとか正せい義ぎ感だとか、何か強い目的を持っていればきっと大だい丈じよう夫ぶだと思うな」

「精せい神しん論ろんのようで精神論にさえなっとらんなぁ」

　先輩は厳きびしかったが、それでも僕の言葉を否ひ定ていするつもりはないらしい。

　むしろどこか嬉うれしそうな表ひよう情じようだった。

　理り屈くつになっていないかもしれないけれど、やっぱり僕はそういうものだと思う。

　倫理観が犯罪の抑止にはならないというのなら、それ以外のものがあれば良い。

「おっ、今日も今日とて扶桑莞爾特集らしいで」

　音を消した状じよう態たいで点つけっ放しにしていたテレビに、久寿川と扶桑莞爾の顔写真が激はげしくぶつかり合うような形で映うつし出されていた。煽あおり文句は『闇やみの帝てい王おうの真実！』で、明らかに演えん出しゆつ過か剰じようだった。

　今日も今日とて、と先輩が言ったように、ここ一週間程何処のニュース番組も扶桑莞爾一色だった。それはあたかも、今まで抑おさえ付けられていたバネが一気に解とき放たれたかのようで、深く踏ふみ込こむ一方で過か激げき化かの一いつ途とを辿たどっている。

　対して、久寿川への共感は若じやつ干かんではあるものの集まってきているようだった。最初の一週間は引き籠こもりによる凶きよう悪あく犯はん罪ざいという事もあって、時には故こ人じんを侮ぶ辱じよくするような内ない容ようさえあったが、今ではすっかり『世直し人』である。

　なんとも現げん金きんな話だとは思ったが、案外これは久寿川が望んだ結末だったのかもしれない。

　いや、違うかな？

　結果的に射しや殺さつされてしまったのだから成功とはいえないか。あの夜の様子から彼が死を望んでいなかった事は確たしかだ。自じ宅たくからは遺い書しよのようなものも見つかっていない。それにクロス君が言っていた事だが、パソコンのＤドライブを消去しないまま残していたなんて、死を覚かく悟ごしていた奴やつには考えられないんだそうだ。彼にとって、あれは望まぬ形での死だった事は間違いないだろう。

　一いつ瞬しゆん、網もう膜まくに額ひたいを撃うち抜ぬかれた彼の顔が見えた。

　フラッシュバック───何な故ぜだか妙みように記き憶おくに残っていた。死体を見たのは初めてではないし、もっと酷ひどい死に様だって知っている。それでも、何故か彼の死に様だけが妙に気に掛かかっていた。

　数秒間瞼まぶたを閉とじて、開く。

　そうする事でリセット出来た。明るい視し界かいの中、テレビの向こう側で扶桑莞爾の過か去この疑ぎ惑わくを纏まとめたＶＴＲが流れている。

「全部は無理やろうけど、幾いくつかは今からでも立りつ件けん出来るんがあるやろ。こっからが警けい察さつの本ほん領りよう発はつ揮きやで。積年の恨うらみをぶつけるように徹てつ底てい捜そう査さするやろな、ウフフフ」

「なんかコエーよ、お前」

　何にしても、これで終わったのだ。

　志乃ちゃんの言う通り、事件は全すべて解かい決けつ。

　後は……綾瀬シンの行方ゆくえくらいだろうか。終わりだ、と宣せん言げんした彼はそのまま姿すがたを消してしまい、この二週間、僕らの前に顔を出していない。真ま白しろちゃんにも聞いたが、何ど処こに居いるかは分からないようだった。あるいはもう、大阪には居ないのかもしれない。

　警察は彼を捜さがすためには動いていない。というか、今もまだ綾瀬シンが双ふた子ごだった事実を知らないままでいる。

　それを明らかにするかどうかは、志乃ちゃんと話し合った。そもそも彼を隠かくしていたのは模も倣ほうし続けていた犯人がスケープゴートとして使うかもしれないと考えたからで、久寿川が死し亡ぼうした今となっては何の意味もないカードである。

　だが、彼女はその必要はないと首を振ふった。今いま更さら、彼に何か出来る事はない、と。

　犯罪者を野放しにする事への不安はあったが、彼と弟さんの話を聞いて少しだけ印象が変わっていた。その犯行動機は理り解かい出来るものではなかったけれど、彼が無む条じよう件けんに殺さつ戮りくを繰くり返すような人間ではない事は分かったからだ。

　全ての目的は弟の側にだけあって、それを失った綾瀬には犯行を続ける理由がない。

　結局、彼が何をしにやってきたのか良く分からないままだった。

　彼なりに目的があるような事を言っていたけれど、それは果たせたのだろうか？

　もう一度だけ、会いたいような気がする。たぶん、気の迷まよいだと思うけれど。

　それに、弥栄さんにも少しだけ。

　遅おくれて駆かけつけてきた警察に話を聞かれている間に、彼女もさっさと何処かへと消えてしまった。綾瀬とは違ちがい彼女には逃にげる理由はなく、たぶん自分の職しよく場ばへと帰ったのだろう。久寿川を射殺した件がどのような手続きをへてどう処しよ理りされたのか、それは警察内部の話なので分からないが、発はつ砲ぽうは正当なものだったという事から、今も新たな事件に関かかわっているのかもしれない。

　性せい格かく的にも職業的にも、もう二度とお会いする事がないよう願いたい人ではあるのだが、一言くらいお別れの挨あい拶さつを交かわしたかったものだ。

　そういえば、何を考えていたのかという点では彼女についても謎なぞだ。

　高たか柳やなぎさんと二人、いきなり会いに現あらわれたと思ったら、綾瀬シンの事件も含ふくめ不特定多数の犯行と考えている、なんて大噓で僕を騙だまし、その後再さい会かいした時には綾瀬シンが犯人だと言った。彼女はずっと綾瀬を追っていたようだが、それは全く間違いだったわけだし、何だかずっと空回っていたように思う。

　公安調査庁と公安警察を間違えて就しゆう職しよくしてしまうくらいのドジっ娘こだし、考えてみればなかなか可愛かわいらしい人だったのかもしれない。

『あぁ、見つけた。間違いない、彼が犯人だわ』

　……あれ？

　小さく声が漏もれた。先せん輩ぱいとクロス君はすっかりテレビに釘くぎ付づけで気づかない。

　何な故ぜだろうか。たぶん気のせいだとは思うのだが、違い和わ感があった。

　弥栄さんは何をしていた？

　彼女はどうして綾瀬シンを追っていた？

　そんなの、決まってる。彼が犯はん人にんだと信じきっていたからだ。そうじゃなきゃわざわざ僕らのところへはやってこないだろう。綾瀬シンが双子である事を知っていた彼女は、片かた割われが犯行を繰くり返しているのだと考えた。そして、唯ゆい一いつ接せつ触しよくを持っていた志乃ちゃんの元にまた現れるのではないかと考えた。

　先輩が話してくれた事。滋賀の倉庫へと向かう前、高柳さんと話していた彼女は、公安が僕らの前に顔を出しながら肝かん心じんの志乃ちゃんから何も話を聞いていない事に疑ぎ問もんを抱いだき、その理由に思い当たった。

『目もく撃げき証しよう言げんなんて必要ない……もっと具体的な情じよう報ほうを持っとるから！』

　それは正しかった。彼女達は僕らの目撃証言なんて必要としていない。再ふたたび接触を持つ可か能のう性せいがある志乃ちゃんという存そん在ざいがいれば良い。話なんて聞かなくても、ただ監かん視ししていれば良かったんだ。

　いや、待て。それならそれで、わざわざ僕の前に顔を出す理由だってないんじゃないか？

　こっそりと監視していれば良いわけで……いやいや、違うか。彼女は反はん応のうを見るために噓うそを吐ついたのだ。既すでに接触している可能性を考えて、念のために探さぐりを入れたかったのかもしれない。つまり、それだけ確かく信しんがなかった。本当に綾瀬が現れるかどうかの。

　また、他方で監視し続けられる人員も居なかったんだろう。公安の人間は弥栄さんと高柳さんしか見ていないが、彼女達だけで家を監視し尾び行こうするのは大変な苦労だろう。

　……けど、待て。

　そういえばほとんど家から出ていなかったんじゃないか？

　志乃ちゃんが熱を出したから看かん病びようのためにずっと家に籠こもっていたじゃないか。もしかしたら彼女は監視されている事を知っていて、外に出ないようにしていたのか。買い物に出ようとする僕を止めたのか。

　しかし、あの熱は本物だったしなぁ。

　仮け病びようという事はないから、単なる偶ぐう然ぜんかもしれない。

　それに、まともに監視出来ていなかったわけだし。もし常つねに警けい戒かいしているのなら、僕らが本当に綾瀬と接触してしまった事に直すぐに気づいたはずだ。ダックスフンド発言によって思い切り疑うたがわれてしまったとはいえ、本来ならそこは確信に変わっているべきなのである。

　何というか、微び妙みように抜ぬけている。

　事じ件けんが扶桑莞爾に関連するもので、綾瀬が親しん戚せき筋すじだという事も摑つかんでいた。そもそも富樫刑けい事じ達たちも知らなかった綾瀬シンの真実まで調べていたのだから、情じよう報ほう収しゆう集しゆう能のう力りよくは一級品だろう。

　最終的に、あの集積所にだって辿たどり着けたわけだし。

　そう───あの場所。

　思い出してみる。

　あの時、現げん場ばには誰だれが居た？

　僕ぼくと志乃ちゃんが居た。殴なぐり倒たおされた彼女を庇かばうように覆おおいかぶさっていた。

　新たな犠ぎ牲せい者しやとなりかけていた男性が居た。その場に蹲うずくまって怯おびえていた。

　久寿川が居た。激げつ昂こうし銃じゆうを僕らへと向けていた。

　そして───綾瀬シンが居た。

　状じよう況きようからして弥栄さんが久寿川へと銃じゆうを向けたのは正しい。最上位の脅きよう威いであった事は間ま違ちがいなく、発はつ砲ぽうの是ぜ非ひはともかくとして素す晴ばらしい判はん断だん力りよくだった。

　本当に素晴らしい、驚きよう嘆たんすべき判断力だ。

　だって、あれ程ほど疑っていた綾瀬シンが目の前に居るのに。

　犯人だと思い込んでいた彼がそこに居たというのに。

　彼女は僅わずかにも、関心を示しめさなかった。

　久寿川を射しや殺さつした後も、直ぐに銃を仕し舞まっていた。連続殺人犯が目の前に居るのに？

　気づかなかったという可能性はない。彼は確たしかに動かなかったが、声を出したのだ。

　確かく実じつに弥栄さんは綾瀬に気づいていた。その上で、まるで無む視ししていた。

　彼女の同どう僚りようである高柳さんは銃じゆう撃げきを受けて殺された。

　大阪での事件でも銃が使用されていた。

　連続殺人犯が拳銃を所持している事は間違いない。

　そんな相手が目の前に居るというのに、何の警戒もしなかった！

　いったいどうなっている？

　信じられない感情が溢あふれてきた。それは理り解かい不能な不安。違和感もこれ程重なると強いプレッシャーとなって責せめたてるものなのか。脳のうの処しよ理り能力を超こえそうになっている。それでも答えを導みちびき出せと叫さけぶ声が耳の奥おく深ふかくでドラムのように繰くり返し繰り返し鳴っていた。

　そうだ。そもそも何故彼女は綾瀬の真実を知りながら黙だまっていた？

　公安は彼をどうして隠かくしていたんだ。

　全すべてを明らかにすべきだった。それが彼女達の義ぎ務むではないのか。

　なのにそうしなかった。後からバレたら大問題になるはずなのに。

　なら、そこには目的があったと考えるのが妥だ当とうだろう。

　志乃ちゃんが言ったように、綾瀬を秘ひ匿とくしておく事で何かを成そうとしていた。

　そしてそれを彼女は『一連の事件を綾瀬シンに押おし付ける事』だと言った。

　だが、結果はどうだ？

　弥栄さんは綾瀬になんの興きよう味みも見せず、彼は姿すがたを消してしまった。

　あの時点で、久寿川だと断だん定ていした。それは正しく、久寿川の家から様々な証しよう拠こが見つかり、世間に公表された。今いま更さら綾瀬シンが犯はん人にんだなんて誰も思わない。一年前から続いていたはずの事件は完全に切り離はなされ、『綾瀬シン』という幻げん影えいは完全に消えてしまった。

　いったい、何のために黙ってたんだ？

　まるで意味がないじゃないか。

　綾瀬が犯人でなければ、彼女の行動の理由がない。

　単に彼の顔を知らなかったという可か能のう性せいは？

　あり得ないだろう。双ふた子ごだと分かっている以上、死し亡ぼうした弟と同じ顔をした男を見み逃のがすわけがない。

　なのに、どうして。

　その時だった。ある閃ひらめきが脳内を走った。

　漫まん画が的な演えん出しゆつとしてピコンッと電球が灯ともったりするが、それ程ほど劇げき的てきなものではなかった。バケツの中に濁にごった水が満たされていて、幾いくつもの疑ぎ問もんや違和感という針はりが穴あなを空あけていく。すると水位はどんどん下がり、やがて底が見えるだろう。僕はそこに、回かい答とうを見つけた。

　だが……もし『そう』だとしたら、どうなるのだ？

　確かに怪あやしい。理り屈くつも合う。ただし、一部だけ。

　弥栄さんが綾瀬を疑うたがわなかった理由はこれで説明出来る。

　それを示すかもしれない証言もある。

　しかし、どうしても理解出来ない部分が残されていた。

　発想はある。それでも確信には至いたらない。

　いよいよもって、脳みそが限げん界かいだった。どう進めてみても矛む盾じゆんが生まれてしまうのだから、吐はき出されるエラーの量に頭ず痛つうがした。

　そんな僕を救ってくれたのは、コンコンッという軽けい快かいなノックであり、

「どうぞ～」

　先せん輩ぱいの声だった。随ずい分ぶん考えこんでいたような気がしたのだが、実じつ際さいにはそうでもなかったらしい。ＶＴＲは終わってしまったらしいが、テレビ画面はスタジオに移うつりながらも扶桑莞爾の話題で盛もり上がっていた。

　病室に入ってきたのは、五十代程の男だん性せいだった。

　白はく髪はつ交じりの薄うすい髪かみに丸い顔、身長は僕よりも少し小さいかもしれない。その代わり、身体からだつきは良く、僕以上のパワーを感じた。綺き麗れいなスーツに身を包んだ姿は失礼ながらあんまり似に合あっていないようだが、ニコニコとした笑え顔がおはとても愛あい嬌きようがある。

「オッチャン、いらっしゃい！」

「おお、すっかり元気になったみたいやなぁ。前に来た時は寝ねとったから話せんかったけど、買こうてきたお菓か子し、食べてくれたか？」

「うん。美お味いしかったで、ありがとう」

　おっちゃん……親しん戚せきか何かなのだろう。

　とても親しげで、先輩の顔に幼おさない笑顔が灯ともる。

　とりあえず椅い子すから立ち上がって、会え釈しやくする。クロス君も携けい帯たいゲームを仕し舞まい、座すわったままだが軽く頭を下げた。

「おお？　そっちの彼は────」とクロス君を見ながら男性は言う。「前に来た時会ったんだが、こっちの彼は初めてやな。もしかしてキララちゃんの彼氏さんかい？」

「いえ、ちが────痛いたっ！」

　答えようとした僕の太ふと股ももに、先輩の拳こぶしが突つき刺ささった。

　ベッドのリクライニングで上半身を起こしているとはいえ、上半身だけで恐おそろしい威い力りよくだった。

「ちゃうちゃう、これはただの後輩や」

　強きよう制せい的に僕を黙だまらせ、笑顔で首を振ふる先輩。

　結局否ひ定ていするんなら、何で殴なぐられたのだろう？

　何か凄すごく理り不ふ尽じんなものを感じながらも、反発はしなかった。

「なんやよう分からんけど、わざわざお見み舞まいに来ていただいてありがとう」

「いえ……。あ、どうぞ座って下さい」

　椅子を譲ゆずると彼は「ありがとう」と言ってそこに腰こしを下ろした。

　貫かん禄ろくがあるなぁとは思ったが、座る姿し勢せいを見てその理由を知る。

　武ぶ道どうを学んでいる人特有の座り方だ。

「この人は昌しよう吉きちさん。ウチの叔お母ばさんの旦だん那なさんで、警けい察さつ大学校の教きよう授じゆさんや」

「凄すごいんですね」

「いやいや、大したもんやない。第一線で働けん爺じいさんの行き着く先の一つや」

　謙けん遜そんしているが、優ゆう秀しゆうだからこそ次世代の警官を育てる役やく職しよくに就つけるのだ。

　富樫刑けい事じだけではなく、こんな人にも囲まれて育っていたら、そりゃ刑事を目指したくなるってもんだろう。

「身体の調子はどうや？」

「おかげさまで、すっかり元気になったわ」

「そうか……。その、足あつちの方はどうなんや？」

「うん、まぁ……まだまだこれからやね。まだ歩行のリハビリは出来んし。せやけど、大丈夫やで」

「そやったら良いんやけどな。色々苦労はあるやろうけど、俺おれも応おう援えんしとるからな」

　彼は軽く眼めを潤うるませていた。

「まぁ、何にしても、や！　とりあえず、犯人は死んだんやからな。これで一いつ件けん落着やね」

　それを誤ご魔ま化かすように大声で笑う。隣となりの部屋にまで聞こえそうな程だったが、声の大きさはそれだけキララ先輩への感かん情じようの量に比ひ例れいしているようで、どこか微笑ほほえましかった。

「全くや。オッチャン、後輩が一いつ杯ぱい居おるんやろ？　しっかり頼たのんで、扶桑莞爾を追い詰つめてや？」

「おお、それやったら心配ないわ。連中、眼ぇ充じゆう血けつさせて走り回っとったで」

「やっぱコエーよ、お前ら」

　改めて呟つぶやくクロス君に同意。それだけ、警察関係者にとっては悲願なんだろうけどさ。

「あぁ、せやけど……画が竜りよう点てん睛せいには欠けるんよね」

「ん？　何か問題があるんか？」

「綾瀬は行方ゆくえ不ふ明めいのままやから、それが一つ気になるわ」

　あっ───と声が出そうになった。

　先輩もその点については考えていたらしい。僕と志乃ちゃんの間では、もう彼を追わないと決めていたが、それを伝えてはいなかった。

「綾瀬？　誰や？」

「綾瀬シンや。あれを捕とらえられんかった事は残念で仕方ないわ」

「キララちゃん、何を言うとるんや。綾瀬シンってあれやろ、一年前の事件の犯はん人にんやろ？　もう死んどるやないか」

「いや、それがな」

　止めるべきか。どうすべきか。

　考えてみても答えは出なかった。

　本来は止めるべきではない。隠かくしていてはならない。

　警察が実じつ際さいにどう対たい応おうするかは別にせよ、罰ばつを受けるべき人間が野放しになっているのだから、それを隠す事は罪つみにさえなってしまう。

　それでも、今いま更さら彼を捕つかまえて法ほう廷ていに立たせたところで何の意味があるのか。

　迷まよっている間にも時間は動く。

「オッチャンは知らんかもしれんけど、綾瀬シンは実は双ふた子ごで、一人がまだ生きとるんや」

「はぁ？　何を言うとるんや」

　わけが分からん、と呆あきれたような表情だった。

　それが自然なリアクションというものだろう。

「キララちゃんは会おうたんか？」

「え？　いや……見てないけど。なぁ、ホンマなんやろ？」

　先輩に問いかけられて、答えに躊躇ためらう事は出来なかった。

　ここで実は噓うそだったと言えば、全すべてをなかった事に出来る。

　しかし、彼女を裏うら切ぎる事にもなる。

　そんな事、出来るはずがない。

「信じられないかもしれませんが、公安が隠していたんです」

「公安がぁ？」

　殊こと更さら疑うたがわしげな視し線せんを向けてくる彼に、真正面から答える。

「ちょっと済すまん。電話してくるわ」

　そう言って昌吉さんは病室を出た。

　戻もどってきたのは十分程ほどしてからだろう。

　その時、彼はどこか困こまったような顔だった。

「公安の知り合いに連れん絡らくしてみたけど、そんなんは初耳やって言うとったぞ？」

「え────？」

　そんな馬ば鹿かな。だって弥栄さんはっ！

「電話を受けた人が知らなかっただけかも」

「俺が連絡したんは総そう務む課かの課長や。そない重要な情じよう報ほうを知らんはずがない」

「ぶ、部外者には教えられないのかも」

「そいつは後こう輩はいでな、噓は吐つかせん。秘ひ密みつにせなアカン情報は答えられんと言うはずや。せやけど知らん、初耳やって言いおった。君、もしかしたら担かつがれたんとちゃうか？　ホンマにそいつは綾瀬シンやったんか？」

　キララちゃんも会うとらんわけやし、と昌吉さんは続けた。

　確たしかに先輩は会っていない。クロス君も同様だ。

　この場で『綾瀬シン』と会ったのは僕だけ。

　担がれた……つまり騙だまされたのか？

　あれは綾瀬シンとは別人で、双子という話も全くの噓だったのだろうか。

　違ちがう───彼は綾瀬シンだった。

　間違いなく、一年前の公こう衆しゆうトイレで見た綾瀬シンと同じだった。

　自分の認にん識しきほど疑わしいものはない。

　自分の思考ほど間違いの多いものはない。

　けれど、間違いない。

　彼は間違いなく双子だった。彼が語った過か去こは間違いなく真実だった。

　騙すだけならあそこまで話す必要はない。

　これは、間違いない。

　だから───分かってしまった。

「そうか。そういう、事なのか」

　公安は本当に知らなかった。

　たぶん、高柳さんも何一つ知らなかったのだ。

　この『一連の事じ件けん』の真相。

　久寿川の犯行が何ど処こから始まっていたのか。

　彼は《弾だん丸がん》。

　では、その引き金を引いたのは誰だれだったのか。

「一つ、質しつ問もんさせて下さい」

「なんや？」

「警けい察さつ学校では拳けん銃じゆうの扱あつかいについても習うんですよね？」

「そりゃもちろん。なんや、もしかして銃を撃うってみたいんか？　アカンアカン、ああいうもんは生しよう涯がい触ふれんに越こした事ないわ」

「いえ、そうじゃなくて。もし、ですよ？　拳銃を持った犯人を前にした時、貴方あなたは何処を狙ねらいますか？　何処を撃つように教えますか？」

「なんや？　何の話や？」

　昌吉さんは不ふ審しんげに僕を見つめた。

「オッチャン、答えたって」

「ん？　そうか？　そういうんは状じよう況きようによるなぁ。まず基き本ほんは威い嚇かく射しや撃げきやから地面を狙う。あるいは足やね。万が一流れ弾だまが誰かに当たったらシャレにならんし、建物とか私し有ゆう物ぶつに傷きずつけたら修しゆう理り費ひ用ようは国が支し払はらう事になるからなぁ」

「足を撃っても、相手は拳銃を撃てるんじゃないですか？」

「あぁ、そうか。そういう状況やったな。そん時は、とにかく犯人に投とう降こうを促うながす。撃ち合いにならんよう説得して、応おう援えんを待つ。そういう状況では、とりもなおさずお互たがいが落ち着く事が肝かん要ようやからな。ドラマみたいなドンパチは格かつ好こうええが自分の命が関かかわっとる限かぎりは勘かん弁べんや」

「犯人が酷ひどく興こう奮ふんし、投降に応じられる状じよう態たいではなく、何い時つ民間人に向けて引き金を引いてもおかしくない状況だったら？」

「そこまで限げん定ていするか？　そこまでの緊きん急きゆう性せいがあるんやったら、そうやな、対象に向けての発はつ砲ぽうも止やむを得んかもしれん。凶きよう器きを所持しとる腕うでに向かって発砲……けど、お互いに死ぬ危き険けん性せいが高いからな、何とも避さけたいもんや。そうならんようにするんがテクやで」

「腕、ですか。例えば、頭部を狙ったりはしませんか？」

「頭か？　警察の仕事は犯はん人にんの逮たい捕ほやで？　わざわざ即そく死しする確かく率りつが高い上に当たるかどうかも分からん小さい的を狙うわけないやろ。君が言うたみたいな緊急性の高い状況でなら、何より相手の動きを止めるんが重要や。当たりやすいよう、身体からだの面の一番広いライン───肩かたの高さを狙うんが基本やね」

　疑ぎ問もんは一つの発想へと変わり、そしてついに確信へと至いたった。

　久寿川が死んだあの夜、僕ぼくが見たものの異い常じよう性せい。

　その正体が全すべてを繫つないでくれた。

「ありがとうございます」

　丁てい寧ねいに頭を下げて、僕は病室を出た。

　昌吉さんは何事なのかと不思議そうな顔をしていたけれど、キララ先輩はたぶん分かっていた。僕の辿たどり着いた答えが、ではない。僕が答えに辿り着いた事に。もしかしたらクロス君もそうだったのかもしれない。

　無言のまま見送られ、僕は歩く。

　病院を出て、携けい帯たいを取り出した。

　以前受け取っていた名めい刺しを取り出し、番号を打ち込こんでいく。

　コールはたったの二回。

『はい』

　軽かろやかな女じよ性せいの声が聞こえた。

「何か……分かったら、教えて下さいって言いましたよね？」

『そうだったわね』

「分かりましたよ。貴女あなたが何をやっていたのか」

　そうして僕は、彼女を告発した。

「弥栄さん───貴女は、犯はん罪ざい者しやだ」










０７／




　待ち合わせた場所は、キララ先せん輩ぱい達たちが襲おそわれた倉庫だった。

　ＥＪ社は事じ件けんがあった日から業ぎよう務むを停止している。殺人事件の捜そう査さのため倉庫への出入りが出来なかったから、だけではない。食品加工の会社であり、倉庫に保ほ存ぞんされていた小麦粉も麵めん類るいやお菓か子しへと加工されるためのものだった。だが、果たして誰が殺人事件のあった倉庫の小麦を食べたいと思うだろうか。衛えい生せい面めんでは問題なくとも、精せい神しん面めんで拒きよ絶ぜつされる。

　製せい品ひんへのマイナスイメージが広がり、とにかく人の噂うわさも七十五日と一時操そう業ぎようを停止して耐たえるしかなかったところに、更さらに大阪の集積所での事件。麻ま薬やくが発見され、扶ふ桑そう莞かん爾じの力が弱まり、そこから出た小麦を仕入れていたという事実は決定打となった。

　まだ手続きは行われていないようだが、倒とう産さんは免まぬがれないだろう。

　静まり返った倉庫はガランとしている。電でん灯とうが高い位置にあるため薄うす暗ぐらく寂さびしい印象だった。警察が必死に捜査したらしく、地面にはまだ新しい埃ほこりの薄うすい層そうしか残っていない。いや、もう一つ。僅わずかな黒ずみを見つけてしまった。

　ここで人が死んだ。

　ある計画の下もとに。

「運が良かったですね。ここしばらく、東京と大阪を行き来していましたから、もしかしたらしばらく会えなかったかもしれません」

「貴女にとっては、運が悪かったかもしれませんよ」

「それは、貴方あなたにとっても同様なのではありませんか？」

　弥や栄さかさんは落ち着いていた。告発を受け呼よび出されたにも拘かかわらず、その顔には些いささかの不安も刻きざまれていない。それどころか、こちらを圧あつ迫ぱくしてくるかのようだ。

「弥栄さん。どうして黙だまっていたんです？」

「何の事ですか？」

「綾あや瀬せシンが双ふた子ごだっていう事ですよ。どうして、それを秘ひ密みつにしていたんです？」

「そんな事。公安の仕事の中には、知り得た情じよう報ほうを直すぐに明らかにすれば良いというものではない事件もあります。詳くわしくは話せませんが、こちらにも事情がある。同じ警察官でも、刑けい事じとは違ちがうんですよ、私達は」

「確たしかに違うようですね。ですが、事情があったのは公安ではなく、貴女でしょう？　公安に確かく認にんを取ってもらいました。彼らは綾瀬シンが双子だなんて知らなかった。知っていたのは貴女だけです！　これはいったい、どういう事なんですか？」

「……貴方の見けん解かいを聞きましょう」

　余よ裕ゆうの表ひよう情じよう。余裕の態たい度ど。

　揺ゆるがない姿すがた。

　恐おそらく彼女は予想していたのだろう。二週間も経たって、呼ぶ理由は他ほかにない。

「貴女あなたは噓うそを吐つきました。貴女は組そ織しきとして動いてなんかいない。個こ人じんとして事件に関かかわっていた」

「そんな話はどうでも良いわ。さっさと話を進めて」

　前まえ振ふりはいらない。彼女は答えだけを求めている。

　……求めている？

　何な故ぜだ。真実が明らかになれば、彼女は間違いなく罪つみに問われるというのに。

　言い知れぬ不安を感じながらも、ここまで来て退しりぞくわけにはいかない。

　今は自分の答えを示しめすしかない。

「貴女と綾瀬シンは、共きよう犯はん者しやですね」

「……間違ってはいない」

「み、認みとめるんですかっ！」

「これで話はお仕し舞まい？　詰つまらない時間だったわ」

「待ったっ！　待って下さい！」

　立ち去ろうとする彼女を呼び止める。

「あ、貴女は……一年前の事件の際さい、綾瀬シンが双子である事実を知った。恐らく、彼を捕つかまえる事に成功したんじゃないでしょうか。そして本人から聞かされた。しかしその事実を誰にも伝えなかった。報ほう告こくするでもなく、むしろ貴女自身の目的に利用する事を考えた」

「どうして私が彼らと出会っていたと？」

「綾瀬兄弟は確かに強い絆きずなで結ばれていました。彼らは言葉を必要としないコミュニケーションを確立していた。けれど……それだけで警察の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱ出来るでしょうか？　彼らの魔ま法ほうは本当にそれだけで成立するのか、そこまで異い常じような力を持っていたのか。僕はそれが不思議でなりませんでした」

「丸っきり信じていたように見えたけれど？」

「……こほんっ！　考えた結果、やっぱりあり得ないんじゃないかと。ですが、この魔法を成立させる方法はあります。それは、第三者が───いいえ、密告者が存そん在ざいした場合です」

　威い信しんを賭かけて敷しいていた検けん問もんも、巡じゆん回かいする警けい察さつ官かんの数も、その場所と時間さえ知っていれば何の問題もない。どこに敵てきがいるのか知っているのなら、隠かくれる事も逃にげる事も難むずかしくないのだから。

「貴女が警察の動向を伝えていたからこそ、彼らの魔法は成立していたんです」

「根こん拠きよは？」

「久く寿す川がわが『魔法』を使えたからですよ」

　即そく答とうした。

　綾瀬シンの場合は双子という利点が存在している。だから、一いち応おうでも理り屈くつが通るのだ。そのトリックなら可か能のうかもしれない。彼らなら可能かもしれない。そんな風に考えてしまった。

　しかし、久寿川は単たん独どく犯はんだ。そして、同じように捕まらなかった。僅わずかな期間ではあったにせよ、彼は『綾瀬シン』を模も倣ほうし、再さい来らいした悪あく夢むを前に懸けん命めいに捜そう査さする警察の包囲を潜くぐり抜ぬける事が出来た。

　綾瀬シンの真ま似ね事ごとなんて、一いつ般ぱん人じんでしかない久寿川には不可能な事だ。

　そう考えた時、もしかしたら協力者がいたのではないかと思い至いたった。それも限かぎりなく警察に近い立場に。

「貴女は綾瀬シンだけではない。久寿川とも共犯関係だった」

「ですが、その理屈は綾瀬シンが双子であった事を知っている警察関係者が、私の他に誰一人として存在していないという仮か定ていの上に成り立っているわね」

「でも貴女の同どう僚りようは────」

「公安以外にも聞いたの？」

「警察なら捕まえています」

「私も警察官よ」

「さっき貴女は共犯だって認めたんでしょうっ！」

「なら、撤てつ回かいします」

「ならって……そんな無む茶ちや苦く茶ちやな」

　遊ばれている、のか？

　問い詰つめるために呼よび出したのに、僅かにも距きよ離りが詰まっていない。

　彼女の罪を告発するために来たはずなのに、彼女は少しも揺るがない。

　揺るがない……？

　なんだろう、この感覚は。志し乃のちゃんのように的確に追い詰める事が出来ないなんて今いま更さらだけれど、それにしたって異常だ。まるで、全すべてが『他ひ人と事ごと』のようにさえ聞こえてしまう。

「不自然なんですよ、貴女の行動は。綾瀬シンの真実を知りながら誰にも伝えず、一年も経たって僕に会いに来たと思えば、真しん剣けんに彼の事を探さがしているわけでもない。綾瀬シンを疑うたがっていると言いながら、本気で見つけようとはせず、しかも最後の事じ件けんの時、彼を見み逃のがしている」

「それが、何か？」

「貴女は、そもそも綾瀬を捕まえる気がなかったんじゃないでしょうか。彼を探すフリをしながら、別の事を考えていたんじゃないですか？」

「別の事……まぁ、常つねにあらゆる物事を考えている点は否ひ定ていしません」

「いいえ、あらゆる物事じゃない。一つの計画を考えていたんです。それは、扶桑莞爾を失しつ脚きやくさせるための計画です。貴女は綾瀬兄弟の真実を知り、彼らを利用する事を思いついた。一年後、ほぼ同時期に久寿川を動かし事件を起こさせた。そもそも、綾瀬と久寿川、一年前と今年の事件が繫つながっていると錯さつ覚かくしていた事自体がおかしいんです。犯人が久寿川だと断だん定ていされた時点で、明らかに異常でしょう。彼はどうやって、綾瀬の事件を真似たんです？　そりゃ彼は綾瀬シンのファンサイトを閲えつ覧らんし、テレビや新聞では得られないような犯行の詳しよう細さいを得ていたかもしれません。でも、その程てい度どで騙だまされる程ほど、警察は馬ば鹿かじゃない。まさか綾瀬シンの再来だとは考えなくとも、生半可な模も倣ほうではハッキリと否定されてしまいます。にも拘かかわらず、久寿川はどうやってか、警察さえも疑ぎ惑わくを拭ぬぐいきれない程『良く模倣していた』───それは、一般人には不可能な事ではないでしょうか」

「……それで？」

「だとしたら、彼はどうやってそれだけの情じよう報ほうを得ていたのか。考えられるのは二つです。一つは綾瀬シン、生きている兄の方から直ちよく接せつ話を聞いた。もう一つは警察関係者から聞いた。前者の方がより確かく実じつに模倣出来るでしょうが、だとしたら犯行方法を完全に模倣するはずです。一年前、綾瀬は全国各地を回りながら、何の法ほう則そく性せいもなく人を殺していました。しかし久寿川は明らかに法則性を、目的を持っていた。綾瀬へのシンパシーを抱いだいていた彼が、もし綾瀬と出会っていたのなら、完全にコピーしていたはずです。そうならなかったのは、彼の思想と綾瀬の犯行を結びつけた存在、方向性を与あたえた人間が居いたからだ」

「それが私だと言うわけですか」

「そうです。貴女は綾瀬が双ふた子ごである事を誰にも明らかにしなかった。公安内部で何らかの目的があるのかと疑うたがっていましたが、そうじゃない。全ては貴女の個こ人じん的な感情に因よるものです。何かしら、扶桑莞爾に対する恨うらみがあるんじゃないですか？　だから彼を動かし、そして最後には射しや殺さつした。あの夜、貴女は久寿川の額ひたいを狙ねらって発はつ砲ぽうしましたね。僕はそれがどうしても気になっていたんですよ。額の真ん中を完かん璧ぺきに撃うち抜いていた……相当な腕うで前まえだと分かります。でも、それだけの技ぎ量りようがあるのなら拳けん銃じゆうを持った腕を狙うのが普ふ通つうじゃないですか？　犯人を逮たい捕ほし法ほう廷ていに立たせるのが貴女達警察官の仕事のはず。緊きん急きゆう時じとはいえ、当たり難にくい頭部に照しよう準じゆんを合わせるなんて、まるで殺したがっていたとしか思えません。事実───貴女の同僚である高たか柳やなぎさんは、頭なんて狙いませんでしたよ！」

　かつて、弾だん丸がんをこの身に受ける事になった事じ件けん。そこに居合わせた高柳さんは犯人の腕を狙って発砲したではないか。当たれば殺してしまう、外せば更さらなる被ひ害がい者しやを出す、そんな危き険けん性せいを無む視しして頭部を狙った事から、殺意の残ざん滓しは溢あふれている。

「あれは不ふ慮りよの事じ故こよ。肩かたを狙って撃った弾たまが、たまたま当たってしまっただけ」

「その割わりには、久寿川の死を確かく認にんしても動どう揺ようしませんでしたね」

「死体は見み慣なれているわ」

「貴女が殺したんですよ？」

「正当な発砲だった。その件けんについてはもうカタが付いているわ」

　綾瀬シンの自殺に続いて久寿川までも死なせてしまった事で、警察は大きな批ひ判はんを受ける事になったが、既すでに発砲は正当なものだったという事で落ち着いている。少なくとも新たな被害者は出なかったのだから。

「分かりました。確たしかにミスなのかもしれませんね。貴女がよほど下へ手た糞くそで、運悪くそれが額に当たってしまっただけなのかもしれません」軽く皮肉を言って、続ける。「けれど……何な故ぜ貴女はあの場所に居たのでしょうか？」

「それは説明したはずです」

「張はり込こんでいたら通報があった……本当にそれだけですか？」

「意味が分からないわ。具体的に言って」

「そもそも、何故久寿川はあの倉庫を狙ったんでしょうか？　今回の事件で、あそこからは麻ま薬やくが発見されました。僕ぼくは彼が倉庫に入ってきたところを見ています。そこで彼が何かを、たぶん特定の位置を、探していたのも見ました」

　人ひと質じちであり新たな被害者となるはずだった男性に、場所を確認していた。

「その事から、彼は麻薬が倉庫の中にある事を知っていた事が分かります。でも、正確な位置は知らなかった。まるで道を尋たずねているかのようでしたよ。行くべき場所は知っているのに、道順が分からない……そんな風に」

「扶桑莞爾の倉庫で麻薬の密みつ輸ゆが行われている事は知っていたけれど、具体的な場所は知らなかっただけでしょう？」

「違ちがいますよ。彼は具体的な場所を知っていたんです。あれだけ広い集積所です、犯はん行こう現げん場ば以外の倉庫に隠かくされていたとしたら、恐おそらく発見されなかったでしょう。彼の目的が扶桑莞爾の失しつ脚きやくにあるのだとしたら、そんな失敗は許ゆるされない。そして事実、彼は確信をもってあの場所にやって来た。しかしわざわざ、位置を確認しなければならなかった。これは明らかに不自然です。具体的な場所を知りながら、正確な位置が分からなかったなんて────」

「まるで、宝たからの地図を見てやって来たみたい」

　唇くちびるを嚙かむ。彼女の表ひよう現げんは確たしかだった。

　僕の先を行きながら、その言葉は自白とはならない。

　殺人を繰くり返している久寿川に扶桑莞爾の元に麻薬がある事を示しめす情報が送られたとしたら、それは彼にとっての正しく宝の地図だ。喜び勇んでそこへ行くだろう。それが誰だれの手によって送られたものにせよ、自発的に。

　分かっている。久寿川は利用されただけの被害者ではない。

　彼は自発的に殺人を繰り返した、利り己こ的なただの犯はん罪ざい者しやだ。

　その存そん在ざいや心情に同情する余よ地ちはないし、許ゆるす事も出来ない。

　だとしても、引き金を引いたのは間違いなく目の前に居る彼女なのだ。

「宝の地図を送ったのは誰でしょうか？　扶桑莞爾は、いえこの場合あの倉庫で働く従じゆう業ぎよう員いんでしょうが……本当に麻薬を密輸していたのか。小麦に紛まぎれ込ませて、そんな事が出来るのでしょうか？」

「出来るわ。ただし、今時流は行やらないでしょうね」

「そうですね。流行らないと思いますよ。だって余あまりにも分かり易やす過すぎる。他の事にしたってそうですが、全部が全部分かり易過ぎるんです。小麦粉に隠してコカインを輸入するなんて、そんな簡かん単たんな偽ぎ装そう……扶桑莞爾は二十年以上前から疑われていたんですよ。これで全くバレないんだとしたら、麻薬取とり締しまり官かんは完全に買ばい収しゆうされているか、全くの無む能のうです！」

「知りません。私は麻薬取締りの専せん門もん家かではないもの」

「だから思うんですよ。あそこで発見された麻薬は誰かが仕組んだものだって。そして、仮かりにそうだとしたら誰なら可か能のうでしょうか？　相当難なん易い度どは高いはずです。一定量の麻薬を確かく保ほし、それを紛れ込ませる。こんなの、一いつ般ぱん人じんじゃ無理ですよ。合計二十キロもの麻薬を用意する時点で無理が過ぎます」

「なら、暴ぼう力りよく団だん関係者なのかもしれないわね」

「警けい察さつ関係者でも可能なんじゃないですか？」

　公安である弥栄さんは麻薬の取締まりに直ちよく接せつ的には関連していないだろうが、そういったものと触ふれる機会はあったはずだ。その中で、横おう領りようするチャンスはあったのではないか。

「不可能ではないわ。警察関係者が押おう収しゆうした麻薬を横流ししたケースは事実として存在するもの」

「なら……」

「けれど、それは私の管かん轄かつ外がいです。確かに麻薬所持者を逮たい捕ほした事はあるけれど、押収された麻薬は私の手元には残らない。残せない。全すべて、厳げん格かくな手続きの上、専門の部ぶ署しよへと回される。私の元にあるのは、押収したものが麻薬であるという検けん査さの結果、その証しよう明めい書類だけよ。保管している場所にも入れないし、手に入れる機会はない」

「……えぇ、そうかもしれません。ですが綾瀬シンはどうでしょうか？　彼なら麻薬を手に入れるチャンスはあったかもしれない」

　実家が焼失し姿すがたを消していた期間、彼がどこで何をしていたのかは分からない。

　先せん輩ぱいはそこに何らかの組そ織しきの影かげが存在するかもと言っていたが、もしそれが暴力団関係だったとしたら、麻薬に触れる機会もあっただろう。

「綾瀬もまた、あそこに麻薬がある事を知っているようでした。貴女あなたでないのなら、彼が仕組んだとは思いませんか？」

　やけに饒じよう舌ぜつに理由を語った彼の姿を思い出す。

　不自然だとは思ったが、その時は納なつ得とくしていた。

　だが、今考えてみればただの言い訳わけだったのだ。

「二十キロもの麻薬を盗ぬすんだっていうの？　だったら今いま頃ごろ大事になっているでしょう。品ひん質しつにも因るけれど、莫ばく大だいな利り益えきが失われたのよ？　血ち眼まなこになって綾瀬を追うはずだし、そうなれば警察だって気づかないはずがない」

　それは……そうかもしれない。

　だが、何ど処こかから手に入れたものである事は確かなのだ。

「仮か定ていを覆くつがえしましょう。もし、扶桑莞爾が本当に麻ま薬やくを密みつ輸ゆしていたのなら？」

「え……？」

「もしそれが事実だったとして、麻取が本当に買収されていたとして。誰かが気づいたとして……どうなるでしょう？　証しよう拠こを集めるために奔ほん走そうするものの、誰も手出しを出来ない。動けば直すぐに誰かがそれを伝え、全ての証拠は隠されてしまう。どれ程ほど確信していたとしても、動いた時点で負けが確定してしまう。そんな理り不ふ尽じんなゲームの中で、その誰かはどうすれば良い？　全部分かっている。扶桑莞爾は麻薬の密みつ売ばいによって巨きよ万まんの富と巨大な力を得た。どんなルートで、何処に隠され、どのように流通させているかも知っている。けれど、動けない。どうしても動けない。ならば、どうすれば良い？」

「弥栄、さん……」

　その両の瞳に深く静かな、凍こごえる程ほどの冷気を感じて硬こう直ちよくする。眼がん力りき、だ。彼女という存在に強い危き機き感を抱いだきながら、影を縫ぬい止められたかのように身体からだは動かなかった。

「全て、終わった事です」

「終わった？　違う、終わってなんかいない！　だって貴女は罰ばつを受けてない！」

「罰？　それはいったいどういうものですか？」

「貴女は久寿川を動かして人を殺させ、そして殺した。それだけじゃない、綾瀬の殺人も止めなかった。それは間ま違ちがいなく貴女の犯はん罪ざいです！」

「私には関係のない事です。貴方の推すい理りは間違い。けれど……もしそれが事実だったとして、久寿川が自らの意志で動いていた事は確たしかです。私からの指し示じを受けていたとしても、殺していたのは彼だし、殺そうと考えたのも彼の意志。それともまさか、私が催さい眠みん術じゆつでも使って彼を洗せん脳のうし、手足のように動かしていたとでも？」

「……不特定多数の犯人」

「なんですか？」

「貴女はネット上をずっと監かん視ししていたんじゃないですか？　その中で、今回の計画に使えそうな人間を探さがしていた。そして、久寿川を選んだ」

　クロス君が言っていた。久寿川みたいな奴やつは結けつ構こう居いるものだって。彼のように常つねから社会への不満を抱いだいて、掲けい示じ板ばんやブログで吐はき出している人が居るのだと。

　不特定多数の不満を抱く者。敵てき意いや害意を持つ者。

　ただし、それらの《弾だん丸がん》は静かに薬室で眠ねむっている。

　誰かが引き金を引くまでは……。

「それが、貴女です。貴女は久寿川を見つけ、そして彼に知ち識しきを与あたえた。犯行を促うながした」

「……証明出来ないでしょう？」

「どうしてそう思うんです？」

「久寿川の自じ宅たくは徹てつ底てい的に捜そう査さされました。それでも貴方あなたの言うような証拠は何ど処こにも見つからなかった」

「当然ですよね。貴女が今いま更さら、そんなミスをするはずがない」

　久寿川と弥栄さんを繫つなげているのは細い一本の糸であり、ほとんど僕の想そう像ぞうでしかない。綾瀬シンと繫がっていたという可か能のう性せいから導みちびき出した、仮定の上に仮定を重ねた、その上に成り立っているものだ。

　だからよほど決定的な証拠でもなければ真実には届とどかない。

　そして、それ程重要なものだったら彼女が気づかないはずもなく、確かく実じつに消去されているだろう。久寿川に一いつ切さいの証拠を残さないよう指し示じしただろうし、自分でも十分に注意していたはずだ。

　今更久寿川をどれだけ調べたところで、何一つ出てくるわけがない。

　しかし───だ。

　一つだけ。たった一つだけ、彼女が触れる事の出来なかった『証拠』がある。

「綾瀬シン───これが、僕が提てい示じする証拠です」

　弥栄さんの表ひよう情じようが、明めい確かくに揺ゆらいだ。

　そう、現げん在ざい進行形で逃とう走そう中ちゆうの彼を捕つかまえて全すべてを聞き出せば、彼女との繫がりが分かる。僕の仮か定ていが正しいのかどうか、ハッキリする。

　綾瀬がどこまで知っているのかは分からないが、少なくとも彼女が移い動どうの手伝いをしていた事は証しよう言げんしてくれるだろう。そこから、久寿川と繫げる事だって十分に可能なはずだ。

「警察に綾瀬シンの真実を伝え、捜そう索さくするようお願いすれば、いずれは見つかるでしょう」

「……なるほど」

「弥栄さん。貴女が扶桑莞爾にどんな恨うらみを抱いだいていたのかは知りません。実じつ際さい、彼は様々な罪つみを犯おかしていたんでしょうし、気持ちは分かります。ですが───だからと言って、誰かの命を奪うばっていい権けん利りなんて誰にもありません！」

　実際に手を下したのは彼女ではないにせよ、その指示をしたのなら同じだ。

「自首、して下さい」

「……そう。貴方には、分かりますか」

「え？」

「恨みが分かりますか。動機を理り解かい出来ますか」

　静かな声に、僕は戸と惑まどった。

　気持ちは分かる、なんてどれだけ軽い言葉なのだろう。本当にその場で苦しんできた人の気持ちなんて分かるはずがないのに。そうだ、苦しみなんて伝わらない。痛いたみなんて届かない。どれだけ嘆なげいているかなんて、共感出来るはずがない。

　弥栄さんの恨みは、僕には分からない。

　けれど、だとしても。

　理解しようとする事は出来るんじゃないだろうか。

　僕は彼女を理解したいと思う。彼女の苦しみを分かってあげたいと思う。

　コミュニケーションの先に、真っ当な未来を見つけたいと思う。

　こうして自首を勧すすめているのも、そのためだ。

　どれだけの罪に問われるか、具体的には分からないけれど……扶桑莞爾の犯はん罪ざいを公おおやけにしたかったという彼女の願いは本物だ。

　だから、彼女はちゃんと刑けいを受けて、そして許ゆるされるべきなのだ。

「そう────」

「弥栄さん。貴女は」

「────もう良い、黙だまれ」

　腕うでが、動いた。

　そう認にん識しきした瞬しゆん間かんには、既すでに弥栄さんの手が僕の首を摑つかんでいた。

　衝しよう撃げきはない。ただ、圧あつ力りよくだけがあった。

「あ、あ……」
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　声が出せないわけではない。それ程ほどの力ではない。

　ただ、息が苦しい。呼こ吸きゆうが上う手まく出来ない。

　それは真ま綿わたの圧力だった。死に至いたる程ではないにも拘らず、死を予感させる。

　殺される。こんな展てん開かいを全く予想していなかったわけではない。

　仮かりにも犯人を追い詰つめようというのだから、危き険けん性せいは考えていた。

　しかし……これは、違ちがう。

　動けなかった。手足を封ふうじられているわけではない。女性に、しかも片かた腕うでで首を絞しめられているだけなのだ。逃のがれようと暴あばれてしまえば、それだけで容易たやすく振ふり解ほどく事が出来るだろう。

　なのに、動けない。

　本ほん能のう的な恐きよう怖ふがどれ程頑がん丈じような金きん属ぞくよりも硬かたく拘こう束そくしていた。

「お前達はやはり死ぬべきだ」

　黒い瞳ひとみが深く、くすんで見える。

　これは弥栄さんではない。僕の知っている彼女ではない。

　こんなの───人間じゃない。

　擦かすれて行く意い識しきの中、僕は彼女の顔に金属の仮か面めんを幻ぎよう視ししていた。





＊　＊　＊






　ポケットの中で携けい帯たいが震ふるえた。

　取り出して見ると、鴻こうの池いけキララからのメールだった。

『あの馬ば馬かが思いつめた顔して出て行ったんやけど、何か知っとるか？』

　何を知っているのか、と言われて志乃には答えがない。

　しかし、あの時。弥栄が現あらわれた時、終わったのだと思った。

　いや、それは少し違うだろうか。

　そこで終わるべきだと考えた。

　久寿川の事じ件けんも、綾瀬シンの物語も。

　自分と『彼』の中で完全に終わらせてしまうべきだったのだ。

　本来ならもっと早く終わっていたはずの事件。綾瀬シンの物語は一年前の四月に完結していた。そこから先は存そん在ざいせず、ただ彼の言葉だけが残っている。それだけで良かったのに。

　ガタリ、と椅い子すを跳はね飛ばす勢いきおいで志乃は立ち上がった。

　授業中の静かな教室に響ひびいた音に、全員が何事かと注目したが気にも留めない。

「支はせ倉くら、どうした？」

　困こん惑わくする子こ供ども達たちを代表して、教きよう師し───高たか屋や敷しき瑠る華かが問いかける。

　どう答えるべきか。志乃は無数の回答の中から一つを選んだ。

　もっと有ゆう効こうな言い訳わけはあっただろうし、どれ程の詭き弁べんも重ねる事が出来た。

　それでも、彼女はそれを選んだ。

「……大切な用事です」

　それは早そう退たいを告げる言葉として、余あまりにも不ふ備びの多い、けれど確たしかな思い。

　不十分な短い言葉の中に、全すべてが詰つまっている。

　本来、それは伝わらないものだ。学業を何より優ゆう先せんする進学校、そこで勤つとめる教師に対して意味あるものではなかっただろう。

「……そうか。では、行って来なさい！」

　どこまで理り解かいしているのか。

　あるいは理解さえしていないのかもしれない。

　それでも、高屋敷は志乃を認みとめた。微笑ほほえみをもって送り出す事を選んだ。

　その事に志乃は心の中で感かん謝しやする。

　不思議な感覚であった。誰かからの厚こう意いを心から喜んでいる。

　これまでは生まれなかった感覚。

　担たん任にんでありながらほとんど話した事はなかったが、これからはもっと時間をとっても良いのかもしれない。他のクラスメイトにしても、話してみる価か値ちはあるのかもしれない。

　───そんなの、間ま違ちがっている。

　意味なんてない。価値なんてない。

　他人は必要ない。他人と語っても繫つながらない。

　幻げん想そうでしかない。何ど処こまで行っても変わらない。

　だが……悪くない。

　不思議と意い識しきが集中して行くのが分かる。

　それでようやく理解した。全ての彼女が『支倉志乃』へと集約して行く。無数の意識が彼女へと統とう一いつされていく強い力を感じていた。

　それに押おされるようにして、教室を飛び出し、階かい段だんを駆かけ下り、校門へと走り抜ぬけていく。

　そこに、車が止まっていた。真っ黒な色のその車種を彼女は知らなかったが、誰を待っているのかは明らかだった。

「送りますよ」

　開いたドアの先、涼すず風かぜ真ま白しろが座すわっていた。

　是ぜ非ひもなかった。志乃が乗り込こむと車は滑なめらかに走り出す。

　それを待って、真白は彼女の前に数すう枚まいの紙を差し出した。

「差し上げます。好きに使って下さい」

「……何処まで知っていた」

「わたしは色んな事を知っているんですよ」

　おどける真白が渡わたした紙には、扶桑莞爾の談合事件に関する事が書かれていた。

　暴ぼう力りよく的な手しゆ段だんで隠いん蔽ぺい工作を計った……その結果、人生を狂くるわされた一人の少女について。

　それから、もう一つ。

「支倉さん。わたし、そろそろこの土地を離はなれようかと思っているんです」

「…………」

「元々、兄の件けんが終われば移い動どうする予定だったんです。けど、偶ぐう然ぜん貴女あなたを見つけてしまったから……えぇ、そうです。わたし、去年の四月、貴女が綾瀬シンに会うため公園に入っていくのを見ていたんですよ。そこで貴女という無む視し出来ない存在に気づき、こうして今まで近くに居いたわけです。貴女にとっては随ずい分ぶん不ふ快かいだったとは思いますが」

　クスリと笑う真白。

　志乃もそれを否ひ定ていしなかった。紛まぎれもなく事実だったからだ。

「支倉さん、随ずい分ぶん変わりましたね」

「……まるで変わらない自分と比ひ較かくすべきじゃない」

「えぇ、わたしは変わらないんです。でもそれはわたしだから。貴女は変わった。変われる事を示しめした。ですから、もうわたしが見ている必要もないんじゃないかと」

「最初から望んでいない」

「そうですね。もしかしたら最初から必要なかったのかもしれません。単なるお節せつ介かい、老ろう婆ば心しんだったのか。あ、老婆心ってなんか字じ面づらが嫌いやですね。まだまだ若わかくてピチピチなのに」

　志乃はその間も資し料りようへと目を通していた。家族を殺され、一人だけ生き残ってしまった子こ供どもの行く末を。しかしその女の子は、そんな不幸からも立ち上がって見せた。親しん戚せきの家に引き取られ新たな姓せいの下もと、新たな生を送り、望む職しよくへと邁まい進しんした。

　尤もつとも、最終的に彼女が選んだのは復ふく讐しゆうという過か去こへの回帰だったが。

「支倉さん……貴女以外の他人、必要ですか？」

「…………」

「断だん絶ぜつの向こう側に、あの人の姿すがたを望みますか？」

「……分からない」

「あの人の元へ駆かけつけたいと、そう思いますか？」

「…………」

　志乃はハッキリと頷うなずいた。

　小さく、ではなく。

　明確な意思を持って。

「その感かん情じようを、恋こいと呼ぶんですよ」

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「良いじゃないですか、馬鹿馬鹿しくて。これを厳げん密みつに解かい析せきし、正せい確かくに認にん識しきしてしまえば、その意味はたちまち失われます。だって本当に馬鹿馬鹿しいんですから。そんなものは必要ない。まやかしにもならない空くう虚きよな妄もう想そう。人と人とが繫がれる？　何を考えているんですか。そんな事はあり得ない。人は常つねに独ひとりですよ。個々の間には断絶が存そん在ざいし、それを乗り越こえる術すべはない。絶対に、それはあり得ない」

　にも拘らず、どうしてか多くの人が望む。

　夢ゆめを見るように人を愛し、人に恋していく。

　一いつ緒しよに居られるだけで幸せだ。ある人はそう言った。

　なら、一緒に居る状じよう態たいをイメージ出来るのなら幸せなはずだ。

　そこに本人は必要ない。

　触ふれ合う事が喜びだ。ある人はそう言った。

　なら、触れ合う感かん触しよくをイメージ出来るのなら喜べるはずだ。

　そこに本人は必要ない。

　想そう像ぞうだけでは物足りない。ある人はそう言った。

　それはイメージが不正確だからで、完かん璧ぺきな記き憶おくは完璧な体験になる。

　そこに本人は必要ない。
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　世界は自分の内側にだけある。

　だから、全すべての他人は不要だ。

「貴女は無数の個こであるが故ゆえにそれを正確に認識出来なかった。個人である事を知っているから。人と人とが繫つながらない事を知っているから、そんな感情を抱いだかなかった。そう、過か去こ形けいです。彼女はずっと昔にそれを感じていた。他者への欲よつ求きゆう」

　涼風真白はそうして、言った。

「もしそれに名前をつけるのなら───『恋』」

「……陳ちん腐ぷ」

「それで良いんです。陳腐な言葉で構かまわないんです。貴女にそれが伝わるのなら」

　言葉って、そういうものでしょう？

　真白はそう言った。

　たぶん、正しいのだろうと志乃は思った。










志乃３／




　言葉によるコミュニケーションはそれ程ほど重要なものではない。言葉があるからこそ人は繫つながりあえると錯さつ覚かく出来るだけで、それらはただの妄もう想そうに過すぎない。

　ここに一葉の葉は書がきがある。たどたどしい筆ひつ跡せきで書かれた、他者へと贈おくられる言葉の列だ。それは幼おさない孫から祖そ父ふ母ぼへと送られた年ねん賀が状じようで、遠く離はなれた場所に住む彼らは当然それを喜ぶだろう。成人が書けば悪あく筆ひつ極きわまりない汚きたならしい文字を、書ける事に喜び、送ってくれた事を喜び、そこに孫との繫がりを覚えるかもしれない。

　ここに携けい帯たい電話がある。ディスプレイに表ひよう示じされているのは前ぜん述じゆつの年賀状と同じ文面だ。整えられた文字の形、綺き麗れいな漢字。祖父母はそれを見ても喜ぶだろう。孫との繫がりを感じられるのだから。

　けれど、それは果たして手書きの葉書と同じだろうか？

　例えばそれが、年賀葉書でも暑しよ中ちゆう見み舞まいでもなく、謝しや罪ざいの文面だったら？

　直じき筆ひつの謝罪文と、メールで送られてきた謝罪文。

　この二つは果たして同じだろうか？

　同じように受け取る事が出来るだろうか？

　本来ならばＹＥＳでなければならない。同じ文面ならば同じように受け取られなければならない。手しゆ段だんの如何いかんに拘らず、同じ文字は同じように理り解かいされなければならないし、直筆であるかどうかなど問題になってはならない。

　それが───人々の望む完かん璧ぺきな言葉だ。

　しかし現げん実じつには直筆の方がメールに比くらべて圧あつ倒とう的に優ゆう先せんされる。

　いったいどこからこのような狂くるいが生まれるのか。考えてみれば簡かん単たんな事で、人間は文字列の向こう側に人を見ている。伝えられる言葉の意味そのもの以上に、一つの例として、それを吐はき出す労力を感じ、そこに他人の存そん在ざいを感じている。

　伝える労力をより小さくしようとしながら、あるいはだからこそ、労力を求める。

　人ひと文も字じなどはその最たる例だろう。何な故ぜわざわざ多くの人が集まって上空からしか確かく認にん出来ない文字を作る必要がある？　何故それを嬉き々きとして企き画かくし、それによって意思を伝えようとする？　普ふ通つうの言葉では駄だ目めなのか。文字では叶かなわないのか。話す事によって伝わらないのか。

　それが異い常じようだと───どれだけの人が気づいているのだろうか。

　自分の意思を伝えようとする事に、手段は関係がない。

　伝える事が目的であるはずなのに、伝え方に拘こだわり、伝わり方に拘る。

　そこにあるフィルターの異常さに、どうして気づけない。

　それは繫がりを拒きよ絶ぜつするものだというのに。

　志し乃のは瞼まぶたを開き、そして大気の冷たさを思い出した。

　思っていた以上に暖あたたかかった。それは彼女にとって特別なもの、長く忘わすれていたものだった。肌はだは触ふれていないし、パジャマの袖そでや裾すそさえも重なり合っていない。二人の間には確たしかな距きよ離りがあった。

　一人用の狭せまい布ふ団とんの中、志乃は横たわっている。『彼』は身体からだ半分程はみ出しているようで、掛かけ布団を抱だきしめていた。おかげで風の通り道が出来てしまい、内部の温度はさして高くはない。

　それでも……とても暖かかった。

　目覚めて、なお更さらそれを強く思う。こうして暖かい眠ねむりは何い時つ以来だろうか。一人で居いる事に不安はない。寂さびしさや孤こ独どくへの恐おそれは存在しない。一人ではないから。夢ゆめを見ればそこに人は居て、思えばそこに人が居る。

　何故帰ってきてしまったのか。

　もう一度、そして別の意味で問わなければならない。

　帰ってこなければ、『私』はどこへでも行けたのに。

　呼よんでいる。呼ばれている。

　それを無む視しする事は出来ない。応こたえないままではいられない。

　恐らく誰一人として彼には辿たどり着けないだろうから。

　だから寝ね顔がおを覗のぞき込こむ。それはとても間ま抜ぬけで、お世辞にも美しいとも可愛かわいいとも言えない。それでも、彼女が立ち去るのに幾いくらかの時間を必要とさせた。深く、心の奥おく底そこに刻きざみ込む。

　月光は遠く干ひからびて見える。暗い夜道を一人歩く事に迷まよいはなかったが、彼女の足取りは緩ゆるやかだった。すれ違ちがう人ひと影かげは一つもない。車も通らない。だから悠ゆう々ゆうと道の真ん中を進んだ。古いアスファルトの破は片へんがじゃりじゃりと靴くつ底ぞこを削けずる。幾いくつかの家の窓まどには光が吐き出されていた。そこに居る誰だれかが何をしているのかは分からない。

　すれ違わないが、すれ違っていく。

　この日この瞬しゆん間かん、同じ土地で同じ時間を過すごしながら、彼らは何にも関かかわらない。

　それで良いと思うし、そうあるべきだ。迂う闊かつに近づいてはならない。むしろ出会ってしまう事が不幸だった。

　そう……もし今夜、『何か』を求めて夜道を歩く人物が居たとしたら、それは不幸以外の何物でもない。運が悪かった、もっと言えば自じ業ごう自じ得とく。この気配を感じられない、そいつが悪いのだ。

　志乃は迷わず公園へと向かった。今日は会えるだろう。彼女にも確信はなかった。次にここへ来る、そういった『連い絡し』があっただけで日時が確定していたわけではない。もしかしたらそれさえも伝えられていたのかもしれないが、彼女でさえそれを完全に理解する事は出来なかった。

「……こんばんは」

「……こンばンワ」

　たどたどしい言葉が聞こえた。覚えの悪いオウムのような声だ。しかしそこには人としての熱が感じられる。言葉ではない音の中に人にん間げん性せいがあった。

　暗くら闇やみに慣なれた目が、採さい光こう窓まどからの僅わずかな灯あかりを頼たよりに相手の姿すがたを捉とらえる。

　オレンジ色の髪かみ。やつれた身体つき。

　綾瀬シンだった。

「ア……お、こマッタ。ドウシテここへ」

「貴方あなたが呼んだからです」

「ア……アアァ」

　素す直なおに答えると、彼は涙なみだした。溢あふれ出す涙を拭ぬぐう事もせず、返り血のこびり付いた顔を濡ぬらしていく。その流れはやがて血けつ液えきを溶とかし赤く染そまった。

　人が死んでいる。無残に壊こわされ、晒さらされている。

　そんな場所で、彼は涙する。

「アエタ、アエタ、アえた！」

　壊こわれたレコードのように同じ言葉を繰くり返す。両りよう腕うでは真っ直すぐ志乃へと差し伸のべられ、淀よどんだ空気をかき乱みだしている。

　脳のうが揺ゆれた。

　綾瀬シンの感かん情じようがダイレクトに伝わってくる。

　それは言葉ではない。

　音でさえない。

　意思そのものだ。

　ディスプレイに表ひよう示じされる文字よりも、手紙にプリントアウトされた文字よりも、手書きの文字よりも、電話よりも───直ちよく接せつ会って言葉を交かわす方がより伝わるというのなら、これはその最上位に存そん在ざいするものだろう。

　境きよう界かいを越こえるもの。

　人と人との断だん絶ぜつを乗り越えるもの。

　伝えたいという願いが形となって存在している。

　伝えたい。伝えたい。伝えたい。

　強烈に繫つながりを求める意思が強きよう制せい力りよくをもって荒あれ狂くるっている。

　肉体の奥底を抉えぐられるような苦く痛つうに志乃は一瞬膝ひざをつきそうになった。

　それ程ほどまでに暴ぼう力りよく的てきだった。彼女に出会えた事で抑よく制せいを失った欲よく望ぼうは、少女の身体を無理やり抉こじ開け、その圧あつ迫ぱく感に息が詰つまる。

　それでも良いか────。

　瞼まぶたが緩やかに閉とじていく。眼めで、鼻で、口で、耳で、感じるまでもない。吐と息いきも熱も超こえて、空間の意味が失われていく。その世界で距きよ離りになど何の役やく割わりもない。時間さえも価か値ちを失うだろう。

　繫がっている。全すべてを超えて。

　人は繫がらない。人は世界から切り離はなされ、一人きりで生きる。

　だというのに、繫がる。

　繫がりたいと願い、それを求めている。

　その時、何な故ぜだろうか。

　彼女自身、脳のう裏りを過よぎったその幻げん影えいに驚おどろかされた程ほどだった。

　間抜けな、その顔が見えた。

「私は……」

　言葉が吐はき出される。

　それはただの音。

　そして明めい確かくな意思。

　伝わるのだ。たったそれだけの言葉でも。

「そウか……ダメか」

　嘆なげきの言葉だった。

　諦あきらめの一言だった。

　どれだけ他人を求めていたのだろうか。

　涙なみだした彼の顔を、声を忘わすれる事は出来ない。

　伝わるはずのないものを受け取り、現あらわれた志乃の存そん在ざいに、彼がどれ程ほどの喜びを覚えたのか、最も早はや想そう像ぞうの域いきさえ超えている。だから否ひ定ていされたその感かん情じようも、分からない。

「どこにもナイのか」

「……そんな事」

　言いかけて、彼女は言葉を変える。

「貴方あなたを受け入れる事の出来る存在なんて何ど処こにも居いない。人は誰もが一人だから。たとえ貴方に境界を越える力があろうとも、他者から歩み寄よる事はない」

　伝わらない。

　人間同士、伝わらない。

　コミュニケーションは人と人とを円えん滑かつに動かす事は出来るが、そうして回る歯車は常つねに逆ぎやく回かい転てんしている。それが人間社会の縮しゆく図ずだ。隣となり合う限かぎり、決して同じ方向に回転する事はない。

　だから要いらない。死を望む程憎にくまないし、邪じや魔まだとも思わない。

　ただ、必要ない。

『支倉志乃ここ』に在あるのは全ての他人だ。

　だから、他人は必要がない。

「ちが……チガう。クルしいヨ」

「いいえ、それは貴方の感情です」

「ちガウ、キミ……ナイてル、おなジ。ココにいルのは、だからデしょう？」

　そんなはずはなかった。ここに何かを求めて来たわけではない。

　涙する必要はない。悲しむ必要はない。

　苦しみはなく、志乃はどこまでも生きていける。

「ここマデだから、ぼく」

　それが彼の最さい期ごだった。自ら命を絶たつ事を選んだ。

　だが、その中で───届とどいた。

『送るよ、君に』

　これまで多くの人を殺しながら求めていたように、今度は自らの死という形で、最期の意思を志乃へと届ける。他の誰にも伝わらない、彼女だけに伝えたいと願う意思。

　それは、たぶん言葉にすれば『寂さびしさ』だった。

　独ひとりでしかない自分の寂しさ。

　どれだけ言葉を届けても。どれだけ繫つながる事が出来たとしても。

　寂しさが消えない。

　それは決してなくならない。

　たとえどれ程ほど完かん璧ぺきな人じん格かくを得ようとも、それを乗り越える力があろうとも、常つねに傍そばに在る。

「これが……寂しさなの？」

　志乃は信じられなかった。

　だが、綾瀬はそうだと伝える。

「違ちがう。人は生まれた瞬しゆん間かんから独りだ。けれど、それを知ればこそ、理り解かいできるはず。この肉体もこの意い識しきも、全て他人によって出来てる。私という存在は私一人のものじゃない。多くの人によって作り上げられたものだ。だから───私は『私一人』で足りている！」

　何も不足はない。この身体からだに一つの不足もない。

　十分与あたえられているのだ。父と母が命を与え、身体を与えた。言葉や意識を与え、無数の人々によって記き憶おくを刻きざまれた。それらは永えい遠えんに繫がる事のない他人の残ざん滓しではないか。どれ程深い霧きりの中にあっても、何一つ見えなくなったとしても、世界から全ての人間が失われたとしたって───自分という存在こそ、他人の証しよう明めいだ。

　不ふ確たしかな絆きずなではない。

　言葉ではなく、思い。

　拙つたないコミュニケーションなんて要らない。他人なんて必要ない。

　全ては自分の内側に存在している。

　それだけは決して消えず、狂くるう事もすれ違う事もない。

　寂しいなんて、思わない。何い時つだって感じられる。

　どんな距きよ離りも越えて、そこに居る事が分かる。

「それで、十分です」

　だというのに、綾瀬は否定する。

　そうではないのだと。

　彼女の中にも、寂しさがあるのだと。

「……もし『それ』が真実でなかったら、『私』はどうすれば良い？」

　繫がりなんて存在しない。

　それを夢む想そうする事は容易たやすくとも。

「真実だったなら、どうすれば良い……？」

　伝えれば良い。

　伝え方など知らない。

　伝える意思があるのならば。

　伝えたいという願いが分からない。

「志乃ちゃんっ！」

　声が届いた。

　だから志乃は走った。

　少しでも近く、その声の傍そばに少しでも近く。

　何も必要ない。今はただ、触ふれる温ぬくもり以外は。

『彼』の身体からだに飛び込こむ。

　何も分からない。どうすればこの感情を、この思いを伝える事が出来るだろうか。自分でも確かには分からないその曖あい昧まいで、不確かなまま心を乱みだすそれを……どうすれば意味のあるものとして共有出来るだろう。

　きっと勘かん違ちがいするだろう。

　誤ご解かいが生まれ、間違ったままの理解は消えない。

　それでも───この感情を、ここに生きる自分という存在を届けられるのなら。

　どうしたら、良いのだろうか？





＊　＊　＊






　答えは、何時の間にか出ていた。

　あの時生まれた問いの答えは、既すでに明らかになっている。

「……私は、寂しかった」

「えぇ、それで良いんです。わたしも貴女あなたも、きっとそれを乗り越こえてしまえる。その意味で、貴女には本当に他人なんて必要なかった。わたしがそうであるように、必要なものを全すべて集めてしまえば、後は一人で十分なんです」

　涼風真白にとって一人の『兄』がそうであったように。

　支倉志乃にとって一人の『彼』を自分のものにしてしまえば、何ど処こまでも行ける。

　他の全てが消え去ろうとも、永遠に共に居いられるのなら。

「しかし、貴女はそれを選ばなかった。自分を否ひ定ていする形で、隣となりに立つ事を望んだ。それは支倉さん、貴女が真実、望んだからでしょう？」

「……分かってる。ううん、分かった」

「なら良かった。大切にして下さい、貴女の純じゆん愛あい」
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　コンッ、コンッ。

　耳みみ障ざわりな金きん属ぞく音おんに、僕ぼくはゆっくりと瞼まぶたを開いた。

「あ、れ……？」

　僕、生きてる？

　開かれた視し界かいの中、そこが天国でも地じ獄ごくでもない事を知った。高い天てん井じようと弱い照明、ボロボロの壁かべと鉄柱。弥や栄さかさんと居いた倉庫で間ま違ちがいなかった。

　どうやら意い識しきを失っていただけらしい。

　殺されなかったのか……自分でも不思議な程ほど意外だった。

　絶対に殺されると思った。彼女はそれを決して躊躇ためらわないだろう、と。

　なのに、生きている。

　困こん惑わくしながら立ち上がろうとして、ガチャリと金属が擦すれる音がした。

　腕うでが、前に回らない。どうやら後ろ手に手て錠じようをかけられているらしく、ご丁てい寧ねいに鉄柱を背せにした形で座すわらされていた。足は自由であり、立ち上がる事自体は可か能のうだろうが逃にげ出す事は出来そうになかった。

　重い息を吐はく。助かったという喜びと、これから先の暗い未来とが同時に存そん在ざいしているのだ。しかも時間が経たつ程後者の比重が大きくなっていく。手錠をかけられているという事は、逃がすつもりがないという意味であり、それは即すなわち見み逃のがしてくれる気がないという事だ。

　しかし、そういえば弥栄さんは何ど処こに居るのだろう。

　とりあえず目の前に凶きよう器きを構かまえているという最悪の展てん開かいはなかったが、姿すがたは見えない。

　どこかに隠かくれているのかと視し線せんを彷徨さまよわせた僕は……そこでようやく気付いた。

「まったく、君は本当に困こまった男だね」

「あ、あ……綾あや瀬せシンっ!?」

　少し離はなれた鉄柱に凭もたれた男は、間ま違ちがいなく姿を消していた綾瀬だった。

　いったいどうしてこんなところに！

　そう問おうとして、彼の両手が同じように後ろに回っている事に気付く。

「えっと、もしかして……」

「君と同じく、絶ぜつ賛さん監かん禁きん中ちゆうだよ」

　どうして彼が……そう考えて、自分の失しつ策さくを思い知った。

　当然だ、僕が気づくような決定的な証しよう拠こを、彼女が見逃すはずがない。

　警けい察さつに取り押おさえられる事がないように一度は逃したが、その後僕よりも早く彼を捕つかまえていたのだ。そうでなければ、今ここに居るはずがない。

「綾瀬……アンタは、全部知ってたんだな？」

「そうだね。僕は知っていた。だから、こうなる事だって想定の内だったんだ。しかし君は違うだろう？　どうしてこんなところに居るんだ。どうして彼女の傍そばに居てあげない」

「事じ件けんを明らかにするため、それ以外に何かあると思うのか」

「真実を追究する必要なんてないのに」

　彼は疲つかれたように肩かたを落とした。

「世界には無数の物語があって、それぞれに主人公がいる。勇者と一口に言っても倒たおすべき魔ま王おうは姿も形も、やっている事だって違う。当然エンディングだって違っているものだ。あぁ、そうだよ。世界の半分を手に入れて終わる物語があったって構かまわないのだし、中ボスを倒したところで終わったって構わないんだ」

「何を……」

「昔、少しだけ思った事がある。名めい探たん偵ていって奴やつは、どれだけ鬱うつ陶とうしい存在なんだろうって。ほら、ミステリーってなんだかんだで後味の悪い結末が多いだろ？　愛あい憎ぞうだとか金きん銭せんだとか、犯はん行こう動機はそれぞれだけど悲ひ哀あいがあって事件が発生する。それが明らかになって、計画がどの程てい度ど成功したかは別にして、犯人は動機を解かい説せつしてそれで事件解決。大半がこんなパターンだ。でも、もし名探偵が居なかったらどうだろうか？　少し考えてみて欲ほしい。案外、すっきりと終わるんじゃないのか？」

「そんな馬ば鹿かな。人が殺されて、その犯人が捕つかまらないなんてすっきりしない」

「そうかな？　まず前ぜん提ていとして、殺人は起こる。まぁ、ミステリーだからって何も必ず人が死ぬわけじゃない。だが、とりあえず事件は起こる。というか、事件が起こらなきゃ推すい理りが始まらないし、探偵役が不要になってしまうからね。では、事件が起こった上で名探偵が居なかった場合を考えてみる。だいたい、ミステリーって奴は犯人がとんでもなく賢かしこくて、完全犯はん罪ざいを成し遂とげようとするものだ。警察は馬鹿だからトリックを暴あばけないし、スケープゴートを用意していたりもする。そして犯人かれらは目的を完かん遂すいし───真実は闇やみに葬ほうむられる」

「最悪の結末だ。もしそんな小説を読んだら、僕は怒おこるな」

「罪つみを犯おかした人間が罰ばつを受けないままだから？」

「当然でしょ。貴方も、弥栄さんも刑けい罰ばつを受ける義ぎ務むがある」

「ん？　えっと……まぁ良いか。確たしかにその考え方は間違っていないと思う。けれど、僕が言うのもなんだが、本当にそうなんだろうか？」

「今いま更さら、罰を恐おそれているんじゃないだろうな」

「違うよ。僕はもう死んでいる。弟が自殺した時、綾瀬シンは死んだんだ。君の言う通り、罪を犯した人間は罰せられなければならない。それが社会のシステムだ。その点で君は正しい。しかし……何も君が社会のシステムである必要はないだろう？」

　システム、法の体たい現げん者しやだなんて、そんな傲ごう慢まんな事は考えていない。

　ルールから外れた人を無む視し出来なかっただけで、彼らの罪を断だん定ていするのは僕の役やく割わりではない。

「そこまで傲慢じゃない」

「十分に傲慢だ。他人の人生に文もん句くをつけようってんだからね。名探偵ってやつは何い時つだってそうだよ。真実を明らかにしたいなんて欲よく望ぼうで全すべてを台無しにする。犯人にとってだけじゃない、被ひ害がい者しややその家族、関かかわる全ての人を巻まき込んでしまう。なぁ、思わないかい？　どこで終わったって良いじゃないか。犯人は見つかりませんでした。自殺しました。それでも事件は終わるんだ。それは真実ではないし、社会的に間ま違ちがっているのかもしれない。けれど、そこで終わりにしたって良いじゃないか。少なくとも誰だれかによって強きよう制せいされる謂いわれはない」

　真実よりも仮かり初そめの結末の方が優やさしいままだったとしたら……それを求める人をどうして否ひ定てい出来るだろうか。向き合い、立ち向かい、乗り越こえる。そんな努力を、全ての人に求める事が正しいと言えるのだろうか。

　名探偵が暴あばき出してしまった真実の果てに、必ずしも救いが用意されているわけではない。悲しいまま終わる物語だってある。

　連続殺人犯であった綾瀬シンは自殺した。それを模も倣ほうしていた久く寿す川がわも死んだ。扶ふ桑そう莞かん爾じはいずれ追い詰つめられる。

　この綺き麗れいな結末を覆くつがえす理由なんて、もしかしたらないのかもしれない。

　弥栄さんが逮たい捕ほされる事になれば、事件の流れは大きく揺ゆらぐだろう。警察官が犯罪に間かん接せつ的であっても関わっていた事が明らかになれば批ひ判はんは広がり、社会からの信しん頼らいは失しつ墜ついする。一人の青年が独どく力りよくで目指した『世直し』などではなく、扶桑莞爾を追い詰めるため司法が介かい入にゆうした、でっち上げのように取り上げられるかもしれない。

　複ふく雑ざつな構こう造ぞうの中、混こん沌とんとした情じよう報ほうだけが吐はき出される。

　それに比くらべて、現げん在ざいはどれ程ほど分かり易やすいだろうか。集積所の倉庫から麻ま薬やくが発見された事を分かり易過ぎると言ったけれど、それは悪い事じゃない。誰でも分かる、理り解かい出来る結末がそれによって導みちびき出されたのだから。

　だから、そこで終わって良かったのだろうか。

　そこで終わりにしたって、たぶん多くの人は認みとめたのだろうか。

　警けい察さつによる殺人の容よう認にん。国家権けん力りよくを利用した、立件出来なかった事件への個こ人じん的復ふく讐しゆう。そのための自じ作さく自じ演えん。

　そんな結末よりはずっと、マシだったのだろうか。

「綾瀬……貴方あなたはどうして彼女に協力したんだ。弟のために犯行を続けていた貴方がどうしてそんな事をする必要があった」

「確たしかに、誰であれ僕にとっての目的は既すでに完かん遂すいされている。支はせ倉くら志し乃のに会いに来たのだって、別に意味のある事ではなかったんだ。もちろん、彼女に会ってみたかったというのはある。だが、遠くから見ているだけでも良かった。だから、もしかしたら勘かん違ちがいしているかもしれないけれど、僕が指し示じに従したがったのは君達をあの倉庫へと連れて行く事だけで、それ以外は好きに動いていた」

「他に、何の指示もなかったのか？」

「そうだよ。必要なのは『綾瀬シン』の幻げん影えいであって、僕じゃなかったからね。尤もつとも、だからこそ何ど処こかでこっそりと殺されるんじゃないかとは考えていた。彼女にとって生きている僕は邪じや魔までしかないだろうし、死体で発見されるのもウザったいだろう。人知れず命を終える……それで良かったのにさ」

　本当に、この男にとって弟が全すべてだったのだろう。

　彼のために事じ件けんを繰くり返し、死んだ後は何も残らない。

　綾瀬シンとしての人生も、命さえも。

　全て弟へと譲ゆずり渡わたした今の彼は、最も早はや『幽ゆう霊れい』に近い存そん在ざいだ。

　生きているしそこに居る。しかし死んでいて、何処にも居ない。

　彼の生きる場所は何処にもなく、生きようとする『自分』さえ存在しない。

「だからこそ、約束だけは守ろうと思って協力したんだ。元々、交こう換かん条じよう件けんだったんだよ」

　彼らが出会ったのは、一年前、最初の殺しをした頃ころだった。

　綾瀬兄弟は二人、身を寄よせ合い社会から隠かくれていた。日々は決して楽ではなかったが穏おだやかだった。そんな安息の楽園を飛び出した日。全てが始まった日。

「最初の殺人に意味はなかった。ただ我が武む者しや羅らに、相手を破は壊かいした。家を失い放ほう浪ろうしながらも、僕らの心には不安があったんだ。もしかしたら連れ戻もどされるんじゃないかってね。まぁ、結局それは誤ご解かいだったわけだが。それと同時に強い怒いかりもあった。まるであの時の久寿川君と同じだ、僕らは獣けもののように殺し、その死体を晒さらした。隠すのではなく見せる事で力を示しめしたかったんだろう」

「曖あい昧まいなんだな、自分のやった事なのに」

「仕方がないさ、本当のところ自分でも何を考えていたのか分からないんだから。言っただろ、意味はなかったって。理由は全て後付けで、実は何も考えていなかったのかもしれない。そうして怯おびえながら一つ夜を越こして───僕らは見た。世界の広がる瞬しゆん間かんを」

　猟りよう奇き的な事件の存そん在ざいを、マスコミは大々的に報ほう道どうしていた。

　それは自然な事で、何一つ特別ではない。言わば恐きよう怖ふから来る幼おさない示じ威い行こう為いでしかなかった凶きよう悪あくな殺人事件は、その意味を知らない多くの人々に、『そのまま』伝わってしまった。

　それが、大きな誤解。

　そして、完全な錯さつ覚かく。

「届とどいたと思い込こんでしまったんだよ、他人に。そんなわけないじゃないか。全部当たり前の事だ。なのに弟は───二十年間蔵くらの中で暮くらしてきた弟にはそれが分からなかった。ただ、嬉うれしそうにしていた。彼にとってそれが喜びだった。僕ではない、他の誰かと繫つながる事が」

　世界は暗く、閉とざされていた。

　自分はそこに居て、ただ在あるだけだった。

　言葉はなく静かな世界で、独ひとりきり。

　それでも自分ではない誰かが居る事は知っていた。世話をしてくれる『他人』が居る。言葉を交かわす事もなく、僅わずかな時間しか触ふれ合えない。

　しかし、自分以外に誰かが居る。

　孤こ独どくな世界に生きる彼にとって、それはどれ程ほどの喜びだったのだろう。

　そして、どれ程寂さびしかったのだろう。

　知らなければ、もしかしたらもっと違ちがう人生があったのかもしれない。死ぬまで閉とじ込められたまま、独りのまま生きていたのかもしれない。それでも、自分が独りだとは知らないまま、当然のように命を全まつとう出来たのかもしれない。

　そうだ……仮かりに他人なんて居なければ、知らなければどうなったのだろう？

　どう生きていくのだろう。

　僕らの孤独に対する寂しさの源げん泉せんは、果たして何処にあるのだろうか？

　壁かべを叩たたく。何度も叩く。

　名もなき『綾瀬シン』の世界が見えていた。

　彼はどうして、そこまで壁を叩いていたのだろうか。綾瀬が聞いたその音は、果たして初めてのものだったのだろうか。それ以前から、ずっとずっと届とどけられていたものだったのではないだろうか。

　いったい何のために。

　そんなの決まっている。

　自分がここに居る事を、他人に知らせたかったからだ。

　自分の存在を誰かに届けたかったからだ。

　何度も何度も叩く。

　僕はここに居る。

　何度も何度も叩く。

　誰かに聞いて欲しい。

　何度も何度も叩く。

　この声が、届いて欲ほしい。

　存在そのものを伝える行こう為い。

　ここに居る事実を伝える行為。

　言葉を超こえて、壁という障しよう害がいを越えて、距きよ離りを超えて、あるいは時間さえも超えて。

　どこへだって届く───届けたいという意思の力によって。

　伝えたい。伝えたい。伝えたい。

　君に伝えたい。どうしても、何をしても、どんな困こん難なんも超えて。

　届けたいんだ。

　ここに居る事を。ここに居る自分を。

　知って欲しい。

　ほんの僅わずかでも良いから。君と繫つながりたい。

　ここに居て、そこに居る事を感じ合いたい。

　それは───完かん璧ぺきなコミュニケーションだった。

　精せい度どが、違う。

　生まれた時から傍そばに他人が居て、普ふ段だんから誰かと当たり前に言葉を交かわす。始まりの日、誰かが僕ぼくを覗のぞき込んでいたのだろう。霞かすむ視し界かいの中に特別な存在があって、その不ふ確たしかな声を聞いたのだろう。響ひびく悲鳴は、僕の鳴き声は誰かに届けようとするものではなかったのか。

　そこまで正せい確かくな記き憶おくはないけれど、生まれたばかりの僕にとって他者の存在は何故だか当然のように思えた。

　どうしてだろう。どうしてそう確信していたのだろう。

　声を上げたのなら、誰かがきっとそれを聞き届けてくるはずだと、どうしてそう信じられたのだろうか。

　別に確信していたのではないのかもしれない。

　ただ、誰かを求めただけなのかもしれない。

　誰でも良かったのか。親子関係に血の繫がりは絶ぜつ対たいではない。法ほう律りつや倫りん理りの問題を超こえてしまえば、養う意思のあるものは全すべて親としての役やく割わりを果たす事が可か能のうであり、誰の胎はらから生まれ出いでたのかなど、何の意味も持たない。

　僕はそこで、僕にとって必要な誰かを懸けん命めいに求めていたのだ。

　求め続けてきたのだ。親を、家族を、友人を、恋こい人びとを。

　常つねに他人に自分を伝える。時には隠かくす事もあるだろう。人間関係の中で常じよう時じ自分を開きっぱなしに出来るわけがない。あるいは喧けん嘩かをして拒きよ絶ぜつしてしまうかもしれない。顔を合わせる事もなく、言葉を届ける事がなくなるかもしれない。

　コンッ────。

　音が聞こえる。遠く、決して届かない向こう側から。

　声は届かない。音だけが伝でん導どうする。

　しかしそんな音が、僕には声に聞こえた。

　その向こう側に見える。

　必死になって扉とびらを叩くその姿すがたが。それは他人が存そん在ざいする事の証しよう明めいだった。叩けば応えてくれる。音が返ってくる。つまり自分が存在する事の証明だった。繰くり返される音。言葉ではなく、姿でもなく。『在ある』事。世界がそこに見えるようだった。

　それが、コミュニケーションなのではないか。

　その向こう側に、確かに誰かがいる事を思う。

　見えるか見えないかではない。

　聞こえるかどうかでさえない。

　たぶん、人と人との距きよ離りは、本来もっと遠いものなのかもしれない。僕らは余あまりにも見え過すぎているために、言葉が余りにも容易たやすいために、誰もが傍そばにいるかのように錯さつ覚かくしているだけなのではないだろうか。

　きっと『綾瀬シン』は特別ではない。人は皆みな、彼と同じように蔵くらに閉とじ込められている。その内側から、誰かを呼よぶ。壁かべを叩たたく音は不完全で、言葉もまた不完全。それでも、伝えるために叩き続ける。

　僕らは本当はもっと遠くにあって───だからこそ、気持ちを届けたいと思う。

　扉を叩く。冷たい鉄の扉を叩く。

　ここに居る。僕はここに居る。

　扉を叩く。痛いたい程ほどに叩き続ける。

　ここに居る。僕はここに居る。

　扉を叩く。焼け付く夏の日も、凍こごえる冬の日も。

　ここに居る。僕はここに居る。

　産うぶ声ごえに等しい存在証しよう明めい。自らの命そのものを伝えるための行こう為い。

　僕らはどうやって言葉を覚えただろうか？

　英語は苦手だ。中学一年の段階で既すでに落第していた。

　どうして日本語を平然と話しているのに、英語は覚えられなかったのだろう。

　簡単な話。

　それを、必要としなかったから。

　英語によって伝える事を望まなかった。

　英語によってしか伝わらない相手を望まなかった。

　学校には外国人の教きよう師しがいた。

　日本語はある程てい度ど分かるが、基き本ほん的に英語しか話さなかった。そんな彼を英語が苦手科目だった僕は敬けい遠えんしていた。授じゆ業ぎよう中ちゆう、指名されないように祈いのっていた。スタンドアップと言われ立たされ、黒板に書かれた英文をリピートアフターミーと言われるのが恐おそろしかった。

　だから僕らは目立たないよう机つくえに身を伏ふせ、休み時間まで無事過ごせた事を友人達と祝福した。彼に自分の気持ちを伝えようとは思わず、伝わる範はん囲い内ないで生きてきた。故ゆえに英語は必要ではなく、覚えようとさえ思わなかった。日本語は、覚える事が出来たのに。

「弟の『言葉』だけに耳を傾かたむけるようになった。そうするとね、もう言葉なんて要いらなかったんだよ。音で、仕草で、表ひよう情じようで、全てが伝わる。それでも、彼にとって繫つながりたい他人は僕だけではなかったんだ。殺人という行為によって多くの人々と意思の疎そ通つうが出来たと錯覚した弟は、もう止まれなかった。それを繰り返し、理り解かいしてくれる人を求め続けるしかなかった」

「……止められなかったのか？」

「不ふ可か能のうだよ。僕は『綾あや瀬せシン』だ。僕は彼であり、彼は僕だった。そんな僕に彼の願いを否ひ定ていする事は出来ない。彼の願いは僕の願い。犯はん行こうを繰り返すしかなく……そこで彼女と出会った。彼女は優ゆう秀しゆうだったよ。誰よりも早く僕らを見つけ出した。警察だと聞いて、正直諦あきらめたさ。だが、僕らの動機を聞いた彼女は見み逃のがす代わりにある提てい案あんをした」

　犯行を続ける事。逃とう亡ぼうの手伝いはするから、捕つかまらないようにする事。ただし指し示じされた場所には必ず姿すがたを見せる事。全く知らない事件が起こったとしても、それが自分達のものであるように振ふる舞まう事。そして目的を達成したのなら、二度と社会には出て来ない事。

　それが弥栄さんの示しめした提案だったらしい。

「それじゃあ、一年前にも貴方あなた達たちが手を下していない事じ件けんが？」

「いや、かつての事件は全て僕らのものだ。彼女はたぶん、もっと長期的に見ていたんじゃないかな？　それとも時間が足りなかったのか。大阪で弟が死んで、事件は終わった。僕としては手を貸かしてもらいながら何も協力出来ないままで、申し訳わけない気持ちにもなっていたんだ。しかし事件は一年経たった今、再ふたたび起こった。それまで隠れていた僕は慌あわてて飛び出してきたというわけだよ」

「ずっと隠れていたら良かったのに」

「君達の前に姿を現あらわしたのはさっき言った通りだが、彼女に対しても義ぎ理りはある。最終的に殺される事まで含ふくめ、見ざる聞かざるでは過ごせないさ」

「そんなに死にたいのなら、自分で死ねば良かったのに！」

「言うねぇ。けど、残念ながら君の言う通りであり、同時に間ま違ちがっている。『自分』を持たない抜ぬけ殻がらの僕には、どうしたって未来を決定する事は出来なかったんだよ」

「下らない話は、もう十分では？」

　それは僕の言葉ではなかった。

「……弥栄さん」





＊　＊　＊






　今まで何ど処こに行っていたのだろうか。

　倉庫に入ってきた弥栄さんは先さき程ほどまで──意い識しきを失っていた時間は無む視しして──と変わらない様子だった。綾瀬と話していた時間だけでもたぶん三十分は掛かかっている。もうちょっと短いかもしれないが、感覚的にはそれくらいだった。

　それだけの時間、僕らを放置していたというのに彼女の表情は変わらない。

　手て錠じように対して絶ぜつ対たいの自信を持っているのかもしれない。実じつ際さい、僕は手も足も出ない状じよう態たいなのだ。ヘアピン一本あれば開錠する事も可能らしいが、生あい憎にくとそんなスキルとは無む縁えんである。

　それでも、僕はともかく綾瀬については少しくらい不安に思ってもいいのではないだろうか。もしかしたら手錠を外して、捕つかまっているフリをしているだけではないのか、と。

　薄うす暗ぐらい倉庫の中、しっかりと確かく認にんしなければ分からないはずだ。

　だというのに、弥栄さんは落ち着いている。眼めを離はなしていた間、何があったのか分からないはずなのに、平然としている。

　余あまりにも強きよう靭じんだった。

　彼女の顔に鋼こう鉄てつの仮か面めんが浮うかんでいる。

　意識を失う寸すん前ぜんに見た幻げん影えいが、こうして今も残っていた。

「下らないとは失礼な」

　綾瀬の声は状じよう況きようを理り解かいしていないかのように軽い。

　もちろん、そんなわけもなく、自分の死を受け入れているからなのだろう。

「どうでも良い事です」

「そりゃアンタにとってはそうなんだろうさ。おい、気をつけろよ。この女は怪かい物ぶつだ。もうここまで来てしまったら人間とは呼よべない。弟や支倉志乃にしたって、あの銀ぎん髪ぱつの子にしたってそうだが、人には人の限げん度どってものがある。それを超こえてしまえば、もう人とは呼べない。こいつはその完成形だ。犯はん罪ざい者しやなんかじゃない。殺さつ戮りく者しやだよ」

　そんな暴ぼう言げんを受けても弥栄さんの心は動かない。

　違うのだ。彼女はただの復ふく讐しゆう者しやでしかない。憎にくしみが凝こり固まっているだけで、その感かん情じようは人として理解可能なものだ。

　そう、僕は思う。

　だから彼女へと問いかける。

　言葉を届とどける。

「弥栄さん。どうするつもりですか？」

「明めい瞭りような質しつ問もんを」

「この状況……確たしかに綾瀬を殺してしまえば、証しよう拠こが消えるかもしれません。それでも、まさか僕まで殺すつもりですか？　そんな事をすれば、明らかに不自然な状況が残ります。分かっていると思いますけど、僕が貴女あなたに連れん絡らくを取った事は、電話会社の記録を見れば明らかになるんですよ？」

「それが？」

「それが、って！　弥栄さんが真っ先に疑うたがわれる立場になるんですよ？」

「貴方あなた達たちを殺すのは綾瀬シンです。私はそれを発見し、彼を射しや殺さつする。ただそれだけの事でしかない」

　綾瀬シンが僕を殺す？

　同じように手錠を掛けられている彼がどうやって？

「違う違う。君は勘かん違ちがいしているよ。彼女が言っているのは結末だ。連続殺さつ人じん犯はんの片かた割われが生き残っていて、それを知っていた二人が殺される。理由は、まぁなんだって良いさ。証拠も証言も全員死んでしまえば自じ由ゆう自じ在ざいだろう。そして、そこに『偶ぐう然ぜん』駆かけつけたこの女が僕を射殺する。かくして全すべての証言者は死に、事じ件けんはやはり分かり易やすい形で終わる」

「……そんな、無む茶ちや苦く茶ちやな」

「しかし、現げん実じつそうなるさ。僕はこうなる事を覚かく悟ごしていたが、君は違う。君には、彼女の傍そばに居いてあげて欲ほしかった。彼女だってそう望んでいたのに」

　彼女。志乃ちゃんの事だ。

　終わりだと告げた少女の表情を思い出す。

　志乃ちゃんはここまで分かっていたのだろうか。

　分かっていて、だから終わるべきだと思ったのだろうか。

「君は勘違いしているようだが、彼女は特別な子ではないよ。いや、確かに特とく殊しゆな能のう力りよくを持ってはいるが、肉体的にも精せい神しん的にも普ふ通つうの女の子だ。『とても頭の良い女の子』でしかない。それさえ、世の中の『天才』程ほどじゃない。いや、天才的なんだろうが、違う。彼女の思考力の源みなもとは全て記き憶おく力りよくにある。君よりも、誰だれよりも多くのものを記憶している。記憶出来てしまう。それが彼女の全てであって、異い常じようなんかじゃないんだ」

「いったい何を言って……」

「弟に出会えたのだって、彼女が誰よりも他人に優やさしかったからだ。そう、優しかったんだよ。愛いとおしかったんだ。本当に求めていた、だから、彼女は独ひとりだったんだ。そして弟を見つけ出した。見つけ出して、拒きよ絶ぜつした。彼女の中でどんな思考が広がっていたのかは分からないけれど、それは彼女が『選んだ』からだった。いったい何を？　決まっている。一つの存そん在ざいを。だから───僕は君達のこんな結末を見たくはなかった」

　名めい探たん偵ていは必要なかった。終わりにしてしまえば良かった。

　彼が何を言っているのか、僕には良く分からなかった。

　綾瀬が志乃ちゃんをどこまで理り解かいしているのか、僕の理解をどれ程ほど超こえているのか。

　気になる事は沢たく山さんあったが、今は闇やみの中で何も見えない。

　ただ、一つだけ。

　どうしても気になった事がある。

　どうしたって無む視し出来ない事があった。

　考えてみたら、不思議な話だ。弥栄さんは僕らを殺すつもりでいる。彼女にとって、今となっては僕らを生かしておけるはずがない。綾瀬が言った通り、彼が僕を殺害したように偽ぎ装そうし、その上で綾瀬本人も殺害するだろう。

　分かり易やすい結末がそこに用意されている。

　しかし、だ。

　だったらどうして、まだ僕ぼくは生きているんだ？

　どこに行っていたのかは知らないが、僕をこうして長々と生かしておく理由があるものだろうか？　綾瀬を既すでに押おさえていた以上、さっさと済すませてしまえば良い。首を絞しめ殺す事は出来なくとも──手の形が残ってしまい、綾瀬のそれとは違う事が判はん明めいしてしまう──意い識しきを失った僕をどう調理するかは望みのままだったはずだ。

　なのに、どうして生かしておくのか。

　これではまるで、人ひと質じちだ。

　僕らの命を保ほ証しようする限かぎり、『誰か』は姿すがたを現あらわさなければならない。

　弥栄さんは言った。『貴方達』を殺すのは綾瀬だと。

　綾瀬は言った。『僕達』のこんな結末を見たくなかったと。

　キィィと音がして、倉庫のドアが開く。

　入ってきたのは……志乃ちゃんだった。

「駄だ目めだ、志乃ちゃん───逃げて！」

　弥栄さんにとって、綾瀬は当然の事、二人の真実に気づいてしまった僕も見み逃のがす事は出来ない。しかし、僕らを消してしまえばそれで済むわけではない。志乃ちゃんという、双そう方ほうとも事じ情じように精せい通つうしている少女が生き残ってしまう。

　小学生の彼女がどれだけ弥栄さんの犯行を謳うたっても普通は意味がないだろうが、キララ先せん輩ぱいという協力者が居て、万が一にも引っくり返される可か能のう性せいがあった。

　どうしても、併あわせて消さなければならない人間だ。

　だが、例えばさっさと僕を殺してしまっていたらどうだろう？

　僕と綾瀬の命を奪うばってしまっていたら……志乃ちゃんはわざわざ姿を現しただろうか？

　そんな事はないだろう。彼女は全力で弥栄さんの罪つみを証しよう明めいするために動いたはずだ。

　たぶん一番信しん頼らい出来るキララ先輩のところへと向かう。病院という人の集まる場所でなら弥栄さんも乱らん暴ぼうな手しゆ段だんを選べない。そこで全てを話し、全面的な協力を求める。先輩はそれを受けて、知り合いに掛かけ合ってくれるだろう。弥栄さんの上司が後輩だという『オッチャン』まで居るのだ。一度動き出してしまえば、弥栄さん一人の力では対たい抗こう出来ない。

　だから、生かしておく必要があった。

　志乃ちゃんが先輩に力を求めるようなら、僕らを殺す。

　会いに現れたなら助ける。

　そんな交こう渉しようのための人質として。

「来るかどうか、確かく率りつはかなり低いと判はん断だんしていました」

「それは貴女あなたが勘かん違ちがいしているからです。事ここに至いたって、貴女を回かい避ひする術すべはない」

「なるほど……正しい判断だ」

　志乃ちゃんは逃にげ出すつもりがない。真正面から弥栄さんを受け止めている。

　力強い瞳ひとみ。全てを吞み込こむ黒き瞳で、立ち向かっている。

　けれど現げん状じよう、果たして志乃ちゃんに勝ち目があるだろうか。弥栄さんは銃じゆうを持っている。対して志乃ちゃんは持っていたとしても精せい々ぜいスタンガンだけ。威い力りよくにも間合いにも違いがあり過すぎる。久寿川の時のように隠かくれ潜ひそむ事も出来ず、向かい合うしかない。

　それでも……彼女は僕を助けにやって来たのだ。

「貴女がやった事は分かっています」

　弥栄さん、綾瀬、そして僕へと視し線せんを向け、再さい度ど彼女を見つめる。

　状じよう況きようの判断と、立ち向かうべき相手の確かく認にんだった。

「…………」

　弥栄は答えなかった。彼女の思おも惑わく通り現れた志乃ちゃんを前にして、焦あせっている様子はない。志乃ちゃんをさっさと殺してしまえば、後は簡かん単たんに済すむというのに、落ち着いていた。

「貴女の事も、分かっています」

「どうでも良い事だわ」

「それは本当に？」

「…………」

　今度は答えなかったんじゃない。

　答えられなかったんだ。

　志乃ちゃんはそんな弥栄さんの反はん応のうを見て、そして語りだした。

「二十年程ほど前、扶桑莞爾はとある談合の疑うたがいをかけられていた。彼は事じ件けんをもみ消すために金と権けん力りよくを使い、悲ひ劇げきを起こした。その中の一つに、常つねから対立的だった市議会議員の家に強ごう盗とうが入るという事件がある。父親の過か労ろう死しから、労働環かん境きようの改かい善ぜんを志こころざした彼は二十八歳さいの時に勤つとめていた会社を退たい職しよく。その年に初当選し、市議会議員となった。しかし、彼の若わかい正せい義ぎ感は多数を占しめていた老人達とは折おり合いが悪く、特に同地区出身で圧あつ倒とう的な影えい響きよう力りよくを持っていた国会議員、扶桑莞爾の存そん在ざいを認みとめる事が出来なかった。市議会議員と国会議員では立場が違ちがう。しかし、事実として影響力がある以上見み過すごす事も出来ない。そうして議員とその妻つま、当時十五歳だった長女と十二歳だった長男は、談合疑ぎ惑わくの際さいに大声を上げて批ひ判はんし、殺害された。ただ一人、八歳の次女だけを残して」

　それが、弥栄さん。

　彼女の動機は、家族の復ふく讐しゆうだったのだ。

　なんて悲しい事なんだろう。二十年以上もの時間を掛けて、彼女は復讐を成し遂とげたのだ。

　だが……続いた志乃ちゃんの言葉に、呼こ吸きゆうが止まった。

「その女の子の名前は、美み咲さき」

「…………え？」

　ちょ、ちょっと待ってくれ。

　そういえば僕は弥栄さんの名前を確認していなかった。受け取った名めい刺しには書かれていたはずだが、電話番号にしか注目していなかったから、よく見てはいない。

　だから彼女は弥栄美咲さんなのかもしれない。

　そうなのかもしれないけれど……美咲という名前に、僕は心当たりがあったのだ。

　あり得ない。理り解かい出来ない。

　だってその名前は────。

「家族を失い、引き取られた親しん戚せきの家の苗みよう字じは───『高たか柳やなぎ』」

「────っ!?」

「この事件の真しん犯はん人にんは、高柳美咲です」
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「そんな……そんな馬ば鹿かなっ！」

　だって、だって。そんなのあり得ない。

　扶桑莞爾に恨うらみがあったのは、弥栄さんのはずだ。

　高柳さんは何の関係もない。彼女は犯人によって射しや殺さつされてしまった、被ひ害がい者しやだ。

「弥栄さんっ、いや、綾瀬！　アンタが会ったのはこの人でしょ!?」

「なるほど、道理で妙みような名前が出てくるものだ。残念ながら、僕はこの女じよ性せいに覚えはないよ。というか、そもそも名前を教えられていなかったわけだが……僕の知っているのはこの女じゃない。僕の前に現あらわれたのは、もっと背の高い女性だ」

　噓うそだっ！

　そんなはずがない。

　だって……弥栄さんは綾瀬が双ふた子ごだって知っていたじゃないか。

　公安が知らなかった事を知っていたじゃないか。

「高柳は彼女と同じ公安です。そして、彼女は私達の事を知っていた。その点から、弥栄とほぼ同等の位置にあった事は疑うたがいなく、全てにおいて代だい替たい可か能のうな立場です」

「そ、それは……」

「……貴女あなたは、高柳美咲からその事実を密ひそかに教えられた」

「その通りよ」

「そして彼女の復讐計画に協力する事にした」

「貴女の言う通り」

　僕の推すい理りは間違っていなかった。

　綾瀬と出会い、彼の犯行を模も倣ほうする事で誰にも無む視し出来ない事件を作り出し、その実行犯に久寿川という潜せん在ざい的な動機を持った人間を動かす。その裏うら側がわには当然、警けい察さつ関係者がいなければならない事まで、当たっていた。

　しかし……それは弥栄さんでなくとも出来る。

　彼女と同じ立場に在あるのなら、高柳さんにだって可か能のうだった。

　高柳さんだって全すべてを知っていたはずだ。少なくとも僕らの事を知っていた。

　初めて会ったとき、彼女は志乃ちゃんを知っていた。

　あの時点から、計画は動いていたというのか。

「け、けど！　高柳さんは殺されたじゃないですかっ！」

　まさか自分が死ぬ事まで含ふくめた計画だったとでも言うのだろうか。

　より事件を強調するために、自らの命を投げ出したのか。

　いや、だがそれは考えられない。

　だって、もしそうなのだとしたらキララ先せん輩ぱい達たちを連れて行かないだろう。

　久寿川によって殺される事が目的なら、先輩達は邪じや魔まなだけだ。

　目的が扶桑莞爾の失しつ脚きやくにある以上、あの時点では万が一にも逮たい捕ほされてはならない。

　そのために、警察の包ほう囲い網もうを伝えていたのだ。

　絶ぜつ対たいに一人で行くはずだ。

「高柳と富と樫がし刑けい事じを殺害し、鴻こうの池いけキララを深く傷きずつけたのは彼女です」

　志乃ちゃんの告発に、脳のうがぐらりと揺ゆらいだ。

　何もかもが分からなくなっていた。

　だって……高柳さんは。

　初対面の印象はドジっ娘こ。思い切りこけて顔面を打ち付けた姿すがたを今でもハッキリと思い出せる。

　でも、彼女は志乃ちゃんの事を知っていた。

　再さい会かいした時、観光やら食べ物やら、どこか抜ぬけた、変わらない姿を見せてくれた。

　弥栄さんに任まかせて知っている事を隠かくしていた。

　僕はどこまで彼女の事を知っていたのだろうか。

　ほとんど、何も理解していなかったのではないだろうか。

　全く異ことなる事じ件けんで出会い、そしてここに至いたる。詳くわしく語り合った事もなければ、過か去こについて話を聞いた事もない。僕は果たして、何ど処こまで彼女の事を知っているつもりになっていたのだろうか。

「どうして……どうして、こんな事に。どうして貴女は彼女を殺したんですかっ！」

「高ア柳レがただの犯はん罪ざい者しやだからです」

　弥栄さんは変わらない。何一つ変わらない。

　先輩の部屋で再会した時も、彼女は高柳さんの死に揺らいではいなかった。

「扶桑莞爾。奴やつは害悪です。いずれは排はい除じよしなければならなかった。それは正しい動機で、だからこそ私は彼女に協力する事を選んだ。しかし、彼女の動機は実に下らないものだった。支倉さんが言った通りです。高柳は単なる復ふく讐しゆうしか考えていなかった」

「貴女にはそれが許ゆるせなかった。だから、高柳を殺害し計画を乗っ取った。彼女の振ふりをして久寿川に指令を送り、扶桑莞爾を追い詰つめさせた。滋賀での事件から大阪の事件。この二つには急きゆう激げきな変化が見られる。距きよ離りが変わり、凶きよう器きが変わり、模倣ではなくなった。この変化は高柳の死を間に置いています」

「彼女は慎しん重ちように事を進めるつもりだったようだけど、私には関係のない事。久寿川がどうなろうと、目的が達せられなかったとしても、何の問題はない」

　そうだ。彼女には何の問題もない。

　綾瀬と対面し秘ひ密みつを知りながら隠していたのは高柳さんだし、久寿川を使った計画を考えたのだって彼女で、どうしても扶桑莞爾を追い詰めなければならなかった『動機』を持つのも彼女だけなのだ。

　たとえ久寿川が途と中ちゆうで逮たい捕ほされるような事になろうとも、それによって扶桑莞爾が大きな傷を受けないまま生き延のびようとも、全ての罪は高柳さんへと収しゆう束そくする。

　だから、弥栄さんにとっての目的は高柳さんを殺害した時点で終わっていた。

　それ以い降こうは成功すれば良し、失敗してもまた良しという、いわばエキシビジョンのようなものだったのだ。

「貴女は……いったい……？」

「言ったはずです。この世には政せい治じ的宗しゆう教きよう的思想に基もとづく確かく信しん以外の動機は存そん在ざいしない。復讐は私し欲よくだ。私欲のために犯罪を行う、高柳もまた《ブレット》でしかない。この世界から排除されるべき危き険けん分子に過すぎない」

　だから、殺したのか？

　一年前に綾瀬兄弟を見つけ出し、この事件の計画を描いた高柳さんを。

　復讐のために多数の無関係な人の命を奪うばったのだ。彼女は確たしかに許ゆるされない事をした。

　しかし、だからって殺したというのか。

　彼女だけじゃない。富樫刑事までも。そしてキララ先輩も傷つけた。

「どうして!?　どうして!!」

「既すでに言った。あれはただの《ブレット》だ」

「そんなんじゃ！」

　それだけでは認みとめられない。そんなのは動機じゃない。

　否ひ定ていする僕に、弥栄さんは速い足取りで近づいてきた。

　瞬しゆん間かん的に、空気が緊きん張ちようする。志乃ちゃんが僅わずかに腰こしを落としたのが見えた。

　だが───それよりも速い。

　別に驚おどろく程ほどの事ではないのかもしれない。僕ぼくを守るために志乃ちゃんが実力行使に動こうとするのは予想出来るはずだし、身体からだ全体を使って移い動どうするよりは僅かな腕うでの動作の方が速いに決まっている。

　それでも、速い。

　真正面に見ていた僕でさえ反はん応のうしきれない程速く、弥栄さんの手の中には拳けん銃じゆうが握にぎられていて、その銃口は志乃ちゃんを捉とらえていた。

　慣なれている。その一連の動作だけで分かる。

　銃を握る事、銃口を向ける事。その両方に慣れている。

　ミリタリーかぶれが出来る所作ではないし、ただの警察官にも不ふ可か能のうな事だ。

　確実なタイミングで銃を抜ぬき、相手を捉える。

　そういった行こう為いに慣れている。

　そんな彼女が照しよう準じゆんを誤あやまるはずがない。久寿川の額ひたいを撃うち抜いたのは、彼女の意思だった。

「世界がもし百人の村だったら、一人が重犯罪者、十人以上が軽犯罪者。人間はその社会に関係なく昔から確実に犯はん罪ざい性せいを保ほ有ゆうしている」

「────っ!?」

　靴くつ底ぞこが胸むねを蹴けりつけ、一瞬息が止まった。

　それでも銃口は動かない。志乃ちゃんを捉えたままだ。

「犯罪は今も変わらないし、なくならない。それをお前達は異い常じようだと感じないのか？　不景気で詐さ欺ぎや強ごう盗とうが増ふえた？　どんな時代だって詐欺も強盗もあった。最近は少年犯罪が増えてきた？　そんなもの昔から数知れずあった。凶きよう器きが変わり、方法が変わろうとも、決してなくならない。では、犯罪の温おん床しようは何ど処こにある？　政治か？　社会か？　違ちがう、政治がどれだけ変化し、国がどれだけ変わろうとも犯罪はなくならない。社会が良くなればより利り益えきを追求する者が現あらわれ、悪くなれば自己の保全のために他者を踏ふみ潰つぶす事を覚える。何がどう変わろうと、時代がどれだけ進もうと、犯罪は消えない。それが何な故ぜか分かる？」

「や、弥栄さん……っ」

「お前達のせいだ。お前達民みん衆しゆうは自分の内側に存在する悪性に対して積せつ極きよく的に鈍どん感かんであろうとする。隣りん人じんが善ぜん人にんでなければ息も出来ない程脆ぜい弱じやくだから。けれど、彼らの隣人は誰も彼も悪人なの。眠ねむったままでいるだけで、常つねに犯罪を志し向こうしている」

　世界はそれ程までに悪に満ちているだろうか。

　考えるのではなく感じてみれば、その問いは……肯こう定ていされるのかもしれない。

　ただ、目にしていないだけで。

　気づいていない。気づかないフリをしている。

　自分が関かかわり合う事になる、その瞬間までは。

　世界は善意に満ちているなんて信じているわけではないだろうが、一方で犯罪は常に遠く彼かな方たに存在している。もしテレビや新聞がなかったのだとしたら、その瞳ひとみにはあるいは世界は平和にさえ映うつるのかもしれない。

「滑こつ稽けいよね。彼らは生しよう涯がい、自分達こそが動機なき殺人者である事に気づけない。そうやって彼らは人を殺していく、際さい限げんなく、無む尽じん蔵ぞうに、無む責せき任にんに。彼らに問いかけてみなさい！　百万の言い訳わけが聞こえるでしょう。ただ自分が殺してしまいたかっただけのくせに！」

「貴女あなたは……犯罪者がそれ程ほど憎にくいのか」

　怒いかりは犯罪者に。憎しみは犯罪者に。

　彼女はそう言った。あの時はプロフェッショナルとしての心こころ構がまえだと思ったが、違う。弥栄さんは本当に憎んでいる。精せい神しん制せい御ぎよでもなんでもなく、純じゆん粋すいに犯罪への怒りと憎しみを抱いだいているのだ。

　いや、違う？

　そうではない。彼女が憎んでいるのは────。

「人間、だ。貴女は人間そのものを憎んでいるんだ」

　大切なものがあった。

　それが突とつ然ぜん失われた。

　理由は理り解かい出来ないものだった。

　それは事実としてそこにあるもの。

　失っていく。奪うばわれていく。それを誰だれが他ひ人と事ごとだと笑えるのだろう？　不運だったと誰が同どう情じよう出来る？　野の良ら犬いぬに嚙かまれたものだとでも言うのか。そうして哀あわれむ事が出来るだろうか。

　不幸なんて言葉一つで纏まとめられるものじゃない。

　世界には悪意が満ちていて、誰もが容易たやすく命を奪われる。

　ただ、苛いら立だっていただけの殺人。カッとなって殴なぐり倒たおしてしまっただけ。

　なんだ───それは。

　そんなの、あって良いのか？

　それを許ゆるして良いのか？

　人は簡かん単たんに死ぬ。本当に簡単に。

　邪じや魔まな置物を他よ所そに除のけるその動作の一つで、人は死ぬだろう。

　しかし、命が本当に大切なものだというのなら、そのような死に方があってはならない。人の命がそこまで重大だというのなら、人はこうも簡単には人を殺さない。

　これは、世界の矛む盾じゆんだ。

　命が何よりも重たく大きいのだとしたら、あってはならない。

　その矛盾に対する回答は一つ。

　イモータル・ブレット……不ふ滅めつの弾だん丸がん。

　人は、人を殺す。

　人は、人を殺す存そん在ざいなのだ。

　命は大切なんかじゃない。

　それ程重くもない。

　保ほ障しようされなければならない程の価か値ちもない。

　人は安い。命は軽い。そうでなければ、犯罪が繰くり返される理由にならない。

　だから現げん実じつと向き合うのなら、逆ぎやく転てんさせなければならない。つまり、人という存在そのものに、命の軽さを証しよう明めいさせる必要がある。軽けい薄はくに罪を重ねる彼らを積せつ極きよく的に見なければ、平然と失われていく大切なものへの鎮ちん魂こんとはならない。

「私はただ無む駄だに消費し無責任に消しよう耗もうしていく人間を警けい戒かいしているだけ。生きるのも死ぬのも彼らの自由よ。ただ、眼めを開いて見れば分かるわ。世界に満ちる犯罪者と犯罪者予よ備び軍ぐんの群むれの姿すがたが」

「でも……貴女だって人殺しじゃないか！」

　高柳さんの動機は復ふく讐しゆうだった。

　それは弥栄さんには認みとめられないものだったのかもしれない。

　彼女が認める動機に反するものだったのかもしれない。

　だから……殺した。

　しかし、たとえ犯はん罪ざい者しやだったとしても殺害したのなら、それは彼女の独どく善ぜん的な欲よく望ぼうだと言えるのではないだろうか。

「一いつ緒しよにしないで。私は確かつ固こたる目的をもって行動している。私の行こう為いが正しいと確かく信しんして働いているのよ」

「働いて……？」

「私は国家の僕しもべ。国に従したがい、公共を守る者。無む茶ちや苦く茶ちやな国民の無茶苦茶な自じ我がを管かん理り統とう制せいするのが私の使命。増ぞう減げんを繰り返しながらも決して消える事のない無意味な犯罪、動機なき《弾だん丸がん》達を消し去り、この国から犯罪そのものを無くす。それが私の目的。それが私に与あたえられた───ただ一つの動機」

「そんな、犯罪をなくしたいならっ！」

　犯罪をなくしたいなら……どうすれば良いのか。

　答えはどうしても出てこなかった。

「お前達は口では犯罪をなくしたいと言うが、何の行動も起こさない。お前達こそが犯罪の根こん源げんである事実を認めようとしない。お前達の感かん情じよう、お前達の自我こそが、お前達の思う動機なのだと気づかない。そうして自分勝手に犯罪に走って、言い訳わけを口にする。社会か、親か、隣りん人じんか？　ふざけるなよ、社会不ふ適てき合ごう者しやども！　大した目的もなく消費を続けるだけのお前らは、口では倫りん理りを語りながら、何い時つだって手は他人の懐ふところに忍しのび込こんでいる。自じ己こ正当化出来るだけの理由を何時だって心待ちにしているんだろう？　金が無いんだ、盗ぬすんだって仕方ないだろう？　欲よつ求きゆう不満だったんだ、暴ぼう力りよくを振ふるって仕方ないだろう、レイプしたって仕方ないだろう？　お前達は何時だって他人から何かを奪う事ばかり考えてる。建たて前まえの倫理観の裏うら側がわで、お前達の思考は何時だって犯罪を志向している！」

　そんな事はない。僕らは確たしかな倫理観を抱いだき、犯罪を嫌けん悪おしている。他者を傷きずつけ、他者から奪う事を望んでいない。たとえ、その倫理観が何の役にも立たないものだったとしても。

「じ、自己の肥ひ大だい化かだ。貴女は貴女の欲求のために動いているだけでしょう！　システムにでもなったつもりですかっ！」

「違ちがう。自己が肥大化しているのはお前達だ。社会の中に生き、社会によって生かされているくせに、自由に出来る社会を望んでいるお前達だ。自分勝手で───汚きたない！　己おのれの権けん利りを声こわ高だかに主しゆ張ちようするために、自分にとって都合の良い情報を摘つまみ食いし、自分にとって都合の良い事実だけを選び、そうやって内側にある世界を広げていった。犯罪者は何な故ぜその先の事を考えない？　罪つみを犯おかせば捕つかまる事、捕まれば罰を与あたえられる事。多くの犯罪者はその結果が想そう像ぞう出来ない程ほど無知ではない。にも拘らず罪を犯すのは何故だ？　理由は一つ、彼らは犯罪の瞬しゆん間かん、世界が自分を中心に回っていると思うから」

　犯罪の瞬間、一時的ではあるにせよ、人間の自我は自己防ぼう衛えいのために極きよく端たんに肥大化し、社しや会かい性せいを超こえてしまう。もちろん社会性が強固で自我の肥大を抑おさえる事の出来る人間が居いないわけではないだろうが、犯罪者の、犯行時の心理は常つねにそれだ。

　轢ひき逃にげが一番分かり易やすいかもしれない。本来はただの事じ故こでしかない。不注意ではあったとしても、殺意はなく過か失しつ致ち死し傷しようだ。だから直すぐにブレーキを踏ふんで車を止め、救助すれば良い。大変な過失ではあったとしても、それによって救われる人が居るし、本人だって罪は軽くなる。

　だというのに、どうして逃げるのだろう？

　捕まらない可か能のう性せいに賭かけるからだ。逃げればもしかしたら罪に問われないかもしれない。そんな風に考えてしまう。それは、犯罪なら当然の発想かもしれない。そもそも犯罪の成功とは捕まらない事なのだから、逃げるのは当然。

　けれど、轢き逃げは事故だ。殺意はない。殺したいわけでもないし、計画性もない。

　なのに───逃げてしまう。

　その瞬間、思うのは何だろうか。人を轢いてしまった事がバレたならそれまでの生活が送れなくなる。仕事も失ってしまう。家庭だって失うかもしれない。多た額がくの慰い謝しや料りようを必要とするだろうし、社会的信しん頼らいも地に堕おちる。そんな不安が襲おそい掛かかってくる事だろう。

　だけど、その何ど処こにも『他人』が居いない。

　全すべては自分を中心にした世界の崩ほう壊かいであって、轢いた相手への感情は何処にもない。その人にだって生活があるし、仕事があるし、家族がある。だというのに、僅わずかにも考えない。考えられない。

　瞬間的に、自己が肥大化するから。世界の全てを『自分』が吞み込んでしまうから。あるいは、そもそも自分しか世界には居ない事を思い出してしまうから。

　自我が肥大した時に、罪つみを犯おかす。

　それは彼女の言う通り、世界が自分を中心に回っているという表ひよう現げんのままなのかもしれない。その瞬間、人の意い識しきからは他者が消失し、自分しか見えなくなってしまう。

　倫りん理りを超こえて、世界を超えて。

　自分が、ただそこに居る。

　断だん絶ぜつ───理り解かい出来ない他人なんてゴミだ。不要なもの。僕らは常に一人で、あたかも二人であるかのように錯さつ覚かくしているだけ。そしてその錯覚によって得られた他人は虚きよ像ぞうであるが故ゆえに不要になる瞬間がある。

　他人を必要としているからこそ、他人が要いらない瞬間が生まれる。他人よりも価か値ちが高い自分ではない、自分こそが最大であり唯ゆい一いつの価値になる瞬間。自分だけが存在している世界が確実にそこにあるからこそ、全ての他人に意味がなくなる瞬間が、人にはどうしても存在してしまう。

　罪ざい悪あく感は存在するだろう。

　間違った行いだと後こう悔かいする事はあるだろう。

　それでも───犯はん罪ざいの一瞬、そこには『自分』しかいない。

　自分一人しかいないんだ。

「お前達には犯罪をなくす事なんて出来ない！　何故ならお前達こそが永えい遠えんに繰くり返す悪意の集合体───《イモータル・バレット》！」

　僕は言葉を探さがした。

　彼女の理り屈くつは間違っている。

　それは分かるのだ。

「無む辜この人達を……」

「無辜の者など居はしない！　お前は、お前達はまたそうやって言葉ばかりで！」

　再ふたたび激はげしく蹴けりつけられ、言葉は搔かき消えた。

「自覚しろ！　お前達こそが殺人者だっ！」

　弥栄さんは揺ゆるがない。

　完全に、固定されている。

「罪の無いものだけその人に石を投げよ。聖せい書しよの逸いつ話わを知ってる？　キリスト教の教きよう義ぎではこの世の中に罪のない人間などいない。だから誰も石を投げる事など出来はしない。なるほど、悪くない屁へ理り屈くつでしょう。けれど、現実はそのような屁理屈によっては動かないものよ。そう言ったところで、誰も石を拾う手を止めない。石を投げつけ罪人を嬉き々きとして罰ばつする。大声で死し刑けいを叫さけび、その裏うらで自分もまた罪を犯し────」

　弥栄さんの顔には、全ての人間に向けられた侮ぶ蔑べつがあった。

　それは狂きよう気きに等しく、そして……気づいてしまった。

　人外の鉄てつ仮か面めん、それはこんなにも純じゆん粋すいな存そん在ざいなのだと。

「そして家に帰って愛する人々に対してこう言うの。悪い事はしちゃいけませんって」

　弥栄さんの言葉は正しかった。

　子こ供どもの頃ころ、不思議に思った事があるだろう。

　大人は言う。

　親は言う。

　先生は言う。

『噓うそを吐ついちゃいけません』

　けど、彼らは皆みな噓吐きだった。

『噓を吐いたのなら言い訳わけしないで謝あやまりなさい』

　けど、言い訳ばかりだった。

　謝ってくれた事も、あまりない。

　正しい事をしなさい。正しい人間になりなさい。

　なのに───大人になってよく分かる。いや、僕ぼくなんてまだまだ大人ではなくて、社会にも出ていない子供だけれど、ある程てい度ど分かるようになってきた。

　正しさなんて、どこにもなかったんだって事が。

　世界は噓とその為ための言い訳で出来ている。完全無欠の善ぜん良りようなどあり得ず、何ど処こにだって悪はあった。たとえ、身近な存在であってもそれは変わらない。

「貴女あなたは……狂くるってる」

　様々な事じ件けんを見てきた。様々な犯人に出会った。

　でも僕は今、確かく信しんしている。

　この人は、この人こそが───本当に異い常じようなのだと。

　今、目の前に居いる彼女こそ───最も人間を嫌きらっている存在なのだと。

　特定の誰かではない。特定の目的もない。

　将しよう来らい的な成功を目指しているわけでもなければ、人としての幸福や喜びを求めているわけでもない。

　ただ、人間が憎にくい。

　憎くて憎くて仕方がない。全すべての人間が、《不滅の弾丸イモータル・バレツト》が堪たまらなく許ゆるせない。罪を犯してはいけません。正しい事をしなければなりません。他人に対して優やさしく、善良に生きていかなければいけないのです───そんな『噓』を憎んでいる。いや、そんな『噓』を他の誰よりも信じているのだ。それが真実でなければならない。だからこそ、そういう風に生きられない人間が許せない。純じゆん粋すいだから。どこまでも彼女は純粋で、だから人間じゃない。人としての限げん度どを完全に超こえてしまっている。悪あく性せいを含ふくんでいる人間性そのものが失われているのだ。

　この人は、『確信』を持って『人間』に敵てき対たいしている。

「だから言っただろう？」

　綾瀬の声が聞こえた。

「この女は、人間じゃない。これはもう限度を超えている。人として、人の在あり方を決定的に否ひ定ていする殺さつ戮りく者しやだ。言葉なんて────っ！」

　パンッと発はつ砲ぽう音おんがして、綾瀬の太ふと股ももに血が舞まった。

　素す早ばやく、正せい確かくな照しよう準じゆんだった。無む造ぞう作さに投げ出されていたとはいえ、十分に狙ねらいもつけず当てるのは難むずかしいはずなのに。

　容よう赦しやなく血肉を抉えぐった弾丸の痛いたみに呻うめく彼に、弥栄さんは冷れい徹てつな瞳ひとみを向ける。

「貴き様さまは黙だまっていろ、殺人犯」

「は、はは……殺戮者にそう呼よばれてもピンとこないな。何人死のうがどうでも良かったくせに」

　無辜の人間なんていない。

　この世界に、彼女にとっての敵ではない人間はいない。

　高柳さんが持ちかけた計画。その動機は弥栄さんにとって許せないものだったのだろうが、それでも完結させたのは彼女自身だ。真しん犯はん人にんである高柳さんを殺害し、主犯である久寿川を殺し、そして今綾瀬を殺そうとしている。

　彼の足の出血は止まりそうもなく、やがて死に至いたるだろう。

　その光景を見て───気づいた。

　もしかしたら唯一、彼女の『狂い』を示しめす出来事を。

「いいえ、彼女は殺戮者ではありません」志乃ちゃんの声が響ひびいた。「故に貴女は狂っている」

「……黙りなさい」

　僅わずかな迷まよいは、彼女自身がまるで理り解かいしていないが故ゆえだ。

　そしてそれは、決定的な狂いに繫つながる。

「貴女にとって高柳はただの復ふく讐しゆう心しんによって犯罪を選んだ、許ゆるされざる者だった。そして全ての人間がそうだと考える以上、彼女に協力する姿し勢せいを見せていた富樫刑けい事じを殺したとしても不思議ではない」

「…………」

「では、鴻池キララは？」

　この場所で銃じゆう撃げきにあった三人の内、キララ先せん輩ぱいは命を取り留とめている。

「足を撃うった。出血量から放っておいても死ぬだろうと放置したまでです」

「それはあり得ない！」

　僕は叫さけんでいた。

「だって、先輩が助かったのは誰かが適てき切せつな応おう急きゆう処しよ置ちをしてくれたからです。普ふ通つうに縛しばっただけでは五時間以上放置されて助かっているはずがない。医い師しが認みとめる程ほど的てき確かくな止血だったんです！」

「それがどうして私の手によるものだと……」

「違ちがうというのなら、何な故ぜ貴女は彼女の命を奪うばわなかったのですか？　貴女にとって鴻池キララを生かしておく理由はないはず。高柳と富樫を殺害した時点で、彼女を撃うつのに障しよう害がいは失われていました」

　弥栄さんは答えられなかった。

　これが、彼女の狂いエラーだ。果たしてどんな心理があったのか、具体的な部分まで洞どう察さつする事は叶かなわない。彼女の純粋なる仮か面めんの奥おく底そこは誰にも覗のぞく事が出来ない。

　しかし、弥栄さんはキララ先輩を殺す事も無む視しする事も出来なかった。救急車を呼ばなかったのだから、絶ぜつ対たいに助けたかったわけではないだろうし、死んでも良かったと考えていたのは確たしかかもしれない。

　それでも、助かるのなら助けたかったのだろう。

　優しさ……人間らしさ。

　だが、それこそが致ち命めい的な間違いなのだ。

「貴女は殺さつ戮りく者しやではありません。ただの犯罪者です」

　志乃ちゃんの言葉が、彼女の心を傷きずつける。

「貴女が真実、『確かく信しん』によって行動しているのなら、躊躇ためらいなく鴻池キララを殺すべきだった。そうしなければ貴女の理り屈くつは揺ゆらぐ」

「彼女はただ首を突つっ込こんだだけの一いつ般ぱん人じんで────」

「その一般人こそが貴女の敵。貴女の理屈なら、彼女もまた死ななければならなかった。殺さなければならない。そうでなければ、理屈が崩くずれてしまうから。情じようを移うつす事もあってはならない。貴女は社会のために鴻池キララを殺さなければならない！」

「それは────」

「しかし殺さなかった。見み逃のがすだけではなく、助けようとさえした。それは貴女が殺戮を望まない証しよう拠こ。ですが、何故鴻池キララだけ助けた？　他は全すべて見み捨すてたのに。高柳の計画を聞きながら協力した。高柳自身も罪人として殺害した。なのにどうして鴻池キララだけ？　理由は関係ありません。問題はそこに貴女の意思が介かい入にゆうしている事。他者から見た時、理屈に合わないこの行動は、貴女という人間の意思に依い存ぞんしている。そして貴女の意思に依存するものを社会的な『確信』とは言わない！」

　人としての優やさしさ。

　高柳さんはともかく、同じように命の危き険けんと隣となり合わせである事を理り解かいして働いている富樫刑けい事じもともかく……弥栄さんにだって、ただの大学生でしかないキララ先輩の命を奪うばいたくないという感情があったのだろう。

　それは人として正しくて、彼女が行ってくれた処置を思えば感かん謝しやしたい程だ。

　しかし、そんなものあってはならなかった。

　弥栄さんに人としての優しさなんてあってはならなかった。

　だってそれは、彼女が絶ぜつ対たい的に否ひ定ていする人間の犯はん罪ざい性せいを、許きよ容ようしてしまうものなのだから。

　キララ先輩は犯人が目の前に居いたら、殺したいと思ったかもしれないと言った。

　その手に拳けん銃じゆうがあったのなら、引き金を引いたかもしれないと。

　それは復讐であり、高柳さんと同じものだ。弥栄さんが否定した動機を、いずれ生み出すだろうキララ先輩の命を肯こう定ていした。これは、矛む盾じゆんだ。

「……それが？　それが、どうした」

　弥栄さんの銃口が志乃ちゃんに向く。

「お前達はここで死ぬ。その犯罪性と共に消えろ」

　ゾッとする程低い声こわ音ねだった。

　彼女はキララ先輩を助けてくれた。だが、この状じよう況きようではどうだろうか？

　僕や綾瀬、そして何より今銃を向けられている志乃ちゃんを見逃してくれるだろうか。

　いや、それは考えられない。

　彼女は引く。躊躇ためらいなく殺す。

　全ての人間へと向けて。

　そうして彼女は本当に殺戮者になるのだろう。

　躊躇いもなく、これからも人を殺していく。

　彼女の『確信』の下もとに、犯罪性を持つ人々は殺され、そしてその範はん疇ちゆうは全人類を含ふくんでいる。

「まったく────」影かげが、走った。「これが最初で最後の、僕という存そん在ざいの殺人だよ」

　撃うたれた足から血を流しながら、それでも速い。

　綾瀬が、飛び出していた。

　いったい何い時つの間に外していたのか、左手首に手て錠じようがぶら下がっている。

　ヘアピン一本あれば開ける事も出来る。僕には出来ないが、彼にはその技ぎ術じゆつがあったのだ。

　だが、どれだけ速くても、弥栄さんが気づかないはずがない。

　どれだけ志乃ちゃんに意い識しきを集中していたにせよ、綾瀬が辿たどり着くよりも僅わずかに早く銃口が動いていた。

　彼の額ひたいに照しよう準じゆんを合わせ、僅かな間もおかず発はつ砲ぽうする。

　大きな金きん属ぞく音おんと共に彼の上半身が仰のけ反った。久寿川がそうであったように、額を撃ち抜ぬかれた身体からだは受身もないまま後頭部から地面に落ちる。

　だが……そうはならなかった。

「なっ!?」

「狙ねらいが良よ過すぎるのも考え物だよ」

　手錠は犯人を捕つかまえるためのものであり、簡かん単たんに切り落とせるような柔やわな素そ材ざいでは出来ていない。市し販はんされているような玩がん具ぐならともかく、本物の警けい察さつが持っている本物の手錠は───銃じゆう弾だんの一発くらい、受け止める事が出来る。

　綾瀬は発はつ砲ぽうの瞬しゆん間かん手錠がぶら下がったままの左手首を額の前に晒さらしていた。手錠の厚あつさは僅わずか数センチ。弾丸よりは幾いくらか大きいとはいえ、分ぶの良い賭かけとはいえない。それでも彼は自分の直感と弥栄さんの狙いの良さに頼たよって前に出たのだ。

　確かく率りつ的には、数千回に一回だけ成功するような脆ぜい弱じやくなものだったかもしれない。

　それでも、成功は一度だけで事足りる。

　予想外の事じ態たいに、弥栄さんの反はん応のうが僅かに遅おくれた。

　その隙すきを縫ぬって、綾瀬は開かれた手錠の右側を摑つかむ。そこには鋸のこのように突とつ起きの生えた爪つめがあった。

「あ────？」

　ほんの僅かな間の出来事。

　爪は吸すい込こまれるように、気づけば弥栄さんの首に刺ささっていた。

「こういう終わりも、悪くないもんだろ？」
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　真っ直すぐに問いかける綾瀬に返されたのは、言葉ではなく銃弾だった。

　一度、二度、三度。

　額ではなく無む防ぼう備びに晒された胸きよう部ぶへと、至し近きん距きよ離りから三発の弾たまが襲おそう。

　たぶん、即そく死しだったのだろう。綾瀬の身体はその場に崩くずれ落ち、弥栄さんの首から手錠が抜けていく。

　血が溢あふれ出した。頚けい動どう脈みやくを傷きずつけていたらしい。

　最も早はや誰だれにも止める事が出来ない、それは致ち命めい傷しようだった。

　それでも───彼女は立っていた。

　身体を支えながら、銃口を僕へと向ける。

「ごっ……こんな……だって……」

「弥栄さん……っ」

「お前、だって…………どこまで、許ゆるせる？」

　パンッ────!!





＊　＊　＊






　ドサリと、弥栄さんの身体は倒たおれた。

　もう二度と立ち上がる事はないだろう。

　僕ぼくはその光景を見つめていた。

　彼女が最後に放った弾丸は、僕の頭から十センチ程横を撃ち抜いていた。

　外れたのか、外したのか。

　その答えは分からない。せめて、僕は後者であったと信じたかった。

「それくらい、信じても良いよね？」

「……構かまわないと思う」

　弥栄さんのスーツから手錠の鍵かぎを見つけ出し、開かい錠じようしながら志乃ちゃんは答えてくれた。

　倉庫内に血の臭においが広がっていく。それは一年前のあの夜と同じだった。

　倒たおれている二人は共に動かなかった。胸部に三発もの銃弾を受けた彼はうつ伏ぶせで血の中に浮ういている。表ひよう情じようは見えなかったが、もしかしたら笑っているのかもしれなかった。

　こういう終わりも悪くない……そう言って、彼は死を受け入れたのだから。

　それでも、ただの自じ暴ぼう自じ棄きじゃない。綾瀬は覚かく悟ごして、僕らを救える可か能のう性せいを選んだのだから。

「彼は、もしかして寂さびしかったのかな？」

「……この世界で『綾瀬シン』は一人しかいない。自分と同じ顔を持つ弟と出会った瞬間から、全すべてを彼へと捧ささげた。綾瀬シンという名の殺人犯が死し亡ぼうした時点で、あの男に残されているものは記き憶おくしかなかった」

　全ての人に一つずつ与あたえられている椅い子すが並ならんでいる。その中で、彼は自分の椅子を弟に明け渡わたした。存在を譲ゆずり、そうして残ったのは一人きりでぽつんと立っている名も無き男の姿すがただった。

「……それでも、最後に選んだのは自分の意思」

「それで、納なつ得とくして良いのかな……」

　せめて死の瞬間だけでも、彼は本来の自分へと戻もどれたのなら、それはきっと救いになる。

　そう信じて良いのかもしれないし、それでは余あまりにも悲しいようにも思える。

　それに、気になるのだ。

　弥栄さんの最後の言葉がどうしても。

「どこまで許せる……か」

「……良い」

　ようやく手錠が外れ解放感と共に立ち上がろうとした僕の服を少女の手が引いた。

「志乃ちゃん？」

「知らなくて、良い。彼女の物語は、全部消えるべき」

　志乃ちゃんは高柳さんの過か去こも知っていた。どうやってかそれを調べたらしい。

　なら、それと同じように弥栄さんの過去も知っているのではないか。

　あそこまで犯はん罪ざいを……人間を憎にくんでいた弥栄さんの過去に何があったのか、それは確たしかに僕が知るべきではないのかもしれない。たぶんそれは、僕には許す事の出来ないもののはずだから。

「アレはただ、人を殺すためだけの存在だった。人を憎にくみ続けるしかない、怪かい物ぶつだった」

　それでも……彼女は揺ゆらいだじゃないか。

　キララ先せん輩ぱいを助けた自分の行動に驚おどろいていたじゃないか。

　弥栄さんにだってきっと優やさしい心はあった。人を憎むだけじゃなく、人を愛する心があった。あったはずなのに……『誰か』が彼女の引き金に手を掛かけてしまったんだ。人をそこまで狂くるわせるようなものがこの世の中にあるというのか。

　たぶん、あるんだろう。

　そしてそれは、思っている程ほど少なくないのかもしれない。

「志乃ちゃん……僕はこの事じ件けんで、色んな事を知ったよ」

「……うん」

「特に綾瀬シンの事。僕らは……人は、独ひとりなんだね」

「……うん」

「でも、だからこんなに君と共に居いたいんだ」

「……うん」

「志乃ちゃんは……『支倉志乃』は、どう思う？」

　自分が独りである事を、誰よりも一番理り解かいして、一番悲しんでいた女の子。

　故ゆえに無む制せい限げんの記き憶おく力りよくに任まかせ、無制限に他人を蒐しゆう集しゆうしていた女の子。

　その内側で彼女は永遠に他人と共に在あり続け、だからこそ誰も要いらない。

　そんな無数の他人であり自分である志乃ちゃんの、最初の一人。

　支倉志乃という存在へと問い掛ける。伝えたいから。伝わりたいから。

「……居たい。ずっと、傍そばに居て欲ほしかった。寂しくなんてない。悲しくなんてない。けど、寂しかったし悲しかった。『私』は……『私』が求めてた」

「そっか。なら」

　彼女の身体からだを強く抱だきしめた。

　戸と惑まどいながらではなく、確かく信しんによって。

「君に───思ぼくいを届とどけ続けてみせるよ」

　僕らは一つにはなれない。

　生しよう涯がい、二人の断だん絶ぜつは続く。

　理解出来ないものがあり、理解出来ない他人がそこに居る。

　だとしても……届けたいという願いは真実だから。

　だから、きっとどんな事だって乗り越こえていけるだろう。

　そう、信じ続けてみせるのだ。
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　ゆさゆさと身体からだを揺ゆする力に薄うすく瞼まぶたを開いてみると、真正面に彼女の顔があった。見み慣なれた天てん井じようを隠かくすように黒い髪かみが垂たれていて、ふわりと柔やわらかく優やさしい匂においが届とどく。他にも香こうばしく焼けたベーコンの匂いがあって、僕は何い時つもどおりの朝を実感した。

「おはよう、志し乃のちゃん」

「……時間」

　端たん的てきな言葉は今も変わらない。ついでに、制せい服ふくに身を包んだその身体つきも。

　白いブレザーを身に纏まとった彼女の姿すがたは今も慣れない。ほんの一月程ほど前まで真っ黒なセーラー服姿だったのだから、違い和わ感はどうしようもなかった。初めて着て見せてくれた時も、似に合あっているよという言葉がなかなか出てこなかった程で、それが機き嫌げんを損そこねたらしく仲直りするまで随ずい分ぶんと時間が掛かかったものだ。

　しかし、まだまだ小さい。多少背せは伸のびているようだったが、同年代に比くらべて小こ柄がらで、儚はかない存そん在ざいだった。成長期はこれからやってくるのだと分かってはいても、もしかしたら大きくはならないんじゃないかと心配してしまう。まさか僕を追い越こす程大きくなられても嫌いやだし、これはこれで彼女らしくて良いのかもしれないけれど。

　欠伸あくびを一つ、身体を起こすと食しよく卓たくには見事な朝食が用意されている。料理を当とう番ばん制せいにしてまだ半年足らずなのだが、すっかり追い抜ぬかれていた。味付けにしても盛もり付けにしても、センスからして違ちがうのだろう。教えたのは僕だが、男のがさつさがうつらなくて本当に良かったと思う。

　大学が午後からという事もあって、僕はパジャマのまま食卓に着いた。正面にエプロンを外した志乃ちゃんが座すわり、一いつ緒しよに手を合わせる。

「……いただきます」

「いただきま～す」

　あの事じ件けんから一年と少し。志乃ちゃんは小学校を卒業し、四月から地元の市立中学校に通っている。僕や真ま白しろちゃんが通っていたのと同じ学校だ。本当ならエスカレーター式に付ふ属ぞくの中学へと進むはずだったのだが、小お父じさん達も交え話し合った結果、進学先を変えたのだった。

　僕はその場に居いなかったから話に聞いた限かぎりだけど、学校側は血相変えて「正気か！」と引きとめようとしたらしい。「子こ供どもの将しよう来らいを潰つぶす気か」とかあれこれ言っていたらしいが、小父さん達はハッキリと首を振ふった。なに、遠回りなんかじゃないさ。志乃ちゃんなら大だい丈じよう夫ぶ。

　新しい学校で、志乃ちゃんは頑がん張ばっている。相変わらず表ひよう情じようは変わらない子だけれど、新しく出来た友達の事を話してくれたりする。それとなく、楽しそうな口ぶりで。

　だから正しい判はん断だんだったのだと思う。ちなみに、この話を教えてくれたのは彼らではなく担たん任にんだった高屋敷さんだった。彼女は嬉うれしそうな声で「がんばれよ」と言ってくれた。

「……そういえば、鴻こうの池いけキララからメールが入ってた」

「え？　そうなの？　えっと……あれ、僕の携けい帯たい……」

「……充じゆう電でん器きに挿ささったまま」

「あぁ。そうか」

　携帯を取って開いてみると、着信メールが二件けん。

　一件目はキララ先せん輩ぱいからのもので、内ない容ようは『遊びにおいで』というものだった。

　案の定じよう過すぎて、思わず笑ってしまう。

　キララ先輩はあの事件から長い間リハビリを続けていたけれど、今は念願だった警けい察さつ官かんになっていた。一年遅おくれになってしまったし、その間、家族と色々あったらしいが、義ぎ足そくの扱あつかいにも慣れ、大阪市内の交番に配はい属ぞくされている。一いつ般ぱん事じ務むではなく外へ出たのはまだ夢ゆめを諦あきらめていないからなのだろう。なかなか難むずかしかったらしいが本人の努力と、コネを最さい大だい限げんに使って捻ねじ込こんだのだそうだ。「賄わい賂ろに泣き落とし、やれる事は全部やったわ」と笑う顔は、警察官だと知らなければ完全に極ごく悪あく人にんだった。

　正直、富と樫がしさんのような刑けい事じになる事は不ふ可か能のうに近い。それでも、真っ直すぐに前を見つめて駆かけ抜ぬけていく彼女の姿すがたは、今もかつてと変わらない輝かがやきに満ちていた。

　もう一件は、クロス君からのものだった。先輩のメールから三分程遅れて、『忙いそがしいから行けないって言ってけ』と届いている。よほど焦あせっていたのか、見事に誤ご字じっていた。先輩のメールを受けてのものらしい。彼に関しては、特とく筆ひつすべき変化はないだろうか。少しだけ大人びたようにも見えるけれど、まだまだ子こ供どもっぽくも見える。昔程嚙かみ付いてくるような事はなくなったものの、やっぱり口は悪いし。

　先輩には『講こう義ぎが終わったら顔出します。クロス君、逃とう亡ぼうの恐おそれアリ』と、クロス君には『逮たい捕ほされないよう頑がん張ばってね』と返した。

「志乃ちゃんはどうする？」

「……今日は特に用事はない」

「そっか。なら、一度帰って来るから、一緒に行こうか」

「うん」

　かくして今日もまた、平和な日々が続く。

　少しだけ変化して、それでもまだ変わらなくて、何時までだって続いていく僕らの時間。

　一番の変化といえば真白ちゃんが引っ越こしてしまった事だろうか。事件の聴ちよう取しゆを受けている間に、何時の間にか居なくなっていた。電話もメールも、手紙も無い。何一つ残さないまま消えてしまった。それを知った時は随ずい分ぶん慌あわてたけれど、志乃ちゃんは大丈夫だと言ってくれた。僕も、たぶんそうなのだろうと思う。彼女の事だ、どこでだってやっていけるだろう。そしてまた「お久ひさしぶりです」なんて変わらない笑え顔がおで、突とつ然ぜん会いにやって来たりするのだ。

　先輩は警察官になり、真白ちゃんは居なくなった。

　そして志乃ちゃんは居場所を見つけた。

　だから僕ぼくらの前に事件が現あらわれる事はなくなっていた。細こま々ごまとした問題はそれでも消えなかったが、重大な事件には一年近く関かかわっていない。これからもきっとそうなのだろう。

『どこまで許ゆるせる？』

　弥栄さんの言葉は重い。今もこうして心の奥おくに残っている。

　事件は起こり続けている。

　今日もまた、テレビを点つければ東京都内で一人の女子高生が複ふく数すうからの暴ぼう行こうを受け、放置された結果死し亡ぼうしたというニュースが流れていた。犯はん人にんは五名、上は二は十た歳ちの無む職しよくの男で、下は中学生だった。彼らは即そく日じつに逮たい捕ほされ、現げん在ざいは取り調べ中である。原げん因いんは肩かたがぶつかったというだけの些さ細さいなもので、彼らは常つねから同じような行こう為いを繰くり返していたらしい。

　世界には《不滅の銃弾イモータル・バレツト》が溢あふれていて、それはきっと永えい遠えんに変わらない。人が独ひとりで、他人を望み、社会を築きずく限かぎり未み来らい永えい劫ごう消えない。

　それでも……僕らはここで、穏おだやかに過すごしていく事を選んだ。

　お互たがいの意思で望んだ。

　だから、これが僕らの物語の終わり。

　ここから先にあるのは平へい凡ぼんで平へい坦たんな日にち常じようで、人様にお見せ出来るような大たい層そうなものじゃない。事じ件けんは起こるが、僕らはそれを二人の力で乗り越こえて行く。これがお仕し舞まい。名めい探たん偵ていにだって文もん句くは言わせない。その先を望むのなら、勝手にやってくれ。止めやしないし、邪じや魔まもしない。

　僕が、志乃ちゃんが望んだ生活がここにあるのだから。

　この世界の全ての他人にだって、それは否ひ定ていさせない。

「……ご馳ち走そう様さまでした」

「早いね。もう出るの？」

「待ち合わせしてるから」

　食器を流しに置いて、志乃ちゃんは学校指定のショルダーバッグを持った。幼おさない彼女の身体からだには幾いくらか大きいそれを重そうに肩かたに掛ける。

「じゃあ、行ってきます」

「あ、待った。志乃ちゃん、ほら、また忘わすれてる」

「……どうしても？」

「当然！　約束したでしょ？」

「そんな覚えはない」

「いや、丸分かりの噓うそはどうなんだろう？　ってか、覚えてないはずがないでしょうが」

「勝手に決められた記き憶おくならある」

「でも頷うなずいたのは君だよ」

「あれは……あんな頼たのみ方は、反はん則そくだから……」

「言い訳わけ無用。しっかりお願いするよ」

「…………」

　酷ひどく納なつ得とくいかない表ひよう情じようだったが、根こん負まけしたらしく志乃ちゃんは覚かく悟ごを決めた。

　口が何かを咀そ嚼しやくするように動く。わざわざ準じゆん備び体たい操そうをしなければならない程ほど、筋きん肉にくは固まっていた。長い間……ずっと昔から。

　それでも────

「い、行ってきます」

　その笑顔は、僕が見て来たどんな光景よりもずっと綺き麗れいで───光に満ち溢れた、未来そのもののようだった。
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　あとがき




　お久しぶりです、上こう月づき雨あま音ねです。今回は九巻「過去からの招待状」の完全な続編という事もあり、初めましてとは挨あい拶さついたしません。もし初めての方は是非とも前述の巻から、可能ならば一巻からお読み下さいますよう。

　というわけで、最終巻です。本シリーズのヒロインたる支はせ倉くら志し乃の、ライバルキャラである涼すず風かぜ真ま白しろの両名は、私の考える『人間としての完かん璧ぺきな在あり方』のモデルケースだったりします。全すべての他者を吞のみ込み、個人の内側に客観を含む志乃。全ての他者を吞み込み、個人の外側に無数の主観を置く真白。これらはどちらも個人主義であり、混ざる事のない人格です。世の中に溢あふれる情報──ニュース等に限った話ではなく、あらゆる経験、出来事──に接した時、それらに対してニヒリズムを気取る事なく、事象の全てを己おのれの隣となりに保存できる事、それは即すなわち自分以外の全ての人間を許きよ容ようする事であり、利己主義とは全く別の完成された個人主義者の在り方だと考えます。そもそも私は全体主義なんて論ろん外がいという人間ですから、二つの『個人』は理想なのですよ。なんて、本編の内容と微妙に係かかわるものの、基本的にどうでも良いキャラ創作秘話を語ってしまいました。だいたいですね、理想なんて言ってる事からも分かるように、私個人がそんな風に生きられるわけがないんです。もし作中の登場人物に一番近いのが誰かと聞かれたら、私は迷う事なく『久く寿す川かわ獅が吼お』と答えるでしょう。このキャラがどんな奴なのかは、本編をお読みくださいませ～。

　さて、最終巻という事もあって色々語ろうと考えていたのですが、二ページしかない事が発覚した挙あげ句く、実際に書き始めてみるとダラダラ語るのは如何いかがなものかという気分になったので、謝辞にて締しめとさせていただきます。イラストの東とう条じようさかなさん。お世辞抜きで、もう一人の生みの親です。この方の可愛らしいイラストがあったからこそ、私の中でのイメージも更に広がりここまで続ける事が出来ました。感謝してもしきれません。担当のＴさん。ずぶの素人しろうとだった私に的確な指摘をしつつも、とても自由に書かせて頂きました。漫画の世界では新人が続けられるかどうかは担当・編集次第だという話を何ど処こかで見たのですが、ラノベの世界でも同じかもしれません。本当に良い人達と一緒に仕事をさせて頂いたと思います。

　そして最後に、これまで読んできて下さった皆様。皆様の応おう援えんがなければ、リアルな話、三巻くらいで終わっていたでしょう。それを考えると、本当に強い力を頂いていたのだと思います。本当にありがとうございました！

　次回作は未定ですが、また何処かでお会いする事をお約束します。本屋さんで上月雨音の名前を見たら、是非手に取って下さいね。それでは、また会う日まで♪
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